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『
魏
志
』東
夷
伝
訳
註
初
稿（
１
）
R
esearch m
aterials
資
料
紹
介
田
中
俊
明
は
じ
め
に
本
稿
は
、『
三
国
志
』
卷
三
〇
・
魏
書
第
三
〇
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
・
東
夷
（
略
し
て
、
『
魏
志
』
東
夷
伝
）
の
原
文
を
提
示
し
、
そ
れ
に
訓
読
・
現
代
語
訳
・
註
解
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
分
量
の
関
係
で
、（
1
）
と
し
て
、
前
半
の
序
・
夫
餘
・
高
句
麗
・
挹
婁
・
東
沃
沮
・
濊
ま
で
を
と
り
あ
げ
、
残
る
韓
・
倭
人
は
機
会
を
改
め
た
い
。
　底
本
は
、
百
衲
本
（
南
宋
紹
煕
年
間
の
板
刻
と
さ
れ
る
）
に
よ
る
。
　原
文
の
【
　】
は
、
裴
松
之
に
よ
る
註
で
あ
る
。
　現
代
語
訳
の
〔
　〕
は
、
補
足
で
あ
り
、（
　）
は
、
簡
単
な
註
で
あ
る
。
（
Ⅰ
）序
（
Ⅰ
）序
は
編
集
の
都
合
に
よ
り
省
略
。
（
Ⅱ
）夫
餘
伝
［
原
文
］
夫
餘
在
長
城
之
北
。
去
玄
菟
千
里
。
南
與
高
句
麗
、
東
與
挹
婁
、
西
與
鮮
卑
接
。
北
有
弱
水
。
方
可
二
千
里
。
戸
八
萬
。
其
民
土
著
。
有
宮
室
倉
庫
牢
獄
。
多
山
陵
廣
澤
。
於
東
夷
之
域
最
平
敞
。
土
地
宜
五
穀
。
不
生
五
果
。
其
人
麤
大
。
性
彊
勇
謹
厚
不
寇
鈔
。
國
有
君
王
。
皆
以
六
畜
名
官
。
有
馬
加
牛
加
豬
加
狗
加
大
使
大
使
者
使
者
。
邑
落
有
豪
民
名
下
戸
皆
爲
奴
僕
。
諸
加
別
主
四
出
道
。
大
者
主
數
千
家
、
小
者
數
百
家
。
食
飲
皆
用
爼
豆
會
同
拜
爵
洗
爵
、
揖
讓
升
降
。
以
殷
正
月
祭
天
、
國
中
大
會
。
連
日
飲
食
歌
舞
、
名
曰
迎
鼓
。
於
是
時
斷
刑
獄
、
解
囚
徒
。
在
國
衣
尚
白
。
白
布
大
袂
袍
袴
。
履
革
鞜
。
出
國
則
尚
繒
繍
錦
罽
。
大
人
加
狐
狸
狖
白
黒
貂
之
裘
、
以
金
銀
飾
帽
。
譯
人
傳
辭
皆
跪
、
手
據
地
竊
語
。
用
刑
嚴
急
。
殺
人
者
死
、
沒
其
家
人
爲
奴
婢
。
竊
盗
一
責
十
二
。
男
女
淫
婦
人
妬
、
皆
殺
之
。
尤
憎
妬
。
已
殺
、
尸
之
國
南
山
上
、
至
腐
爛
。
女
家
欲
得
、
輸
牛
馬
乃
與
之
。
兄
死
妻
嫂
。
與
匈
奴
同
俗
。
其
國
善
養
牲
。
出
名
馬
赤
玉
貂
狖
美
珠
。
珠
大
者
如
酸
棗
。
以
弓
矢
刀
矛
爲
兵
。
家
家
自
有
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國
之
耆
老
自
説
、
古
之
亡
人
。
作
城
柵
皆
員
、
有
似
牢
獄
。
行
道
晝
夜
無
老
幼
皆
歌
、
通
日
聲
不
絶
。
有
軍
事
亦
祭
天
。
殺
牛
觀
蹄
以
占
吉
凶
。
蹄
解
者
爲
凶
、
合
者
爲
吉
。
有
敵
諸
加
自
戰
。
下
戸
倶
擔
糧
飲
食
之
。
其
死
、
夏
月
皆
用
冰
。
殺
人
徇
葬
。
多
者
百
數
。
厚
葬
。
有
槨
無
棺
。【
魏
畧
曰
、
其
俗
停
喪
五
月
、
以
久
爲
榮
。
其
祭
亡
者
有
生
有
熟
。
喪
主
不
欲
速
、
而
他
人
彊
之
、
常
諍
引
。
以
此
爲
節
。
其
居
喪
男
女
、
皆
純
白
。
婦
人
著
布
面
衣
、
去
環
珮
。
大
體
與
中
國
相
倣
拂
也
】
夫
餘
本
屬
玄
菟
。
漢
末
公
孫
度
雄
張
海
東
、
威
服
外
夷
、
夫
餘
王
尉
仇
台
更
屬
遼
東
。
時
句
麗
鮮
卑
強
。
度
以
夫
餘
在
二
虜
之
間
、
妻
以
宗
女
。
尉
仇
台
死
、
簡
位
居
立
。
無
適
子
、
有
孽
子
麻
余
。
位
居
死
、
諸
加
共
立
麻
余
。
牛
加
兄
子
名
位
居
爲
大
使
、
輕
財
善
施
。
國
人
附
之
。
歳
歳
遣
使
詣
京
都
貢
獻
。
正
始
中
、幽
州
刺
史
毋
丘
儉
討
句
麗
。
遣
玄
菟
太
守
王
頎
詣
夫
餘
。
位
居
遣
犬
加
郊
迎
、
供
軍
糧
。
季
父
牛
加
有
二
心
。
位
居
殺
季
父
父
子
、
籍
沒
財
物
。
遣
使
簿
斂
送
官
。
舊
夫
餘
俗
、
水
旱
不
調
、
五
穀
不
熟
、
輒
歸
咎
於
王
、
或
言
當
易
、
或
言
當
殺
。
麻
余
死
、
其
子
依
慮
年
六
歳
、
立
以
爲
王
。
漢
時
夫
餘
王
葬
用
玉
匣
。
常
豫
以
付
玄
菟
郡
、
王
死
則
迎
取
以
葬
。
公
孫
淵
伏
誅
、玄
菟
庫
猶
有
玉
匣
一
具
。
今
夫
餘
庫
有
玉
璧
珪
瓚
數
代
之
物
。
傳
世
以
爲
寶
。
耆
老
言
先
代
之
所
賜
也
【
魏
畧
曰
、其
國
殷
富
、自
先
世
以
來
未
當
（
甞
）
破
壞
也
】。
其
印
文
言
濊
王
之
印
。
國
有
故
城
、
名
濊
城
。
蓋
本
濊
貊
之
地
、
而
夫
餘
王
其
中
。
自
謂
亡
人
、抑
有
似
（
以
？
）
也
。【
魏
略
曰
、舊
志
又
言
、昔
北
方
有
高
離
之
國
者
。
其
王
者
侍
婢
有
身
。
王
欲
殺
之
。
婢
云
、
有
氣
如
雞
子
來
下
我
、
故
有
身
。
後
生
子
。
王
捐
之
於
溷
中
、
猪
以
喙
嘘
之
。
徙
至
馬
閑
、
馬
以
氣
嘘
之
、
不
死
。
王
疑
以
爲
天
子
也
。
乃
令
其
母
收
畜
。
名
曰
東
明
。
常
令
牧
馬
。
東
明
善
射
。
王
恐
奪
其
國
也
、
欲
殺
之
。
東
明
走
南
至
施
掩
水
、
以
弓
撃
水
。
魚
鼈
浮
爲
橋
、
東
明
得
度
。
魚
鼈
乃
解
散
、
追
兵
不
得
渡
。
東
明
因
都
王
夫
餘
之
地
。】
［
訓
読
］
夫
餘
は
長
城
の
北
に
在
り
。
玄
菟
を
去
る
こ
と
千
里
。
南
は
高
句
麗
と
、
東
は
挹
婁
と
、
西
は
鮮
卑
と
接
す
。
北
に
は
弱
水
有
り
。
方
二
千
里
可
り
。
戸
は
八
萬
。
其
の
民
、
土
著
す
。
宮
室
・
倉
庫
・
牢
獄
有
り
。
山
陵
・
廣
澤
多
し
。
東
夷
の
域
に
於
て
最
も
平
敞
な
り
。
土
地
は
五
穀
に
宜
し
か
れ
ど
も
、
五
果
を
生
ぜ
ず
。
其
の
人
麤
大
に
し
て
、
性
は
彊
勇
・
謹
厚
な
り
。
寇
鈔
せ
ず
。
國
に
君
王
有
り
。
皆
な
六
畜
を
以
て
官
に
名
づ
く
。
馬
加
・
牛
加
・
豬
加
・
狗
加
・
大
使
・
大
使
者
・
使
者
有
り
。
邑
落
に
は
豪
民
有
り
。
下
戸
と
名
づ
く
る
は
皆
な
奴
僕
た
り
。
諸
加
は
別
に
四
出
道
を
主
る
。
大
な
る
者
は
數
千
家
を
主
り
、
小
な
る
者
も
數
百
家
。
食
飲
に
は
皆
な
爼
・
豆
を
用
い
、
會
同
し
て
拜
爵
・
洗
爵
し
、
揖
讓
し
て
升
降
す
。
殷
の
正
月
を
以
て
天
を
祭
り
、
國
中
大
い
に
會
す
。
連
日
飲
食
し
歌
舞
す
。
名
づ
け
て
迎
鼓
と
曰
う
。
是
の
時
に
於
て
刑
獄
を
斷
ち
、
囚
徒
を
解
く
。
國
に
在
り
て
は
衣
は
白
を
尚
ぶ
。
白
布
の
大
袂
・
袍
・
袴
あ
り
。
革
鞜
を
履
く
。
國
を
出
づ
れ
ば
則
ち
繒
・
繍
・
錦
・
罽
を
尚
ぶ
。
大
人
は
狐
・
狸
・
狖
・
白
黒
貂
の
裘
を
加
え
、
金
銀
を
以
て
帽
を
飾
る
。
譯
人
辭
を
傳
う
る
に
皆
な
跪
き
、手
は
地
に
據
り
て
竊
か
に
語
る
。
刑
を
用
う
る
こ
と
嚴
急
な
り
。
人
を
殺
せ
る
者
は
死ころ
し
、
其
の
家
人
を
沒
し
て
奴
婢
と
爲
す
。
竊
盗
は
一
に
十
二
を
責
す
。
男
女
淫
す
る
と
婦
人
妬
む
は
、
皆
な
之
を
殺
す
。
尤
も
妬
む
を
憎
む
。
已
に
殺
さ
ば
之
を
國
の
南
の
山
上
に
尸さら
し
、腐
爛
す
る
に
至
ら
し
む
。
女
家
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
牛
・
馬
を
輸
ら
ば
乃
ち
之
を
與
う
。
兄
死
せ
ば
嫂
を
妻めと
る
。
匈
奴
と
俗
を
同
じ
う
す
。
其
の
國
、
善
く
牲
を
養
う
。
名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
狖
・
美
珠
を
出
だ
す
。
珠
の
大
な
る
者
、
酸
棗
の
如
し
。
弓
・
矢
・
刀
・
矛
を
以
て
兵
と
爲
す
。
家
家
に
自
ら
鎧
仗
有
り
。
國
の
耆
老
自
ら
説
く
、
古
え
の
亡
人
な
り
、
と
。
城
柵
を
作
る
に
皆
員まる
く
、
牢
獄
に
似
た
る
有
り
。
道
を
行
く
に
晝
夜
、
老
幼
と
無
く
皆
な
歌
い
、
通
日
聲
絶
え
ず
。
軍
事
有
る
と
き
も
亦
た
天
を
祭
る
。
牛
を
殺
し
て
蹄
を
觀
、
以
て
吉
凶
を
占
う
。
蹄
解
れ
し
は
凶
と
爲
し
、
合
う
は
吉
と
爲
す
。
敵
有
ら
ば
諸
加
自
ら
戰
う
。
下
戸
倶
に
糧
を
擔
い
、
之
を
飲
食
す
。
其
の
死
せ
る
や
、
夏
月
に
は
皆
な
冰
を
用
う
。
人
を
殺
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國
之
耆
老
自
説
、
古
之
亡
人
。
作
城
柵
皆
員
、
有
似
牢
獄
。
行
道
晝
夜
無
老
幼
皆
歌
、
通
日
聲
不
絶
。
有
軍
事
亦
祭
天
。
殺
牛
觀
蹄
以
占
吉
凶
。
蹄
解
者
爲
凶
、
合
者
爲
吉
。
有
敵
諸
加
自
戰
。
下
戸
倶
擔
糧
飲
食
之
。
其
死
、
夏
月
皆
用
冰
。
殺
人
徇
葬
。
多
者
百
數
。
厚
葬
。
有
槨
無
棺
。【
魏
畧
曰
、
其
俗
停
喪
五
月
、
以
久
爲
榮
。
其
祭
亡
者
有
生
有
熟
。
喪
主
不
欲
速
、
而
他
人
彊
之
、
常
諍
引
。
以
此
爲
節
。
其
居
喪
男
女
、
皆
純
白
。
婦
人
著
布
面
衣
、
去
環
珮
。
大
體
與
中
國
相
倣
拂
也
】
夫
餘
本
屬
玄
菟
。
漢
末
公
孫
度
雄
張
海
東
、
威
服
外
夷
、
夫
餘
王
尉
仇
台
更
屬
遼
東
。
時
句
麗
鮮
卑
強
。
度
以
夫
餘
在
二
虜
之
間
、
妻
以
宗
女
。
尉
仇
台
死
、
簡
位
居
立
。
無
適
子
、
有
孽
子
麻
余
。
位
居
死
、
諸
加
共
立
麻
余
。
牛
加
兄
子
名
位
居
爲
大
使
、
輕
財
善
施
。
國
人
附
之
。
歳
歳
遣
使
詣
京
都
貢
獻
。
正
始
中
、幽
州
刺
史
毋
丘
儉
討
句
麗
。
遣
玄
菟
太
守
王
頎
詣
夫
餘
。
位
居
遣
犬
加
郊
迎
、
供
軍
糧
。
季
父
牛
加
有
二
心
。
位
居
殺
季
父
父
子
、
籍
沒
財
物
。
遣
使
簿
斂
送
官
。
舊
夫
餘
俗
、
水
旱
不
調
、
五
穀
不
熟
、
輒
歸
咎
於
王
、
或
言
當
易
、
或
言
當
殺
。
麻
余
死
、
其
子
依
慮
年
六
歳
、
立
以
爲
王
。
漢
時
夫
餘
王
葬
用
玉
匣
。
常
豫
以
付
玄
菟
郡
、
王
死
則
迎
取
以
葬
。
公
孫
淵
伏
誅
、玄
菟
庫
猶
有
玉
匣
一
具
。
今
夫
餘
庫
有
玉
璧
珪
瓚
數
代
之
物
。
傳
世
以
爲
寶
。
耆
老
言
先
代
之
所
賜
也
【
魏
畧
曰
、其
國
殷
富
、自
先
世
以
來
未
當
（
甞
）
破
壞
也
】。
其
印
文
言
濊
王
之
印
。
國
有
故
城
、
名
濊
城
。
蓋
本
濊
貊
之
地
、
而
夫
餘
王
其
中
。
自
謂
亡
人
、抑
有
似
（
以
？
）
也
。【
魏
略
曰
、舊
志
又
言
、昔
北
方
有
高
離
之
國
者
。
其
王
者
侍
婢
有
身
。
王
欲
殺
之
。
婢
云
、
有
氣
如
雞
子
來
下
我
、
故
有
身
。
後
生
子
。
王
捐
之
於
溷
中
、
猪
以
喙
嘘
之
。
徙
至
馬
閑
、
馬
以
氣
嘘
之
、
不
死
。
王
疑
以
爲
天
子
也
。
乃
令
其
母
收
畜
。
名
曰
東
明
。
常
令
牧
馬
。
東
明
善
射
。
王
恐
奪
其
國
也
、
欲
殺
之
。
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明
走
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至
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掩
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、
以
弓
撃
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。
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鼈
浮
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橋
、
東
明
得
度
。
魚
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解
散
、
追
兵
不
得
渡
。
東
明
因
都
王
夫
餘
之
地
。】
［
訓
読
］
夫
餘
は
長
城
の
北
に
在
り
。
玄
菟
を
去
る
こ
と
千
里
。
南
は
高
句
麗
と
、
東
は
挹
婁
と
、
西
は
鮮
卑
と
接
す
。
北
に
は
弱
水
有
り
。
方
二
千
里
可
り
。
戸
は
八
萬
。
其
の
民
、
土
著
す
。
宮
室
・
倉
庫
・
牢
獄
有
り
。
山
陵
・
廣
澤
多
し
。
東
夷
の
域
に
於
て
最
も
平
敞
な
り
。
土
地
は
五
穀
に
宜
し
か
れ
ど
も
、
五
果
を
生
ぜ
ず
。
其
の
人
麤
大
に
し
て
、
性
は
彊
勇
・
謹
厚
な
り
。
寇
鈔
せ
ず
。
國
に
君
王
有
り
。
皆
な
六
畜
を
以
て
官
に
名
づ
く
。
馬
加
・
牛
加
・
豬
加
・
狗
加
・
大
使
・
大
使
者
・
使
者
有
り
。
邑
落
に
は
豪
民
有
り
。
下
戸
と
名
づ
く
る
は
皆
な
奴
僕
た
り
。
諸
加
は
別
に
四
出
道
を
主
る
。
大
な
る
者
は
數
千
家
を
主
り
、
小
な
る
者
も
數
百
家
。
食
飲
に
は
皆
な
爼
・
豆
を
用
い
、
會
同
し
て
拜
爵
・
洗
爵
し
、
揖
讓
し
て
升
降
す
。
殷
の
正
月
を
以
て
天
を
祭
り
、
國
中
大
い
に
會
す
。
連
日
飲
食
し
歌
舞
す
。
名
づ
け
て
迎
鼓
と
曰
う
。
是
の
時
に
於
て
刑
獄
を
斷
ち
、
囚
徒
を
解
く
。
國
に
在
り
て
は
衣
は
白
を
尚
ぶ
。
白
布
の
大
袂
・
袍
・
袴
あ
り
。
革
鞜
を
履
く
。
國
を
出
づ
れ
ば
則
ち
繒
・
繍
・
錦
・
罽
を
尚
ぶ
。
大
人
は
狐
・
狸
・
狖
・
白
黒
貂
の
裘
を
加
え
、
金
銀
を
以
て
帽
を
飾
る
。
譯
人
辭
を
傳
う
る
に
皆
な
跪
き
、手
は
地
に
據
り
て
竊
か
に
語
る
。
刑
を
用
う
る
こ
と
嚴
急
な
り
。
人
を
殺
せ
る
者
は
死ころ
し
、
其
の
家
人
を
沒
し
て
奴
婢
と
爲
す
。
竊
盗
は
一
に
十
二
を
責
す
。
男
女
淫
す
る
と
婦
人
妬
む
は
、
皆
な
之
を
殺
す
。
尤
も
妬
む
を
憎
む
。
已
に
殺
さ
ば
之
を
國
の
南
の
山
上
に
尸さら
し
、腐
爛
す
る
に
至
ら
し
む
。
女
家
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
牛
・
馬
を
輸
ら
ば
乃
ち
之
を
與
う
。
兄
死
せ
ば
嫂
を
妻めと
る
。
匈
奴
と
俗
を
同
じ
う
す
。
其
の
國
、
善
く
牲
を
養
う
。
名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
狖
・
美
珠
を
出
だ
す
。
珠
の
大
な
る
者
、
酸
棗
の
如
し
。
弓
・
矢
・
刀
・
矛
を
以
て
兵
と
爲
す
。
家
家
に
自
ら
鎧
仗
有
り
。
國
の
耆
老
自
ら
説
く
、
古
え
の
亡
人
な
り
、
と
。
城
柵
を
作
る
に
皆
員まる
く
、
牢
獄
に
似
た
る
有
り
。
道
を
行
く
に
晝
夜
、
老
幼
と
無
く
皆
な
歌
い
、
通
日
聲
絶
え
ず
。
軍
事
有
る
と
き
も
亦
た
天
を
祭
る
。
牛
を
殺
し
て
蹄
を
觀
、
以
て
吉
凶
を
占
う
。
蹄
解
れ
し
は
凶
と
爲
し
、
合
う
は
吉
と
爲
す
。
敵
有
ら
ば
諸
加
自
ら
戰
う
。
下
戸
倶
に
糧
を
擔
い
、
之
を
飲
食
す
。
其
の
死
せ
る
や
、
夏
月
に
は
皆
な
冰
を
用
う
。
人
を
殺
359
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し
徇
葬
せ
し
む
。
多
き
者
百
も
て
數
う
。
厚
葬
す
。
槨
有
れ
ど
も
棺
無
し
。【
魏
畧
に
曰
わ
く
、
其
の
俗
、
喪
を
停
む
る
こ
と
五
月
に
し
て
、
久
し
き
を
以
て
榮
と
爲
す
。
其
れ
亡
者
を
祭
る
に
生
有
り
熟
有
り
。
喪
主
速
や
か
な
る
を
欲
せ
ざ
れ
ど
も
、
他
人
之
を
彊
い
、
常
に
諍
い
て
引
く
。
此
を
以
て
節
と
爲
す
。
其
れ
喪
に
居
る
男
女
、
皆
な
純
白
な
り
。
婦
人
、
布
の
面
衣
を
著
、
環
珮
を
去
る
。
大
體
、
中
國
と
相
倣
拂
す
る
な
り
、
と
】
夫
餘
は
本も
と
玄
菟
に
屬
す
。
漢
末
、
公
孫
度
海
東
に
雄
張
し
、
威
も
て
外
夷
を
服
す
る
や
、夫
餘
王
尉
仇
台
、更
た
め
て
遼
東
に
屬
せ
ん
と
す
。
時
に
句
麗
・
鮮
卑
強
し
。
度
、夫
餘
の
二
虜
の
間
に
在
る
を
以
て
、妻
め
あ
わす
に
宗
女
を
以
て
す
。尉
仇
台
死
す
る
や
、
簡
位
居
立
つ
。
適
子
無
く
、
孽
子
麻
余
有
る
の
み
。
位
居
死
す
る
や
、
諸
加
共
に
麻
余
を
立
つ
。
牛
加
の
兄
の
子
、
位
居
と
名
づ
く
る
も
の
、
大
使
と
爲
り
、
財
を
輕
く
し
善
く
施
す
。
國
人
之
に
附
す
。
歳
歳
に
使
を
遣
わ
し
京
都
に
詣
り
貢
獻
せ
し
む
。
正
始
中
、
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
、
句
麗
を
討
つ
。
玄
菟
太
守
王
頎
を
遣
わ
し
夫
餘
に
詣
ら
し
む
。
位
居
、
犬
加
を
遣
わ
し
郊
迎
せ
し
め
、
軍
糧
を
供
す
。
季
父
牛
加
に
二
心
有
り
。
位
居
、
季
父
父
子
を
殺
し
て
財
物
を
籍
沒
し
、
使
を
遣
わ
し
簿
斂
し
て
官
に
送
ら
し
む
。
舊も
と
夫
餘
の
俗
、
水
旱
調
と
と
のわ
ず
、
五
穀
熟
ら
ざ
れ
ば
、
輒
ち
咎
を
王
に
歸
し
、
或
い
は
當
に
易
う
べ
し
と
言
い
、
或
い
は
當
に
殺
す
べ
し
と
言
い
き
。
麻
余
死
す
る
や
、
其
の
子
の
依
慮
、
年
六
歳
に
し
て
、
立
ち
て
以
て
王
と
爲
る
。
漢
の
時
、
夫
餘
王
葬
む
る
に
玉
匣
を
用
う
。
常
に
豫
め
以
て
玄
菟
郡
に
付
し
、
王
死
す
れ
ば
則
ち
迎
取
し
て
以
て
葬
る
。
公
孫
淵
誅
に
伏
せ
る
と
き
、
玄
菟
の
庫
に
猶
お
玉
匣
一
具
有
り
。
今
、
夫
餘
の
庫
に
玉
璧
・
珪
・
瓚
數
代
の
物
有
り
。
傳
世
し
て
以
て
寶
と
爲
す
。
耆
老
言
わ
く
、「
先
代
の
賜
わ
り
し
所
な
り
」
と
【
魏
畧
曰
わ
く
、
其
の
國
殷
富
に
し
て
、
先
世
よ
り
以
來
、
未
だ
甞
て
破
壞
さ
れ
ざ
り
し
な
り
、
と
】。
其
の
印
文
に
「
濊
王
之
印
」
と
言
う
。
國
に
故
城
有
り
、
濊
城
と
名
づ
く
。
蓋
し
本
と
濊
・
貊
の
地
に
し
て
、
夫
餘
、
其
の
中
に
王
た
り
。
自
ら
亡
人
と
謂
う
は
、
抑
も
以ゆえ有
る
な
り
。
【
魏
略
に
曰
わ
く
、
舊
志
又
た
言
わ
く
、「
昔
、
北
方
に
高
離
の
國
な
る
者
有
り
。
其
の
王
者
の
侍
婢
、
身はら
む
有
り
。
王
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
婢
云
わ
く
、
氣
の
雞
子
の
如
き
も
の
有
り
、來
た
り
て
我
に
下
り
、故
に
身
む
有
り
、と
。後
ち
子
を
生
む
。王
、
之
を
溷
中
に
捐
つ
る
に
、
猪
、
喙
を
以
て
之
を
嘘ふ
く
。
徙
し
て
馬
閑
に
至
ら
し
む
る
に
、
馬
、
氣
を
以
て
之
を
嘘
き
、
死
せ
ざ
ら
し
む
。
王
疑
い
て
以
爲
え
ら
く
、
天
子
な
ら
ん
か
、
と
。
乃
ち
其
の
母
に
令
し
て
收
め
て
畜
や
し
なわ
し
む
。
名
づ
け
て
東
明
と
曰
う
。
常
に
馬
を
牧
せ
し
む
。
東
明
は
善
射
な
り
。
王
、
其
の
國
を
奪
わ
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
東
明
走
り
て
南
の
か
た
施
掩
水
に
至
り
、
弓
を
以
て
水
を
撃
つ
。
魚
鼈
浮
か
び
て
橋
を
爲
し
、
東
明
度わた
る
を
得
。
魚
鼈
乃
ち
解
散
し
、
追
兵
渡
る
を
得
ず
。
東
明
因
り
て
都
し
、
夫
餘
の
地
に
王
た
り
」
と
。】
［
現
代
語
訳
］
夫
餘
（
1
（
は
長
城
（
（
（
の
北
に
あ
る
。〔
そ
の
中
心
地
は
〕
玄
菟
〔
郡
治
〕（（
（
か
ら
千
里
離
れ
て
い
る
（
（
（
。
南
は
高
句
麗
と
、
東
は
挹
婁
と
、
西
は
鮮
卑
と
接
し
て
い
る
（
（
（
。
北
に
は
弱
水
が
あ
る
（
（
（
。
お
よ
そ
二
千
里
四
方
〔
の
広
さ
〕
で
あ
る
（
（
（
。
戸
数
は
八
萬
あ
る
（
（
（
。
人
々
は
定
住
し
て
い
る
（
（
（
。
宮
室
・
倉
庫
・
牢
獄
が
あ
る
（
（（
（
。
山
地
・
丘
陵
や
広
大
な
沼
沢
が
多
い
。
東
夷
の
地
域
に
お
い
て
は
、
最
も
平
坦
で
広
い
（
（（
（
。
そ
の
土
地
は
五
穀
に
は
適
し
て
い
る
が
、
五
果
は
育
た
な
い
（
（（
（
。
そ
の
人
々
〔
の
体
格
〕
は
大
き
く
て
、
性
格
は
強
く
勇
ま
し
い
が
慎
み
深
い
。〔
他
国
へ
〕
侵
略
し
な
い
（
（（
（
。
そ
の
国
に
は
、王
が
い
る
（
（（
（
。
官
名
に
は
六
畜
の
名
を
つ
け
て
い
る〔
も
の
が
あ
る
〕。
〔
す
な
わ
ち
〕
馬
加
・
牛
加
・
豬
加
・
狗
加
・
大
使
・
大
使
者
・
使
者
〔
と
い
う
官
名
〕
が
あ
る
（
（（
（
。
邑
落
に
は
豪
民
〔
と
下
戸
〕
が
い
る
。
下
戸
と
い
う
の
は
、み
な
奴
僕
〔
の
よ
う
な
も
の
〕
で
あ
る
（
（（
（
。
加
の
地
位
に
あ
る
も
の
た
ち
は
、〔
邑
落
と
は
〕
別
に
、〔
中
心
地
か
ら
〕
出
る
四
つ
の
交
通
路
を
統
轄
し
て
い
る
。
多
い
も
の
で
は
数
千
家
、
少
な
い
も
の
で
も
数
百
家
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
。
飲
食
す
る
と
き
に
は
い
つ
も
爼
や
豆
を
用
い
（
（（
（
、
集
ま
っ
て
〔
宴
会
を
す
る
と
き
に
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は
〕
さ
か
ず
き
を
受
け
取
っ
た
り
、
ま
た
さ
か
ず
き
を
洗
っ
て
返
し
、
手
を
前
で
組
み
合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
し
譲
り
合
っ
て
升
降
す
る
〔
礼
が
あ
る
〕（（（
（
。
殷
の
正
月
（
陰
暦
十
二
月
）
に
天
を
祭
り
、
国
中
が
大
い
に
集
ま
る
。
何
日
も
つ
づ
け
て
飲
食
し
て
歌
い
舞
う
。
そ
れ
を
迎
鼓
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。
そ
の
時
に
は
刑
罰
を
や
め
て
、
囚
人
を
解
放
す
る
。
国
内
に
お
い
て
は
、
衣
服
は
白
を
尊
重
す
る
。
白
布
で
作
っ
た
大
き
な
袖
の
あ
る
衣
服
・
わ
た
い
れ
・
ズ
ボ
ン
な
ど
が
あ
り
、
革
靴
を
は
く
（
（（
（
。
国
外
に
出
れ
ば
、
繒
・
繍
・
錦
・
毛
織
物
を
尊
重
す
る
（
（（
（
。
大
人
（
有
力
者
）
は
狐
・
狸
・
黒
猿
や
、
白
黒
の
貂
の
毛
皮
を
重
ね
着
て
、
帽
子
を
金
銀
で
飾
る
（
（（
（
。
通
訳
が
言
葉
を
伝
え
る
と
き
は
い
つ
も
ひ
ざ
ま
づ
き
、
手
は
地
面
に
つ
け
て
ひ
そ
ひ
そ
話
す
。
刑
を
執
行
す
る
と
き
は
厳
格
で
あ
る
。
人
を
殺
し
た
者
は
死
刑
に
し
、
そ
の
家
族
を
没
収
し
て
奴
婢
と
す
る
。
竊
盗
は
〔
盗
ん
だ
も
の
〕
一
に
対
し
て
十
二
倍
を
取
る
（
（（
（
。男
女
が
淫
ら
な
こ
と
を
し
た
と
き
や
、
婦
人
が
妬
ん
だ
と
き
は
、
と
も
に
死
刑
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
妬
む
こ
と
を
最
も
嫌
う
。
死
刑
に
処
し
た
あ
と
は
、
そ
の
遺
体
を
国
の
南
の
山
の
上
に
さ
ら
し
、
腐
爛
さ
せ
る
。
女
の
家
が
〔
遺
体
を
返
し
て
〕
欲
し
い
と
き
に
は
、
牛
や
馬
を
支
払
え
ば
、
与
え
ら
れ
る
（
（（
（
。
兄
が
死
ぬ
と
〔
弟
は
〕
兄
嫁
を
〔
自
分
の
〕
妻
と
す
る
。
匈
奴
と
同
じ
習
俗
で
あ
る
（
（（
（
。そ
の
国
で
は
、犠
牲
〔
に
す
る
動
物
〕
を
う
ま
く
養
っ
て
い
る
。
名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
黒
猿
・
美
珠
を
産
出
す
る
。
珠
の
大
き
い
も
の
は
、
山
棗
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（
。
武
器
に
は
弓
・
矢
・
刀
・
矛
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
は
鎧
と
武
器
が
あ
る
（
（（
（
。
夫
餘
の
老
人
は
み
ず
か
ら
「〔
夫
餘
人
は
〕
昔
、〔
他
国
か
ら
〕
流
亡
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
（（
（
。
城
柵
は
円
形
に
作
り
、
牢
獄
に
似
て
い
る
（
（（
（
。
道
を
行
く
と
き
は
、
昼
と
夜
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
老
幼
と
な
く
み
な
歌
い
、
一
日
中
、
声
が
絶
え
な
い
。
戦
争
が
あ
る
と
き
に
も
天
を
祭
る
。
牛
を
殺
し
、
蹄
を
み
て
吉
凶
を
占
う
。
蹄
が
分
か
れ
る
と
凶
で
、
合
え
ば
吉
と
す
る
（
（（
（
。
敵
が
や
っ
て
く
れ
ば
、
加
た
ち
が
み
ず
か
ら
戦
う
。
下
戸
は
み
な
兵
糧
を
背
負
っ
て
〔
運
ん
で
き
て
〕、
そ
れ
を
〔
加
た
ち
が
〕
飲
食
す
る
。
人
が
死
ん
だ
と
き
に
は
、
夏
の
時
期
に
は
み
な
氷
を
用
い
る
。
人
を
殺
し
て
殉
葬
す
る
。
多
い
場
合
に
は
、
数
百
に
も
な
る
。
厚
葬
で
あ
る
。
槨
は
あ
る
が
棺
は
な
い
（
（（
（
。魏
畧
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
「
夫
餘
の
習
俗
で
は
、
柩
を
と
ど
め
て
お
く
の
が
五
ヶ
月
で
、
長
い
ほ
う
が
名
誉
で
あ
る
。
死
者
を
祭
る
と
き
に
は
生
も
の
と
加
熱
し
た
も
の
と
を
用
い
る
。〔
埋
葬
の
と
き
に
〕
喪
主
は
速
く
〔
柩
を
引
い
て
い
く
こ
と
を
〕
望
ま
な
い
が
、
他
人
は
無
理
強
い
し
、
い
つ
も
争
い
な
が
ら
引
い
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
を
礼
節
と
し
て
い
る
。
喪
に
服
し
て
い
る
男
女
は
、
み
な
純
白
で
あ
る
。
婦
人
は
麻
布
で
顔
を
覆
い
、
環
珮
（
お
び
だ
ま
）
を
は
ず
す
。
お
よ
そ
中
国
〔
の
礼
〕
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
（（
（
」】夫餘
は
も
と
も
と
玄
菟
郡
に
属
し
て
い
た
（
（（
（
。
後
漢
代
の
末
に
公
孫
度
が
海
東
で
勢
力
を
も
ち
、
そ
の
勢
威
が
外
夷
を
圧
服
す
る
ほ
ど
に
な
る
と
（
（（
（
、
夫
餘
王
の
尉
仇
台
は
、
〔
そ
の
た
め
に
〕
あ
ら
た
め
て
遼
東
〔
の
公
孫
氏
〕
に
服
属
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
ろ
高
句
麗
と
鮮
卑
が
強
勢
で
あ
っ
た
。
度
は
、
夫
餘
が
〔
高
句
麗
と
鮮
卑
の
〕
二
虜
の
間
に
あ
る
た
め
、
宗
女
を
嫁
が
せ
た
（
（（
（
。
尉
仇
台
が
死
ぬ
と
、
簡
位
居
が
即
位
し
た
。〔
簡
位
居
に
は
〕
嫡
子
が
お
ら
ず
、
庶
子
の
麻
余
が
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。〔
簡
〕
位
居
が
死
ぬ
と
、
諸
加
は
そ
ろ
っ
て
麻
余
を
立
て
た
。
牛
加
の
兄
の
子
で
位
居
と
い
う
も
の
が
大
使
と
な
り
、
財
産
を
つ
か
っ
て
よ
く
施
し
た
。〔
そ
の
た
め
〕
国
の
人
々
は
位
居
に
附
き
し
た
が
っ
た
（
（（
（
。
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は
〕
さ
か
ず
き
を
受
け
取
っ
た
り
、
ま
た
さ
か
ず
き
を
洗
っ
て
返
し
、
手
を
前
で
組
み
合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
し
譲
り
合
っ
て
升
降
す
る
〔
礼
が
あ
る
〕（（（
（
。
殷
の
正
月
（
陰
暦
十
二
月
）
に
天
を
祭
り
、
国
中
が
大
い
に
集
ま
る
。
何
日
も
つ
づ
け
て
飲
食
し
て
歌
い
舞
う
。
そ
れ
を
迎
鼓
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。
そ
の
時
に
は
刑
罰
を
や
め
て
、
囚
人
を
解
放
す
る
。
国
内
に
お
い
て
は
、
衣
服
は
白
を
尊
重
す
る
。
白
布
で
作
っ
た
大
き
な
袖
の
あ
る
衣
服
・
わ
た
い
れ
・
ズ
ボ
ン
な
ど
が
あ
り
、
革
靴
を
は
く
（
（（
（
。
国
外
に
出
れ
ば
、
繒
・
繍
・
錦
・
毛
織
物
を
尊
重
す
る
（
（（
（
。
大
人
（
有
力
者
）
は
狐
・
狸
・
黒
猿
や
、
白
黒
の
貂
の
毛
皮
を
重
ね
着
て
、
帽
子
を
金
銀
で
飾
る
（
（（
（
。
通
訳
が
言
葉
を
伝
え
る
と
き
は
い
つ
も
ひ
ざ
ま
づ
き
、
手
は
地
面
に
つ
け
て
ひ
そ
ひ
そ
話
す
。
刑
を
執
行
す
る
と
き
は
厳
格
で
あ
る
。
人
を
殺
し
た
者
は
死
刑
に
し
、
そ
の
家
族
を
没
収
し
て
奴
婢
と
す
る
。
竊
盗
は
〔
盗
ん
だ
も
の
〕
一
に
対
し
て
十
二
倍
を
取
る
（
（（
（
。男
女
が
淫
ら
な
こ
と
を
し
た
と
き
や
、
婦
人
が
妬
ん
だ
と
き
は
、
と
も
に
死
刑
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
妬
む
こ
と
を
最
も
嫌
う
。
死
刑
に
処
し
た
あ
と
は
、
そ
の
遺
体
を
国
の
南
の
山
の
上
に
さ
ら
し
、
腐
爛
さ
せ
る
。
女
の
家
が
〔
遺
体
を
返
し
て
〕
欲
し
い
と
き
に
は
、
牛
や
馬
を
支
払
え
ば
、
与
え
ら
れ
る
（
（（
（
。
兄
が
死
ぬ
と
〔
弟
は
〕
兄
嫁
を
〔
自
分
の
〕
妻
と
す
る
。
匈
奴
と
同
じ
習
俗
で
あ
る
（
（（
（
。そ
の
国
で
は
、犠
牲
〔
に
す
る
動
物
〕
を
う
ま
く
養
っ
て
い
る
。
名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
黒
猿
・
美
珠
を
産
出
す
る
。
珠
の
大
き
い
も
の
は
、
山
棗
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（
。
武
器
に
は
弓
・
矢
・
刀
・
矛
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
は
鎧
と
武
器
が
あ
る
（
（（
（
。
夫
餘
の
老
人
は
み
ず
か
ら
「〔
夫
餘
人
は
〕
昔
、〔
他
国
か
ら
〕
流
亡
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
（（
（
。
城
柵
は
円
形
に
作
り
、
牢
獄
に
似
て
い
る
（
（（
（
。
道
を
行
く
と
き
は
、
昼
と
夜
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
老
幼
と
な
く
み
な
歌
い
、
一
日
中
、
声
が
絶
え
な
い
。
戦
争
が
あ
る
と
き
に
も
天
を
祭
る
。
牛
を
殺
し
、
蹄
を
み
て
吉
凶
を
占
う
。
蹄
が
分
か
れ
る
と
凶
で
、
合
え
ば
吉
と
す
る
（
（（
（
。
敵
が
や
っ
て
く
れ
ば
、
加
た
ち
が
み
ず
か
ら
戦
う
。
下
戸
は
み
な
兵
糧
を
背
負
っ
て
〔
運
ん
で
き
て
〕、
そ
れ
を
〔
加
た
ち
が
〕
飲
食
す
る
。
人
が
死
ん
だ
と
き
に
は
、
夏
の
時
期
に
は
み
な
氷
を
用
い
る
。
人
を
殺
し
て
殉
葬
す
る
。
多
い
場
合
に
は
、
数
百
に
も
な
る
。
厚
葬
で
あ
る
。
槨
は
あ
る
が
棺
は
な
い
（
（（
（
。魏
畧
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
「
夫
餘
の
習
俗
で
は
、
柩
を
と
ど
め
て
お
く
の
が
五
ヶ
月
で
、
長
い
ほ
う
が
名
誉
で
あ
る
。
死
者
を
祭
る
と
き
に
は
生
も
の
と
加
熱
し
た
も
の
と
を
用
い
る
。〔
埋
葬
の
と
き
に
〕
喪
主
は
速
く
〔
柩
を
引
い
て
い
く
こ
と
を
〕
望
ま
な
い
が
、
他
人
は
無
理
強
い
し
、
い
つ
も
争
い
な
が
ら
引
い
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
を
礼
節
と
し
て
い
る
。
喪
に
服
し
て
い
る
男
女
は
、
み
な
純
白
で
あ
る
。
婦
人
は
麻
布
で
顔
を
覆
い
、
環
珮
（
お
び
だ
ま
）
を
は
ず
す
。
お
よ
そ
中
国
〔
の
礼
〕
と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
（（
（
」】夫餘
は
も
と
も
と
玄
菟
郡
に
属
し
て
い
た
（
（（
（
。
後
漢
代
の
末
に
公
孫
度
が
海
東
で
勢
力
を
も
ち
、
そ
の
勢
威
が
外
夷
を
圧
服
す
る
ほ
ど
に
な
る
と
（
（（
（
、
夫
餘
王
の
尉
仇
台
は
、
〔
そ
の
た
め
に
〕
あ
ら
た
め
て
遼
東
〔
の
公
孫
氏
〕
に
服
属
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
ろ
高
句
麗
と
鮮
卑
が
強
勢
で
あ
っ
た
。
度
は
、
夫
餘
が
〔
高
句
麗
と
鮮
卑
の
〕
二
虜
の
間
に
あ
る
た
め
、
宗
女
を
嫁
が
せ
た
（
（（
（
。
尉
仇
台
が
死
ぬ
と
、
簡
位
居
が
即
位
し
た
。〔
簡
位
居
に
は
〕
嫡
子
が
お
ら
ず
、
庶
子
の
麻
余
が
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。〔
簡
〕
位
居
が
死
ぬ
と
、
諸
加
は
そ
ろ
っ
て
麻
余
を
立
て
た
。
牛
加
の
兄
の
子
で
位
居
と
い
う
も
の
が
大
使
と
な
り
、
財
産
を
つ
か
っ
て
よ
く
施
し
た
。〔
そ
の
た
め
〕
国
の
人
々
は
位
居
に
附
き
し
た
が
っ
た
（
（（
（
。
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毎
年
、
使
者
を
〔
魏
の
〕
都
に
派
遣
し
、
貢
ぎ
物
を
献
上
さ
せ
た
（
（（
（
。
正
始
年
間
（
二
四
〇
～
二
四
九
）
に
幽
州
刺
史
の
毋
丘
儉
が
高
句
麗
を
討
伐
し
た
（
（（
（
。〔
そ
の
際
に
ま
ず
〕
玄
菟
太
守
王
頎
を
夫
餘
に
派
遣
し
た
。
位
居
は
、
犬
加
を
郊
外
に
ま
で
出
迎
え
さ
せ
、
軍
糧
を
提
供
し
た
（
（（
（
。
〔
位
居
の
〕
叔
父
で
あ
る
牛
加
に
二
心
が
あ
っ
た
。〔
そ
こ
で
〕
位
居
は
、叔
父
〔
牛
加
〕
父
子
を
殺
し
て
、
財
産
を
没
収
し
、
使
者
を
派
遣
し
て
没
収
す
る
財
産
を
帳
簿
に
付
け
て
役
所
に
送
り
と
ど
け
さ
せ
た
（
（（
（
。
夫
餘
の
古
い
習
俗
で
は
、
天
候
が
不
順
で
、
穀
物
が
成
熟
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
た
び
に
王
の
罪
を
問
い
、
交
代
さ
せ
る
べ
き
だ
と
か
、
殺
す
べ
き
だ
と
か
い
っ
た
（
（（
（
。
麻
余
が
死
ぬ
と
、
そ
の
子
の
依
慮
が
年
六
歳
で
即
位
し
て
王
と
な
っ
た
（
（（
（
。
漢
の
時
代
に
は
、
夫
餘
王
を
葬
む
る
場
合
に
玉
衣
を
用
い
た
。〔
漢
は
〕
い
つ
も
前
も
っ
て
玄
菟
郡
に
あ
ず
け
て
お
き
、〔
夫
餘
で
は
〕
王
が
死
ん
だ
と
き
に
取
り
に
行
っ
て
、
そ
れ
で
葬
る
。
公
孫
淵
が
滅
ぼ
さ
れ
た
と
き
に
も
、
玄
菟
〔
郡
〕
の
倉
庫
に
ま
だ
玉
衣
が
ひ
と
そ
ろ
え
あ
っ
た
。
い
ま
、
夫
餘
の
〔
都
の
〕
倉
庫
に
玉
璧
・
珪
・
瓚
な
ど
の
数
代
に
わ
た
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
伝
世
し
て
宝
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（
。
耆
老
は
、「
ご
先
代
が
賜
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
（
（（
（
。
魏
畧
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
「
そ
の
國
は
富
み
栄
え
て
お
り
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
破
壞
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
と
】〔
そ
の
中
に
印
も
あ
り
〕
そ
の
印
文
に
は
「
濊
王
之
印
」
と
あ
る
（
（（
（
。
国
内
〔
中
心
地
〕
に
故
城
が
あ
り
、
濊
城
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。〔
夫
餘
の
地
は
〕
お
そ
ら
く
本
来
は
濊
・
貊
の
地
で
あ
り
、夫
餘
〔
人
〕
は
そ
の
中
で
王
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
亡
命
し
て
き
た
人
で
あ
る
」
と
自
ら
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
（（
（
。
魏
略
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
舊
志
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
（（
（
。「
昔
、
北
方
に
高
離
の
国
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
（
（（
（
。
そ
の
王
の
侍
婢
が
妊
娠
し
た
。〔
そ
の
た
め
〕
王
は
そ
の
侍
婢
を
殺
そ
う
と
し
た
。〔
そ
れ
に
対
し
て
〕
侍
婢
は
、「
卵
の
よ
う
な
〔
大
き
さ
の
〕
霊
気
が
わ
た
し
に
降
り
て
参
り
ま
し
て
、
そ
の
た
め
に
妊
娠
し
た
の
で
す
」
と
い
っ
た
。
そ
の
ご
子
を
生
ん
だ
（
（（
（
。
王
は
、
そ
の
子
を
溷
（
便
所
）
の
中
に
棄
て
た
が
、〔
溷
の
下
で
飼
っ
て
い
る
〕
豚
が
口
で
そ
れ
に
息
を
ふ
き
か
け
た
。〔
そ
こ
で
今
度
は
〕
馬
小
屋
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
馬
が
息
を
ふ
き
か
け
、
死
な
な
い
よ
う
に
し
た
（
（（
（
。
王
は
天
の
子
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
母
に
命
令
し
て
養
わ
せ
た
。
東
明
と
名
づ
け
た
。
い
つ
も
馬
を
牧
畜
さ
せ
た
。
東
明
は
弓
矢
が
う
ま
か
っ
た
（
（（
（
。
王
は
そ
の
国
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
東
明
を
殺
そ
う
と
し
た
。
東
明
は
南
に
逃
げ
て
施
掩
水
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
弓
で
水
面
を
た
た
い
た
。〔
す
る
と
〕
魚
鼈
が
浮
か
ん
で
橋
を
つ
く
り
、
東
明
は
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
魚
鼈
は
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
追
手
の
兵
は
渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
（（
（
。
東
明
は
こ
う
し
て
夫
餘
の
地
に
都
を
置
き
、
王
と
な
っ
た
。】
［
註
解
］
（
１
）夫
餘
後
代
の
史
料
に
は
、
扶
餘
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、「
餘
」
と
「
余
」
と
は
本
来
別
字
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
夫
余
と
は
表
記
し
な
い
。
夫
餘
の
民
族
的
性
格
・
文
化
等
に
つ
い
て
は
、
本
伝
を
通
し
て
考
察
す
る
。
夫
餘
の
名
が
史
上
に
現
わ
れ
た
最
初
は
、『
史
記
』
卷
一
二
九
・
貨
殖
列
伝
に
燕
の
地
に
つ
い
て
述
べ
た
く
だ
り
に
「
北
は
烏
桓
・
夫
餘
に
鄰
し
、
東
は
穢
・
貉
・
朝
鮮
・
眞
番
の
利
を
綰
ぶ
」
と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
国
時
代
末
期
、
前
三
世
紀
頃
の
こ
と
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
に
も
「
北
は
烏
丸
・
夫
餘
に
隙
し
、
東
は
眞
番
の
利
を
賈
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
王
莽
伝
に
は
、
王
莽
が
五
威
將
を
四
方
に
派
遣
し
た
と
き
の
こ
と
を
記
し
て
「
其
の
東
に
出
で
し
者
は
、
玄
菟
・
楽
浪
・
高
句
驪
・
夫
餘
に
至
る
」
と
あ
る
。
『
資
治
通
鑑
』
卷
九
七
・
晉
紀
一
九
・
孝
宗
上
之
上
・
永
和
二
年
（
三
四
六
）
正
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月
条
に
よ
れ
ば
、「
初
め
夫
餘
、鹿
山
に
居
る
」
と
あ
る
。
胡
三
省
の
註
に
も
「
夫
餘
、
玄
菟
の
北
千
餘
里
に
在
り
。
鹿
山
、
蓋
し
其
の
地
に
直
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
本
来
の
住
地
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
当
時
の
中
心
地
（
本
拠
地
）
で
あ
っ
た
。
白
鳥
庫
吉
は
、こ
の「
鹿
山
」を
も
と
に
、「T
unguse
語
で
は
鹿
をbuyu
と
い
ふ
、
夫
餘
は
そ
の
対
音
で
あ
ら
う
。
…
…
夫
餘
の
名
は
鹿
山
即Buyu
山
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
す
る
が
（「
濊
貊
民
族
の
由
来
を
述
べ
て
、
夫
餘
高
句
麗
及
び
百
済
の
起
源
に
及
ぶ
」（『
史
学
雑
誌
』
四
五
編
一
二
号
、
一
九
三
四
年
一
二
月
。
の
ち
『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
第
三
巻
〔
一
九
七
〇
年
三
月
、
岩
波
書
店
〕
所
収
）、
も
と
よ
り
確
証
は
な
い
。
夫
餘
に
関
す
る
日
本
の
基
本
的
な
研
究
と
し
て
、
池
内
宏
「
夫
餘
考
」（『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
一
三
册
、
一
九
三
二
年
六
月
。
の
ち
同
氏
『
満
鮮
史
研
究
　上
世
篇
』
ま
さ
き
会
祖
国
社
、
一
九
五
一
年
九
月
〔
再
版
：『
満
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
五
月
〕
所
収
）、日
野
開
三
郎
「
夫
餘
國
考
」（『
史
淵
』
三
四
輯
、
一
九
四
六
年
一
月
、
の
ち
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
一
四
巻
〔
一
九
八
八
年
一
一
月
、
三
一
書
房
〕
所
収
）、
神
崎
勝
「
夫
餘
の
歴
史
に
関
す
る
覚
書
」（『
立
命
館
文
学
』
五
四
二
号
・
五
四
四
号
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
考
古
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
宮
本
一
夫
「
考
古
学
か
ら
見
た
夫
余
と
沃
沮
」を
参
照
。
（
２
）長
城
『
翰
苑
』
註
所
引
『
魚
券
魏
略
』
に
は
、「
夫
餘
國
、
玄
菟
長
城
の
北
に
在
り
。
玄
菟
を
去
る
こ
と
千
餘
里
あ
り
。
南
は
句
驪
と
、
東
は
挹
婁
と
接
す
。
即
ち
肅
愼
國
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
玄
菟
長
城
」
が
、「
玄
菟
と
長
城
」
で
あ
る
の
か
、「
玄
菟
の
長
城
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
玄
菟
」
が
単
な
る
衍
字
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
長
城
と
は
、
囲
繞
す
る
形
で
は
な
く
、
長
く
延
び
て
両
端
が
結
ば
れ
な
い
形
の
城
壁
を
い
う
。
中
国
戦
国
時
代
に
特
に
北
方
の
燕
・
魏
・
趙
・
秦
で
、
北
方
系
の
民
族
の
侵
入
を
ふ
せ
ぐ
目
的
で
、築
造
さ
れ
た
（
斉
・
楚
に
も
長
城
築
造
の
記
録
が
あ
る
）。
秦
の
始
皇
帝
は
、
中
国
を
統
一
し
た
あ
と
、
戦
国
時
代
の
個
別
の
長
城
を
利
用
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
い
わ
ゆ
る
万
里
の
長
城
を
築
い
た
。
漢
以
後
も
、
そ
れ
を
補
修
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
明
代
に
は
、
そ
う
し
た
古
い
時
期
の
長
城
と
は
別
に
、
万
里
の
長
城
を
築
き
、
そ
の
多
く
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
当
代
の
長
城
と
は
、
戦
国
時
代
の
燕
が
築
造
し
、
の
ち
に
始
皇
帝
時
代
の
秦
、
そ
し
て
漢
代
に
修
築
さ
れ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。
燕
の
長
城
築
造
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
一
一
五
・
匈
奴
伝
に
「
燕
も
亦
た
長
城
を
築
き
、
造
陽
よ
り
襄
平
に
至
る
。
上
谷
・
漁
陽
・
右
北
平
・
遼
西
・
遼
東
郡
を
置
き
、
以
て
胡
を
拒
が
ん
と
す
」
と
あ
る
。
造
陽
と
は
、
現
在
の
河
北
省
赤
城
県
の
独
石
口
の
北
を
指
し
、
襄
平
と
は
遼
東
郡
治
で
、
現
在
の
遼
陽
市
に
あ
た
る
。
こ
の
間
に
お
い
て
、
現
地
で
古
く
か
ら
「
土
龍
」「
辺
牆
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
き
た
遺
構
が
あ
り
、
近
年
ま
で
に
か
な
り
調
査
・
確
認
さ
れ
て
き
た
。
い
く
つ
か
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
頃
、
佟
柱
臣
ら
は
、
内
蒙
古
自
治
区
（
当
時
、
熱
河
省
）
赤
峰
県
附
近
で
い
く
つ
か
の
漢
代
以
前
の
城
址
・
住
居
址
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
赤
峰
県
東
北
の
英
金
河
北
岸
、
北
台
子
の
西
の
斜
面
で
長
さ
約
二
〇
〇
ｍ
、
底
部
の
幅
六
ｍ
、
頂
部
の
幅
二
ｍ
、
残
高
二
ｍ
の
石
積
み
の
長
城
を
発
見
し
た
。
山
頂
部
の
平
台
地
で
は
、
土
築
の
城
壁
も
残
っ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
に
、
そ
の
東
南
の
内
蒙
古
自
治
区
昭
烏
達
盟
で
、
三
〇
㎞
ほ
ど
断
続
す
る
赤
北
長
城
、
お
よ
そ
三
〇
〇
㎞
ほ
ど
残
る
赤
南
長
城
、
そ
し
て
五
㎞
ほ
ど
の
老
虎
山
長
城
を
発
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
築
造
方
法
に
は
、（
一
）
石
築
、（
二
）
土
築
、（
三
）
天
然
屏
障
の
三
種
が
あ
り
、
石
築
は
大
き
な
割
石
を
外
面
に
積
み
上
げ
、
内
側
に
小
さ
な
割
石
を
詰
め
る
。
土
築
は
版
築
で
あ
る
。
同
一
の
山
に
両
者
の
方
式
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
麓
は
土
築
、
山
上
は
石
築
で
あ
る
。
天
然
屏
障
と
は
、
両
側
を
山
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
ど
で
、
自
然
石
を
用
い
て
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
方
式
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月
条
に
よ
れ
ば
、「
初
め
夫
餘
、鹿
山
に
居
る
」
と
あ
る
。
胡
三
省
の
註
に
も
「
夫
餘
、
玄
菟
の
北
千
餘
里
に
在
り
。
鹿
山
、
蓋
し
其
の
地
に
直
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
本
来
の
住
地
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
当
時
の
中
心
地
（
本
拠
地
）
で
あ
っ
た
。
白
鳥
庫
吉
は
、こ
の「
鹿
山
」を
も
と
に
、「T
unguse
語
で
は
鹿
をbuyu
と
い
ふ
、
夫
餘
は
そ
の
対
音
で
あ
ら
う
。
…
…
夫
餘
の
名
は
鹿
山
即Buyu
山
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
す
る
が
（「
濊
貊
民
族
の
由
来
を
述
べ
て
、
夫
餘
高
句
麗
及
び
百
済
の
起
源
に
及
ぶ
」（『
史
学
雑
誌
』
四
五
編
一
二
号
、
一
九
三
四
年
一
二
月
。
の
ち
『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
第
三
巻
〔
一
九
七
〇
年
三
月
、
岩
波
書
店
〕
所
収
）、
も
と
よ
り
確
証
は
な
い
。
夫
餘
に
関
す
る
日
本
の
基
本
的
な
研
究
と
し
て
、
池
内
宏
「
夫
餘
考
」（『
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
』
一
三
册
、
一
九
三
二
年
六
月
。
の
ち
同
氏
『
満
鮮
史
研
究
　上
世
篇
』
ま
さ
き
会
祖
国
社
、
一
九
五
一
年
九
月
〔
再
版
：『
満
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
九
年
五
月
〕
所
収
）、日
野
開
三
郎
「
夫
餘
國
考
」（『
史
淵
』
三
四
輯
、
一
九
四
六
年
一
月
、
の
ち
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
一
四
巻
〔
一
九
八
八
年
一
一
月
、
三
一
書
房
〕
所
収
）、
神
崎
勝
「
夫
餘
の
歴
史
に
関
す
る
覚
書
」（『
立
命
館
文
学
』
五
四
二
号
・
五
四
四
号
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
考
古
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
宮
本
一
夫
「
考
古
学
か
ら
見
た
夫
余
と
沃
沮
」を
参
照
。
（
２
）長
城
『
翰
苑
』
註
所
引
『
魚
券
魏
略
』
に
は
、「
夫
餘
國
、
玄
菟
長
城
の
北
に
在
り
。
玄
菟
を
去
る
こ
と
千
餘
里
あ
り
。
南
は
句
驪
と
、
東
は
挹
婁
と
接
す
。
即
ち
肅
愼
國
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
玄
菟
長
城
」
が
、「
玄
菟
と
長
城
」
で
あ
る
の
か
、「
玄
菟
の
長
城
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
玄
菟
」
が
単
な
る
衍
字
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
長
城
と
は
、
囲
繞
す
る
形
で
は
な
く
、
長
く
延
び
て
両
端
が
結
ば
れ
な
い
形
の
城
壁
を
い
う
。
中
国
戦
国
時
代
に
特
に
北
方
の
燕
・
魏
・
趙
・
秦
で
、
北
方
系
の
民
族
の
侵
入
を
ふ
せ
ぐ
目
的
で
、築
造
さ
れ
た
（
斉
・
楚
に
も
長
城
築
造
の
記
録
が
あ
る
）。
秦
の
始
皇
帝
は
、
中
国
を
統
一
し
た
あ
と
、
戦
国
時
代
の
個
別
の
長
城
を
利
用
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
い
わ
ゆ
る
万
里
の
長
城
を
築
い
た
。
漢
以
後
も
、
そ
れ
を
補
修
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
明
代
に
は
、
そ
う
し
た
古
い
時
期
の
長
城
と
は
別
に
、
万
里
の
長
城
を
築
き
、
そ
の
多
く
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
当
代
の
長
城
と
は
、
戦
国
時
代
の
燕
が
築
造
し
、
の
ち
に
始
皇
帝
時
代
の
秦
、
そ
し
て
漢
代
に
修
築
さ
れ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。
燕
の
長
城
築
造
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
一
一
五
・
匈
奴
伝
に
「
燕
も
亦
た
長
城
を
築
き
、
造
陽
よ
り
襄
平
に
至
る
。
上
谷
・
漁
陽
・
右
北
平
・
遼
西
・
遼
東
郡
を
置
き
、
以
て
胡
を
拒
が
ん
と
す
」
と
あ
る
。
造
陽
と
は
、
現
在
の
河
北
省
赤
城
県
の
独
石
口
の
北
を
指
し
、
襄
平
と
は
遼
東
郡
治
で
、
現
在
の
遼
陽
市
に
あ
た
る
。
こ
の
間
に
お
い
て
、
現
地
で
古
く
か
ら
「
土
龍
」「
辺
牆
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
き
た
遺
構
が
あ
り
、
近
年
ま
で
に
か
な
り
調
査
・
確
認
さ
れ
て
き
た
。
い
く
つ
か
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
頃
、
佟
柱
臣
ら
は
、
内
蒙
古
自
治
区
（
当
時
、
熱
河
省
）
赤
峰
県
附
近
で
い
く
つ
か
の
漢
代
以
前
の
城
址
・
住
居
址
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
赤
峰
県
東
北
の
英
金
河
北
岸
、
北
台
子
の
西
の
斜
面
で
長
さ
約
二
〇
〇
ｍ
、
底
部
の
幅
六
ｍ
、
頂
部
の
幅
二
ｍ
、
残
高
二
ｍ
の
石
積
み
の
長
城
を
発
見
し
た
。
山
頂
部
の
平
台
地
で
は
、
土
築
の
城
壁
も
残
っ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
に
、
そ
の
東
南
の
内
蒙
古
自
治
区
昭
烏
達
盟
で
、
三
〇
㎞
ほ
ど
断
続
す
る
赤
北
長
城
、
お
よ
そ
三
〇
〇
㎞
ほ
ど
残
る
赤
南
長
城
、
そ
し
て
五
㎞
ほ
ど
の
老
虎
山
長
城
を
発
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
築
造
方
法
に
は
、（
一
）
石
築
、（
二
）
土
築
、（
三
）
天
然
屏
障
の
三
種
が
あ
り
、
石
築
は
大
き
な
割
石
を
外
面
に
積
み
上
げ
、
内
側
に
小
さ
な
割
石
を
詰
め
る
。
土
築
は
版
築
で
あ
る
。
同
一
の
山
に
両
者
の
方
式
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
麓
は
土
築
、
山
上
は
石
築
で
あ
る
。
天
然
屏
障
と
は
、
両
側
を
山
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
ど
で
、
自
然
石
を
用
い
て
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
方
式
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［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
は
、
李
殿
福
ら
が
、
同
じ
く
奈
曼
（
ナ
イ
マ
ン
）
旗
南
部
（
当
時
、
吉
林
省
）
で
、
残
高
一
～
二
ｍ
、
底
部
幅
六
～
八
ｍ
の
版
築
の
土
城
を
発
見
し
た
。
そ
の
附
近
に
は
、
城
址
・
住
居
址
・
烽
燧
址
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
北
朝
鮮
の
大
寧
江
長
城
は
、
北
朝
鮮
で
は
高
麗
時
代
の
築
造
と
す
る
が
、
閻
忠
は
、
そ
の
遺
物
相
な
ど
か
ら
、
燕
の
長
城
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
燕
の
遺
物
お
よ
び
秦
・
漢
の
遺
物
を
含
む
遺
構
が
見
ら
れ
る
の
が
、
特
徴
で
あ
り
、
燕
の
進
出
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
遼
東
地
域
に
お
い
て
は
、
ま
だ
確
認
さ
れ
た
例
は
な
く
、
今
後
の
調
査
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
と
も
と
造
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
（
３
）玄
菟
こ
こ
で
は
学
界
で
一
般
に
第
三
玄
菟
郡
と
称
す
る
も
の
を
指
す
。
そ
も
そ
も
玄
菟
郡
は
、
前
漢
武
帝
が
衛
氏
朝
鮮
国
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
そ
の
故
地
を
中
心
に
置
い
た
楽
浪
・
真
番
・
臨
屯
の
三
郡
と
と
も
に
、
一
年
遅
れ
て
前
一
〇
七
年
に
、
濊
・
貊
の
地
に
置
い
た
直
轄
支
配
地
で
あ
る
（
こ
れ
を
第
一
玄
菟
郡
と
よ
ぶ
）。
そ
の
郡
治
は
諸
説
あ
る
が
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
咸
興
と
み
る
の
が
有
力
で
あ
る
。
ま
た
県
治
は
鴨
緑
江
中
流
の
中
国
吉
林
省
集
安
市
や
渾
江
流
域
の
遼
寧
省
桓
仁
県
な
ど
に
も
置
か
れ
、
細
長
い
か
た
ち
の
郡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
拠
点
と
そ
れ
を
む
す
ぶ
交
通
路
を
抑
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
玄
菟
郡
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
高
句
麗
の
興
起
に
よ
っ
て
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
前
七
五
年
に
は
郡
治
を
遼
寧
省
新
賓
県
永
陵
鎭
に
移
し
た
。
こ
れ
を
第
二
玄
菟
郡
と
よ
ぶ
。
さ
ら
に
紀
元
後
一
〇
五
年
頃
に
、
遼
寧
省
撫
順
市
方
面
に
郡
治
を
移
し
て
お
り
、
こ
れ
を
第
三
玄
菟
郡
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
第
三
玄
菟
郡
は
、撫
順
市
の
労
働
公
園
古
城
に
あ
て
る
の
が
最
も
有
力
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
、
撫
順
の
西
、
瀋
陽
市
の
上
伯
官
屯
古
城
、
逆
に
東
の
東
洲
小
甲
邦
古
城
に
あ
て
る
説
も
あ
る
。
田
中「
高
句
麗
の
興
起
と
玄
菟
郡
」（『
朝
鮮
文
化
研
究
』一
号
、一
九
九
四
年
）参
照
。
（
４
）夫
餘
の
中
心
地
・
千
里
夫
餘
の
中
心
地
（
本
拠
地
）
は
、
上
記
の
よ
う
に
「
鹿
山
」
と
よ
ば
れ
た
。
そ
の
「
鹿
山
」
に
つ
い
て
、
吉
林
省
農
安
・
黒
龍
江
省
阿
城
（
旧
阿
勒
楚
喀
）・
遼
寧
省
昌
図
な
ど
に
あ
て
る
見
解
が
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
吉
林
省
吉
林
市
に
あ
て
る
の
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
夫
餘
の
中
心
地
は
、
移
動
が
あ
っ
た
。
夫
餘
は
、
二
八
五
年
、
慕
容
氏
の
攻
撃
を
受
け
て
一
旦
滅
び
、
王
依
慮
が
自
殺
す
る
が
、
そ
の
時
、
子
弟
は
沃
沮
に
逃
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
依
慮
の
子
依
羅
が
晉
の
援
助
を
得
て
國
を
復
興
し
た
が
、
沃
沮
に
逃
れ
た
一
派
と
、
兩
者
並
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沃
沮
に
逃
れ
て
建
て
た
國
が
東
夫
餘
で
あ
り
、
本
来
の
、
そ
し
て
復
興
し
た
「
鹿
山
」
の
國
が
の
ち
に
北
夫
餘
（
旧
夫
餘
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
晉
書
』
卷
九
七
・
四
夷
伝
・
東
夷
・
夫
餘
に
は
、
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
至
り
、
慕
容
廆
の
襲
破
す
る
所
と
爲
り
、
其
の
王
依
慮
、
自
殺
す
。
子
弟
、
走
り
て
沃
沮
を
保
つ
。
帝
、
爲
に
詔
を
下
し
て
曰
わ
く
、
夫
餘
王
は
世
々
忠
孝
を
守
り
、
惡
虜
の
滅
ぼ
す
所
と
爲
る
。
甚
だ
愍
み
之
を
念
う
。
若
し
其
の
遺
類
の
以
て
國
を
復
す
る
に
足
る
者
あ
ら
ば
、
當
に
之
が
爲
に
方
計
し
、
存
立
す
る
を
得
さ
し
め
よ
、
と
。
有
司
奏
す
ら
く
、
護
東
夷
校
尉
鮮
于
嬰
、
夫
餘
を
救
わ
ず
、
機
略
に
失
せ
り
、
と
。
詔
し
て
嬰
を
免
じ
、
何
龕
を
以
て
之
に
代
え
し
む
。
明
年
、
夫
餘
の
後
王
依
羅
、
龕
に
詣
り
、
見
人
を
率
い
て
還
た
舊
國
を
復
せ
ん
こ
と
を
求
め
、
仍
り
て
援
を
請
わ
し
む
。
龕
、
上
列
し
、
督
郵
賈
沈
を
遣
わ
し
、
兵
を
以
て
之
を
送
ら
し
む
。
廆
、
又
た
之
を
路
に
要
し
、
沈
、
與
に
戰
い
大
い
に
之
を
敗
る
。
廆
の
衆
、
退
く
。
羅
、
國
を
復
す
る
を
得
。
と
あ
る
。
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そ
の
後
、
夫
餘
は
、
三
四
六
年
に
ま
た
慕
容
氏
（
慕
容
皝
）
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
る
が
、『
資
治
通
鑑
』
卷
九
七
・
晉
紀
一
九
・
孝
宗
上
之
上
・
永
和
二
年
（
三
四
六
）
正
月
条
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
初
め
夫
餘
、
鹿
山
に
居
る
。
百
濟
の
侵
す
所
と
爲
り
、
部
落
衰
散
し
、
西
の
か
た
燕
に
近
き
に
徙
る
も
設
備
せ
ず
。
燕
王
俺
、
世
子
儁
を
遣
わ
し
慕
容
軍
・
慕
容
恪
・
慕
輿
根
三
將
軍
萬
七
千
騎
を
帥
い
て
夫
餘
を
襲
わ
し
む
。
儁
、
中
に
居
り
て
指
授
し
、
軍
事
皆
な
以
て
恪
に
任
す
。
遂
に
夫
餘
を
抜
き
、
其
の
王
玄
及
び
部
落
五
萬
餘
口
を
虜
と
し
て
還
る
。
俺
、
玄
を
以
て
鎭
軍
將
軍
と
爲
し
、
妻
あ
わ
す
に
女
を
以
て
す
。
そ
の
時
の
本
拠
は
、
す
で
に
「
鹿
山
」
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
西
に
移
っ
て
い
た
。
移
っ
た
先
に
つ
い
て
も
異
論
が
あ
る
が
、
農
安
説
が
有
力
で
あ
る
。
二
八
六
年
の
復
興
か
ら
、
三
四
六
年
の
再
攻
撃
ま
で
の
間
に
移
っ
た
の
で
あ
る
が
（『
資
治
通
鑑
』
は
「
百
済
の
侵
す
所
と
爲
り
」
と
あ
る
が
、「
百
済
」
は
「
高
句
麗
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）、
そ
れ
は
四
世
紀
初
め
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。
夫
餘
は
最
終
的
に
は
、
五
世
紀
末
に
勿
吉
の
攻
撃
を
受
け
て
、
四
九
四
年
、
王
族
が
高
句
麗
に
亡
命
し
、
滅
亡
す
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
移
動
し
た
夫
餘
の
中
心
地
で
あ
る
が
、
夫
餘
滅
亡
後
に
も
、
夫
餘
の
名
を
冠
し
た
地
名
が
登
場
す
る
。『
新
唐
書
』
卷
二
一
九
・
渤
海
伝
に
は
「
扶
餘
の
故
地
を
扶
餘
府
と
爲
す
。
常
に
勁
兵
を
屯
し
、契
丹
を
扞
ぐ
」
と
あ
り
、『
遼
史
』
地
理
志
に
は
「
東
京
龍
州
黄
龍
府
、
本
と
渤
海
扶
餘
府
な
り
」
と
あ
る
。
渤
海
の
扶
餘
府
が
、
の
ち
に
遼
（
契
丹
）
の
黄
龍
府
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
の
吉
林
省
農
安
に
あ
た
る
。
ま
た
、
唐
代
の
高
句
麗
の
城
名
と
し
て
「
扶
餘
城
」
が
み
え
る
が
、『
舊
唐
書
』
卷
一
九
九
上
・
高
麗
伝
に
は
、
貞
觀
五
年
（
六
三
一
）
に
高
句
麗
が
「
長
城
を
築
く
。
東
北
は
扶
餘
城
よ
り
、
西
南
は
海
に
至
る
。
千
有
餘
里
」
と
あ
り
、
扶
餘
城
が
長
城
の
東
北
端
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
千
里
長
城
が
最
近
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
農
安
の
西
南
の
公
主
嶺
市
か
ら
梨
樹
県
に
か
け
て
全
長
二
五
㎞
ほ
ど
の
版
築
土
塁
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
延
長
上
に
残
る
辺
崗
・
土
龍
・
老
辺
な
ど
の
地
名
か
ら
、
渤
海
湾
の
営
口
ま
で
の
お
よ
そ
の
ラ
イ
ン
が
想
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
安
が
、
唐
代
の
扶
餘
城
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
夫
餘
滅
亡
時
の
都
が
農
安
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
夫
餘
の
都
は
、
四
世
紀
初
め
に
西
に
移
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
農
安
に
移
る
前
は
、そ
れ
よ
り
も
東
の
ほ
う
に
都
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
都
が
、
漢
代
か
ら
魏
代
に
か
け
て
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
魏
志
』
に
、
漢
代
以
来
の
「
夫
餘
庫
」
が
そ
の
ま
ま
都
に
残
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
先
世
以
來
、
未
だ
嘗
て
破
壞
さ
れ
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
疑
い
な
い
。
そ
れ
は
先
に
ふ
れ
た
「
鹿
山
」
の
地
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
そ
の
「
鹿
山
」
の
地
が
農
安
で
あ
る
と
の
説
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
い
。
農
安
よ
り
も
東
に
お
い
て
、「
鹿
山
」
の
地
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
安
よ
り
も
東
と
い
う
点
で
、
か
つ
て
の
池
内
宏
の
阿
城
（
阿
勒
楚
喀
）
説
も
、
日
野
開
三
郎
の
吉
林
説
も
（
日
野
は
、
ほ
ん
ら
い
農
安
が
住
地
で
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
「
鹿
山
」
に
移
り
、
の
ち
再
び
農
安
に
戻
っ
た
、
と
み
る
）、
検
討
の
対
象
と
な
り
う
る
。
李
健
才
は
、
農
安
以
東
で
、
古
代
の
遺
跡
遺
物
が
最
も
豊
富
な
の
が
吉
林
市
で
あ
り
、
と
く
に
漢
代
の
五
銖
銭
・
白
銅
鏡
片
・
三
角
形
銅
鏃
・
灰
色
細
泥
陶
耳
杯
・「
長
」
字
銘
瓦
当
片
（「
長
樂
未
央
」
の
殘
欠
か
）
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る
龍
潭
山
城
・
東
団
山
城
な
ど
が
夫
餘
初
期
の
王
城
に
あ
た
る
、
と
主
張
し
た
。
武
国
勛
は
、
そ
れ
を
詳
論
し
、
阿
城
附
近
に
は
、
夫
餘
の
特
徴
で
あ
る
、
圓
形
の
城
柵
も
、
ま
た
「
鹿
山
」
に
あ
た
る
山
も
見
出
せ
ず
、
逆
に
吉
林
に
は
、
そ
の
両
者
が
あ
る
と
し
て
、「
鹿
山
」
を
吉
林
市
東
郊
の
東
団
山
に
あ
て
る
。
す
な
わ
ち
、
東
団
山
南
麓
に
は
南
城
子
と
よ
ぶ
圓
形
の
城
址
も
あ
り
、
漢
代
の
遺
物
も
出
土
し
、
漢
と
の
交
渉
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
池
内
や
日
野
の
検
討
は
、
ほ
と
ん
ど
文
献
を
通
し
て
の
検
討
に
す
ぎ
な
か
っ
た
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、
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を
以
て
鎭
軍
將
軍
と
爲
し
、
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す
に
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を
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す
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そ
の
時
の
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は
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す
で
に
「
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」
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
西
に
移
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て
い
た
。
移
っ
た
先
に
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て
も
異
論
が
あ
る
が
、
農
安
説
が
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力
で
あ
る
。
二
八
六
年
の
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、
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の
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。
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鹿
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で
あ
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。
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は
、
そ
の
「
鹿
山
」
の
地
が
農
安
で
あ
る
と
の
説
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
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や
問
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に
な
ら
な
い
。
農
安
よ
り
も
東
に
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て
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鹿
山
」
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地
を
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め
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け
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。
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東
と
い
う
点
で
、
か
つ
て
の
池
内
宏
の
阿
城
（
阿
勒
楚
喀
）
説
も
、
日
野
開
三
郎
の
吉
林
説
も
（
日
野
は
、
ほ
ん
ら
い
農
安
が
住
地
で
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
「
鹿
山
」
に
移
り
、
の
ち
再
び
農
安
に
戻
っ
た
、
と
み
る
）、
検
討
の
対
象
と
な
り
う
る
。
李
健
才
は
、
農
安
以
東
で
、
古
代
の
遺
跡
遺
物
が
最
も
豊
富
な
の
が
吉
林
市
で
あ
り
、
と
く
に
漢
代
の
五
銖
銭
・
白
銅
鏡
片
・
三
角
形
銅
鏃
・
灰
色
細
泥
陶
耳
杯
・「
長
」
字
銘
瓦
当
片
（「
長
樂
未
央
」
の
殘
欠
か
）
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る
龍
潭
山
城
・
東
団
山
城
な
ど
が
夫
餘
初
期
の
王
城
に
あ
た
る
、
と
主
張
し
た
。
武
国
勛
は
、
そ
れ
を
詳
論
し
、
阿
城
附
近
に
は
、
夫
餘
の
特
徴
で
あ
る
、
圓
形
の
城
柵
も
、
ま
た
「
鹿
山
」
に
あ
た
る
山
も
見
出
せ
ず
、
逆
に
吉
林
に
は
、
そ
の
両
者
が
あ
る
と
し
て
、「
鹿
山
」
を
吉
林
市
東
郊
の
東
団
山
に
あ
て
る
。
す
な
わ
ち
、
東
団
山
南
麓
に
は
南
城
子
と
よ
ぶ
圓
形
の
城
址
も
あ
り
、
漢
代
の
遺
物
も
出
土
し
、
漢
と
の
交
渉
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
池
内
や
日
野
の
検
討
は
、
ほ
と
ん
ど
文
献
を
通
し
て
の
検
討
に
す
ぎ
な
か
っ
た
365
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
が
、
遺
跡
遺
物
の
検
討
に
よ
っ
て
、
漢
魏
代
の
当
該
地
域
の
文
化
的
中
心
が
吉
林
市
で
あ
っ
た
と
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
夫
餘
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
夫
餘
中
心
の
文
化
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
、
先
の
楡
樹
老
河
深
遺
跡
や
西
豊
西
岔
溝
遺
跡
な
ど
地
方
の
文
化
と
の
対
比
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
（
田
中
「
北
夫
餘
と
柵
城
」
東
潮
・
田
中
俊
明
『
高
句
麗
の
歴
史
と
遺
跡
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）。
玄
菟
か
ら
千
里
、
と
い
う
が
、「
千
里
」
は
東
夷
伝
各
所
に
も
散
見
し
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
と
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
魏
代
の
一
尺
は
二
四
・
二
～
二
四
・
三
㎝
で
あ
り
、
一
里
は
三
〇
〇
歩
、
一
歩
は
六
尺
と
し
て
、
お
よ
そ
一
里
四
三
六
～
四
三
七
ｍ
と
な
る
。
従
っ
て
、
千
里
は
四
三
六
㎞
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
玄
菟
を
撫
順
、
夫
餘
の
本
拠
地
を
吉
林
と
す
れ
ば
、
そ
の
直
線
距
離
は
三
一
〇
㎞
程
度
で
あ
り
、
現
在
の
道
路
を
た
ど
れ
ば
、
四
六
三
㎞
程
度
に
な
る
。
こ
れ
は
「
千
里
」
と
称
し
て
も
、
特
に
異
と
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。
（
５
）南
は
高
句
麗
と
…
…
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
四
至
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
高
句
麗
・
挹
婁
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
伝
は
「
遼
東
の
東
千
里
に
在
り
。
南
は
朝
鮮
・
濊
・
貊
と
、
東
は
沃
沮
と
、
北
は
夫
餘
と
接
す
」
と
あ
り
、
挹
婁
伝
は
「
夫
餘
の
東
北
千
餘
里
に
在
り
。
大
海
に
濱
し
、
南
は
北
沃
沮
と
接
す
」
と
あ
っ
て
、
互
い
に
対
応
し
て
い
る
。
高
句
麗
・
挹
婁
の
実
態
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
各
伝
を
参
照
。
鮮
卑
に
つ
い
て
は
、
こ
の
東
夷
伝
の
前
に
鮮
卑
伝
が
あ
る
が
、
夫
餘
に
触
れ
た
記
述
は
な
い
。
『
後
漢
書
』
の
鮮
卑
伝
に
は
、
後
漢
末
に
、
後
漢
が
鮮
卑
の
大
人
檀
石
槐
の
侵
攻
に
苦
し
み
、
王
に
册
封
し
よ
う
と
し
た
が
、
檀
石
槐
は
受
け
ず
、
か
え
っ
て
「
自
ら
其
の
地
を
三
部
に
分
け
、
右
北
平
よ
り
東
の
か
た
遼
東
に
至
り
夫
餘
・
貊
・
濊
に
接
す
る
ま
で
二
十
餘
邑
を
東
部
と
爲
し
、
右
北
平
よ
り
以
西
の
上
谷
十
餘
邑
を
中
部
と
爲
し
、
上
谷
よ
り
以
西
、
敦
煌
・
烏
孫
に
至
る
ま
で
二
十
餘
邑
を
西
部
と
爲
し
、
各
々
大
人
を
置
き
之
を
主
領
せ
し
む
。
皆
な
檀
石
槐
に
屬
」
し
た
、
と
あ
る
。
鮮
卑
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
史
書
で
は
「
東
胡
の
支
」「
東
胡
の
餘
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
東
胡
の
別
種
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。
ほ
ん
ら
い
シ
ラ
ム
レ
ン
河
以
北
に
住
し
て
い
た
が
、
後
漢
代
に
南
下
し
、
上
記
の
檀
石
槐
の
時
代
に
強
大
と
な
っ
た
。
遊
牧
騎
馬
系
の
民
族
で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
は
不
明
で
あ
る
。
船
木
勝
馬
の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、そ
れ
を
も
と
に
平
易
に
ま
と
め
た
同
氏
の『
古
代
遊
牧
騎
馬
民
の
国
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
九
年
二
月
）
が
あ
る
。
（
６
）弱
水
弱
水
の
名
は
、『
尚
書
』
禹
貢
に
「
弱
水
、
既
に
西
す
」
と
み
え
る
な
ど
、
古
典
に
も
散
見
す
る
が
、
同
じ
河
川
を
指
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
こ
に
み
え
る
弱
水
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
庫
吉
「
濊
貊
民
族
の
由
来
を
述
べ
て
、
夫
餘
高
句
麗
及
び
百
済
の
起
源
に
及
ぶ
」（
前
出
）
が
、
東
流
の
松
花
江
に
あ
て
て
い
る
。
池
内
宏
・
日
野
開
三
郎
も
、ま
た
譚
其
驤
主
編
『《
中
国
歴
史
地
図
集
》
釈
文
匯
編
・
東
北
巻
』（
中
国
民
族
学
院
出
版
社
、一
九
八
八
年
）
な
ど
も
、同
じ
で
あ
る
。『
東
ア
ジ
ア
民
族
史
』
１
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
ア
ム
ー
ル
河
（
黒
龍
江
）
に
あ
て
た
。
次
の
二
千
里
四
方
を
そ
の
ま
ま
に
採
れ
ば
、
東
流
松
花
江
で
は
近
き
に
過
ぎ
る
が
、
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
厳
密
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
無
理
の
な
い
、
東
流
松
花
江
に
あ
て
て
お
く
。
ち
な
み
に
、
吉
林
市
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
北
に
あ
た
る
東
流
松
花
江
流
域
の
哈
爾
浜
市
ま
で
直
線
で
お
よ
そ
二
〇
〇
㎞
で
あ
る
。
（
７
）二
千
里
四
方
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、「
方
可
…
…
里
」
と
い
う
形
で
広
さ
を
示
す
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
高
句
麗
「
方
可
二
千
里
」、
韓
「
方
可
四
千
里
」、
倭
人
伝
中
の
対
馬
国
「
方
可
四
百
餘
里
」、
同
一
大
国
「
方
可
三
百
里
」
で
あ
る
。
吉
林
を
中
心
と
し
て
、
北
は
東
流
松
花
江
ま
で
と
し
、
南
は
高
句
麗
の
住
地
に
ま
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で
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
千
里
四
方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
８
）戸
数
は
八
萬
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、
戸
數
の
記
録
に
も
熱
心
で
あ
る
。
高
句
麗
「
戸
三
萬
」、東
沃
沮
「
戸
五
千
」、濊
「
戸
二
萬
」、馬
韓
「
總
十
餘
萬
戸
」、
弁
辰
韓
「
總
四
五
萬
戸
」、対
馬
国
「
千
餘
戸
」、一
大
国
「
三
千
許
家
」、末
盧
国
「
四
千
餘
戸
」、
伊
都
国
「
千
餘
戸
」、
奴
国
「
二
萬
餘
戸
」、
不
彌
国
「
千
餘
家
」、
投
馬
国
「
五
萬
餘
戸
」、
邪
馬
台
国
「
七
萬
餘
戸
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
戸
数
か
ら
い
え
ば
、
夫
餘
は
大
国
と
い
え
る
。
（
９
）土
著
土
著
と
は
、そ
の
土
地
に
常
住
す
る
こ
と
で
、『
史
記
』
の
大
宛
伝
に
は
「
其
の
俗
、
土
著
し
て
田
を
耕
す
」、
西
南
夷
伝
に
は
、「
其
の
俗
、
或
い
は
土
著
し
、
或
い
は
移
徙
す
」
と
あ
る
。『
漢
書
』
西
域
伝
に
「
西
域
諸
国
、
大
率
（
お
お
む
ね
）
土
著
す
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
註
に
「
土
地
に
著
い
て
常
居
し
、
畜
牧
に
隨
い
て
移
徙
せ
ざ
る
を
言
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
み
れ
ば
、
夫
餘
人
は
、
遊
牧
生
活
で
は
な
く
、
定
住
し
て
農
耕
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 
李
殿
福
は
、
吉
林
省
楡
樹
県
の
老
河
深
遺
跡
の
中
層
を
、
夫
餘
盛
期
の
遺
構
と
み
た
上
で
、そ
こ
か
ら
多
数
の
鉄
製
農
具
や
大
型
の
壺
な
ど
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
夫
餘
で
は
農
業
生
産
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
す
る
（「
漢
代
夫
餘
文
化
芻
議
」『
北
方
文
物
』
一
九
八
五
年
三
期
）。
（
10
）宮
室
・
倉
庫
・
牢
獄
高
句
麗
の
場
合
、
宮
室
は
「
好
ん
で
治
し
」、「
大
倉
庫
は
無
く
、
家
家
に
小
倉
有
り
」、「
牢
獄
無
し
」
と
す
る
。
ほ
か
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
、
倭
人
伝
の
女
王
國
卑
弥
呼
の
居
處
と
し
て
「
室
・
樓
觀
」
が
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
井
上
秀
雄
は
、
こ
の
三
つ
の
建
物
は
、
王
権
・
行
政
権
・
司
法
権
の
具
象
化
さ
れ
た
も
の
で
、
国
家
形
成
の
段
階
を
具
体
的
に
示
す
も
の
、
と
と
ら
え
る
（「
朝
鮮
の
初
期
国
家
」『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
一
二
集
、
東
北
大
学
、
一
九
七
六
年
）。
（
11
）最
も
平
敞
高
句
麗
伝
に
「
大
山
・
深
谷
多
く
、
原
澤
無
し
。
山
谷
に
隨
い
て
居
を
爲
す
」
と
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
当
時
の
夫
餘
の
本
拠
地
を
阿
城
（
阿
勒
楚
喀
）
に
あ
て
る
池
内
宏
は
、「
農
安
の
み
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
周
囲
の
平
地
は
決
し
て
狭
く
は
な
い
。
し
か
し
「
於
東
夷
之
域
最
平
敞
」
と
い
ふ
語
に
対
し
て
は
、
北
流
松
花
江
の
下
流
の
東
北
に
展
開
す
る
渺
茫
た
る
平
野
を
過
眼
視
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
古
来
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
種
の
諸
族
の
住
地
で
あ
つ
た
鴨
緑
・
豆
滿
・
松
花
三
江
の
流
域
は
、
山
河
の
形
成
が
複
雑
で
あ
つ
て
、
平
野
と
称
す
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
佟
佳
江
畔
の
通
化
・
懐
仁
、
鴨
緑
江
畔
の
通
溝
、
布
爾
哈
圖
河
畔
の
局
子
街
等
は
、
比
較
的
広
い
平
地
を
擁
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
阿
勒
楚
喀
の
平
野
に
比
べ
れ
ば
固
よ
り
同
日
の
談
で
は
な
い
」
と
す
る
（「
夫
餘
考
」）。
し
か
し
、
農
安
説
を
採
る
日
野
開
三
郎
は
、
そ
れ
に
対
し
て
「
此
所
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
此
の
「
最
平
敞
」
の
比
較
対
象
と
し
て
時
人
の
頭
に
入
つ
て
ゐ
た
地
域
で
あ
る
。
王

の
扶
餘
遠
征
と
前
後
し
て
行
は
れ
た
滿
鮮
経
略
は
、
高
句
麗
・
南
北
沃
沮
・
挹
婁
・
濊
等
で
あ
る
。
從
つ
て
比
較
の
対
象
と
な
つ
た
東
夷
の
地
と
云
ふ
の
も
魏
人
が
親
し
く
跋
渉
し
た
彼
等
の
住
地
、
即
ち
鴨
緑
・
佟
佳
二
水
の
流
域
、
咸
興
平
野
、
間
島
、
江
原
道
、
瑚
爾
喀
河
流
域
等
で
、「
最
平
敞
」
は
此
等
の
地
に
比
し
て
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
（「
夫
餘
国
考
」）。
要
す
る
に
こ
の
「
於
東
夷
之
域
最
平
敞
」
と
い
う
の
は
、
相
対
的
な
表
現
で
し
か
な
い
が
、
遼
河
河
口
か
ら
松
嫩
平
原
ま
で
東
北
に
延
び
る
湿
原
・
平
原
地
帯
の
う
ち
北
よ
り
の
ど
こ
か
を
指
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
12
）五
穀
・
五
果
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で
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
千
里
四
方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
８
）戸
数
は
八
萬
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、
戸
數
の
記
録
に
も
熱
心
で
あ
る
。
高
句
麗
「
戸
三
萬
」、東
沃
沮
「
戸
五
千
」、濊
「
戸
二
萬
」、馬
韓
「
總
十
餘
萬
戸
」、
弁
辰
韓
「
總
四
五
萬
戸
」、対
馬
国
「
千
餘
戸
」、一
大
国
「
三
千
許
家
」、末
盧
国
「
四
千
餘
戸
」、
伊
都
国
「
千
餘
戸
」、
奴
国
「
二
萬
餘
戸
」、
不
彌
国
「
千
餘
家
」、
投
馬
国
「
五
萬
餘
戸
」、
邪
馬
台
国
「
七
萬
餘
戸
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
戸
数
か
ら
い
え
ば
、
夫
餘
は
大
国
と
い
え
る
。
（
９
）土
著
土
著
と
は
、そ
の
土
地
に
常
住
す
る
こ
と
で
、『
史
記
』
の
大
宛
伝
に
は
「
其
の
俗
、
土
著
し
て
田
を
耕
す
」、
西
南
夷
伝
に
は
、「
其
の
俗
、
或
い
は
土
著
し
、
或
い
は
移
徙
す
」
と
あ
る
。『
漢
書
』
西
域
伝
に
「
西
域
諸
国
、
大
率
（
お
お
む
ね
）
土
著
す
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
註
に
「
土
地
に
著
い
て
常
居
し
、
畜
牧
に
隨
い
て
移
徙
せ
ざ
る
を
言
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
み
れ
ば
、
夫
餘
人
は
、
遊
牧
生
活
で
は
な
く
、
定
住
し
て
農
耕
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 
李
殿
福
は
、
吉
林
省
楡
樹
県
の
老
河
深
遺
跡
の
中
層
を
、
夫
餘
盛
期
の
遺
構
と
み
た
上
で
、そ
こ
か
ら
多
数
の
鉄
製
農
具
や
大
型
の
壺
な
ど
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
夫
餘
で
は
農
業
生
産
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
す
る
（「
漢
代
夫
餘
文
化
芻
議
」『
北
方
文
物
』
一
九
八
五
年
三
期
）。
（
10
）宮
室
・
倉
庫
・
牢
獄
高
句
麗
の
場
合
、
宮
室
は
「
好
ん
で
治
し
」、「
大
倉
庫
は
無
く
、
家
家
に
小
倉
有
り
」、「
牢
獄
無
し
」
と
す
る
。
ほ
か
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
、
倭
人
伝
の
女
王
國
卑
弥
呼
の
居
處
と
し
て
「
室
・
樓
觀
」
が
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
井
上
秀
雄
は
、
こ
の
三
つ
の
建
物
は
、
王
権
・
行
政
権
・
司
法
権
の
具
象
化
さ
れ
た
も
の
で
、
国
家
形
成
の
段
階
を
具
体
的
に
示
す
も
の
、
と
と
ら
え
る
（「
朝
鮮
の
初
期
国
家
」『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
一
二
集
、
東
北
大
学
、
一
九
七
六
年
）。
（
11
）最
も
平
敞
高
句
麗
伝
に
「
大
山
・
深
谷
多
く
、
原
澤
無
し
。
山
谷
に
隨
い
て
居
を
爲
す
」
と
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
当
時
の
夫
餘
の
本
拠
地
を
阿
城
（
阿
勒
楚
喀
）
に
あ
て
る
池
内
宏
は
、「
農
安
の
み
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
周
囲
の
平
地
は
決
し
て
狭
く
は
な
い
。
し
か
し
「
於
東
夷
之
域
最
平
敞
」
と
い
ふ
語
に
対
し
て
は
、
北
流
松
花
江
の
下
流
の
東
北
に
展
開
す
る
渺
茫
た
る
平
野
を
過
眼
視
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
古
来
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
種
の
諸
族
の
住
地
で
あ
つ
た
鴨
緑
・
豆
滿
・
松
花
三
江
の
流
域
は
、
山
河
の
形
成
が
複
雑
で
あ
つ
て
、
平
野
と
称
す
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
佟
佳
江
畔
の
通
化
・
懐
仁
、
鴨
緑
江
畔
の
通
溝
、
布
爾
哈
圖
河
畔
の
局
子
街
等
は
、
比
較
的
広
い
平
地
を
擁
し
て
ゐ
る
が
、
之
を
阿
勒
楚
喀
の
平
野
に
比
べ
れ
ば
固
よ
り
同
日
の
談
で
は
な
い
」
と
す
る
（「
夫
餘
考
」）。
し
か
し
、
農
安
説
を
採
る
日
野
開
三
郎
は
、
そ
れ
に
対
し
て
「
此
所
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
此
の
「
最
平
敞
」
の
比
較
対
象
と
し
て
時
人
の
頭
に
入
つ
て
ゐ
た
地
域
で
あ
る
。
王

の
扶
餘
遠
征
と
前
後
し
て
行
は
れ
た
滿
鮮
経
略
は
、
高
句
麗
・
南
北
沃
沮
・
挹
婁
・
濊
等
で
あ
る
。
從
つ
て
比
較
の
対
象
と
な
つ
た
東
夷
の
地
と
云
ふ
の
も
魏
人
が
親
し
く
跋
渉
し
た
彼
等
の
住
地
、
即
ち
鴨
緑
・
佟
佳
二
水
の
流
域
、
咸
興
平
野
、
間
島
、
江
原
道
、
瑚
爾
喀
河
流
域
等
で
、「
最
平
敞
」
は
此
等
の
地
に
比
し
て
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
（「
夫
餘
国
考
」）。
要
す
る
に
こ
の
「
於
東
夷
之
域
最
平
敞
」
と
い
う
の
は
、
相
対
的
な
表
現
で
し
か
な
い
が
、
遼
河
河
口
か
ら
松
嫩
平
原
ま
で
東
北
に
延
び
る
湿
原
・
平
原
地
帯
の
う
ち
北
よ
り
の
ど
こ
か
を
指
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
12
）五
穀
・
五
果
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五
穀
と
は
、
五
種
類
の
穀
物
を
い
う
が
、
具
体
的
に
何
を
数
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
麻
・
黍
・
稷
・
麦
・
豆
（『
周
禮
』
天
官
・
疾
医
・
注
）
麻
・
黍
・
稷
・
麦
・
菽
（『
大
戴
禮
』
曾
子
天
圓
・
注
）
麻
・
稲
・
稷
・
麦
・
豆
（『
楚
辭
』
大
招
・
注
）
稲
・
黍
・
稷
・
麦
・
菽
（『
周
禮
』
職
方
氏
・
注
）
朱
国
忱
・
魏
国
忠
（
浜
田
耕
策
訳
）『
渤
海
史
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、「
扶
余
の
五
穀
と
は
お
そ
ら
く
麻
・
黍
・
稷
・
麦
・
菽
（
ま
め
）
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
遅
く
と
も
後
漢
末
年
ま
で
に
は
遼
東
地
区
で
〝
赤
粢
〟（
紅
高
粢
）
の
栽
培
が
始
ま
り
、
北
魏
時
代
の
黒
龍
江
で
は
蕎
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
作
物
は
い
ず
れ
も
耐
寒
性
・
耐
乾
性
を
持
ち
、
旱
に
強
く
、
霜
の
降
り
な
い
時
期
が
短
く
て
も
成
育
す
る
特
徴
が
あ
っ
て
、
乾
田
作
物
に
属
し
て
い
る
。」
と
い
う
。
こ
こ
で
厳
密
に
五
種
類
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。
お
よ
そ
「
い
ろ
い
ろ
な
穀
物
」
と
い
う
程
度
で
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
時
の
夫
餘
地
域
で
収
穫
し
う
る
作
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
を
要
す
る
。
五
果
も
、
五
種
類
の
果
物
を
い
い
、
例
え
ば
、
桃
・
李
・
杏
・
栗
・
棗
を
あ
げ
る
説
と
、
核
果
（
棗
の
類
）・
膚
果
（
梨
の
類
）・
殻
果
（
椰
子
の
類
）・
檜
果
（
松
子
の
類
）・
角
果
（
大
小
豆
の
類
）
の
五
種
類
を
あ
げ
る
説
な
ど
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
五
穀
と
同
様
に
、「
い
ろ
い
ろ
な
果
物
」
と
い
う
こ
と
で
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
13
）寇
鈔
せ
ず
『
後
漢
書
』
夫
餘
伝
に
よ
れ
ば
、
永
初
五
年
（
一
一
一
）
に
は
「
夫
餘
王
始
、
歩
騎
七
八
千
人
を
將
い
て
樂
浪
に
寇
鈔
し
、
吏
民
を
殺
傷
す
」、
永
康
元
年
（
一
六
七
）
に
は
「
王
夫
台
、二
萬
人
を
將
い
て
玄
菟
に
寇
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、寇
鈔
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
魏
代
に
お
い
て
も
、
挹
婁
伝
に
「
漢
よ
り
已
來
、
夫
餘
に
臣
屬
す
。
夫
餘
、
其
の
租
賦
を
責
め
る
こ
と
重
し
。
黄
初
中
（
二
二
〇
～
二
二
六
）
を
以
て
之
に
叛
き
、
夫
餘
、
數
々
之
を
伐
つ
」
と
あ
る
。
こ
の
夫
餘
に
対
し
て
、高
句
麗
は
「
寇
鈔
を
喜
ぶ
」
と
あ
る
。
高
句
麗
は
「
言
語
・
諸
事
、
多
く
夫
餘
と
同
じ
か
れ
ど
も
、
其
の
性
氣
・
衣
服
、
異
な
る
有
り
」
と
あ
り
、
高
句
麗
な
ど
と
の
対
比
に
お
い
て
、
夫
餘
は
寇
鈔
す
る
こ
と
が
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
魏
と
夫
餘
、
魏
と
高
句
麗
の
関
わ
り
の
違
い
に
よ
っ
て
も
、
評
価
に
差
が
出
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
14
）王
夫
餘
の
王
で
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、『
後
漢
書
』
夫
餘
伝
に
み
え
る
、
建
武
二
五
年（
四
九
）の「
夫
餘
王
」で
あ
る
が
、名
は
不
詳
で
あ
る
。
永
初
五
年（
一
一
一
）
に
も
「
夫
餘
王
」
が
み
え
る
。
こ
こ
で
は
、「
夫
餘
王
始
將
歩
騎
七
八
千
人
寇
鈔
樂
浪
…
…
」
と
あ
り
、
王
の
名
を
「
始
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
、
先
の
建
武
二
五
年
以
来
「
使
命
歳
ご
と
に
通
じ
、
安
帝
の
永
初
五
年
に
至
り
て
」
に
つ
づ
く
一
文
で
あ
り
、
毎
年
、
使
者
が
通
じ
て
い
た
の
に
、
こ
こ
に
至
っ
て
、「
始
め
て
」
寇
鈔
し
た
、と
い
う
よ
う
に
、「
始
め
て
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
『
通
典
』
卷
一
八
五
・
邊
防
門
東
夷
・
夫
餘
で
は
、「
永
和
の
初
め
、
其
の
王
始
、
來
朝
す
」
と
あ
り
、
王
の
名
ら
し
く
読
め
る
。
こ
れ
の
み
で
あ
れ
ば
、「
始
め
て
」
で
も
よ
い
が
、
さ
ら
に
後
文
に
は
「
其
の
王
始
死
し
、
子
の
尉
仇
台
立
つ
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
明
ら
か
に
名
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
通
典
』
の
記
事
が
、
独
自
の
材
料
を
も
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
『
後
漢
書
』
の
先
の
記
事
を
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
即
断
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
始
」
が
王
名
で
あ
る
の
か
、「
始
め
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
か
、
な
お
よ
く
わ
か
ら
な
い
。『
後
漢
書
』
で
は
、
つ
づ
い
て
永
寧
元
年
（
一
二
〇
）
に
、「
嗣
子
尉
仇
台
」
が
み
え
る
。
そ
の
「
嗣
子
」
と
い
う
語
は
、
前
王
の
「
嗣
子
」
と
し
て
、
前
王
が
特
定
さ
れ
る
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
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提
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
「
始
」
と
い
う
王
を
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
「
嗣
子
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
、
前
に
王
が
い
て
、
そ
の
「
嗣
子
」
で
あ
る
こ
と
の
み
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、「
嗣
子
」
と
記
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
結
局
、「
始
」
が
王
名
で
あ
る
の
か
、一
般
用
語
で
あ
る
の
か
、
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
永
和
元
年
（
一
三
六
）
に
も
「
其
の
王
」
が
み
え
る
。
こ
れ
が
「
尉
仇
台
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
永
康
元
年
（
一
六
七
）
に
は
じ
め
て
「
王
夫
台
」
と
、
王
名
が
確
認
で
き
る
。『
魏
志
』
の
後
文
で
は
、
公
孫
度
が
勢
力
を
も
っ
た
時
期
（
一
九
〇
年
以
後
）
に
「
夫
餘
王
尉
仇
台
」
が
み
え
る
が
、先
の
「
嗣
子
尉
仇
台
」
と
は
、
年
代
が
離
れ
て
お
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
あ
と
「
簡
位
居
」、「
孽
子
麻
余
」、「
其
の
子
依
慮
」
と
つ
づ
く
。
『
晉
書
』
夫
餘
伝
に
は
、
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
「
其
王
依
慮
」
が
慕
容
廆
に
攻
撃
さ
れ
て
自
殺
し
た
こ
と
、
そ
の
「
後
王
依
羅
」
が
立
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
『
資
治
通
鑑
』
卷
九
七
・
晉
紀
一
九
・
永
和
二
年
（
三
四
六
）
に
慕
容
皝
に
攻
撃
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
虜
と
な
っ
た
王
が
「
玄
」
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
、
夫
餘
が
高
句
麗
に
投
降
す
る
の
が
、『
三
國
史
記
』
卷
一
九
・
高
句
麗
本
紀
七
の
文
咨
明
王
三
年
（
四
九
四
）
二
月
条
の
「
扶
餘
王
及
び
妻
孥
、
國
を
以
て
來
降
す
」
で
あ
る
が
、
王
の
名
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
餘
王
は
、
後
漢
代
以
後
、
五
世
紀
末
の
滅
亡
に
至
る
ま
で
、
断
片
的
に
記
録
に
現
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
父
子
関
係
が
明
確
で
あ
る
の
は
簡
位
居
と
麻
余
、
そ
の
子
依
慮
の
場
合
の
み
で
、
麻
余
は
、
簡
位
居
に
嫡
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
孽
子
な
が
ら
諸
加
に
共
立
さ
れ
る
か
た
ち
で
即
位
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
父
子
相
続
で
つ
づ
い
て
き
た
の
か
、
ま
た
王
系
の
断
絶
が
な
い
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
父
子
相
続
で
あ
っ
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。な
お
、『
魏
志
』
卷
二
・
文
帝
紀
・
延
康
二
年
（
二
二
一
）
三
月
条
に
は
、「
濊
貊
扶
餘
の
單
于
、
焉
耆
・
于
闐
の
王
、
皆
な
各
々
使
を
遣
わ
し
奉
獻
せ
し
む
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち「
單
于
」と
い
う
王
号
で
も
登
場
す
る
が
、事
実
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
15
）官
名
加
は
、
か
つ
て
「
家
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
（『
満
洲
源
流
考
』
御
製
扶
餘
國
伝
訂
訛
、白
南
雲
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
』
改
造
社
、一
九
三
三
年
）、
北
ア
ジ
ア
か
ら
朝
鮮
に
か
け
て
共
通
の
首
長
号
で
あ
る
汗
・
干
（
カ
ー
ン
。khan
・
kan
）
に
通
じ
る
も
の
で
、終
音
（-n
）
が
脱
落
し
た
も
の
と
い
え
る
。『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
に
み
え
る
「
新
羅
王
宇
流
助
富
利
知
干
」
を
、
古
訓
で
は
「
ウ
ル
ソ
ホ
リ
チ
カ
」
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
例
と
い
え
よ
う
。
六
畜
と
は
、
馬
・
牛
・
羊
・
鶏
・
犬
・
豕
を
い
う
が
、
こ
こ
で
馬
加
・
牛
加
・
猪
加
・
狗
加
の
四
種
し
か
み
え
な
い
こ
と
は
、と
く
に
欠
落
と
取
る
必
要
は
な
い
。
お
よ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
家
畜
の
名
を
つ
け
て
い
る
、
と
い
う
程
度
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
加
が
、
こ
の
順
で
、
ラ
ン
ク
の
差
が
あ
っ
た
と
み
る
意
見
も
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
す
事
例
は
な
い
。
大
使
・
大
使
者
は
、
汲
古
閣
本
で
は
「
犬
使
」「
犬
使
者
」
に
作
る
。
犬
は
六
畜
に
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
す
で
に
狗
加
も
見
え
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
「
犬
」
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
あ
る
い
は
六
畜
を
意
識
し
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
使
・
大
使
者
・
使
者
は
、
漢
語
で
理
解
で
き
る
官
名
で
あ
り
、
中
国
の
使
者
な
ど
か
ら
生
じ
た
呼
称
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
に
も
、
使
者
が
あ
り
、
ま
た
太
大
使
者
・
大
使
者
・
小
使
者
へ
の
分
化
も
み
ら
れ
る
。
後
文
で
は
、牛
加
の
兄
の
子
の
位
居
が
、大
使
の
地
位
で
、専
権
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
で
、
大
使
の
権
限
が
大
き
い
と
認
め
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
位
居
の
特
殊
な
事
例
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
ず
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
16
）下
戸
原
文「
邑
落
有
豪
民
名
下
戸
皆
爲
奴
僕
」の
う
ち「
名
」字
を
、汲
古
閣
本
で
は
、「
民
」
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提
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
「
始
」
と
い
う
王
を
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
「
嗣
子
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
、
前
に
王
が
い
て
、
そ
の
「
嗣
子
」
で
あ
る
こ
と
の
み
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、「
嗣
子
」
と
記
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
結
局
、「
始
」
が
王
名
で
あ
る
の
か
、一
般
用
語
で
あ
る
の
か
、
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
永
和
元
年
（
一
三
六
）
に
も
「
其
の
王
」
が
み
え
る
。
こ
れ
が
「
尉
仇
台
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
永
康
元
年
（
一
六
七
）
に
は
じ
め
て
「
王
夫
台
」
と
、
王
名
が
確
認
で
き
る
。『
魏
志
』
の
後
文
で
は
、
公
孫
度
が
勢
力
を
も
っ
た
時
期
（
一
九
〇
年
以
後
）
に
「
夫
餘
王
尉
仇
台
」
が
み
え
る
が
、先
の
「
嗣
子
尉
仇
台
」
と
は
、
年
代
が
離
れ
て
お
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
あ
と
「
簡
位
居
」、「
孽
子
麻
余
」、「
其
の
子
依
慮
」
と
つ
づ
く
。
『
晉
書
』
夫
餘
伝
に
は
、
太
康
六
年
（
二
八
五
）
に
「
其
王
依
慮
」
が
慕
容
廆
に
攻
撃
さ
れ
て
自
殺
し
た
こ
と
、
そ
の
「
後
王
依
羅
」
が
立
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
『
資
治
通
鑑
』
卷
九
七
・
晉
紀
一
九
・
永
和
二
年
（
三
四
六
）
に
慕
容
皝
に
攻
撃
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
虜
と
な
っ
た
王
が
「
玄
」
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
、
夫
餘
が
高
句
麗
に
投
降
す
る
の
が
、『
三
國
史
記
』
卷
一
九
・
高
句
麗
本
紀
七
の
文
咨
明
王
三
年
（
四
九
四
）
二
月
条
の
「
扶
餘
王
及
び
妻
孥
、
國
を
以
て
來
降
す
」
で
あ
る
が
、
王
の
名
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
餘
王
は
、
後
漢
代
以
後
、
五
世
紀
末
の
滅
亡
に
至
る
ま
で
、
断
片
的
に
記
録
に
現
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
父
子
関
係
が
明
確
で
あ
る
の
は
簡
位
居
と
麻
余
、
そ
の
子
依
慮
の
場
合
の
み
で
、
麻
余
は
、
簡
位
居
に
嫡
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
孽
子
な
が
ら
諸
加
に
共
立
さ
れ
る
か
た
ち
で
即
位
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
父
子
相
続
で
つ
づ
い
て
き
た
の
か
、
ま
た
王
系
の
断
絶
が
な
い
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
父
子
相
続
で
あ
っ
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。な
お
、『
魏
志
』
卷
二
・
文
帝
紀
・
延
康
二
年
（
二
二
一
）
三
月
条
に
は
、「
濊
貊
扶
餘
の
單
于
、
焉
耆
・
于
闐
の
王
、
皆
な
各
々
使
を
遣
わ
し
奉
獻
せ
し
む
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち「
單
于
」と
い
う
王
号
で
も
登
場
す
る
が
、事
実
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
15
）官
名
加
は
、
か
つ
て
「
家
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
（『
満
洲
源
流
考
』
御
製
扶
餘
國
伝
訂
訛
、白
南
雲
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
』
改
造
社
、一
九
三
三
年
）、
北
ア
ジ
ア
か
ら
朝
鮮
に
か
け
て
共
通
の
首
長
号
で
あ
る
汗
・
干
（
カ
ー
ン
。khan
・
kan
）
に
通
じ
る
も
の
で
、終
音
（-n
）
が
脱
落
し
た
も
の
と
い
え
る
。『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
に
み
え
る
「
新
羅
王
宇
流
助
富
利
知
干
」
を
、
古
訓
で
は
「
ウ
ル
ソ
ホ
リ
チ
カ
」
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
例
と
い
え
よ
う
。
六
畜
と
は
、
馬
・
牛
・
羊
・
鶏
・
犬
・
豕
を
い
う
が
、
こ
こ
で
馬
加
・
牛
加
・
猪
加
・
狗
加
の
四
種
し
か
み
え
な
い
こ
と
は
、と
く
に
欠
落
と
取
る
必
要
は
な
い
。
お
よ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
家
畜
の
名
を
つ
け
て
い
る
、
と
い
う
程
度
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
加
が
、
こ
の
順
で
、
ラ
ン
ク
の
差
が
あ
っ
た
と
み
る
意
見
も
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
す
事
例
は
な
い
。
大
使
・
大
使
者
は
、
汲
古
閣
本
で
は
「
犬
使
」「
犬
使
者
」
に
作
る
。
犬
は
六
畜
に
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
す
で
に
狗
加
も
見
え
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
「
犬
」
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
あ
る
い
は
六
畜
を
意
識
し
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
使
・
大
使
者
・
使
者
は
、
漢
語
で
理
解
で
き
る
官
名
で
あ
り
、
中
国
の
使
者
な
ど
か
ら
生
じ
た
呼
称
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
に
も
、
使
者
が
あ
り
、
ま
た
太
大
使
者
・
大
使
者
・
小
使
者
へ
の
分
化
も
み
ら
れ
る
。
後
文
で
は
、牛
加
の
兄
の
子
の
位
居
が
、大
使
の
地
位
で
、専
権
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
で
、
大
使
の
権
限
が
大
き
い
と
認
め
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
位
居
の
特
殊
な
事
例
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
ず
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
16
）下
戸
原
文「
邑
落
有
豪
民
名
下
戸
皆
爲
奴
僕
」の
う
ち「
名
」字
を
、汲
古
閣
本
で
は
、「
民
」
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と
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
豪
民
・
民
・
下
戸
と
三
階
層
の
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
つ
づ
く
「
皆
爲
奴
僕
」
は
理
解
で
き
な
い
。
単
な
る
誤
り
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
の
「
皆
爲
奴
僕
」
は
、
撰
者
が
、
下
戸
を
解
釈
し
て
、「
奴
僕
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
附
記
し
て
い
る
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
『
魏
志
』
に
は
、
夫
餘
伝
以
外
に
、
高
句
麗
・
濊
・
韓
・
倭
人
各
伝
に
も
下
戸
が
み
え
る
。『
魏
志
』
の
下
戸
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
白
南
雲
以
来
、
東
夷
諸
種
族
・
諸
国
の
社
会
構
造
・
発
展
段
階
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
課
題
と
し
て
、
追
究
さ
れ
て
き
た
。
武
田
幸
男
「
魏
志
東
夷
伝
に
み
え
る
下
戸
問
題
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
三
集
、
一
九
六
七
年
）
は
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
、
基
本
的
な
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
よ
っ
て
述
べ
る
。
下
戸
資
料
の
み
え
な
い
挹
婁
・
東
沃
沮
も
含
め
て
、
東
夷
の
ほ
と
ん
ど
全
域
・
全
種
族
に
下
戸
が
存
在
し
た
と
み
て
よ
く
、
夫
餘
で
は
、
こ
こ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
豪
民
と
対
比
さ
れ
て
、
奴
僕
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
ほ
か
、
後
文
（
倭
人
伝
の
文
）
で
も
「
大
人
」（
タ
イ
ジ
ン
）
と
対
比
さ
れ
る
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
。
つ
ま
り
下
戸
は
、
豪
民
・
大
人
と
い
っ
た
階
層
に
統
率
・
支
配
さ
れ
る
、
下
層
階
層
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
奴
僕
」
と
の
比
定
に
も
拘
わ
ら
ず
、
下
戸
は
豪
民
に
隷
属
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
り
は
、
邑
落
の
一
般
構
成
員
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
夫
餘
の
邑
落
に
は
、
こ
の
よ
う
に
豪
民
・
下
戸
が
存
在
し
、
豪
民
が
下
戸
を
支
配
・
統
率
す
る
、
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
両
者
で
邑
落
共
同
体
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
複
数
の
邑
落
共
同
体
を
支
配
し
た
の
が
、
王
を
中
心
と
す
る
諸
加
な
ど
の
支
配
階
級
で
あ
り
、
そ
れ
が
邑
落
民
の
真
の
収
奪
者
・
搾
取
階
級
で
あ
っ
た
。
夫
餘
で
は
、
国
邑
を
中
心
に
、
そ
う
し
た
邑
落
が
累
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。ま
た
夫
餘
は
、
挹
婁
や
濊
な
ど
の
異
種
族
支
配
を
行
っ
て
い
た
が
、「
種
族
の
異
同
に
拘
り
な
く
、諸
加
は
多
数
の
邑
落
を
支
配
し
、そ
の
間
に
本
質
的
な
差
が
な
か
っ
た
と
も
想
定
で
き
る
」。
結
局
、「
諸
加
階
級
は
国
王
を
中
心
に
し
て
支
配
者
共
同
体
を
形
成
し
、
種
々
の
形
態
を
通
じ
、
累
層
的
に
構
成
さ
れ
た
多
数
の
一
般
邑
落
民
つ
ま
り
下
戸
を
、
そ
の
首
長
を
通
じ
て
支
配
し
た
の
で
あ
る
」。
（
17
）爼
や
豆
（
Ⅰ
）東
夷
伝
序
の
註
（
1（
）
を
参
照
。
楡
樹
老
河
深
遺
跡
中
層
出
土
遺
物
の
中
に
は
、
双
耳
壺
・
豆
・
杯
・
碗
な
ど
の
土
器
二
五
七
点
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
豆
は
、
あ
わ
せ
て
二
二
点
あ
り
、
報
告
者
は
Ⅰ
式
（
盤
式
豆
）
七
点
、
Ⅱ
式
（
杯
式
豆
）
一
一
点
、
Ⅲ
式
（
鉢
式
豆
）
一
点
、
Ⅳ
式
（
罐
式
豆
）
三
点
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
夫
餘
伝
に
い
う
「
爼
・
豆
」
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
18
）拜
爵
・
洗
爵
・
揖
讓
爵
は
さ
か
ず
き
。
拜
爵
と
は
、ふ
つ
う
爵
位
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
爵
を
洗
う
、
と
い
う
意
の
「
洗
爵
」
が
次
に
つ
づ
く
こ
と
か
ら
、
爵
は
ど
ち
ら
も
、
さ
か
ず
き
の
意
と
と
る
べ
き
で
あ
る
。
揖
と
は
、
胸
の
前
で
組
み
合
わ
せ
た
両
手
を
前
に
出
し
、
上
下
さ
せ
る
礼
で
、
揖
讓
は
、
そ
の
よ
う
に
、
へ
り
く
だ
っ
て
あ
い
さ
つ
し
、
ゆ
ず
り
あ
う
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
中
国
の
礼
で
あ
る
が
、
爼
・
豆
と
同
様
に
、
夫
餘
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
特
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
19
）迎
鼓
殷
の
正
月
と
は
、
十
二
月
で
あ
り
、『
後
漢
書
』
夫
餘
伝
で
は
、「
臘
月
を
て
天
を
祭
る
」
と
あ
る
。
三
品
彰
英
『
古
代
祭
政
と
穀
霊
信
仰
』（
論
文
集
第
五
卷
、平
凡
社
、一
九
七
三
年
）
は
、
迎
鼓
祭
が
高
句
麗
の
東
盟
祭
に
対
応
す
る
も
の
で
、「
農
耕
国
家
で
あ
っ
た
母
国
夫
余
の
伝
統
を
継
承
し
た
高
句
麗
は
、
祭
儀
的
に
は
農
耕
祭
、
特
に
収
穫
祭
を
国
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の
大
祭
と
し
て
盛
大
に
行
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
三
田
村
泰
助
「
朱
蒙
伝
説
と
ツ
ン
グ
ー
ス
文
化
の
性
格
」（『
清
朝
前
史
の
研
究
』東
洋
史
研
究
会
、一
九
六
五
年
）は
、「
三
品
氏
は
こ
の
祭
儀（
東
盟
祭
）
の
性
質
を
、
簡
単
に
秋
の
収
穫
祭
と
規
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
発
生
的
見
地
か
ら
考
え
る
と
、
そ
う
は
断
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
、「
扶
餘
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
十
二
月
の
臘
祭
の
義
と
解
せ
ら
れ
る
。
臘
祭
は
冬
至
の
後
、
歳
の
終
り
を
以
て
禽
獣
を
獵
し
、
先
祖
の
祭
り
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ナ
の
社
会
に
お
い
て
は
古
く
存
し
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
る
。
多
分
そ
の
狩
猟
時
代
の
遺
制
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
冬
祭
り
の
型
式
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
み
る
と
、
扶
餘
系
民
族
の
祭
天
の
祭
儀
は
、
発
生
的
に
は
冬
祭
の
義
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。『荊
楚
歳
時
記
』
に
「
十
二
月
八
日
を
臘
日
と
な
す
。
諺
語
に
臘
鼓
鳴
っ
て
春
草
生
ず
と
あ
り
、
村
人
み
な
細
腰
鼓
を
撃
ち
…
…
以
て
疫
を
逐
う
。
其
の
日
み
な
豚
酒
を
以
て
竈
神
を
祭
る
」
と
あ
り
、
三
田
村
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
如
く
、
太
鼓
は
惡
を
は
ら
い
、
大
地
の
生
成
力
を
呼
び
さ
ま
す
呪
術
的
力
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
農
耕
的
要
素
を
持
ち
、
漢
民
族
の
文
化
に
多
く
の
憧
れ
を
も
つ
扶
餘
族
に
あ
っ
て
、
祭
の
主
要
行
事
に
「
迎
鼓
」
と
名
づ
け
て
太
鼓
を
祭
儀
の
対
象
と
な
す
行
事
が
存
し
、
そ
れ
が
祭
名
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
奉
ず
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
神
鼓
は
惡
神
を
避
け
善
神
を
招
く
義
が
あ
り
、
シ
ャ
マ
ン
の
神
事
に
跳
單
鼓
と
名
づ
く
る
も
の
が
あ
っ
て
、
満
洲
社
会
に
固
有
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」。
臘
月
に
行
わ
れ
る
扶
餘
の
迎
鼓
祭
は
「
結
局
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
農
耕
的
冬
祭
の
祭
儀
様
式
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。
漢
族
の
臘
祭
に
、
撃
鼓
や
歌
舞
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
か
に
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
禮
記
』
な
ど
に
も
み
え
る
。
迎
鼓
と
い
う
呼
称
や
、
臘
月
に
行
わ
れ
る
点
か
ら
も
、
ま
た
漢
文
化
の
受
け
入
れ
な
ど
か
ら
み
て
も
、
夫
餘
の
迎
鼓
が
、
中
国
の
臘
祭
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
三
田
村
の
い
う
よ
う
に
、
漢
族
の
臘
祭
が
、
発
生
的
に
「
狩
猟
時
代
の
遺
制
」
と
し
て
の
冬
祭
の
義
だ
と
し
て
も
、
夫
餘
に
受
容
さ
れ
た
時
点
で
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
、
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
漢
族
の
臘
祭
の
受
容
と
み
る
な
ら
ば
余
計
に
、
単
に
漢
文
化
受
容
の
一
例
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
（
20
）白
布
大
袂
・
袍
・
袴
、
履
革
鞜
『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
「
衣
は
白
を
尚
ぶ
」
と
の
み
あ
る
。
白
を
尊
重
す
る
の
は
、
中
国
的
と
い
え
る
。
大
袂
は
大
き
な
袖
の
あ
る
衣
、
袍
は
わ
た
い
れ
、
袴
は
ズ
ボ
ン
、
革
鞜
は
か
わ
ぐ
つ
で
あ
る
。
（
21
）繒
・
繍
・
錦
・
罽
『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
は
「
錦
・
繍
・
文
・
罽
を
衣
る
」
と
あ
る
。『
魏
志
』
に
は
「
衣
」
字
が
な
い
が
、『
翰
苑
』
の
引
用
は
か
な
り
節
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
繒
は
「
き
ぬ
」。『
急
就
篇
』
注
に
「
繒
は
帛
の
総
名
な
り
。
絲
を
以
て
織
る
も
の
を
謂
う
」
と
あ
る
。
繍
は
、「
五
色
の
ぬ
い
と
り
を
施
し
た
り
、
絵
を
描
い
た
帛
」。
錦
は
、
染
め
た
色
糸
で
文
様
を
経
緯
に
織
り
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
罽
は
毛
織
物
を
い
う
。日
野
開
三
郎
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
明
ら
か
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
」
と
い
う
。
（
22
）狐
・
狸
・
狖
・
白
黒
貂
の
裘
狖
は
、
黒
猿
・
尾
長
猿
。「
狖
白
黒
貂
」
は
、
狖
の
白
い
も
の
（
そ
の
場
合
、
狖
は
尾
長
猿
）
と
黒
い
貂
、と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
は
「
白
黒
貂
を
裘
と
爲
す
」
と
の
み
あ
り
、
白
黒
の
貂
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
帽
子
を
金
銀
で
飾
る
、
と
あ
る
が
、
夫
餘
の
産
金
に
つ
い
て
は
、『
北
魏
書
』
卷
一
〇
〇
・
高
句
麗
伝
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
使
者
芮
悉
弗
が
北
魏
の
皇
帝
（
世
宗
）
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の
大
祭
と
し
て
盛
大
に
行
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
三
田
村
泰
助
「
朱
蒙
伝
説
と
ツ
ン
グ
ー
ス
文
化
の
性
格
」（『
清
朝
前
史
の
研
究
』東
洋
史
研
究
会
、一
九
六
五
年
）は
、「
三
品
氏
は
こ
の
祭
儀（
東
盟
祭
）
の
性
質
を
、
簡
単
に
秋
の
収
穫
祭
と
規
定
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
発
生
的
見
地
か
ら
考
え
る
と
、
そ
う
は
断
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
、「
扶
餘
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
十
二
月
の
臘
祭
の
義
と
解
せ
ら
れ
る
。
臘
祭
は
冬
至
の
後
、
歳
の
終
り
を
以
て
禽
獣
を
獵
し
、
先
祖
の
祭
り
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ナ
の
社
会
に
お
い
て
は
古
く
存
し
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
る
。
多
分
そ
の
狩
猟
時
代
の
遺
制
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
冬
祭
り
の
型
式
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
み
る
と
、
扶
餘
系
民
族
の
祭
天
の
祭
儀
は
、
発
生
的
に
は
冬
祭
の
義
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。『荊
楚
歳
時
記
』
に
「
十
二
月
八
日
を
臘
日
と
な
す
。
諺
語
に
臘
鼓
鳴
っ
て
春
草
生
ず
と
あ
り
、
村
人
み
な
細
腰
鼓
を
撃
ち
…
…
以
て
疫
を
逐
う
。
其
の
日
み
な
豚
酒
を
以
て
竈
神
を
祭
る
」
と
あ
り
、
三
田
村
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
如
く
、
太
鼓
は
惡
を
は
ら
い
、
大
地
の
生
成
力
を
呼
び
さ
ま
す
呪
術
的
力
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
農
耕
的
要
素
を
持
ち
、
漢
民
族
の
文
化
に
多
く
の
憧
れ
を
も
つ
扶
餘
族
に
あ
っ
て
、
祭
の
主
要
行
事
に
「
迎
鼓
」
と
名
づ
け
て
太
鼓
を
祭
儀
の
対
象
と
な
す
行
事
が
存
し
、
そ
れ
が
祭
名
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
奉
ず
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
神
鼓
は
惡
神
を
避
け
善
神
を
招
く
義
が
あ
り
、
シ
ャ
マ
ン
の
神
事
に
跳
單
鼓
と
名
づ
く
る
も
の
が
あ
っ
て
、
満
洲
社
会
に
固
有
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」。
臘
月
に
行
わ
れ
る
扶
餘
の
迎
鼓
祭
は
「
結
局
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
農
耕
的
冬
祭
の
祭
儀
様
式
が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
。
漢
族
の
臘
祭
に
、
撃
鼓
や
歌
舞
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
か
に
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
禮
記
』
な
ど
に
も
み
え
る
。
迎
鼓
と
い
う
呼
称
や
、
臘
月
に
行
わ
れ
る
点
か
ら
も
、
ま
た
漢
文
化
の
受
け
入
れ
な
ど
か
ら
み
て
も
、
夫
餘
の
迎
鼓
が
、
中
国
の
臘
祭
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
三
田
村
の
い
う
よ
う
に
、
漢
族
の
臘
祭
が
、
発
生
的
に
「
狩
猟
時
代
の
遺
制
」
と
し
て
の
冬
祭
の
義
だ
と
し
て
も
、
夫
餘
に
受
容
さ
れ
た
時
点
で
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
、
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
漢
族
の
臘
祭
の
受
容
と
み
る
な
ら
ば
余
計
に
、
単
に
漢
文
化
受
容
の
一
例
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
（
20
）白
布
大
袂
・
袍
・
袴
、
履
革
鞜
『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
「
衣
は
白
を
尚
ぶ
」
と
の
み
あ
る
。
白
を
尊
重
す
る
の
は
、
中
国
的
と
い
え
る
。
大
袂
は
大
き
な
袖
の
あ
る
衣
、
袍
は
わ
た
い
れ
、
袴
は
ズ
ボ
ン
、
革
鞜
は
か
わ
ぐ
つ
で
あ
る
。
（
21
）繒
・
繍
・
錦
・
罽
『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
は
「
錦
・
繍
・
文
・
罽
を
衣
る
」
と
あ
る
。『
魏
志
』
に
は
「
衣
」
字
が
な
い
が
、『
翰
苑
』
の
引
用
は
か
な
り
節
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
繒
は
「
き
ぬ
」。『
急
就
篇
』
注
に
「
繒
は
帛
の
総
名
な
り
。
絲
を
以
て
織
る
も
の
を
謂
う
」
と
あ
る
。
繍
は
、「
五
色
の
ぬ
い
と
り
を
施
し
た
り
、
絵
を
描
い
た
帛
」。
錦
は
、
染
め
た
色
糸
で
文
様
を
経
緯
に
織
り
あ
ら
わ
し
た
も
の
、
罽
は
毛
織
物
を
い
う
。日
野
開
三
郎
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
明
ら
か
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
」
と
い
う
。
（
22
）狐
・
狸
・
狖
・
白
黒
貂
の
裘
狖
は
、
黒
猿
・
尾
長
猿
。「
狖
白
黒
貂
」
は
、
狖
の
白
い
も
の
（
そ
の
場
合
、
狖
は
尾
長
猿
）
と
黒
い
貂
、と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、『
翰
苑
』
注
所
引
『
魏
略
』
に
は
「
白
黒
貂
を
裘
と
爲
す
」
と
の
み
あ
り
、
白
黒
の
貂
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
帽
子
を
金
銀
で
飾
る
、
と
あ
る
が
、
夫
餘
の
産
金
に
つ
い
て
は
、『
北
魏
書
』
卷
一
〇
〇
・
高
句
麗
伝
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
使
者
芮
悉
弗
が
北
魏
の
皇
帝
（
世
宗
）
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に
対
し
て
奏
上
し
た
こ
と
ば
の
な
か
に
「
黄
金
は
夫
餘
よ
り
出
で
、
珂
は
則
ち
渉
羅
の
産
す
る
所
な
り
。
今
、
夫
餘
、
勿
吉
の
逐
う
所
と
爲
り
、
渉
羅
、
百
濟
の
并
す
所
と
爲
る
」
と
あ
る
。
後
代
の
記
録
で
あ
る
が
、『
遼
史
拾
遺
』
卷
一
八
所
引
の
『
北
風
揚
沙
録
』
に
、
生
女
真
に
つ
い
て
「
名
馬
を
産
し
、
金
・
大
珠
を
生
ず
」
と
あ
る
。『
高
麗
史
』
睿
宗
世
家
・
一
〇
年
（
一
一
一
五
）
に
も
、
金
（
女
真
）
の
完
顔
氏
が
「
嘗
て
契
丹
及
び
我
が
朝
に
事
え
、
來
朝
す
る
毎
に
、
麩
金
・
貂
皮
・
良
馬
を
以
て
贄
と
爲
す
。
我
が
朝
も
亦
た
厚
く
銀
幣
を
遺
る
。
歳
々
常
に
此
く
の
如
し
」
と
あ
る
。
（
23
）刑
を
用
う
る
こ
と
嚴
急
窃
盗
の
場
合
、
一
二
倍
を
賠
償
す
る
、
と
い
う
の
は
高
句
麗
に
も
み
ら
れ
る
。
李
丙
燾
に
よ
れ
ば
、「
ど
う
し
て
十
二
に
し
た
か
と
い
う
と
、
も
と
も
と
十
二
数
は
世
界
共
通
的
な
愛
用
の
数
で
、
そ
の
由
来
に
か
ん
し
て
は
、
す
で
に
学
者
間
に
説
が
あ
る
よ
う
に
、天
文
暦
象
思
想
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
文
暦
数
に
十
二
宮
・
十
二
時
・
十
二
月
の
数
が
あ
る
か
ら
、
十
二
数
を
愛
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
（「
夫
余
考
」『
韓
国
古
代
史
研
究
』
学
生
社
、一
九
八
〇
年
）。
箕
子
の
八
条
教
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
濊
伝
に
ゆ
ず
る
。
（
24
）妬
む
は
皆
な
之
を
殺
す
「
妬
」
字
は
、汲
古
閣
本
で
は
「
妒
」
と
す
る
が
、「
妒
」
は
「
妬
」
の
別
字
体
で
あ
る
。
倭
人
伝
で
は
、「
大
人
は
皆
な
四
五
婦
。
下
戸
は
或
い
は
二
三
婦
。
婦
人
は
淫
せ
ず
、
妬
忌
せ
ず
」
と
あ
り
、
や
は
り
妬
忌
し
な
い
こ
と
が
良
風
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。こ
の
妬
忌
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
認
め
て
、
夫
餘
に
一
夫
多
妻
制
あ
る
い
は
畜
妾
制
が
行
わ
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
と
み
な
す
見
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
（
白
南
雲
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
』、李
丙
燾
「
夫
余
考
」
な
ど
）、邊
太
燮
は
、そ
れ
を
否
定
し
、
妬
忌
罪
な
ど
な
く
、
男
女
が
淫
し
た
と
き
、
婦
人
が
淫
す
る
こ
と
を
最
も
憎
ん
で
そ
れ
を
処
刑
し
埋
葬
を
許
可
し
な
い
、
と
い
う
規
定
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
（「
韓
国
古
代
の
繼
世
思
想
と
祖
上
崇
拝
信
仰
」『
歴
史
教
育
』
四
輯
、
一
九
五
九
年
）。
そ
れ
に
対
し
て
李
基
白
「
扶
餘
の
妒
忌
罪
」（『
史
学
志
』
四
輯
、
一
九
七
〇
年
）
は
、
姦
淫
し
た
男
女
と
も
に
処
刑
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
家
父
長
制
的
家
族
制
度
と
矛
盾
す
る
か
ら
、
処
刑
さ
れ
る
の
は
、
男
子
で
は
な
く
、
女
子
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
上
で
、
高
句
麗
に
は
妬
忌
罪
に
よ
っ
て
死
刑
に
な
っ
た
実
例
と
い
え
る
貫
那
夫
人
の
例
が
あ
り
、
扶
餘
に
は
畜
妾
制
は
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
一
夫
多
妻
制
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
過
酷
で
は
あ
る
が
上
記
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
お
か
し
く
は
な
い
、
と
す
る
。
処
刑
さ
れ
腐
爛
し
た
遺
体
を
女
の
家
が
返
し
て
欲
し
い
場
合
、
牛
や
馬
を
送
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
盧
泰
敦
「
高
句
麗
初
期
の
娶
嫂
婚
に
関
す
る
一
考
察
」（『
金
哲
博
士
華
甲
紀
念
史
学
論
叢
』
知
識
産
業
社
、
一
九
八
三
年
）
は
、
婚
納
金
（
い
わ
ゆ
る
新
婦
代
　
bride price
）
に
あ
た
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
初
婚
姻
し
た
と
き
に
男
家
か
ら
婚
納
金
と
し
て
の
牛
馬
が
女
家
に
送
ら
れ
て
お
り
、
女
は
夫
家
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
た
、
そ
し
て
処
刑
さ
れ
た
あ
と
も
女
の
遺
体
に
対
す
る
管
轄
権
は
そ
の
ま
ま
夫
家
に
あ
る
か
ら
、
も
し
女
家
が
そ
の
権
利
を
取
り
戻
そ
う
と
す
れ
ば
、
婚
納
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
っ
た
、
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
牛
や
馬
は
男
家
に
支
払
い
、
遺
体
は
男
家
か
ら
返
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
25
）嫂
婚
制
・
匈
奴
兄
が
死
ね
ば
弟
が
兄
嫁
を
め
と
る
の
は
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
婚
（levirate
）
と
い
い
、
姉
妹
型
一
夫
多
妻
制
の
一
種
で
あ
る
。
収
繼
婚
・
転
房
婚
な
ど
と
も
い
う
。『
旧
約
聖
書
』
申
命
記
に
も
み
え
る
な
ど
、
世
界
的
な
習
俗
と
い
え
る
が
、
特
に
ア
ジ
ア
で
は
、
北
ア
ジ
ア
や
日
本
を
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
き
た
習
俗
で
あ
る
。
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匈
奴
に
も
そ
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、『
史
記
』
匈
奴
伝
に
「
父
子
兄
弟
死
せ
ば
、
其
の
妻
を
取
り
て
之
を
妻
と
す
。
種
姓
の
失
う
を
惡
（
に
く
）
む
な
り
。
故
に
匈
奴
亂
る
る
と
雖
も
、
必
ず
宗
種
を
立
つ
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
『
魏
志
』
烏
丸
伝
や
『
北
史
』
突
厥
伝
な
ど
に
も
み
え
、後
代
の
女
真
の
場
合
に
も
、
「
父
死
す
れ
ば
則
ち
其
の
母
（
後
母
）
を
妻
と
し
、
兄
死
す
れ
ば
則
ち
其
の
嫂
を
妻
と
し
、叔
伯
死
す
れ
ば
則
ち
甥
も
亦
た
之
く
の
如
し
」（『
大
金
国
志
』婚
姻
）と
あ
る
。
（
26
）名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
狖
・
美
珠
を
産
出
す
夫
餘
の
地
域
は
、
後
代
に
も
良
馬
を
産
す
る
地
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
中
層
で
は
、
七
個
の
馬
頭
骨
が
埋
め
ら
れ
た
土
坑
が
あ
り
、
三
頭
分
に
あ
た
る
。
ま
た
副
葬
品
に
は
馬
銜
・
轡
な
ど
の
馬
具
も
あ
っ
た
。
西
岔
溝
遺
跡
で
は
馬
齒
が
検
出
さ
れ
て
い
る
墓
が
あ
る
。
赤
玉
・
美
珠
で
あ
る
が
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
中
層
か
ら
は
、
副
葬
品
と
し
て
、
首
飾
り
に
用
い
た
と
み
ら
れ
る
多
く
の
珠
が
出
土
し
て
い
る
。
材
質
は
、
瑪
瑙
・
ガ
ラ
ス
・
石
・
骨
で
、
瑪
瑙
が
最
も
多
く
、
大
き
い
。
最
大
の
も
の
で
直
径
二
㎝
あ
る
。
そ
の
色
は
「
暗
紅
・
紅
・
粉
紅
・
桔
紅
」
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
は
小
さ
く
、
色
は
「
暗
紅
・
紅
・
桔
紅
・
黄
・
浅
黄
・
藍
・
緑
」
で
あ
る
。
酸
棗
は
、
さ
ね
ぶ
と
な
つ
め
・
山
棗
を
い
い
、
か
な
り
大
き
な
珠
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
瑪
瑙
の
珠
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
殿
福
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
瑪
瑙
製
の
首
飾
り
が
出
土
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
老
河
深
遺
跡
中
層
の
担
い
手
が
夫
餘
で
あ
る
と
み
る
根
拠
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
田
村
晃
一
は
、「
様
々
な
考
古
学
的
資
料
の
う
ち
で
、
夫
餘
伝
の
記
事
と
合
致
す
る
の
は
、
僅
か
に
こ
こ
し
か
な
い
、
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
（
27
）弓
・
矢
・
刀
・
矛
を
兵
器
鎧
仗
は
、
よ
ろ
い
と
武
器
。
楡
樹
老
河
深
遺
跡
中
層
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
は
、多
く
の
兵
器
が
含
ま
れ
て
い
た
。
鉄
剣
一
八
点
（
う
ち
柄
が
銅
製
の
も
の
七
点
、
木
製
の
も
の
一
一
点
）、
鉄
刀
三
六
点
（
う
ち
環
頭
柄
頭
二
五
点
、
直
柄
一
一
点
）、
鉄
矛
一
一
点
、
鉄
鏃
一
三
八
点
、
鉄
製
盛
矢
具
一
七
点
、
甲
冑
片
、
鎧
小
札
な
ど
で
あ
る
。
西
岔
溝
遺
跡
で
も
、
細
石
鏃
・
骨
鏃
・
銅
鏃
・
鉄
鏃
が
千
余
点
あ
り
、
長
剣
が
知
ら
れ
る
。
田
耘
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
長
剣
を
、
夫
餘
の
特
徴
的
な
武
器
と
み
て
い
る
。
（
28
）國
の
耆
老
自
ら
説
く
、
古
の
亡
人
な
り
、
と
。
夫
餘
伝
の
後
文
に
お
い
て
も
、
耆
老
が
登
場
し
、
伝
世
す
る
玉
璧
・
珪
・
瓚
な
ど
に
つ
い
て
、「
先
代
の
賜
わ
り
し
所
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
耆
老
の
説
は
、
現
地
に
行
っ
た
魏
人
が
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
魏
の
高
句
麗
遠
征
に
先
だ
っ
て
玄
菟
太
守
王
頎
が
夫
餘
に
派
遣
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
、
最
も
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
伝
世
し
て
い
る
宝
物
の
中
に
印
章
が
あ
り
、
印
文
に
「
濊
王
之
印
」
と
あ
る
と
い
う
。
ま
た
濊
城
と
よ
ば
れ
る
古
城
も
あ
り
、そ
の
こ
と
を
通
し
て
、撰
者
は
「
こ
の
地
は
本
来
、
濊
・
貊
の
地
で
あ
っ
て
、
夫
餘
人
は
、
そ
の
中
で
王
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
ら
「
亡
人
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
撰
者
の
意
見
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
限
り
で
は
、
撰
者
の
理
解
の
よ
う
に
、夫
餘
人
は
ほ
ん
ら
い
の
濊
の
住
地
に
流
入
し
て
き
た
「
亡
人
」
で
あ
っ
た
と
認
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
（
濊
貊
と
い
う
呼
称
は
ほ
ん
ら
い
濊
と
貊
と
を
指
す
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
濊
城
」「
濊
王
」
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
濊
に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。
さ
ら
に
『
魏
略
』
に
み
え
る
夫
餘
の
始
祖
神
話
が
、
事
実
を
背
景
に
し
て
い
る
と
と
ら
え
れ
ば
、
夫
餘
人
は
北
方
か
ら
南
下
し
て
濊
の
住
地
に
流
入
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
夫
餘
の
習
俗
に
、
殷
と
の
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
殷
あ
る
い
は
中
国
か
ら
流
入
し
て
き
た
、
と
す
る
理
解
も
あ
る
が
、
夫
餘
伝
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
よ
う
に
構
想
し
て
は
い
な
い
。
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匈
奴
に
も
そ
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、『
史
記
』
匈
奴
伝
に
「
父
子
兄
弟
死
せ
ば
、
其
の
妻
を
取
り
て
之
を
妻
と
す
。
種
姓
の
失
う
を
惡
（
に
く
）
む
な
り
。
故
に
匈
奴
亂
る
る
と
雖
も
、
必
ず
宗
種
を
立
つ
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
『
魏
志
』
烏
丸
伝
や
『
北
史
』
突
厥
伝
な
ど
に
も
み
え
、後
代
の
女
真
の
場
合
に
も
、
「
父
死
す
れ
ば
則
ち
其
の
母
（
後
母
）
を
妻
と
し
、
兄
死
す
れ
ば
則
ち
其
の
嫂
を
妻
と
し
、叔
伯
死
す
れ
ば
則
ち
甥
も
亦
た
之
く
の
如
し
」（『
大
金
国
志
』婚
姻
）と
あ
る
。
（
26
）名
馬
・
赤
玉
・
貂
・
狖
・
美
珠
を
産
出
す
夫
餘
の
地
域
は
、
後
代
に
も
良
馬
を
産
す
る
地
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
中
層
で
は
、
七
個
の
馬
頭
骨
が
埋
め
ら
れ
た
土
坑
が
あ
り
、
三
頭
分
に
あ
た
る
。
ま
た
副
葬
品
に
は
馬
銜
・
轡
な
ど
の
馬
具
も
あ
っ
た
。
西
岔
溝
遺
跡
で
は
馬
齒
が
検
出
さ
れ
て
い
る
墓
が
あ
る
。
赤
玉
・
美
珠
で
あ
る
が
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
中
層
か
ら
は
、
副
葬
品
と
し
て
、
首
飾
り
に
用
い
た
と
み
ら
れ
る
多
く
の
珠
が
出
土
し
て
い
る
。
材
質
は
、
瑪
瑙
・
ガ
ラ
ス
・
石
・
骨
で
、
瑪
瑙
が
最
も
多
く
、
大
き
い
。
最
大
の
も
の
で
直
径
二
㎝
あ
る
。
そ
の
色
は
「
暗
紅
・
紅
・
粉
紅
・
桔
紅
」
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
は
小
さ
く
、
色
は
「
暗
紅
・
紅
・
桔
紅
・
黄
・
浅
黄
・
藍
・
緑
」
で
あ
る
。
酸
棗
は
、
さ
ね
ぶ
と
な
つ
め
・
山
棗
を
い
い
、
か
な
り
大
き
な
珠
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
瑪
瑙
の
珠
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
殿
福
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
瑪
瑙
製
の
首
飾
り
が
出
土
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
老
河
深
遺
跡
中
層
の
担
い
手
が
夫
餘
で
あ
る
と
み
る
根
拠
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
田
村
晃
一
は
、「
様
々
な
考
古
学
的
資
料
の
う
ち
で
、
夫
餘
伝
の
記
事
と
合
致
す
る
の
は
、
僅
か
に
こ
こ
し
か
な
い
、
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
（
27
）弓
・
矢
・
刀
・
矛
を
兵
器
鎧
仗
は
、
よ
ろ
い
と
武
器
。
楡
樹
老
河
深
遺
跡
中
層
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
に
は
、多
く
の
兵
器
が
含
ま
れ
て
い
た
。
鉄
剣
一
八
点
（
う
ち
柄
が
銅
製
の
も
の
七
点
、
木
製
の
も
の
一
一
点
）、
鉄
刀
三
六
点
（
う
ち
環
頭
柄
頭
二
五
点
、
直
柄
一
一
点
）、
鉄
矛
一
一
点
、
鉄
鏃
一
三
八
点
、
鉄
製
盛
矢
具
一
七
点
、
甲
冑
片
、
鎧
小
札
な
ど
で
あ
る
。
西
岔
溝
遺
跡
で
も
、
細
石
鏃
・
骨
鏃
・
銅
鏃
・
鉄
鏃
が
千
余
点
あ
り
、
長
剣
が
知
ら
れ
る
。
田
耘
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
長
剣
を
、
夫
餘
の
特
徴
的
な
武
器
と
み
て
い
る
。
（
28
）國
の
耆
老
自
ら
説
く
、
古
の
亡
人
な
り
、
と
。
夫
餘
伝
の
後
文
に
お
い
て
も
、
耆
老
が
登
場
し
、
伝
世
す
る
玉
璧
・
珪
・
瓚
な
ど
に
つ
い
て
、「
先
代
の
賜
わ
り
し
所
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
耆
老
の
説
は
、
現
地
に
行
っ
た
魏
人
が
聞
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
魏
の
高
句
麗
遠
征
に
先
だ
っ
て
玄
菟
太
守
王
頎
が
夫
餘
に
派
遣
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
、
最
も
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
伝
世
し
て
い
る
宝
物
の
中
に
印
章
が
あ
り
、
印
文
に
「
濊
王
之
印
」
と
あ
る
と
い
う
。
ま
た
濊
城
と
よ
ば
れ
る
古
城
も
あ
り
、そ
の
こ
と
を
通
し
て
、撰
者
は
「
こ
の
地
は
本
来
、
濊
・
貊
の
地
で
あ
っ
て
、
夫
餘
人
は
、
そ
の
中
で
王
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
ら
「
亡
人
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
撰
者
の
意
見
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
限
り
で
は
、
撰
者
の
理
解
の
よ
う
に
、夫
餘
人
は
ほ
ん
ら
い
の
濊
の
住
地
に
流
入
し
て
き
た
「
亡
人
」
で
あ
っ
た
と
認
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
（
濊
貊
と
い
う
呼
称
は
ほ
ん
ら
い
濊
と
貊
と
を
指
す
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
濊
城
」「
濊
王
」
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
濊
に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。
さ
ら
に
『
魏
略
』
に
み
え
る
夫
餘
の
始
祖
神
話
が
、
事
実
を
背
景
に
し
て
い
る
と
と
ら
え
れ
ば
、
夫
餘
人
は
北
方
か
ら
南
下
し
て
濊
の
住
地
に
流
入
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
夫
餘
の
習
俗
に
、
殷
と
の
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
殷
あ
る
い
は
中
国
か
ら
流
入
し
て
き
た
、
と
す
る
理
解
も
あ
る
が
、
夫
餘
伝
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
よ
う
に
構
想
し
て
は
い
な
い
。
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た
だ
し
、「
亡
人
」
説
と
は
別
に
、
濊
族
の
中
か
ら
成
長
し
た
一
群
を
、
夫
餘
人
と
呼
ん
だ
、
と
い
う
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
吉
林
市
な
ど
、
夫
餘
初
期
の
中
心
地
に
お
け
る
、
夫
餘
文
化
に
先
行
す
る
文
化
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
西
団
山
文
化
な
ど
の
追
究
・
解
明
が
ひ
と
つ
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と
い
え
る
。  
（
29
）城
柵
を
作
る
に
皆
な
員
し
夫
餘
の
当
初
の
本
拠
地
と
み
ら
れ
る
吉
林
市
東
団
山
南
山
城
は
、
円
形
の
城
址
で
あ
っ
た
。
吉
林
市
の
西
北
に
あ
る
九
台
県
で
も
、
小
規
模
の
円
形
の
城
址
が
七
基
確
認
さ
れ
て
お
り
、
夫
餘
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
吉
林
省
九
台
県
は
、
吉
林
市
と
農
安
県
と
の
間
に
あ
る
が
、
そ
の
県
城
の
北
八
〇
㎞
の
上
河
湾
鎮
に
七
基
の
山
城
が
あ
る
。
康
家
興「
吉
林
九
台
上
河
湾
考
古
調
査
」（『
考
古
』一
九
六
一
年
三
期
）に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
八
月
に
吉
林
省
文
化
局
と
九
台
県
文
化
館
・
上
河
湾
人
民
公
社
文
化
館
の
共
同
で
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
一
九
六
〇
年
春
に
は
長
春
地
区
文
物
普
査
隊
が
調
査
を
し
て
い
る
。そ
の
後
吉
林
省
文
物
志
編
委
会『
九
台
県
文
物
志
』（
同
会
、
一
九
八
六
年
九
月
）
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
八
〇
年
代
に
も
調
査
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
城
内
に
多
く
の
円
形
の
坑
が
あ
り
、
住
居
址
か
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
高
地
性
の
集
落
を
城
壁
で
囲
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。
城
壁
は
、
土
・
石
・
土
石
混
築
の
も
の
が
あ
る
が
、
文
字
ど
お
り
の
柵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
城
柵
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
成
語
で
あ
っ
て
、
実
際
に
木
柵
な
ど
が
構
築
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
牢
獄
の
よ
う
だ
と
い
う
の
は
、
規
模
的
に
狭
い
範
囲
を
囲
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
の
印
象
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
牢
獄
が
円
形
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
周
禮
』
大
司
寇
で
、
牢
を
「
圜
土
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
も
わ
か
る
。
（
30
）牛
を
殺
し
、
蹄
を
み
て
吉
凶
を
占
う
。
牛
骨
を
用
い
た
占
卜
の
習
俗
に
つ
い
て
は
、殷
の
甲
骨
文
字（
卜
辞
）で
知
ら
れ
る
、
亀
の
腹
甲
や
牛
・
羊
の
肩
胛
骨
に
穴
を
あ
け
、
火
を
あ
て
て
ヒ
ビ
の
状
況
を
み
る
方
法
が
有
名
で
あ
る
が
、
蹄
に
よ
る
判
定
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
韓
国
で
も
、
卜
骨
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
（
南
海
岸
の
熊
川
貝
塚
な
ど
）、
殷
と
同
様
な
占
卜
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
夫
餘
の
場
合
、
い
ま
だ
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。
（
31
）徇
葬
～
有
槨
無
棺
葬
俗
は
、
裴
松
之
註
に
引
く
『
魏
略
』
が
詳
し
い
。
徇
葬
に
つ
い
て
は
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
で
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
と
う
ぜ
ん
王
・
諸
加
の
墓
の
場
合
で
あ
ろ
う
。「
百
數
」
は
、「
百
も
て
數
う
」
で
、
百
を
単
位
と
し
て
数
え
る
ほ
ど
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
～
三
百
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
厚
葬
は
、
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
場
合
に
も
、
そ
の
実
態
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
え
る
。
「
有
槨
無
棺
」
は
、
汲
古
閣
本
・
殿
本
は
「
有
棺
無
槨
」
と
す
る
。
意
味
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
底
本
ほ
か
に
拠
る
。
現
実
に
、
槨
が
あ
っ
て
棺
が
な
い
、
と
い
う
状
況
の
判
定
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
楡
樹
老
河
深
遺
跡
の
場
合
で
も
、
報
告
書
で
は
「
棺
」
と
し
て
い
る
。
汲
古
閣
本
等
が
ま
っ
た
く
逆
に
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
違
い
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
三
國
志
』
の
当
時
、
ど
の
よ
う
な
情
報
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
中
国
に
お
い
て
「
棺
」
に
あ
た
る
も
の
は
な
く
、「
槨
」
に
あ
た
る
も
の
は
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
魏
代
の
墓
制
と
対
比
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。（32
）布
面
衣
・
環
佩
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「
布
」
は
粗
衣
と
し
て
、
麻
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
麻
布
で
顔
を
覆
う
布
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
環
佩
は
お
び
だ
ま
、
腰
に
さ
げ
る
玉
類
を
い
う
。
停
喪
は
、
喪
に
服
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
亡
骸
を
と
ど
め
る
、
つ
ま
り
殯
（
も
が
り
）
の
意
で
理
解
し
て
お
き
た
い
。
（
33
）玄
菟
に
属
す
高
句
麗
伝
に
は
、「
常
に
玄
菟
郡
よ
り
朝
服
衣
幘
を
受
く
。
高
句
麗
令
、
其
の
名
籍
を
主
る
」
と
あ
り
、
玄
菟
郡
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
属
す
」
と
は
そ
の
よ
う
な
管
轄
関
係
を
指
し
、
玄
菟
郡
領
域
に
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
（
34
）公
孫
氏
公
孫
氏
に
つ
い
て
は
、（
Ⅰ
）
序
の
註
（
10
）
を
参
照
。
海
東
は
、
中
国
か
ら
、
東
方
に
あ
り
、
海
を
経
由
し
て
行
く
地
方
を
指
す
。
渤
海
を
「
海
東
の
盛
國
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
高
句
麗
な
ど
を
海
東
と
称
す
る
例
が
あ
る
。
そ
し
て
例
え
ば
『
海
東
高
僧
伝
』
の
よ
う
に
、
朝
鮮
側
（
こ
の
場
合
、
高
麗
時
代
）
で
自
ら
を
「
海
東
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
35
）尉
仇
台
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
後
漢
書
』夫
餘
伝
に
み
え
る
永
寧
元
年（
一
二
〇
）の「
王
子
尉
仇
台
」
と
は
、
年
代
も
離
れ
て
お
り
、
別
人
と
み
ら
れ
る
。
同
伝
に
は
「
夫
餘
、
本
と
玄
菟
に
屬
す
。
獻
帝
の
時
、
其
の
王
、
遼
東
に
屬
せ
ん
こ
と
を
求
む
と
云
う
」
と
あ
り
、
こ
の
「
王
」
が
尉
仇
台
に
あ
た
る
。
と
う
ぜ
ん
そ
れ
は
玄
菟
郡
か
ら
遼
東
郡
へ
の
管
轄
の
変
更
を
求
め
た
も
の
で
な
く
、
公
孫
氏
に
属
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
通
婚
の
こ
と
は
、
本
伝
以
外
に
は
み
え
な
い
。
（
36
）簡
位
居
・
麻
余
・
位
居
簡
位
居
は
、
記
述
が
な
い
た
め
、
尉
仇
台
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
が
、
麻
余
の
場
合
と
対
比
す
れ
ば
、嫡
子
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
嫡
子
相
続
が
原
則
で
あ
り
、
大
使
の
位
居
が
勢
力
を
も
ち
、
国
人
が
附
し
て
も
、
王
位
は
、
麻
余
の
子
（
嫡
子
で
あ
ろ
う
）
で
六
歳
の
依
慮
に
継
承
さ
れ
る
。
（
37
）魏
へ
遣
使
原
文
は
「
京
都
に
詣
り
」
貢
獻
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
で
「
京
都
」
と
あ
れ
ば
、
魏
の
都
洛
陽
を
指
す
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
魏
志
』
卷
二
・
文
帝
紀
・
延
康
元
年
（
二
二
〇
）
三
月
条
に
は
、「
濊
貊
扶
餘
の
單
于
、
焉
耆
・
于
闐
の
王
、
皆
な
各
々
使
を
遣
わ
し
奉
獻
せ
し
む
」
と
あ
り
、
魏
の
建
国
早
々
に
夫
餘
が
、
遣
使
し
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
（
38
）毋
丘
儉
の
高
句
麗
経
略
毋
丘
倹
は
魏
の
幽
州
刺
史
で
、司
馬
懿
の
公
孫
氏
討
滅
の
際
に
も
、そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
公
孫
氏
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
略
に
つ
い
て
は
、（
Ⅰ
）
序
の
註
（
1（
）
を
参
照
。
毋
丘
倹
の
姓
は
復
姓
（
二
字
）
で
あ
る
が
、毌
丘
（
カ
ン
キ
ュ
ウ
）
か
（
毌
は
貫
に
通
じ
る
）、
毋
丘
（
ブ
キ
ュ
ウ
）
か
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
（
母
丘
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
）。『
魏
志
』
巻
二
八
に
毋
丘
倹
伝
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
河
東
聞
喜
」（
山
西
省
聞
喜
県
）
の
出
身
で
あ
る
が
、
も
と
聞
喜
県
の
邱
村
に
あ
っ
た
と
い
う
『
毋
丘
氏
造
像
碑
』
が
、
太
原
市
の
道
観
純
陽
宮
（
山
西
省
芸
術
博
物
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
倹
の
孫
の
奧
お
よ
び
そ
の
一
族
が
、
祖
父
の
鎮
魂
の
意
味
も
こ
め
て
建
て
た
碑
で
、
そ
こ
に
一
族
の
人
た
ち
の
多
く
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
姓
が
「
毋
丘
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
田
中
「
魏
の
東
方
経
略
に
関
す
る
問
題
点
」『
古
代
武
器
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
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「
布
」
は
粗
衣
と
し
て
、
麻
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
麻
布
で
顔
を
覆
う
布
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
環
佩
は
お
び
だ
ま
、
腰
に
さ
げ
る
玉
類
を
い
う
。
停
喪
は
、
喪
に
服
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
亡
骸
を
と
ど
め
る
、
つ
ま
り
殯
（
も
が
り
）
の
意
で
理
解
し
て
お
き
た
い
。
（
33
）玄
菟
に
属
す
高
句
麗
伝
に
は
、「
常
に
玄
菟
郡
よ
り
朝
服
衣
幘
を
受
く
。
高
句
麗
令
、
其
の
名
籍
を
主
る
」
と
あ
り
、
玄
菟
郡
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
属
す
」
と
は
そ
の
よ
う
な
管
轄
関
係
を
指
し
、
玄
菟
郡
領
域
に
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
（
34
）公
孫
氏
公
孫
氏
に
つ
い
て
は
、（
Ⅰ
）
序
の
註
（
10
）
を
参
照
。
海
東
は
、
中
国
か
ら
、
東
方
に
あ
り
、
海
を
経
由
し
て
行
く
地
方
を
指
す
。
渤
海
を
「
海
東
の
盛
國
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
高
句
麗
な
ど
を
海
東
と
称
す
る
例
が
あ
る
。
そ
し
て
例
え
ば
『
海
東
高
僧
伝
』
の
よ
う
に
、
朝
鮮
側
（
こ
の
場
合
、
高
麗
時
代
）
で
自
ら
を
「
海
東
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
35
）尉
仇
台
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
後
漢
書
』夫
餘
伝
に
み
え
る
永
寧
元
年（
一
二
〇
）の「
王
子
尉
仇
台
」
と
は
、
年
代
も
離
れ
て
お
り
、
別
人
と
み
ら
れ
る
。
同
伝
に
は
「
夫
餘
、
本
と
玄
菟
に
屬
す
。
獻
帝
の
時
、
其
の
王
、
遼
東
に
屬
せ
ん
こ
と
を
求
む
と
云
う
」
と
あ
り
、
こ
の
「
王
」
が
尉
仇
台
に
あ
た
る
。
と
う
ぜ
ん
そ
れ
は
玄
菟
郡
か
ら
遼
東
郡
へ
の
管
轄
の
変
更
を
求
め
た
も
の
で
な
く
、
公
孫
氏
に
属
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
通
婚
の
こ
と
は
、
本
伝
以
外
に
は
み
え
な
い
。
（
36
）簡
位
居
・
麻
余
・
位
居
簡
位
居
は
、
記
述
が
な
い
た
め
、
尉
仇
台
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
が
、
麻
余
の
場
合
と
対
比
す
れ
ば
、嫡
子
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
嫡
子
相
続
が
原
則
で
あ
り
、
大
使
の
位
居
が
勢
力
を
も
ち
、
国
人
が
附
し
て
も
、
王
位
は
、
麻
余
の
子
（
嫡
子
で
あ
ろ
う
）
で
六
歳
の
依
慮
に
継
承
さ
れ
る
。
（
37
）魏
へ
遣
使
原
文
は
「
京
都
に
詣
り
」
貢
獻
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
で
「
京
都
」
と
あ
れ
ば
、
魏
の
都
洛
陽
を
指
す
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
魏
志
』
卷
二
・
文
帝
紀
・
延
康
元
年
（
二
二
〇
）
三
月
条
に
は
、「
濊
貊
扶
餘
の
單
于
、
焉
耆
・
于
闐
の
王
、
皆
な
各
々
使
を
遣
わ
し
奉
獻
せ
し
む
」
と
あ
り
、
魏
の
建
国
早
々
に
夫
餘
が
、
遣
使
し
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
（
38
）毋
丘
儉
の
高
句
麗
経
略
毋
丘
倹
は
魏
の
幽
州
刺
史
で
、司
馬
懿
の
公
孫
氏
討
滅
の
際
に
も
、そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
公
孫
氏
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
略
に
つ
い
て
は
、（
Ⅰ
）
序
の
註
（
1（
）
を
参
照
。
毋
丘
倹
の
姓
は
復
姓
（
二
字
）
で
あ
る
が
、毌
丘
（
カ
ン
キ
ュ
ウ
）
か
（
毌
は
貫
に
通
じ
る
）、
毋
丘
（
ブ
キ
ュ
ウ
）
か
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
（
母
丘
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
）。『
魏
志
』
巻
二
八
に
毋
丘
倹
伝
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
河
東
聞
喜
」（
山
西
省
聞
喜
県
）
の
出
身
で
あ
る
が
、
も
と
聞
喜
県
の
邱
村
に
あ
っ
た
と
い
う
『
毋
丘
氏
造
像
碑
』
が
、
太
原
市
の
道
観
純
陽
宮
（
山
西
省
芸
術
博
物
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
倹
の
孫
の
奧
お
よ
び
そ
の
一
族
が
、
祖
父
の
鎮
魂
の
意
味
も
こ
め
て
建
て
た
碑
で
、
そ
こ
に
一
族
の
人
た
ち
の
多
く
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
姓
が
「
毋
丘
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
田
中
「
魏
の
東
方
経
略
に
関
す
る
問
題
点
」『
古
代
武
器
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
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（
39
）玄
菟
太
守
王
頎
の
夫
餘
派
遣
夫
餘
へ
の
遣
使
に
つ
い
て
も
、
時
期
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
が
、
高
句
麗
へ
の
遠
征
に
先
だ
っ
て
、
そ
の
遠
征
に
際
し
て
必
要
と
な
る
軍
糧
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
み
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
と
う
ぜ
ん
玄
菟
郡
か
ら
直
接
に
や
っ
て
き
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
魏
と
夫
餘
と
の
関
係
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
良
好
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
そ
の
時
の
位
居
の
対
応
か
ら
み
る
と
、
位
居
が
実
権
を
掌
握
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
後
文
か
ら
も
、
王
位
を
奪
取
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
王
位
は
、
麻
余
か
ら
そ
の
子
依
慮
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
（
40
）簿
斂
し
て
官
に
送
ら
し
む
「
簿
斂
」
と
は
、「
謀
反
・
大
逆
等
の
罪
を
犯
し
た
者
の
家
財
を
没
収
し
て
、
官
の
帳
簿
に
記
入
す
る
こ
と
」
を
い
う
。
そ
の
場
合
の
官
（
役
所
）
と
は
、
玄
菟
郡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
41
）咎
を
王
に
歸
し
井
上
秀
雄「
古
代
朝
鮮
の
王
者
」（『
古
代
朝
鮮
史
序
説
』寧
楽
社
、一
九
七
八
年
）は
、
「
こ
の
記
事
で
わ
か
る
よ
う
に
、
夫
餘
王
の
社
会
的
機
能
は
、
農
耕
生
産
に
不
可
欠
な
天
候
の
予
言
に
あ
っ
た
と
い
え
る
」「
こ
れ
を
夫
餘
の
古
い
風
俗
と
伝
え
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
王
者
の
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
性
格
が
、
こ
の
三
世
紀
に
解
消
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
同
「
夫
餘
国
王
と
大
使
」（
柴
田
實
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
文
化
史
論
叢
』
一
九
七
六
年
）
で
は
、「
夫
餘
王
麻
余
の
死
去
記
事
に
こ
の
記
事
が
接
続
し
て
い
る
」「
古
い
民
俗
と
し
て
い
る
夫
餘
王
の
性
格
に
関
す
る
記
事
が
、王
の
退
位
も
し
く
は
死
去
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
麻
余
の
死
去
と
ま
っ
た
く
無
関
係
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
」と
す
る
。そ
し
て
、「
両
者
の
関
係
の
深
浅
は
研
究
者
の
判
断
に
よ
る
。
も
っ
と
も
浅
く
両
者
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
夫
餘
の
旧
俗
と
し
て
記
録
し
て
お
き
た
か
っ
た
記
事
を
、
麻
余
王
死
去
の
記
事
に
か
け
て
記
述
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
両
者
が
形
式
的
に
王
の
死
去
と
い
う
点
で
結
び
つ
く
も
の
で
、
内
容
的
に
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
。
も
っ
と
も
深
く
関
係
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
麻
余
王
の
死
去
に
も
こ
の
古
い
民
俗
が
生
き
て
い
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
そ
の
中
間
を
と
れ
ば
、
こ
の
古
い
民
俗
は
麻
余
死
去
の
時
期
に
は
も
は
や
実
践
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
王
の
性
格
と
し
て
な
お
こ
の
古
い
民
俗
が
生
き
て
お
り
、
麻
余
王
が
こ
の
民
俗
に
あ
る
程
度
該
当
し
て
い
る
と
し
て
、
批
難
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
司
祭
者
的
な
王
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
『
金
枝
篇
』
に
「
殺
さ
れ
る
王
」
と
し
て
例
示
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
が
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
か
、
は
確
か
に
問
題
で
あ
る
。
井
上
秀
雄
の
い
う
よ
う
に
、
麻
余
の
死
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
次
の
玉
衣
の
記
事
は
、
漢
代
に
の
み
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
麻
余
の
場
合
は
無
関
係
で
あ
る
。
つ
づ
け
て
記
す
理
由
と
し
て
は
、
両
者
と
も
王
の
死
と
関
わ
る
、
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
前
の
記
事
も
、
王
の
死
と
関
わ
る
記
事
だ
か
ら
、
こ
こ
に
配
さ
れ
た
、
と
み
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
「
夫
餘
の
古
い
習
俗
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
習
俗
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
天
候
の
予
言
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
天
候
に
対
し
て
責
任
を
負
う
、
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
シ
ャ
ー
マ
ン
的
性
格
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、儒
教
的
な
立
場
で
も
、為
政
者
が
天
命
を
受
け
て
政
治
を
執
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
下
さ
れ
る
の
が
、
天
候
の
順
不
順
で
あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
で
も
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
夫
餘
の
そ
の
よ
う
な
王
の
廃
立
に
関
し
て
、
日
野
開
三
郎
は
、
諸
加
会
議
が
決
定
し
た
と
想
像
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
ま
っ
た
く
想
像
す
る
し
か
な
い
が
、
麻
余
の
即
位
と
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。
（
42
）年
六
歳
に
し
て
、
立
ち
て
以
て
王
と
爲
る
「
立
ち
て
以
て
王
と
爲
る
」
は
、
依
慮
を
主
語
と
し
て
の
訓
読
で
あ
り
、
自
ら
即
位
し
た
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
六
歳
で
の
即
位
で
あ
り
、背
後
に
そ
れ
を
支
え
る
、
あ
る
い
は
操
る
勢
力
が
あ
っ
た
と
い
う
想
像
を
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
当
時
な
お
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
位
居
が
、
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
王
子
で
あ
る
依
慮
が
即
位
す
る
の
が
順
当
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
共
有
の
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
位
居
自
身
が
簒
奪
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
に
そ
う
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
43
）玉
匣
玉
匣
に
は
、
玉
の
箱
の
意
も
あ
る
。
棺
と
し
て
、
玉
製
の
棺
を
用
い
た
と
い
う
理
解
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
満
城
漢
墓
に
お
け
る
金
鏤
玉
衣
の
出
土
か
ら
、
玉
衣
に
対
す
る
検
討
も
す
す
み
、
夫
餘
の
場
合
も
、
玉
衣
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
玉
衣
と
は
、
玉
の
板
を
糸
で
つ
づ
り
あ
わ
せ
て
、
遺
体
を
覆
う
も
の
で
、
金
の
糸
で
つ
づ
っ
た
も
の
を
金
鏤
玉
衣
と
い
う
。
金
か
銀
か
金
銅
か
銅
か
、
そ
の
違
い
は
、
身
分
の
違
い
に
よ
る
。
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
に
は
、
皇
帝
が
薨
じ
た
場
合
に
は
金
鏤
玉
柙
、
諸
侯
王
・
列
侯
始
封
・
貴
人
・
公
主
の
場
合
、
玉
柙
銀
鏤
、
大
貴
人
・
長
公
主
の
場
合
、
銅
鏤
、
を
用
い
た
と
す
る
。
同
条
に
引
く
『
漢
舊
儀
』
に
は
、「
帝
崩
ず
る
や
…
…
玉
を
以
て
襦
と
爲
し
、
鎧
状
の
如
く
之
を
連
縫
す
。
黄
金
を
以
て
鏤
と
爲
す
。
腰
以
下
、
玉
を
以
て
札
と
爲
し
、
長
さ
一
尺
〔
廣
さ
〕
二
寸
半
、
柙
と
爲
す
。
下
は
足
に
至
る
ま
で
、
亦
た
縫
う
に
黄
金
の
鏤
を
以
て
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、玉
柙
と
し
て
い
る
が
、ま
た
玉
匣
と
す
る
例
も
、『
後
漢
書
』劉
盆
子
伝
・
梁
商
伝
な
ど
に
み
え
て
い
る
。『
後
漢
書
』
王
符
伝
に
引
く
『
潜
夫
論
』
浮
侈
篇
に
は
「
今
、
京
師
の
貴
戚
、
郡
県
の
豪
家
、
生
き
て
養
を
極
め
ざ
る
も
、
死
す
れ
ば
乃
ち
喪
を
崇
め
、
或
る
も
の
は
金
鏤
玉
匣
す
る
に
至
る
」
と
あ
る
。
玉
衣
と
す
る
例
は
、『
漢
書
』
外
戚
傳
下
の
「
共
王
母
及
び
丁
姫
の
棺
、
皆
な
梓
宮
と
名
づ
く
。
珠
玉
の
衣
、
藩
妾
の
服
に
あ
ら
ず
。
請
う
ら
く
は
更
た
め
て
木
棺
を
以
て
代
え
、
珠
玉
衣
を
去
ら
ん
こ
と
を
」、『
後
漢
書
』
耿
秉
傳
の
「
賜
う
に
朱
棺
玉
衣
を
以
て
す
」
な
ど
が
あ
る
。
夫
餘
の
場
合
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
も
そ
も
漢
帝
国
の
国
内
に
お
い
て
も
、
玉
衣
そ
の
も
の
が
、
か
な
り
身
分
が
限
定
さ
れ
る
も
の
で
、『
潜
夫
論
』
の
例
は
、ほ
ん
ら
い
違
法
な
の
で
あ
ろ
う
。
夫
餘
王
も
、例
外
的
に
、
皇
帝
か
ら
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、南
越
王
（
第
二
代
文
帝
）
は
、
発
掘
に
よ
っ
て
、
絲
鏤
の
玉
衣
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
滇
王
の
場
合
も
、
そ
の
破
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
周
辺
諸
国
の
王
も
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
玄
菟
郡
に
玉
衣
を
あ
ず
け
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
漢
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
が
、
玄
菟
郡
ま
で
届
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
取
り
に
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
の
場
合
、
葬
具
で
は
な
い
が
、「
後
ち
稍
や
驕
恣
た
り
て
復
た
郡
に
詣
ら
ず
。
東
界
に
於
て
小
城
を
築
き
、
朝
服
衣
幘
を
其
の
中
に
置
き
、
歳
時
ご
と
に
來
た
り
て
之
を
取
る
。
今
、
胡
、
猶
お
此
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
爲
す
。
溝
漊
は
句
麗
、
城
を
名
づ
け
る
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
同
様
に
、
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
44
）玉
璧
・
珪
・
瓚
玉
璧
は
玉
製
の
璧
、
珪
は
圭
形
の
玉
板
。
瓚
は
酒
を
盛
る
玉
器
。
珪
は
、
諸
侯
が
祭
礼
の
時
に
持
つ
瓚
に
さ
す
瑞
玉
を
指
す
。
玉
璧
に
つ
い
て
は
、
盧
兆
蔭
「
略
論
漢
代
的
玉
璧
」（『
中
国
考
古
学
論
叢
』
科
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
玉
礼
器
の
中
で
は
起
源
が
最
も
古
く
、
か
つ
長
く
つ
づ
い
た
も
の
と
い
う
。
用
途
は
、
祭
祀
用
の
礼
器
、
朝
賀
用
、
皇
帝
が
皇
后
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無
関
係
で
あ
ろ
う
。
（
42
）年
六
歳
に
し
て
、
立
ち
て
以
て
王
と
爲
る
「
立
ち
て
以
て
王
と
爲
る
」
は
、
依
慮
を
主
語
と
し
て
の
訓
読
で
あ
り
、
自
ら
即
位
し
た
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
六
歳
で
の
即
位
で
あ
り
、背
後
に
そ
れ
を
支
え
る
、
あ
る
い
は
操
る
勢
力
が
あ
っ
た
と
い
う
想
像
を
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
当
時
な
お
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
位
居
が
、
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
王
子
で
あ
る
依
慮
が
即
位
す
る
の
が
順
当
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
共
有
の
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
位
居
自
身
が
簒
奪
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
に
そ
う
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（
43
）玉
匣
玉
匣
に
は
、
玉
の
箱
の
意
も
あ
る
。
棺
と
し
て
、
玉
製
の
棺
を
用
い
た
と
い
う
理
解
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
満
城
漢
墓
に
お
け
る
金
鏤
玉
衣
の
出
土
か
ら
、
玉
衣
に
対
す
る
検
討
も
す
す
み
、
夫
餘
の
場
合
も
、
玉
衣
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
玉
衣
と
は
、
玉
の
板
を
糸
で
つ
づ
り
あ
わ
せ
て
、
遺
体
を
覆
う
も
の
で
、
金
の
糸
で
つ
づ
っ
た
も
の
を
金
鏤
玉
衣
と
い
う
。
金
か
銀
か
金
銅
か
銅
か
、
そ
の
違
い
は
、
身
分
の
違
い
に
よ
る
。
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
に
は
、
皇
帝
が
薨
じ
た
場
合
に
は
金
鏤
玉
柙
、
諸
侯
王
・
列
侯
始
封
・
貴
人
・
公
主
の
場
合
、
玉
柙
銀
鏤
、
大
貴
人
・
長
公
主
の
場
合
、
銅
鏤
、
を
用
い
た
と
す
る
。
同
条
に
引
く
『
漢
舊
儀
』
に
は
、「
帝
崩
ず
る
や
…
…
玉
を
以
て
襦
と
爲
し
、
鎧
状
の
如
く
之
を
連
縫
す
。
黄
金
を
以
て
鏤
と
爲
す
。
腰
以
下
、
玉
を
以
て
札
と
爲
し
、
長
さ
一
尺
〔
廣
さ
〕
二
寸
半
、
柙
と
爲
す
。
下
は
足
に
至
る
ま
で
、
亦
た
縫
う
に
黄
金
の
鏤
を
以
て
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、玉
柙
と
し
て
い
る
が
、ま
た
玉
匣
と
す
る
例
も
、『
後
漢
書
』劉
盆
子
伝
・
梁
商
伝
な
ど
に
み
え
て
い
る
。『
後
漢
書
』
王
符
伝
に
引
く
『
潜
夫
論
』
浮
侈
篇
に
は
「
今
、
京
師
の
貴
戚
、
郡
県
の
豪
家
、
生
き
て
養
を
極
め
ざ
る
も
、
死
す
れ
ば
乃
ち
喪
を
崇
め
、
或
る
も
の
は
金
鏤
玉
匣
す
る
に
至
る
」
と
あ
る
。
玉
衣
と
す
る
例
は
、『
漢
書
』
外
戚
傳
下
の
「
共
王
母
及
び
丁
姫
の
棺
、
皆
な
梓
宮
と
名
づ
く
。
珠
玉
の
衣
、
藩
妾
の
服
に
あ
ら
ず
。
請
う
ら
く
は
更
た
め
て
木
棺
を
以
て
代
え
、
珠
玉
衣
を
去
ら
ん
こ
と
を
」、『
後
漢
書
』
耿
秉
傳
の
「
賜
う
に
朱
棺
玉
衣
を
以
て
す
」
な
ど
が
あ
る
。
夫
餘
の
場
合
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
も
そ
も
漢
帝
国
の
国
内
に
お
い
て
も
、
玉
衣
そ
の
も
の
が
、
か
な
り
身
分
が
限
定
さ
れ
る
も
の
で
、『
潜
夫
論
』
の
例
は
、ほ
ん
ら
い
違
法
な
の
で
あ
ろ
う
。
夫
餘
王
も
、例
外
的
に
、
皇
帝
か
ら
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、南
越
王
（
第
二
代
文
帝
）
は
、
発
掘
に
よ
っ
て
、
絲
鏤
の
玉
衣
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
滇
王
の
場
合
も
、
そ
の
破
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
周
辺
諸
国
の
王
も
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
玄
菟
郡
に
玉
衣
を
あ
ず
け
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
漢
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
が
、
玄
菟
郡
ま
で
届
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
取
り
に
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
の
場
合
、
葬
具
で
は
な
い
が
、「
後
ち
稍
や
驕
恣
た
り
て
復
た
郡
に
詣
ら
ず
。
東
界
に
於
て
小
城
を
築
き
、
朝
服
衣
幘
を
其
の
中
に
置
き
、
歳
時
ご
と
に
來
た
り
て
之
を
取
る
。
今
、
胡
、
猶
お
此
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
爲
す
。
溝
漊
は
句
麗
、
城
を
名
づ
け
る
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
同
様
に
、
下
賜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
44
）玉
璧
・
珪
・
瓚
玉
璧
は
玉
製
の
璧
、
珪
は
圭
形
の
玉
板
。
瓚
は
酒
を
盛
る
玉
器
。
珪
は
、
諸
侯
が
祭
礼
の
時
に
持
つ
瓚
に
さ
す
瑞
玉
を
指
す
。
玉
璧
に
つ
い
て
は
、
盧
兆
蔭
「
略
論
漢
代
的
玉
璧
」（『
中
国
考
古
学
論
叢
』
科
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
玉
礼
器
の
中
で
は
起
源
が
最
も
古
く
、
か
つ
長
く
つ
づ
い
た
も
の
と
い
う
。
用
途
は
、
祭
祀
用
の
礼
器
、
朝
賀
用
、
皇
帝
が
皇
后
377
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や
才
能
あ
る
人
を
招
聘
す
る
と
き
、
贈
り
物
、
装
飾
用
な
ど
も
あ
る
が
、
葬
礼
用
が
特
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。
（
45
）先
代
の
賜
わ
り
し
所
先
代
と
は
、
前
王
を
指
す
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、「
數
代
の
物
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
代
前
の
王
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何
代
か
前
の
王
た
ち
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
46
）「
濊
王
之
印
」
こ
の
印
も
「
先
代
の
賜
わ
り
し
所
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
漢
王
朝
か
ら
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。漢
は
内
外
の
臣
・
不
臣
に
印
を
賜
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
ま
ま
の
印
面
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
印
章
の
制
度
か
ら
み
た
場
合
、
や
や
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
濊
が
外
臣
で
あ
れ
ば
、「
漢
濊
王
之
章
」「
漢
濊
王
章
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
内
臣
の
諸
侯
で
あ
れ
ば
、「
濊
王
之
璽
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
「
夫
餘
王
」
の
印
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
點
が
、
こ
の
印
の
性
格
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
夫
餘
に
対
し
て
、
漢
が
印
を
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
記
録
上
に
確
認
で
き
る
。
『
漢
書
』
王
莽
伝
に
よ
れ
ば
、「
始
建
国
元
年
（
後
九
）、
五
威
將
、
符
命
を
奉
じ
、
印
綬
を
齎
ら
す
。
王
侯
下
及
び
吏
官
の
名
更
た
ま
り
し
者
、
外
に
は
匈
奴
・
西
域
・
徼
外
の
蠻
夷
、
皆
な
即
ち
新
室
の
印
綬
を
授
け
、
因
り
て
故
の
漢
の
印
綬
を
收
む
。
…
…
莽
、策
命
し
て
曰
わ
く
、普
天
の
下
、四
表
に
迄
る
ま
で
、至
ら
ざ
る
所
靡
か
れ
、
と
。
其
れ
東
に
出
で
し
者
、
玄
菟
・
樂
浪
・
高
句
驪
・
夫
餘
に
至
り
、
南
に
出
で
し
者
、
徼
外
を
踰
え
、
益
州
を
歴
て
、
句
町
王
を
貶
し
て
侯
と
爲
す
。
西
に
出
で
し
者
、
西
域
に
至
り
、
盡
く
其
の
王
を
改
め
て
侯
と
爲
す
。
北
に
出
で
し
者
、
匈
奴
の
庭
に
至
り
單
于
印
を
授
け
、
漢
の
印
文
を
改
め
、
璽
を
去
り
て
章
と
曰
う
。
單
于
、
故
印
を
求
め
ん
と
欲
し
、
陳
饒
、
之
を
椎
き
破
る
。
語
は
匈
奴
伝
に
在
り
。
單
于
、
大
い
に
怒
り
、
而
し
て
句
町
・
西
域
、
後
ち
卒
に
此
れ
を
て
皆
な
畔
け
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
莽
（
新
王
朝
）
の
印
を
授
け
る
使
者
が
夫
餘
に
ま
で
や
っ
て
き
て
、
漢
の
故
印
を
回
収
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
、
漢
か
ら
夫
餘
に
印
綬
が
授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
夫
餘
王
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、「
漢
夫
餘
王
章
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
王
莽
が
改
め
て
授
け
た
と
い
う
も
の
は
、「
新
夫
餘
侯
印
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
濊
に
關
す
る
印
と
し
て
は
、
時
代
が
下
る
が
、『
魏
志
』
濊
伝
に
み
え
る
「
不
耐
濊
王
」
に
対
し
て
印
が
与
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
一
九
五
八
年
に
平
壌
市
貞
柏
里
の
木
槨
墓
か
ら
「
夫
租
薉
君
」
銀
印
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
六
六
年
に
は
、慶
尚
北
道
迎
日
郡
神
光
面
で
「
晉
率
善
穢
佰
長
」
銅
印
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
「
濊
王
之
印
」
と
い
う
印
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
現
実
に
発
見
さ
れ
た
「
滇
王
之
印
」
で
あ
る
。
雲
南
省
晉
寧
県
の
県
城
の
西
五
㎞
に
石
寨
山
と
い
う
低
い
丘
陵
が
あ
る
。
山
の
西
一
㎞
に
は
滇
池
が
あ
る
。
こ
の
丘
陵
上
に
古
墓
群
が
あ
り
、
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
四
次
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
山
上
に
は
南
北
長
一
六
八
ｍ
、
東
西
幅
一
一
三
ｍ
の
土
城
が
あ
る
が
、
断
面
調
査
に
よ
っ
て
上
層
か
ら
五
銖
銭
・
瓦
当
な
ど
が
出
土
し
、
漢
晉
以
後
の
築
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
墓
葬
は
そ
の
中
に
あ
り
、
調
査
し
た
の
は
五
〇
基
、
出
土
遺
物
は
四
千
点
を
越
え
た
。
青
銅
器
が
多
く
、
中
原
の
漢
文
化
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
五
六
年
に
調
査
さ
れ
た
六
号
墓
か
ら
、
金
質
・
蛇
紐
・
篆
書
の
「
滇
王
之
印
」
が
出
土
し
た
。
滇
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
卷
一
一
六
・
西
南
夷
列
伝
に
「
西
南
夷
の
君
長
、
什
を
以
て
數
う
。夜
郎
最
大
な
り
。其
の
西
靡
莫
の
属
、什
を
以
て
數
う
。滇
最
大
な
り
。
滇
よ
り
以
北
の
君
長
、什
を
以
て
數
う
。邛
都
最
大
な
り
。…
…
始
め
楚
の
威
王
の
時
、
將
軍
莊
蹻
を
し
て
兵
を
將
い
江
に
循
い
て
上
り
、
巴
・
黔
中
以
西
を
略
す
。
莊
邛
な
る
も
の
、
故
の
楚
の
莊
王
の
苗
裔
な
り
。
邛
、
滇
池
に
至
り
、
方
三
百
里
。
旁
ら
の
平
地
、
肥
饒
せ
る
こ
と
數
千
里
。
兵
威
を
以
て
定
め
て
楚
に
属
せ
し
む
。
歸
り
て
報
ぜ
ん
と
欲
し
、
會
々
秦
、
楚
の
巴
・
黔
中
郡
を
撃
ち
、
道
塞
が
り
て
通
ぜ
ず
。
因
り
て
還
り
、
其
の
衆
を
以
て
滇
に
王
た
り
。
服
を
變
え
、
其
の
俗
に
從
い
、
以
て
之
に
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長
た
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
楚
人
の
莊
邛
が
、
攻
略
し
た
先
の
滇
で
王
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
何
代
か
経
て
、
漢
の
武
帝
が
南
越
國
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
前
一
〇
九
年
、
入
朝
を
う
な
が
そ
う
と
進
軍
し
た
が
、
そ
の
と
き
「
滇
王
始
め
首
善
た
り
。
故
を
以
て
誅
さ
ず
。
滇
王
、
西
南
夷
を
離
難
し
、
國
を
擧
げ
て
降
る
。
吏
を
置
き
、
入
朝
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
是
に
於
て
以
て
益
州
郡
と
爲
し
、
滇
王
王
印
を
賜
う
。
復
た
其
の
民
に
長
た
ら
し
む
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
武
帝
が
賜
っ
た
と
み
え
る
「
滇
王
王
印
」
が
、
出
土
し
た
「
滇
王
之
印
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
、栗
原
朋
信
は
、次
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
い
る（『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）。
「
濊
が
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
王
印
が
与
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
よ
う
な
形
勢
が
、
実
は
漢
の
武
帝
時
代
に
存
在
し
て
い
た
」
と
し
て
、
薉
君
南
閭
の
例
を
あ
げ
る
。
『
漢
書
』
武
帝
紀
・
元
朔
元
年
（
前
一
二
八
）
条
に
は
「
東
夷
の
薉
君
南
閭
等
、
口
二
十
八
萬
人
、
降
る
。
蒼
海
郡
と
爲
す
」
と
あ
り
、『
後
漢
書
』
東
夷
伝
濊
条
に
は
「
元
朔
元
年
、
濊
君
南
閭
等
、
右
渠
に
畔
き
、
二
十
八
萬
口
を
率
い
、
遼
東
に
詣
り
内
属
す
。
武
帝
、
其
の
地
を
以
て
蒼
海
郡
と
爲
す
。
數
年
に
し
て
乃
ち
罷
む
」
と
あ
る
。
こ
の
南
閭
に
対
し
、
漢
は
、
匈
奴
と
対
抗
す
る
形
勢
も
あ
っ
て
、
優
遇
し
て
「
濊
王
に
封
じ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
薉
君
南
閭
は
漢
か
ら
王
と
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
地
に
漢
の
郡
県
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
、
…
…
滇
王
の
場
合
と
、
全
く
同
一
の
条
件
と
な
り
、
時
代
も
ま
た
前
漢
武
帝
の
と
き
で
一
致
す
る
か
ら
、
武
帝
が
南
閭
に
印
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、「
濊
王
之
印
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
印
を
夫
餘
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
を
前
提
と
し
て
、
夫
餘
と
濊
と
の
関
係
に
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蒼
海
郡
の
位
置
に
つ
い
て
は
「
鴨
緑
江
北
に
み
る
説
と
、
日
本
海
岸
地
方
に
み
る
説
と
が
あ
り
、
濊
族
の
分
布
に
つ
い
て
も
、
夫
餘
と
高
句
麗
と
日
本
海
岸
方
面
の
濊
と
を
等
し
く
同
種
と
み
る
も
の
、
ま
た
濊
族
を
日
本
海
岸
方
面
に
限
定
す
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
一
致
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
夫
餘
の
住
地
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
限
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
」「
前
漢
武
帝
時
代
の
夫
餘
は
、
濊
族
の
一
部
と
し
て
鴨
緑
江
方
面
に
ま
で
も
拡
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
栗
原
説
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
印
面
か
ら
す
れ
ば
、「
濊
王
之
印
」
は
、
現
実
の
「
滇
王
之
印
」
に
類
似
す
る
。
し
か
も
「
滇
王
之
印
」
は
武
帝
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、「
濊
王
之
印
」
が
武
帝
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
栗
原
説
は
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
も
存
在
す
る
。
こ
の
時
点
で
の
夫
餘
の
庫
は
、
王
都
と
み
ら
れ
る
吉
林
市
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
薉
君
南
閭
」
は
蒼
海
の
海
岸
の
勢
力
で
あ
り
、
吉
林
市
と
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
南
閭
が
授
か
っ
た
印
が
、
こ
ち
ら
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
南
閭
が
、
濊
王
の
よ
う
に
、
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
、
と
い
う
記
録
は
な
い
。
こ
の
問
題
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
な
お
、『
三
國
史
記
』
新
羅
本
紀
・
南
解
次
々
雄
十
六
年
（
一
九
）
春
二
月
条
に
「
北
溟
人
、
田
を
耕
し
、
濊
王
印
を
得
て
之
を
獻
ず
」
と
あ
る
。
ま
た
『
三
國
遺
事
』
卷
一
・
馬
韓
条
に
も
、
そ
れ
を
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。
（
47
）濊
城
吉
林
市
附
近
に
該
当
す
る
よ
う
な
城
址
は
確
認
で
き
な
い
。
先
に
と
り
あ
げ
た
東
団
山
以
外
に
、
高
句
麗
の
山
城
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
市
街
地
の
東
に
龍
潭
山
城
、
西
北
に
三
道
嶺
子
山
城
が
あ
る
。
（
48
）亡
人
亡
命
と
は
、
必
ず
し
も
、
あ
る
政
治
体
に
帰
属
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
な
く
と
も
構
わ
な
い
。単
な
る
流
亡
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。撰
者
は
、「
濊
王
之
印
」や「
濊
城
」
を
通
し
て
、
ほ
ん
ら
い
は
濊
貊
の
地
で
あ
る
と
と
ら
え
、
自
ら
亡
人
と
い
っ
て
378
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長
た
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
楚
人
の
莊
邛
が
、
攻
略
し
た
先
の
滇
で
王
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
何
代
か
経
て
、
漢
の
武
帝
が
南
越
國
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
前
一
〇
九
年
、
入
朝
を
う
な
が
そ
う
と
進
軍
し
た
が
、
そ
の
と
き
「
滇
王
始
め
首
善
た
り
。
故
を
以
て
誅
さ
ず
。
滇
王
、
西
南
夷
を
離
難
し
、
國
を
擧
げ
て
降
る
。
吏
を
置
き
、
入
朝
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
是
に
於
て
以
て
益
州
郡
と
爲
し
、
滇
王
王
印
を
賜
う
。
復
た
其
の
民
に
長
た
ら
し
む
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
武
帝
が
賜
っ
た
と
み
え
る
「
滇
王
王
印
」
が
、
出
土
し
た
「
滇
王
之
印
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
、栗
原
朋
信
は
、次
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
い
る（『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）。
「
濊
が
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
王
印
が
与
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
よ
う
な
形
勢
が
、
実
は
漢
の
武
帝
時
代
に
存
在
し
て
い
た
」
と
し
て
、
薉
君
南
閭
の
例
を
あ
げ
る
。
『
漢
書
』
武
帝
紀
・
元
朔
元
年
（
前
一
二
八
）
条
に
は
「
東
夷
の
薉
君
南
閭
等
、
口
二
十
八
萬
人
、
降
る
。
蒼
海
郡
と
爲
す
」
と
あ
り
、『
後
漢
書
』
東
夷
伝
濊
条
に
は
「
元
朔
元
年
、
濊
君
南
閭
等
、
右
渠
に
畔
き
、
二
十
八
萬
口
を
率
い
、
遼
東
に
詣
り
内
属
す
。
武
帝
、
其
の
地
を
以
て
蒼
海
郡
と
爲
す
。
數
年
に
し
て
乃
ち
罷
む
」
と
あ
る
。
こ
の
南
閭
に
対
し
、
漢
は
、
匈
奴
と
対
抗
す
る
形
勢
も
あ
っ
て
、
優
遇
し
て
「
濊
王
に
封
じ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
薉
君
南
閭
は
漢
か
ら
王
と
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
地
に
漢
の
郡
県
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
、
…
…
滇
王
の
場
合
と
、
全
く
同
一
の
条
件
と
な
り
、
時
代
も
ま
た
前
漢
武
帝
の
と
き
で
一
致
す
る
か
ら
、
武
帝
が
南
閭
に
印
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、「
濊
王
之
印
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
印
を
夫
餘
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
を
前
提
と
し
て
、
夫
餘
と
濊
と
の
関
係
に
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蒼
海
郡
の
位
置
に
つ
い
て
は
「
鴨
緑
江
北
に
み
る
説
と
、
日
本
海
岸
地
方
に
み
る
説
と
が
あ
り
、
濊
族
の
分
布
に
つ
い
て
も
、
夫
餘
と
高
句
麗
と
日
本
海
岸
方
面
の
濊
と
を
等
し
く
同
種
と
み
る
も
の
、
ま
た
濊
族
を
日
本
海
岸
方
面
に
限
定
す
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
て
一
致
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
夫
餘
の
住
地
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
限
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
」「
前
漢
武
帝
時
代
の
夫
餘
は
、
濊
族
の
一
部
と
し
て
鴨
緑
江
方
面
に
ま
で
も
拡
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
栗
原
説
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
印
面
か
ら
す
れ
ば
、「
濊
王
之
印
」
は
、
現
実
の
「
滇
王
之
印
」
に
類
似
す
る
。
し
か
も
「
滇
王
之
印
」
は
武
帝
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、「
濊
王
之
印
」
が
武
帝
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
栗
原
説
は
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
も
存
在
す
る
。
こ
の
時
点
で
の
夫
餘
の
庫
は
、
王
都
と
み
ら
れ
る
吉
林
市
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
薉
君
南
閭
」
は
蒼
海
の
海
岸
の
勢
力
で
あ
り
、
吉
林
市
と
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
南
閭
が
授
か
っ
た
印
が
、
こ
ち
ら
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
南
閭
が
、
濊
王
の
よ
う
に
、
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
、
と
い
う
記
録
は
な
い
。
こ
の
問
題
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
な
お
、『
三
國
史
記
』
新
羅
本
紀
・
南
解
次
々
雄
十
六
年
（
一
九
）
春
二
月
条
に
「
北
溟
人
、
田
を
耕
し
、
濊
王
印
を
得
て
之
を
獻
ず
」
と
あ
る
。
ま
た
『
三
國
遺
事
』
卷
一
・
馬
韓
条
に
も
、
そ
れ
を
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。
（
47
）濊
城
吉
林
市
附
近
に
該
当
す
る
よ
う
な
城
址
は
確
認
で
き
な
い
。
先
に
と
り
あ
げ
た
東
団
山
以
外
に
、
高
句
麗
の
山
城
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
市
街
地
の
東
に
龍
潭
山
城
、
西
北
に
三
道
嶺
子
山
城
が
あ
る
。
（
48
）亡
人
亡
命
と
は
、
必
ず
し
も
、
あ
る
政
治
体
に
帰
属
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
な
く
と
も
構
わ
な
い
。単
な
る
流
亡
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。撰
者
は
、「
濊
王
之
印
」や「
濊
城
」
を
通
し
て
、
ほ
ん
ら
い
は
濊
貊
の
地
で
あ
る
と
と
ら
え
、
自
ら
亡
人
と
い
っ
て
379
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
い
る
の
は
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
濊
と
夫
餘
は
別
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
49
）舊
志
「
舊
志
」
と
は
、
固
有
名
詞
で
あ
る
の
か
、
一
般
名
詞
と
し
て
古
い
記
録
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
王
充
『
論
衡
』
に
も
み
え
て
お
り
、
両
者
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
「
舊
志
」
が
、『
論
衡
』
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
『
論
衡
』
に
み
え
る
の
は
、
卷
二
・
吉
驗
篇
に
引
く
い
く
つ
か
の
説
話
の
一
つ
と
し
て
で
あ
り
、
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
北
夷
橐
離
國
王
侍
婢
有
娠
王
欲
殺
之
婢
對
曰
有
氣
大
如
雞
子
從
天
而
下
我
故
有
娠
後
産
子
捐
於
猪
溷
中
猪
以
口
氣
嘘
之
不
死
復
徙
置
馬
欄
中
欲
使
馬
藉
殺
之
馬
復
以
口
氣
嘘
之
不
死
王
疑
以
爲
天
子
令
其
母
收
取
奴
畜
之
名
東
明
令
牧
牛
馬
東
明
善
射
王
恐
奪
其
國
也
欲
殺
之
東
明
走
南
至
掩
淲
水
以
弓
撃
水
魚
鼈
浮
爲
橋
東
明
得
渡
魚
鼈
解
散
追
兵
不
得
渡
因
都
王
夫
餘
故
北
夷
有
夫
餘
國
焉
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
意
味
ま
で
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、次
の
二
箇
所
は
固
有
名
詞
が
異
な
る（
魏
略―
論
衡
）。
　高
離
之
國―
北
夷
橐
離
國
　施
掩
水―
掩
淲
水
こ
の
違
い
が
何
に
基
づ
く
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
、
両
者
が
同
じ
系
統
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
『
論
衡
』
に
は
、
つ
づ
け
て
次
の
よ
う
な
、
王
充
の
按
文
を
附
す
。
東
明
の
母
、
初
め
姙
み
し
時
、
氣
の
天
よ
り
下
る
を
見
、
生
ま
る
る
に
及
ん
で
之
を
棄
つ
。
猪
馬
、
氣
を
以
て
之
を
吁
く
。
而
し
て
之
を
生
み
て
長
ず
る
や
、
大
王
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
弓
を
以
て
水
を
撃
ち
、
魚
鼈
橋
を
爲
す
。
天
命
、
死
に
當
ら
ず
。
故
に
猪
馬
の
救
い
有
り
き
。
命
、
都
し
て
夫
餘
に
王
た
る
に
當
る
。
故
に
魚
鼈
橋
を
爲
す
の
助
け
有
り
し
な
り
。
王
充
（
二
七
～
一
〇
〇
頃
）
は
、会
稽
上
虞
の
人
で
、若
く
し
て
地
方
の
吏
と
な
り
、
の
ち
京
師
に
遊
学
し
、
郷
里
に
帰
っ
て
、
ふ
た
た
び
地
方
の
郡
に
勤
め
た
が
、
容
れ
ら
れ
ず
官
を
去
り
、
著
述
に
専
念
し
た
。『
論
衡
』
は
三
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
起
筆
さ
れ
、六
〇
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
に
完
成
し
た
。『
論
衡
』
の
中
に
自
伝
（
自
紀
篇
）
が
あ
り
、『
後
漢
書
』
卷
七
九
に
伝
が
あ
る
。
佐
藤
匡
玄
『
論
衡
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
一
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
境
遇
か
ら
、「
現
象
を
説
明
す
る
に
、偶
然
性
を
以
て
し
、而
し
て
人
間
は
必
然
（
命
）
の
前
に
は
寸
分
の
施
す
力
す
ら
も
た
な
い
と
す
る
」。
そ
れ
は
「
け
っ
き
ょ
く
人
力
の
価
値
の
否
定
で
あ
り
、
人
間
が
自
己
の
営
み
に
自
主
性
を
喪
失
し
て
、
自
己
の
外
に
あ
る
、
よ
り
大
き
な
何
者
か
に
隷
属
化
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
少
な
く
と
も
、
後
漢
期
の
官
僚
の
姿
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
上
記
の
按
文
も
、
天
命
・
命
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
見
方
を
提
示
す
る
。
そ
う
し
た
見
方
の
例
示
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
逸
話
を
引
い
て
い
る
の
が
、
吉
驗
篇
で
あ
る
。
（
50
）高
離
の
国
汲
古
閣
本
等
は「
離
之
國
」と
す
る
。
前
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
論
衡
』で
は「
北
夷
の
橐
離
國
」
と
す
る
。『
後
漢
書
』
夫
餘
伝
で
は
、「
北
夷
の
索
離
國
」
と
な
っ
て
い
る
。
白
鳥
庫
吉
に
よ
れ
ば
、
橐
離
・
索
離
は
ツ
ン
グ
ー
ス
語
で
「
黒
」
の
義
で
、
施
掩
・
掩
は
同
語
ア
ム
ー
ル
の
對
音
で
大
河
の
義
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
索
離
は
、
黒
水
部
で
松
花
江
が
黒
龍
江
と
合
流
す
る
と
こ
ろ
を
中
心
と
し
て
い
た
国
で
、
河
は
黒
龍
江
を
指
し
た
も
の
に
相
違
な
い
、
と
い
う
（「
濊
貊
民
族
の
由
来
を
述
べ
て
、夫
餘
高
句
麗
及
び
百
濟
の
起
源
に
及
ぶ
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
三
卷
、岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。
干
志
耿
「
古
代
橐
離
研
究
」（『
民
族
研
究
』
一
九
八
四
年
二
期
）
は
、
夫
餘
の
位
置
を
吉
林
・
農
安
に
あ
て
た
上
で
、
そ
の
北
側
と
し
て
、
嫩
江
下
流
と
松
花
江
中
流
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以
北
の
地
、
す
な
わ
ち
松
嫩
平
原
に
橐
離
の
住
地
が
あ
っ
た
と
み
、
黒
龍
江
省
肇
源
縣
（
哈
爾
浜
の
西
約
一
二
〇
㎞
）
の
白
金
宝
文
化
や
、
そ
れ
が
代
表
す
る
文
化
類
型
が
橐
離
の
文
化
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
議
論
は
、
高
離
國
が
實
在
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
實
體
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
例
え
ば
説
話
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
架
空
の
國
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
、
決
め
手
が
な
い
状
態
で
あ
る
。
（
51
）感
精
神
話
ア
ジ
ア
地
域
の
始
祖
神
話
に
は
、
そ
の
始
祖
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
。
始
祖
が
卵
で
生
ま
れ
た
と
い
う
卵
生
神
話
、
箱
舟
に
乗
っ
て
漂
流
し
て
き
た
と
い
う
箱
舟
漂
流
神
話
、
狼
・
犬
な
ど
の
動
物
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
獣
祖
神
話
、
そ
し
て
雷
光
・
日
光
な
ど
に
あ
た
っ
て
妊
娠
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
感
精
神
話
で
あ
る
。
夫
餘
の
始
祖
神
話
は
、感
精
神
話
の
類
型
に
属
す
る
。
始
祖
神
話
を
類
型
化
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
範
囲
に
分
布
し
、
そ
の
分
布
が
類
型
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
、
従
っ
て
神
話
類
型
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
文
化
境
域
が
設
定
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、三
品
彰
英
『
神
話
と
文
化
史
』
（『
三
品
彰
英
論
文
集
』
第
三
卷
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
卵
生
神
話
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
な
ど
南
方
に
分
布
し
、
北
は
朝
鮮
半
島
に
ま
で
お
よ
び
、
新
羅
・
金
官
加
耶
・
高
句
麗
に
み
ら
れ
る
。
箱
舟
漂
流
神
話
は
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南
シ
ナ
海
の
縁
辺
に
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
は
南
方
海
洋
的
神
話
で
あ
る
。
獣
祖
神
話
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
突
厥
な
ど
北
ア
ジ
ア
地
域
に
分
布
す
る
。
感
精
神
話
は
も
っ
と
も
普
遍
的
で
、
漢
族
の
始
祖
神
話
も
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
属
す
る
（
感
生
帝
説
と
い
う
呼
称
も
あ
る
）。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
雷
電
・
星
辰
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
日
光
に
よ
る
も
の
に
限
れ
ば
、
満
蒙
諸
族
が
分
布
の
中
心
と
な
る
。
そ
の
中
間
的
な
も
の
が
、天
降
り
の
霊
物
に
よ
る
も
の
で
、殷
祖
の
契
（
セ
ツ
）
の
よ
う
に
玄
鳥
の
卵
を
飲
ん
で
、
と
い
う
も
の
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
漢
族
と
満
蒙
と
に
ひ
と
し
く
分
布
す
る
。
夫
餘
の
始
祖
神
話
は
、
卵
の
よ
う
な
大
き
さ
の
氣
が
降
っ
て
き
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
感
精
神
話
の
中
間
的
な
、
天
降
り
の
霊
物
に
よ
る
類
型
に
属
す
る
。
卵
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
当
然
、
卵
生
で
は
な
い
。
高
句
麗
の
場
合
は
、
日
光
感
精
神
話
と
卵
生
神
話
の
二
要
素
を
も
っ
て
お
り
、
満
蒙
的
要
素
と
、
南
方
的
要
素
と
の
複
合
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
夫
餘
と
は
大
き
く
異
な
る
。
（
52
）猪
・
馬
棄
児
譚
の
一
種
で
あ
る
が
、
周
の
始
祖
后
稷
の
神
話
で
は
、
牛
馬
が
避
け
、
鳥
が
羽
で
覆
っ
て
守
っ
た
、
と
あ
り
、
そ
れ
と
類
似
す
る
。
『
史
記
』
卷
四
・
周
本
紀
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
、
周
の
后
稷
、
名
は
棄
。
其
の
母
、
有
邰
氏
の
女
に
し
て
、
姜
原
と
曰
う
。
姜
原
、
帝
嚳
の
元
妃
と
為
る
。
姜
原
、
野
に
出
で
、
巨
人
の
跡
を
見
、
心
に
忻
然
と
し
て
說
び
、
之
を
踐
ま
ん
と
欲
す
。
之
を
踐
む
や
、
身
動
き
、
孕
め
る
者
の
如
し
。
居
る
こ
と
期
に
し
て
子
を
生
む
。
不
祥
な
り
と
以
為
い
、
之
を
隘
巷
に
棄
つ
。
馬
牛
過
る
者
皆
な
辟
け
て
踐
ま
ず
。
徙
し
て
之
を
林
中
に
置
く
。
適
會
、
山
林
人
多
し
。
之
を
遷
し
て
渠
中
の
冰
上
に
棄
つ
。
飛
鳥
、
其
の
翼
を
以
て
之
を
覆
薦
す
。
姜
原
以
て
神
と
為
し
、
遂
に
收
養
し
て
長
ぜ
し
む
。
初
め
之
を
棄
て
ん
と
欲
す
。
因
り
て
名
づ
け
て
棄
と
曰
う
。
内
藤
湖
南
も
、
両
者
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
此
の
類
似
を
以
て
、
夫
餘
其
他
の
民
族
が
、
周
人
の
旧
説
を
襲
取
せ
り
と
は
解
す
べ
か
ら
ず
。
時
代
に
前
後
あ
り
と
も
、
支
那
の
古
説
が
塞
外
民
族
の
伝
説
と
同
一
源
に
出
で
た
り
と
解
せ
ん
に
は
如
か
ず
」
と
い
う
（「
蒙
古
開
国
の
伝
説
」『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
卷
・
讀
史
叢
録
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。
た
だ
し
同
様
の
棄
児
譚
が
、
三
国
時
代
の
呉
の
康
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
僧
會
が
訳
し
た
『
六
度
集
經
』
に
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
此
種
の
伝
説
の
播
敷
も
頗
る
広
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以
北
の
地
、
す
な
わ
ち
松
嫩
平
原
に
橐
離
の
住
地
が
あ
っ
た
と
み
、
黒
龍
江
省
肇
源
縣
（
哈
爾
浜
の
西
約
一
二
〇
㎞
）
の
白
金
宝
文
化
や
、
そ
れ
が
代
表
す
る
文
化
類
型
が
橐
離
の
文
化
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
議
論
は
、
高
離
國
が
實
在
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
實
體
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
例
え
ば
説
話
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
架
空
の
國
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
、
決
め
手
が
な
い
状
態
で
あ
る
。
（
51
）感
精
神
話
ア
ジ
ア
地
域
の
始
祖
神
話
に
は
、
そ
の
始
祖
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ
る
。
始
祖
が
卵
で
生
ま
れ
た
と
い
う
卵
生
神
話
、
箱
舟
に
乗
っ
て
漂
流
し
て
き
た
と
い
う
箱
舟
漂
流
神
話
、
狼
・
犬
な
ど
の
動
物
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
獣
祖
神
話
、
そ
し
て
雷
光
・
日
光
な
ど
に
あ
た
っ
て
妊
娠
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
感
精
神
話
で
あ
る
。
夫
餘
の
始
祖
神
話
は
、感
精
神
話
の
類
型
に
属
す
る
。
始
祖
神
話
を
類
型
化
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
範
囲
に
分
布
し
、
そ
の
分
布
が
類
型
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
、
従
っ
て
神
話
類
型
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
文
化
境
域
が
設
定
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、三
品
彰
英
『
神
話
と
文
化
史
』
（『
三
品
彰
英
論
文
集
』
第
三
卷
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
卵
生
神
話
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
な
ど
南
方
に
分
布
し
、
北
は
朝
鮮
半
島
に
ま
で
お
よ
び
、
新
羅
・
金
官
加
耶
・
高
句
麗
に
み
ら
れ
る
。
箱
舟
漂
流
神
話
は
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南
シ
ナ
海
の
縁
辺
に
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
は
南
方
海
洋
的
神
話
で
あ
る
。
獣
祖
神
話
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
突
厥
な
ど
北
ア
ジ
ア
地
域
に
分
布
す
る
。
感
精
神
話
は
も
っ
と
も
普
遍
的
で
、
漢
族
の
始
祖
神
話
も
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
属
す
る
（
感
生
帝
説
と
い
う
呼
称
も
あ
る
）。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
雷
電
・
星
辰
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
日
光
に
よ
る
も
の
に
限
れ
ば
、
満
蒙
諸
族
が
分
布
の
中
心
と
な
る
。
そ
の
中
間
的
な
も
の
が
、天
降
り
の
霊
物
に
よ
る
も
の
で
、殷
祖
の
契
（
セ
ツ
）
の
よ
う
に
玄
鳥
の
卵
を
飲
ん
で
、
と
い
う
も
の
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
漢
族
と
満
蒙
と
に
ひ
と
し
く
分
布
す
る
。
夫
餘
の
始
祖
神
話
は
、
卵
の
よ
う
な
大
き
さ
の
氣
が
降
っ
て
き
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
感
精
神
話
の
中
間
的
な
、
天
降
り
の
霊
物
に
よ
る
類
型
に
属
す
る
。
卵
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
当
然
、
卵
生
で
は
な
い
。
高
句
麗
の
場
合
は
、
日
光
感
精
神
話
と
卵
生
神
話
の
二
要
素
を
も
っ
て
お
り
、
満
蒙
的
要
素
と
、
南
方
的
要
素
と
の
複
合
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
夫
餘
と
は
大
き
く
異
な
る
。
（
52
）猪
・
馬
棄
児
譚
の
一
種
で
あ
る
が
、
周
の
始
祖
后
稷
の
神
話
で
は
、
牛
馬
が
避
け
、
鳥
が
羽
で
覆
っ
て
守
っ
た
、
と
あ
り
、
そ
れ
と
類
似
す
る
。
『
史
記
』
卷
四
・
周
本
紀
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
、
周
の
后
稷
、
名
は
棄
。
其
の
母
、
有
邰
氏
の
女
に
し
て
、
姜
原
と
曰
う
。
姜
原
、
帝
嚳
の
元
妃
と
為
る
。
姜
原
、
野
に
出
で
、
巨
人
の
跡
を
見
、
心
に
忻
然
と
し
て
說
び
、
之
を
踐
ま
ん
と
欲
す
。
之
を
踐
む
や
、
身
動
き
、
孕
め
る
者
の
如
し
。
居
る
こ
と
期
に
し
て
子
を
生
む
。
不
祥
な
り
と
以
為
い
、
之
を
隘
巷
に
棄
つ
。
馬
牛
過
る
者
皆
な
辟
け
て
踐
ま
ず
。
徙
し
て
之
を
林
中
に
置
く
。
適
會
、
山
林
人
多
し
。
之
を
遷
し
て
渠
中
の
冰
上
に
棄
つ
。
飛
鳥
、
其
の
翼
を
以
て
之
を
覆
薦
す
。
姜
原
以
て
神
と
為
し
、
遂
に
收
養
し
て
長
ぜ
し
む
。
初
め
之
を
棄
て
ん
と
欲
す
。
因
り
て
名
づ
け
て
棄
と
曰
う
。
内
藤
湖
南
も
、
両
者
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
此
の
類
似
を
以
て
、
夫
餘
其
他
の
民
族
が
、
周
人
の
旧
説
を
襲
取
せ
り
と
は
解
す
べ
か
ら
ず
。
時
代
に
前
後
あ
り
と
も
、
支
那
の
古
説
が
塞
外
民
族
の
伝
説
と
同
一
源
に
出
で
た
り
と
解
せ
ん
に
は
如
か
ず
」
と
い
う
（「
蒙
古
開
国
の
伝
説
」『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
卷
・
讀
史
叢
録
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。
た
だ
し
同
様
の
棄
児
譚
が
、
三
国
時
代
の
呉
の
康
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
僧
會
が
訳
し
た
『
六
度
集
經
』
に
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
此
種
の
伝
説
の
播
敷
も
頗
る
広
381
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
き
者
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
と
す
る
。
（
53
）東
明
善
射
東
明
は
、夫
餘
の
始
祖
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、『
梁
書
』高
句
驪
伝
に
は
、「
其
の
先
、
東
明
よ
り
出
づ
。
東
明
、
本
と
北
夷
の
離
王
の
子
に
し
て
、
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
高
句
麗
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。『
三
國
史
記
』
で
も
、
高
句
麗
の
始
祖
は
東
明
聖
王
で
、
諱
が
朱
蒙
と
さ
れ
て
い
る
。
高
句
麗
の
始
祖
朱
蒙
は
、『
廣
開
土
王
碑
』
で
は
鄒
牟
王
と
あ
り
、『
新
撰
姓
氏
録
』
で
百
濟
の
「
都
慕
王
」
の
後
孫
と
い
う
よ
う
に
み
え
る
都
慕
も
、
高
句
麗
の
始
祖
を
指
し
て
い
る
。
古
く
に
は
、東
明
も
朱
蒙
（
都
慕
・
鄒
牟
）
も
、同
じ
音
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
が
、
別
系
統
の
両
者
を
複
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
魏
書
』高
句
麗
伝
に
は
、
「
其
の
俗
に
朱
蒙
と
言
う
は
善
射
な
り
」
と
あ
る
。
（
54
）魚
鼈
の
橋
魚
鼈
が
背
を
な
ら
べ
て
橋
の
用
を
す
る
、
と
い
う
説
話
構
想
に
つ
い
て
、
三
上
次
男
は
、
サ
ケ
や
マ
ス
が
産
卵
の
た
め
に
河
い
っ
ぱ
い
を
埋
め
尽
く
し
、
銀
鱗
を
つ
ら
ね
て
さ
か
の
ぼ
る
さ
ま
が
、
構
想
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（「
魚
の
橋
」
の
話
と
北
ア
ジ
ア
の
人
々
」『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）。
ま
た
「
主
人
公
が
渡
り
お
わ
る
と
忽
然
と
し
て
橋
は
消
え
た
」
と
い
う
構
想
に
つ
い
て
は
、
北
ア
ジ
ア
で
、
冬
期
に
凍
結
し
て
い
た
河
川
が
、
春
に
な
る
と
、
あ
る
日
忽
然
と
し
て
氷
が
割
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
交
通
が
一
時
、
急
に
不
便
に
な
る
こ
と
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、世
界
的
に
み
れ
ば
、モ
ー
ゼ
の
話
に
類
似
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
（
森
雅
子
「
朱
蒙
に
関
す
る
一
考
察
」『
比
較
神
話
学
の
展
望
』）、
そ
の
よ
う
な
想
定
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（
Ⅲ
）高
句
麗
［
原
文
］
高
句
麗
在
遼
東
之
東
千
里
、
南
與
朝
鮮
・
濊
貊
、
東
與
沃
沮
、
北
與
夫
餘
接
。
都
於
丸
都
之
下
。
方
可
二
千
里
。
戸
三
萬
。
多
大
山
深
谷
、無
原
澤
。
隨
山
谷
以
爲
居
。
食
澗
水
。
無
良
田
、
雖
力
佃
作
、
不
足
以
實
口
腹
。
其
俗
節
食
。
好
治
宮
室
。
於
所
居
之
左
右
立
大
屋
、
祭
鬼
神
。
又
祠
靈
星
・
社
稷
、
其
人
性
凶
急
、
喜
寇
鈔
。
其
國
有
王
。
其
官
有
相
加
・
對
盧
・
沛
者
・
古
雛
加
・
主
簿
・
優
台
・
丞
・
使
者
・
皁
衣
・
先
人
、
尊
卑
各
有
等
級
。
東
夷
舊
語
以
爲
夫
餘
別
種
。
言
語
諸
事
多
與
夫
餘
同
、
其
性
氣
衣
服
有
異
。
漢
時
賜
鼓
吹
伎
人
。
常
從
玄
菟
郡
受
朝
服
衣
幘
。
高
句
麗
令
主
其
名
籍
。
後
稍
驕
恣
、不
復
詣
郡
。
於
東
界
築
小
城
、置
朝
服
衣
幘
其
中
、歳
時
來
取
之
。
今
胡
猶
名
此
城
爲
幘
溝
漊
。
溝
漊
者
、
句
麗
名
城
也
。
本
有
五
族
。
有
涓
奴
部
・
絶
奴
部
・
順
奴
部
・
灌
奴
部
・
桂
婁
部
。
本
涓
奴
部
爲
王
、
稍
微
弱
、
今
桂
婁
部
代
之
。
其
置
官
、
有
對
盧
則
不
置
沛
者
。
有
沛
者
則
不
置
對
盧
。
王
之
宗
族
、
其
大
加
皆
稱
古
雛
加
。
涓
奴
部
本
國
主
。
今
雖
不
爲
王
、適
統
大
人
、得
稱
古
雛
加
。
亦
得
立
宗
廟
、
祠
靈
星
・
社
稷
。
絶
奴
部
世
與
王
婚
。
加
古
雛
之
號
。
諸
大
加
亦
自
置
使
者
皁
衣
先
人
。
名
皆
達
於
王
。
如
卿
大
夫
之
家
臣
。
會
同
坐
起
、
不
得
與
王
家
使
者
皁
衣
先
人
同
列
。
其
國
中
大
家
不
佃
作
、
坐
食
者
萬
餘
口
。
下
戸
遠
擔
米
糧
魚
鹽
供
給
之
。
其
民
喜
歌
舞
、
國
中
邑
落
、
暮
夜
男
女
群
聚
、
相
就
歌
戲
。
無
大
倉
庫
、
家
家
自
有
小
倉
。
名
之
爲
桴
京
。
其
人
絜
清
自
喜
。
善
藏
釀
。
跪
拜
申
一
脚
、
與
夫
餘
異
、
行
歩
皆
走
。
以
十
月
祭
天
、國
中
大
會
。
名
曰
東
盟
。
其
公
會
衣
服
、皆
錦
繍
金
銀
以
自
飾
。
大
加
・
主
簿
頭
著
幘
、
如
幘
而
無
餘
。
其
小
加
著
折
風
、
形
如
弁
。
其
國
東
有
大
穴
、
名
隧
穴
。
十
月
國
中
大
會
、迎
隧
神
還
於
國
東
上
祭
之
。
置
木
隧
於
神
坐
。
無
牢
獄
、
有
罪
諸
加
評
議
、
便
殺
之
。
沒
入
妻
子
爲
奴
婢
。
其
俗
作
婚
姻
、
言
語
已
定
、
女
家
作
小
屋
於
大
屋
後
。
名
婿
屋
。
婿
暮
至
女
家
戸
外
、
自
名
跪
拜
、
乞
得
就
女
宿
。
如
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是
者
再
三
、
女
父
母
乃
聽
使
就
小
屋
中
宿
。
傍
頓
錢
帛
。
至
生
子
已
長
大
、
乃
將
婦
歸
家
。
其
俗
淫
。
男
女
已
嫁
娶
、
便
稍
作
送
終
之
衣
。
厚
葬
、
金
銀
財
幣
盡
於
送
死
。
積
石
爲
封
、
列
種
松
栢
。
其
馬
皆
小
、
便
登
山
。
國
人
有
氣
力
、
習
戰
鬪
。
沃
沮
東
濊
皆
屬
焉
。
又
有
小
水
貊
。
句
麗
作
國
、
依
大
水
而
居
。
西
安
平
縣
北
有
小
水
、
南
流
入
海
。
句
麗
別
種
依
小
水
作
國
。
因
名
之
爲
小
水
貊
。
出
好
弓
。
所
謂
貊
弓
是
也
。
王
莽
初
、
發
高
句
麗
兵
以
伐
胡
、
欲
不
行
。
彊
迫
遣
之
、
皆
亡
出
塞
爲
寇
盗
。
遼
西
大
尹
田
譚
追
撃
之
、
爲
所
殺
。
州
郡
縣
歸
咎
于
句
麗
侯
騊
。
嚴
尤
奏
言
、
貊
人
犯
法
、
罪
不
起
於
騊
。
且
宜
安
慰
。
今
猥
被
之
大
罪
、
恐
其
遂
反
。
莽
不
聽
、
詔
尤
撃
之
。
尤
誘
期
句
麗
侯
騊
至
而
斬
之
、
伝
送
其
首
詣
長
安
。
莽
大
悦
、
布
告
天
下
、
更
名
高
句
麗
爲
下
句
麗
。
當
此
時
爲
侯
國
。
漢
光
武
帝
八
年
、
高
句
麗
王
、
遣
使
朝
貢
。
始
見
稱
王
。
至
殤
安
之
間
、
句
麗
王
宮
數
寇
遼
東
。
更
屬
玄
菟
。
遼
東
太
守
蔡
風
・
玄
菟
太
守
姚
光
以
宮
爲
二
郡
害
、
興
師
伐
之
。
宮
詐
降
請
和
。
二
郡
不
進
。
宮
密
遣
軍
攻
玄
菟
、
焚
燒
候
城
、
入
遼
隧
、
殺
吏
民
。
後
宮
復
犯
遼
東
。
蔡
風
輕
將
吏
士
追
討
之
、
軍
敗
沒
。
宮
死
、
子
伯
固
立
。
順
・
桓
之
間
、
復
犯
遼
東
。
寇
新
安
居
郷
、
又
攻
西
安
平
、
於
道
上
殺
帶
方
令
、
略
得
樂
浪
太
守
妻
子
。
靈
帝
建
寧
二
年
、
玄
菟
太
守
耿
臨
討
之
、
斬
首
虜
數
百
級
。
伯
固
降
、
屬
遼
東
。
嘉
（
熹
）
平
中
、
伯
固
乞
屬
玄
菟
。公
孫
度
之
雄
海
東
也
、伯
固
遣
大
加
優
居
主
簿
然
人
等
助
度
撃
富
山
賊
、破
之
。
伯
固
死
、
有
二
子
。
長
子
抜
奇
、
小
子
伊
夷
模
。
抜
奇
不
肖
、
國
人
便
共
立
伊
夷
模
爲
王
。
自
伯
固
時
、
數
寇
遼
東
。
又
受
亡
胡
五
百
餘
家
。
建
安
中
、
公
孫
康
出
軍
撃
之
、
破
其
國
、
焚
燒
邑
落
。
抜
奇
怨
爲
兄
而
不
得
立
、
與
涓
奴
加
各
將
下
戸
三
萬
餘
口
詣
康
降
、
還
住
沸
流
水
。
降
胡
亦
叛
伊
夷
模
。
伊
夷
模
更
作
新
國
。
今
日
所
在
是
也
。
抜
奇
遂
往
遼
東
、有
子
留
句
麗
國
。
今
古
雛
加
駮
位
居
是
也
。
其
後
復
撃
玄
菟
。
玄
菟
與
遼
東
合
撃
、
大
破
之
。
伊
夷
模
無
子
。
淫
灌
奴
部
、
生
子
名
位
宮
。
伊
夷
模
死
、立
以
爲
王
。
今
句
麗
王
宮
是
也
。
其
曾
祖
名
宮
。
生
能
開
目
視
。
其
國
人
惡
之
。
及
長
大
、
果
凶
虐
。
數
寇
鈔
、
國
見
殘
破
。
今
王
生
墮
地
、
亦
能
開
目
視
人
。
句
麗
呼
相
似
爲
位
。
似
其
祖
故
名
之
爲
位
宮
。
位
宮
有
力
勇
、
便
鞍
馬
、
善
獵
射
。
景
初
二
年
、
太
尉
司
馬
宣
王
率
衆
討
公
孫
淵
。
宮
遣
主
簿
大
加
將
數
千
人
助
軍
。
正
始
三
年
、
宮
寇
西
安
平
。
其
五
年
、
爲
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
所
破
。
語
在
儉
伝
。
　
［
訓
読
］
高
句
麗
は
遼
東
の
東
千
里
に
在
り
。
南
は
朝
鮮
・
濊
貊
と
、
東
は
沃
沮
と
、
北
は
夫
餘
と
接
す
。
丸
都
の
下
に
都
す
。
方
、
二
千
里
可
り
。
戸
は
三
萬
。
大
山
深
谷
多
く
、
原
澤
無
し
。
山
谷
に
隨
い
て
以
て
居
を
爲
す
。
澗
水
を
食は
む
。
良
田
無
く
、
佃
作
に
力
む
る
と
雖
も
、
以
て
口
腹
を
實
た
す
に
足
ら
ず
。
其
の
俗
、
食
を
節
す
。
好
ん
で
宮
室
を
治
む
。
居
る
所
の
左
右
に
於
て
大
屋
を
立
て
、
鬼
神
を
祭
る
。
又
た
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
。
其
の
人
、性
は
凶
急
に
し
て
、寇
鈔
を
喜
ぶ
。
其
の
國
に
王
有
り
。
其
の
官
に
相
加
・
對
盧
・
沛
者
・
古
雛
加
・
主
簿
・
優
台
・
丞
・
使
者
・
皁そう
衣
・
先
人
有
り
、
尊
卑
各
々
等
級
有
り
。
東
夷
の
舊
語
以
て
夫
餘
の
別
種
と
爲
す
。
言
語
諸
事
多
く
夫
餘
と
同
じ
か
る
も
、
其
の
性
氣
衣
服
は
、
異
な
る
も
の
有
り
。
本
と
五
族
有
り
。
涓
奴
部
・
絶
奴
部
・
順
奴
部
・
灌
奴
部
・
桂
婁
部
有
り
。
本
と
涓
奴
部
王
と
爲
る
も
、
稍
や
微
弱
た
り
て
、
今
桂
婁
部
之
に
代
わ
る
。
漢
の
時
、
鼓
吹
伎
人
を
賜
う
。
常
に
玄
菟
郡
從よ
り
朝
服
・
衣
幘
を
受
く
。
高
句
麗
令
、
其
の
名
籍
を
主
る
。
後
ち
稍や
や
驕
恣
た
り
て
、
復
た
郡
に
詣
ら
ず
。
東
界
に
於
て
小
城
を
築
き
、
朝
服
・
衣
幘
を
其
の
中
に
置
き
、
歳
時
に
來
た
り
て
之
を
取
ら
し
む
。
今
、
胡
猶
お
此
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
爲
す
。
溝
漊
は
、
句
麗
、
城
を
名
づ
く
る
な
り
。
其
の
官
を
置
く
や
、
對
盧
有
ら
ば
則
ち
沛
者
を
置
か
ず
。
沛
者
有
ら
ば
則
ち
對
盧
を
置
か
ず
。
王
の
宗
族
、
其
の
大
加
皆
な
古
雛
加
を
稱
す
。
涓
奴
部
本
と
國
主
た
り
。
今
王
と
爲
ら
ざ
る
と
雖
も
、
適
統
の
大
人
、
古
雛
加
を
稱
す
る
を
得
。
亦
た
宗
廟
を
立
て
、
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
を
得
。
絶
奴
部
、
世
々
王
と
婚
す
。
古
雛
の
號
を
加
う
。
諸
大
加
も
亦
た
自
ら
使
者
・
皁
衣
・
先
人
を
置
く
。
名
は
皆
な
王
に
達
す
。
卿
大
夫
の
家
臣
の
如
し
。
會
同
坐
起
す
る
と
き
は
、
王
家
の
使
者
・
皁
衣
・
先
人
と
列
を
同
じ
う
す
る
を
得
ず
。
其
の
國
中
の
大
家
、
佃
作
せ
ず
、
坐
食
せ
る
者
萬
餘
口
。
下
戸
遠
く
米
糧
魚
鹽
を
擔
い
之
を
供
給
す
。
其
の
民
、
歌
舞
を
喜
び
、
國
中
の
邑
落
、
暮
夜
に
男
女
群
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是
者
再
三
、
女
父
母
乃
聽
使
就
小
屋
中
宿
。
傍
頓
錢
帛
。
至
生
子
已
長
大
、
乃
將
婦
歸
家
。
其
俗
淫
。
男
女
已
嫁
娶
、
便
稍
作
送
終
之
衣
。
厚
葬
、
金
銀
財
幣
盡
於
送
死
。
積
石
爲
封
、
列
種
松
栢
。
其
馬
皆
小
、
便
登
山
。
國
人
有
氣
力
、
習
戰
鬪
。
沃
沮
東
濊
皆
屬
焉
。
又
有
小
水
貊
。
句
麗
作
國
、
依
大
水
而
居
。
西
安
平
縣
北
有
小
水
、
南
流
入
海
。
句
麗
別
種
依
小
水
作
國
。
因
名
之
爲
小
水
貊
。
出
好
弓
。
所
謂
貊
弓
是
也
。
王
莽
初
、
發
高
句
麗
兵
以
伐
胡
、
欲
不
行
。
彊
迫
遣
之
、
皆
亡
出
塞
爲
寇
盗
。
遼
西
大
尹
田
譚
追
撃
之
、
爲
所
殺
。
州
郡
縣
歸
咎
于
句
麗
侯
騊
。
嚴
尤
奏
言
、
貊
人
犯
法
、
罪
不
起
於
騊
。
且
宜
安
慰
。
今
猥
被
之
大
罪
、
恐
其
遂
反
。
莽
不
聽
、
詔
尤
撃
之
。
尤
誘
期
句
麗
侯
騊
至
而
斬
之
、
伝
送
其
首
詣
長
安
。
莽
大
悦
、
布
告
天
下
、
更
名
高
句
麗
爲
下
句
麗
。
當
此
時
爲
侯
國
。
漢
光
武
帝
八
年
、
高
句
麗
王
、
遣
使
朝
貢
。
始
見
稱
王
。
至
殤
安
之
間
、
句
麗
王
宮
數
寇
遼
東
。
更
屬
玄
菟
。
遼
東
太
守
蔡
風
・
玄
菟
太
守
姚
光
以
宮
爲
二
郡
害
、
興
師
伐
之
。
宮
詐
降
請
和
。
二
郡
不
進
。
宮
密
遣
軍
攻
玄
菟
、
焚
燒
候
城
、
入
遼
隧
、
殺
吏
民
。
後
宮
復
犯
遼
東
。
蔡
風
輕
將
吏
士
追
討
之
、
軍
敗
沒
。
宮
死
、
子
伯
固
立
。
順
・
桓
之
間
、
復
犯
遼
東
。
寇
新
安
居
郷
、
又
攻
西
安
平
、
於
道
上
殺
帶
方
令
、
略
得
樂
浪
太
守
妻
子
。
靈
帝
建
寧
二
年
、
玄
菟
太
守
耿
臨
討
之
、
斬
首
虜
數
百
級
。
伯
固
降
、
屬
遼
東
。
嘉
（
熹
）
平
中
、
伯
固
乞
屬
玄
菟
。公
孫
度
之
雄
海
東
也
、伯
固
遣
大
加
優
居
主
簿
然
人
等
助
度
撃
富
山
賊
、破
之
。
伯
固
死
、
有
二
子
。
長
子
抜
奇
、
小
子
伊
夷
模
。
抜
奇
不
肖
、
國
人
便
共
立
伊
夷
模
爲
王
。
自
伯
固
時
、
數
寇
遼
東
。
又
受
亡
胡
五
百
餘
家
。
建
安
中
、
公
孫
康
出
軍
撃
之
、
破
其
國
、
焚
燒
邑
落
。
抜
奇
怨
爲
兄
而
不
得
立
、
與
涓
奴
加
各
將
下
戸
三
萬
餘
口
詣
康
降
、
還
住
沸
流
水
。
降
胡
亦
叛
伊
夷
模
。
伊
夷
模
更
作
新
國
。
今
日
所
在
是
也
。
抜
奇
遂
往
遼
東
、有
子
留
句
麗
國
。
今
古
雛
加
駮
位
居
是
也
。
其
後
復
撃
玄
菟
。
玄
菟
與
遼
東
合
撃
、
大
破
之
。
伊
夷
模
無
子
。
淫
灌
奴
部
、
生
子
名
位
宮
。
伊
夷
模
死
、立
以
爲
王
。
今
句
麗
王
宮
是
也
。
其
曾
祖
名
宮
。
生
能
開
目
視
。
其
國
人
惡
之
。
及
長
大
、
果
凶
虐
。
數
寇
鈔
、
國
見
殘
破
。
今
王
生
墮
地
、
亦
能
開
目
視
人
。
句
麗
呼
相
似
爲
位
。
似
其
祖
故
名
之
爲
位
宮
。
位
宮
有
力
勇
、
便
鞍
馬
、
善
獵
射
。
景
初
二
年
、
太
尉
司
馬
宣
王
率
衆
討
公
孫
淵
。
宮
遣
主
簿
大
加
將
數
千
人
助
軍
。
正
始
三
年
、
宮
寇
西
安
平
。
其
五
年
、
爲
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
所
破
。
語
在
儉
伝
。
　
［
訓
読
］
高
句
麗
は
遼
東
の
東
千
里
に
在
り
。
南
は
朝
鮮
・
濊
貊
と
、
東
は
沃
沮
と
、
北
は
夫
餘
と
接
す
。
丸
都
の
下
に
都
す
。
方
、
二
千
里
可
り
。
戸
は
三
萬
。
大
山
深
谷
多
く
、
原
澤
無
し
。
山
谷
に
隨
い
て
以
て
居
を
爲
す
。
澗
水
を
食は
む
。
良
田
無
く
、
佃
作
に
力
む
る
と
雖
も
、
以
て
口
腹
を
實
た
す
に
足
ら
ず
。
其
の
俗
、
食
を
節
す
。
好
ん
で
宮
室
を
治
む
。
居
る
所
の
左
右
に
於
て
大
屋
を
立
て
、
鬼
神
を
祭
る
。
又
た
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
。
其
の
人
、性
は
凶
急
に
し
て
、寇
鈔
を
喜
ぶ
。
其
の
國
に
王
有
り
。
其
の
官
に
相
加
・
對
盧
・
沛
者
・
古
雛
加
・
主
簿
・
優
台
・
丞
・
使
者
・
皁そう
衣
・
先
人
有
り
、
尊
卑
各
々
等
級
有
り
。
東
夷
の
舊
語
以
て
夫
餘
の
別
種
と
爲
す
。
言
語
諸
事
多
く
夫
餘
と
同
じ
か
る
も
、
其
の
性
氣
衣
服
は
、
異
な
る
も
の
有
り
。
本
と
五
族
有
り
。
涓
奴
部
・
絶
奴
部
・
順
奴
部
・
灌
奴
部
・
桂
婁
部
有
り
。
本
と
涓
奴
部
王
と
爲
る
も
、
稍
や
微
弱
た
り
て
、
今
桂
婁
部
之
に
代
わ
る
。
漢
の
時
、
鼓
吹
伎
人
を
賜
う
。
常
に
玄
菟
郡
從よ
り
朝
服
・
衣
幘
を
受
く
。
高
句
麗
令
、
其
の
名
籍
を
主
る
。
後
ち
稍や
や
驕
恣
た
り
て
、
復
た
郡
に
詣
ら
ず
。
東
界
に
於
て
小
城
を
築
き
、
朝
服
・
衣
幘
を
其
の
中
に
置
き
、
歳
時
に
來
た
り
て
之
を
取
ら
し
む
。
今
、
胡
猶
お
此
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
爲
す
。
溝
漊
は
、
句
麗
、
城
を
名
づ
く
る
な
り
。
其
の
官
を
置
く
や
、
對
盧
有
ら
ば
則
ち
沛
者
を
置
か
ず
。
沛
者
有
ら
ば
則
ち
對
盧
を
置
か
ず
。
王
の
宗
族
、
其
の
大
加
皆
な
古
雛
加
を
稱
す
。
涓
奴
部
本
と
國
主
た
り
。
今
王
と
爲
ら
ざ
る
と
雖
も
、
適
統
の
大
人
、
古
雛
加
を
稱
す
る
を
得
。
亦
た
宗
廟
を
立
て
、
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
を
得
。
絶
奴
部
、
世
々
王
と
婚
す
。
古
雛
の
號
を
加
う
。
諸
大
加
も
亦
た
自
ら
使
者
・
皁
衣
・
先
人
を
置
く
。
名
は
皆
な
王
に
達
す
。
卿
大
夫
の
家
臣
の
如
し
。
會
同
坐
起
す
る
と
き
は
、
王
家
の
使
者
・
皁
衣
・
先
人
と
列
を
同
じ
う
す
る
を
得
ず
。
其
の
國
中
の
大
家
、
佃
作
せ
ず
、
坐
食
せ
る
者
萬
餘
口
。
下
戸
遠
く
米
糧
魚
鹽
を
擔
い
之
を
供
給
す
。
其
の
民
、
歌
舞
を
喜
び
、
國
中
の
邑
落
、
暮
夜
に
男
女
群
383
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聚
し
、
相
歌
戲
に
就
く
。
大
倉
庫
無
く
、
家
家
に
自
ら
小
倉
有
り
。
之
を
名
づ
け
て
桴
京
と
爲
す
。
其
の
人
絜
清
に
し
て
自
ら
喜
ぶ
。
善
く
藏
釀
す
。
跪
拜
に
は
一
脚
を
申の
ば
す
。
夫
餘
と
異
な
る
。
行
歩
は
皆
な
走
る
。
十
月
を
以
て
天
を
祭
り
、
國
中
大
い
に
會
す
。
名
づ
け
て
東
盟
と
曰
う
。
其
れ
公
會
の
衣
服
、
皆
な
錦
繍
金
銀
も
て
以
て
自
ら
飾
る
。
大
加
・
主
簿
は
、
頭
に
幘
を
著
く
。
幘
の
如
く
な
れ
ど
も
餘
無
し
。
其
れ
小
加
は
、
折
風
を
著
く
。
形
は
弁
の
如
し
。
其
の
國
の
東
に
大
穴
有
り
、
隧
穴
と
名
づ
く
。
十
月
に
國
中
大
い
に
會
し
、隧
神
を
迎
え
國
の
東
上
に
還
り
之
を
祭
る
。
木
隧
を
神
坐
に
置
く
。
牢
獄
無
く
、
罪
有
ら
ば
諸
加
評
議
し
、
便
ち
之
を
殺
し
、
妻
子
を
沒
入
し
て
奴
婢
と
爲
す
。
其
の
俗
、婚
姻
を
作
す
に
、言
語
已
に
定
れ
ば
、女
家
、
小
屋
を
大
屋
の
後
ろ
に
作
る
。
婿
屋
と
名
づ
く
。
婿
、暮
れ
に
女
家
の
戸
外
に
至
り
、
自
ら
名
の
り
て
跪
拜
し
、
女
宿
に
就いた
る
を
得
ん
こ
と
を
乞
う
。
是
く
の
如
く
す
る
こ
と
再
三
な
れ
ば
、
女
の
父
母
、
乃
ち
聽
し
、
小
屋
の
中
に
就
り
て
宿
ら
し
む
。
傍
ら
に
錢
帛
を
頓
す
。子
を
生
む
に
至
り
已
に
長
大
な
れ
ば
乃
ち
婦
を
將
い
て
家
に
歸
る
。
其
の
俗
淫
な
り
。
男
女
已
に
嫁
娶
す
れ
ば
便
ち
稍
々
送
終
の
衣
を
作
る
。
厚
葬
に
し
て
、
金
銀
財
幣
、
送
死
に
盡
く
す
。
石
を
積
み
て
封
と
爲
し
、
松
栢
を
列
種
す
。
其
の
馬
皆
な
小
さ
く
て
山
に
登
る
に
便
あ
り
。
國
人
、
氣
力
有
り
、
戰
鬪
を
習
う
。
沃
沮
・
東
濊
、
皆
な
屬
す
。
又
た
小
水
貊
有
り
。
句
麗
、
國
を
作
る
に
、
大
水
に
依
り
て
居
る
。
西
安
平
縣
の
北
に
小
水
有
り
、
南
流
し
て
海
に
入
る
。
句
麗
の
別
種
、
小
水
に
依
り
て
國
を
作
る
。
因
り
て
之
を
名
づ
け
て
小
水
貊
と
爲
す
。
好
弓
を
出
だ
す
。
所
謂
る
貊
弓
是
れ
な
り
。
王
莽
の
初
め
、
高
句
麗
兵
を
發
し
て
以
て
胡
を
伐
た
し
む
る
も
、
行
か
ざ
ら
ん
と
欲
す
。
彊
迫
し
て
之
を
遣
る
に
、
皆
な
亡
げ
塞
を
出
で
て
寇
盗
を
爲
す
。
遼
西
の
大
尹
田
譚
、
之
を
追
撃
し
、
殺
す
所
と
爲
る
。
州
郡
縣
、
咎
を
句
麗
侯
騊
に
歸
す
。
嚴
尤
奏
言
す
ら
く
、「
貊
人
法
を
犯
す
も
、
罪
は
騊
よ
り
起
こ
ら
ず
。
且
く
宜
し
く
安
慰
す
べ
し
。
今
猥
り
に
之
に
大
罪
を
被
さ
ば
、
恐
る
ら
く
は
其
れ
遂
に
反
か
ん
」
と
。
莽
聽
か
ず
、
尤
に
詔
し
て
之
を
撃
た
し
む
。
尤
、
誘
い
て
句
麗
侯
騊
の
至
る
を
期ま
ち
て
之
を
斬
り
、
其
の
首
を
伝
送
し
て
長
安
に
詣
ら
し
む
。
莽
、
大
い
に
悦
び
、
天
下
に
布
告
し
、
高
句
麗
を
更
名
し
て
下
句
麗
と
爲
す
。
此
の
時
に
當
り
て
侯
國
と
爲
る
。
漢
の
光
武
帝
八
年
、
高
句
麗
王
、
使
を
遣
わ
し
朝
貢
せ
し
む
。
始
め
て
王
と
稱
せ
ら
る
。
殤
安
の
間
に
至
る
や
、
句
麗
王
宮
、
數
々
遼
東
に
寇
す
。
更
め
て
玄
菟
に
屬
せ
し
む
。
遼
東
太
守
蔡
風
・
玄
菟
太
守
姚
光
、
宮
の
二
郡
に
害
を
爲
せ
る
を
以
て
、
師
を
興
し
て
之
を
伐
た
ん
と
す
。
宮
詐
り
て
降
り
、
和
を
請
う
。
二
郡
進
ま
ず
。
宮
、
密
か
に
軍
を
遣
わ
し
玄
菟
を
攻
め
し
め
、
候
城
を
焚
燒
し
、
遼
隧
に
入
り
、
吏
民
を
殺
す
。
後
ち
宮
復
た
遼
東
を
犯
す
。
蔡
風
、
輕
く
吏
士
を
將
い
て
之
を
追
討
す
る
も
、
軍
敗
沒
す
。
宮
死
し
、
子
の
伯
固
立
つ
。
順
・
桓
の
間
、
復
た
遼
東
を
犯
す
。
新
安
居
郷
に
寇
し
、
又
た
西
安
平
を
攻
め
、
道
上
に
於
て
帶
方
令
を
殺
し
、
樂
浪
太
守
の
妻
子
を
略
得
す
。
靈
帝
建
寧
二
年
（
一
六
九
）、
玄
菟
太
守
耿
臨
、
之
を
討
ち
、
斬
首
し
虜
と
す
る
こ
と
數
百
級
。
伯
固
降
り
、
遼
東
に
屬
す
。
嘉
（
熹
）
平
中
（
一
七
二
～
一
七
八
）、伯
固
、玄
菟
に
屬
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
公
孫
度
の
海
東
に
雄
た
る
や
、
伯
固
、
大
加
優
居
・
主
簿
然
人
等
を
遣
わ
し
度
を
助
け
て
富
山
の
賊
を
撃
た
し
め
、
之
を
破
る
。
伯
固
死
す
る
や
、
二
子
有
り
。
長
子
抜
奇
、
小
子
伊
夷
模
。
抜
奇
不
肖
に
し
て
、
國
人
便
ち
共
に
伊
夷
模
を
立
て
て
王
と
爲
す
。
伯
固
の
時
よ
り
、數
々
遼
東
に
寇
す
。
又
た
亡
胡
五
百
餘
家
を
受
く
。
建
安
中
、
公
孫
康
、
軍
を
出
だ
し
て
之
を
撃
ち
、
其
の
國
を
破
り
、
邑
落
を
焚
燒
す
。
抜
奇
、
兄
と
し
て
立
つ
る
を
得
ざ
る
を
怨
み
、
涓
奴
加
と
與
に
各
々
下
戸
三
萬
餘
口
を
將
い
て
康
に
詣
り
て
降
り
、
還
り
て
沸
流
水
に
住
む
。
降
胡
も
亦
た
伊
夷
模
に
叛
く
。
伊
夷
模
、
更
め
て
新
國
を
作
る
。
今
日
の
在
る
所
是
れ
な
り
。
抜
奇
、
遂
に
遼
東
に
往
き
、
子
有
り
句
麗
國
に
留
む
。
今
の
古
雛
加
駮
位
居
、
是
れ
な
り
。
其
の
後
ち
復
た
玄
菟
を
撃
つ
。
玄
菟
、遼
東
と
與
に
合
撃
し
、大
い
に
之
を
破
る
。
伊
夷
模
、子
無
し
。
潅
奴
部
と
淫
し
、
子
を
生
み
位
宮
と
名
づ
く
。
伊
夷
模
死
し
、
立
て
て
以
て
王
と
爲
す
。
今
の
句
麗
王
宮
、
是
れ
な
り
。
其
の
曾
祖
、
宮
と
名
づ
く
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
能
く
目
を
開
き
て
視
ゆ
。
其
の
國
人
之
を
惡
む
。
長
大
た
る
に
及
ぶ
や
、
果
た
し
て
凶
虐
た
り
。
數
々
寇
鈔
し
、國
殘
破
せ
ら
る
。
今
、王
生
ま
れ
て
地
に
墮
つ
る
や
、
亦
た
能
く
目
を
開
き
て
人
を
視
ゆ
。
句
麗
、
相
似
た
る
を
呼
び
て
位
と
爲
す
。
其
の
祖
に
似
た
る
の
故
に
之
を
名
づ
け
て
位
宮
と
爲
す
。
位
宮
力
勇
有
り
、
鞍
馬
に
便
あ
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り
、
獵
射
を
善
く
す
。
景
初
二
年
、
太
尉
司
馬
宣
王
、
衆
を
率
い
て
公
孫
淵
を
討
つ
。
宮
、
主
簿
大
加
を
遣
わ
し
數
千
人
を
將
い
て
軍
を
助
け
し
む
。
正
始
三
年
、
宮
、
西
安
平
に
寇
す
。
其
の
五
年
、
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
の
破
る
所
と
爲
る
。
語
は
儉
の
伝
に
在
り
。
［
現
代
語
訳
］
高
句
麗
（
1
（
は
遼
東
〔
郡
治
〕
か
ら
東
に
千
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
（
（
（
。
南
は
朝
鮮
・
濊
貊
と
、東
は
沃
沮
と
、北
は
夫
餘
と
接
し
て
い
る
（
（
（
。
丸
都
の
麓
に
都
を
置
い
て
い
る
（
（
（
。〔
広
さ
は
〕
約
二
千
里
四
方
で
あ
る
。
戸
数
は
三
萬
で
あ
る
。
大
山
や
深
谷
が
多
く
、
沼
沢
が
無
い
。
山
や
谷
に
沿
っ
て
住
ん
で
い
る
。
谷
間
の
水
を
飲
ん
で
い
る
（
（
（
。
良
田
が
無
く
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
耕
作
し
て
も
、
満
腹
に
す
る
に
は
〔
収
穫
が
〕
足
り
な
い
。〔
そ
れ
で
〕
み
な
、
食
事
を
節
約
し
て
い
る
（
（
（
。
宮
室
を
作
る
の
は
好
き
で
あ
る
（
（
（
。
住
ん
で
い
る
所
の
左
右
に
大
き
な
小
屋
を
建
て
て
、
鬼
神
を
祭
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
靈
星
や
社
稷
を
祭
っ
て
い
る
（
（
（
。
そ
の
人
々
の
性
格
は
凶
暴
で
、
侵
略
を
す
る
の
が
好
き
で
あ
る
（
（
（
。
そ
の
国
に
は
王
が
い
る
（
（（
（
。
そ
の
官
〔
位
〕
に
は
相
加
・
對
盧
・
沛
者
・
古
雛
加
・
主
簿
・
優
台
・
丞
・
使
者
・
皁
衣
・
先
人
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
下
の
等
級
が
あ
る
（
（（
（
。
東
夷
で
の
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、〔
高
句
麗
は
〕
夫
餘
の
別
種
で
あ
る
と
い
う
。
言
語
や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
夫
餘
と
同
じ
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
性
質
・
気
性
や
衣
服
に
は
、
異
な
る
も
の
が
あ
る
（
（（
（
。
も
と
も
と
五
族
が
あ
っ
た
。
涓
奴
部
・
絶
奴
部
・
順
奴
部
・
潅
奴
部
・
桂
婁
部
で
あ
る
（
（（
（
。
も
と
は
涓
奴
部
が
王
と
な
っ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
弱
く
な
っ
て
、
今
は
桂
婁
部
が
そ
れ
に
代
わ
っ
て
〔
王
と
な
っ
て
〕
い
る
（
（（
（
。
漢
の
時
代
に
、〔
漢
か
ら
〕
鼓
吹
伎
人
を
賜
わ
っ
た
（
（（
（
。
い
つ
も
玄
菟
郡
か
ら
朝
服
・
衣
幘
を
受
け
と
っ
た
。
高
句
麗〔
縣
〕令
が
、そ
の
名
簿
を
つ
か
さ
ど
っ
た
（
（（
（
。
そ
の
後
、
し
だ
い
に
驕
慢
に
な
っ
て
、
郡
に
ま
で
や
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。〔
そ
こ
で
漢
で
は
〕
東
の
境
界
あ
た
り
に
小
さ
い
城
を
築
き
、
朝
服
・
衣
幘
を
そ
の
中
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
し
た
（
（（
（
。〔
高
句
麗
は
必
要
な
〕歳
時
に
な
る
と
や
っ
て
き
て
そ
れ
を
取
っ
て
い
っ
た
。
胡
（
高
句
麗
）
で
は
今
な
お
そ
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
よ
ん
で
い
る
。
溝
漊
と
は
〔
高
〕
句
麗
で
、
城
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
官
制
で
は
、
對
盧
が
い
れ
ば
沛
者
を
置
か
な
い
。〔
ぎ
ゃ
く
に
〕
沛
者
が
い
れ
ば
對
盧
を
置
か
な
い
（
（（
（
。
王
の
宗
族
は
、
大
加
が
み
な
古
雛
加
の
号
を
称
し
て
い
る
（
（（
（
。
涓
奴
部
〔
の
大たい
じ
ん人
〕
は
か
つ
て
国
王
と
な
っ
て
い
た
。
今
は
王
に
は
な
ら
な
い
が
、
直
系
の
大
人
は
、〔
同
じ
く
〕古
雛
加
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た〔
王
と
同
様
に
〕宗
廟
を
立
て
た
り
、
霊
星
・
社
稷
を
祠
る
こ
と
が
で
き
る
。
絶
奴
部
は
、代
々
、王
と
結
婚
し
て
い
る
。〔
そ
の
た
め
ま
た
〕
古
雛
の
号
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（
。
諸
大
加
も
ま
た
〔
王
家
と
は
別
に
〕
自
分
た
ち
で
使
者
・
皁
衣
・
先
人
〔
の
官
〕
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
名
は
み
な
王
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。〔
中
国
の
〕
卿
・
大
夫
の
家
臣
の
よ
う
で
あ
る
。〔
た
だ
し
〕
集
会
の
時
に
は
、王
家
の
使
者
・
皁
衣
・
先
人
と
同
席
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
国
内
で
は
、
大
家
は
、
耕
作
を
せ
ず
、
坐
食
す
る
だ
け
の
者
が
一
萬
餘
人
い
る
。
下
戸
は
遠
く
か
ら
米
や
魚
・
鹽
を
運
ん
で
き
て
そ
れ
に
供
給
す
る
。
そ
の
民
は
、
歌
舞
を
喜
び
、
国
内
の
邑
落
で
は
、
夕
暮
れ
や
夜
に
男
女
が
群
れ
集
ま
り
、
た
が
い
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
。
大
倉
庫
は
無
く
、
各
家
に
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
倉
が
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
桴
京
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。
高
句
麗
人
は
清
潔
好
き
で
あ
る
。
ま
た
じ
ょ
う
ず
に
酒
を
醸
造
し
、
貯
蔵
す
る
。
跪
拜
の
礼
を
と
る
と
き
に
は
片
脚
を〔
う
し
ろ
に
〕伸
ば
す
。〔
そ
れ
は
〕
夫
餘
〔
の
礼
〕
と
異
な
っ
て
い
る
。
行
く
と
き
に
は
、
み
な
小
走
り
す
る
（
（（
（
。
十
月
に
天
を
祭
り
、
國
中
が
み
な
集
ま
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
東
盟
と
い
っ
て
い
る
（
（（
（
。
そ
も
そ
も
公
式
に
集
ま
る
と
き
の
衣
服
は
、
み
な
錦
繍
金
銀
で
自
ら
飾
り
つ
け
る
。
大
加
や
主
簿
は
、
頭
に
幘
を
着
け
る
。
幘
の
よ
う
で
あ
る
が
余
り
が
な
い
。
小
加
は
、
折
風
を
着
け
る
。
形
は
弁
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
國
の
東
に
大
き
い
穴
が
あ
り
、
隧
穴
と
よ
ん
で
い
る
。
十
月
に
國
中
が
み
な
集
ま
っ
て
、
隧
神
を
迎
え
、
國
の
384
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り
、
獵
射
を
善
く
す
。
景
初
二
年
、
太
尉
司
馬
宣
王
、
衆
を
率
い
て
公
孫
淵
を
討
つ
。
宮
、
主
簿
大
加
を
遣
わ
し
數
千
人
を
將
い
て
軍
を
助
け
し
む
。
正
始
三
年
、
宮
、
西
安
平
に
寇
す
。
其
の
五
年
、
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
の
破
る
所
と
爲
る
。
語
は
儉
の
伝
に
在
り
。
［
現
代
語
訳
］
高
句
麗
（
1
（
は
遼
東
〔
郡
治
〕
か
ら
東
に
千
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
（
（
（
。
南
は
朝
鮮
・
濊
貊
と
、東
は
沃
沮
と
、北
は
夫
餘
と
接
し
て
い
る
（
（
（
。
丸
都
の
麓
に
都
を
置
い
て
い
る
（
（
（
。〔
広
さ
は
〕
約
二
千
里
四
方
で
あ
る
。
戸
数
は
三
萬
で
あ
る
。
大
山
や
深
谷
が
多
く
、
沼
沢
が
無
い
。
山
や
谷
に
沿
っ
て
住
ん
で
い
る
。
谷
間
の
水
を
飲
ん
で
い
る
（
（
（
。
良
田
が
無
く
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
耕
作
し
て
も
、
満
腹
に
す
る
に
は
〔
収
穫
が
〕
足
り
な
い
。〔
そ
れ
で
〕
み
な
、
食
事
を
節
約
し
て
い
る
（
（
（
。
宮
室
を
作
る
の
は
好
き
で
あ
る
（
（
（
。
住
ん
で
い
る
所
の
左
右
に
大
き
な
小
屋
を
建
て
て
、
鬼
神
を
祭
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
靈
星
や
社
稷
を
祭
っ
て
い
る
（
（
（
。
そ
の
人
々
の
性
格
は
凶
暴
で
、
侵
略
を
す
る
の
が
好
き
で
あ
る
（
（
（
。
そ
の
国
に
は
王
が
い
る
（
（（
（
。
そ
の
官
〔
位
〕
に
は
相
加
・
對
盧
・
沛
者
・
古
雛
加
・
主
簿
・
優
台
・
丞
・
使
者
・
皁
衣
・
先
人
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
下
の
等
級
が
あ
る
（
（（
（
。
東
夷
で
の
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、〔
高
句
麗
は
〕
夫
餘
の
別
種
で
あ
る
と
い
う
。
言
語
や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
夫
餘
と
同
じ
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
性
質
・
気
性
や
衣
服
に
は
、
異
な
る
も
の
が
あ
る
（
（（
（
。
も
と
も
と
五
族
が
あ
っ
た
。
涓
奴
部
・
絶
奴
部
・
順
奴
部
・
潅
奴
部
・
桂
婁
部
で
あ
る
（
（（
（
。
も
と
は
涓
奴
部
が
王
と
な
っ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
弱
く
な
っ
て
、
今
は
桂
婁
部
が
そ
れ
に
代
わ
っ
て
〔
王
と
な
っ
て
〕
い
る
（
（（
（
。
漢
の
時
代
に
、〔
漢
か
ら
〕
鼓
吹
伎
人
を
賜
わ
っ
た
（
（（
（
。
い
つ
も
玄
菟
郡
か
ら
朝
服
・
衣
幘
を
受
け
と
っ
た
。
高
句
麗〔
縣
〕令
が
、そ
の
名
簿
を
つ
か
さ
ど
っ
た
（
（（
（
。
そ
の
後
、
し
だ
い
に
驕
慢
に
な
っ
て
、
郡
に
ま
で
や
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。〔
そ
こ
で
漢
で
は
〕
東
の
境
界
あ
た
り
に
小
さ
い
城
を
築
き
、
朝
服
・
衣
幘
を
そ
の
中
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
し
た
（
（（
（
。〔
高
句
麗
は
必
要
な
〕歳
時
に
な
る
と
や
っ
て
き
て
そ
れ
を
取
っ
て
い
っ
た
。
胡
（
高
句
麗
）
で
は
今
な
お
そ
の
城
を
名
づ
け
て
幘
溝
漊
と
よ
ん
で
い
る
。
溝
漊
と
は
〔
高
〕
句
麗
で
、
城
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
官
制
で
は
、
對
盧
が
い
れ
ば
沛
者
を
置
か
な
い
。〔
ぎ
ゃ
く
に
〕
沛
者
が
い
れ
ば
對
盧
を
置
か
な
い
（
（（
（
。
王
の
宗
族
は
、
大
加
が
み
な
古
雛
加
の
号
を
称
し
て
い
る
（
（（
（
。
涓
奴
部
〔
の
大たい
じ
ん人
〕
は
か
つ
て
国
王
と
な
っ
て
い
た
。
今
は
王
に
は
な
ら
な
い
が
、
直
系
の
大
人
は
、〔
同
じ
く
〕古
雛
加
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た〔
王
と
同
様
に
〕宗
廟
を
立
て
た
り
、
霊
星
・
社
稷
を
祠
る
こ
と
が
で
き
る
。
絶
奴
部
は
、代
々
、王
と
結
婚
し
て
い
る
。〔
そ
の
た
め
ま
た
〕
古
雛
の
号
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（
。
諸
大
加
も
ま
た
〔
王
家
と
は
別
に
〕
自
分
た
ち
で
使
者
・
皁
衣
・
先
人
〔
の
官
〕
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
名
は
み
な
王
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。〔
中
国
の
〕
卿
・
大
夫
の
家
臣
の
よ
う
で
あ
る
。〔
た
だ
し
〕
集
会
の
時
に
は
、王
家
の
使
者
・
皁
衣
・
先
人
と
同
席
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
国
内
で
は
、
大
家
は
、
耕
作
を
せ
ず
、
坐
食
す
る
だ
け
の
者
が
一
萬
餘
人
い
る
。
下
戸
は
遠
く
か
ら
米
や
魚
・
鹽
を
運
ん
で
き
て
そ
れ
に
供
給
す
る
。
そ
の
民
は
、
歌
舞
を
喜
び
、
国
内
の
邑
落
で
は
、
夕
暮
れ
や
夜
に
男
女
が
群
れ
集
ま
り
、
た
が
い
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
。
大
倉
庫
は
無
く
、
各
家
に
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
倉
が
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
桴
京
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。
高
句
麗
人
は
清
潔
好
き
で
あ
る
。
ま
た
じ
ょ
う
ず
に
酒
を
醸
造
し
、
貯
蔵
す
る
。
跪
拜
の
礼
を
と
る
と
き
に
は
片
脚
を〔
う
し
ろ
に
〕伸
ば
す
。〔
そ
れ
は
〕
夫
餘
〔
の
礼
〕
と
異
な
っ
て
い
る
。
行
く
と
き
に
は
、
み
な
小
走
り
す
る
（
（（
（
。
十
月
に
天
を
祭
り
、
國
中
が
み
な
集
ま
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
東
盟
と
い
っ
て
い
る
（
（（
（
。
そ
も
そ
も
公
式
に
集
ま
る
と
き
の
衣
服
は
、
み
な
錦
繍
金
銀
で
自
ら
飾
り
つ
け
る
。
大
加
や
主
簿
は
、
頭
に
幘
を
着
け
る
。
幘
の
よ
う
で
あ
る
が
余
り
が
な
い
。
小
加
は
、
折
風
を
着
け
る
。
形
は
弁
の
よ
う
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
國
の
東
に
大
き
い
穴
が
あ
り
、
隧
穴
と
よ
ん
で
い
る
。
十
月
に
國
中
が
み
な
集
ま
っ
て
、
隧
神
を
迎
え
、
國
の
385
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東
の
〔
河
の
〕
ほ
と
り
に
安
置
し
て
そ
れ
を
祭
る
。
木
隧
を
神
坐
に
置
く
（
（（
（
。
牢
獄
は
無
く
、
犯
罪
が
あ
れ
ば
諸
加
が
評
議
し
て
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
殺
し
、
妻
子
を
沒
収
し
て
奴
婢
と
す
る
。
そ
の
習
俗
で
は
、
婚
姻
を
す
る
場
合
に
、
約
束
が
定
ま
る
と
、
女
の
家
で
は
、
小
屋
を
母
屋
の
背
後
に
作
る
。
そ
れ
は
婿せい
お
く屋と
呼
ば
れ
る
。
婿
は
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
女
の
家
の
戸
外
に
行
き
、
自
ら
名
の
っ
て
跪
拜
の
礼
を
と
り
、
女
の
宿
（
婿
屋
）
に
行
く
こ
と
の
許
し
を
乞
う
。
こ
の
よ
う
に
再
三
す
る
と
、
女
の
父
母
は
よ
う
や
く
小
屋
の
中
に
行
っ
て
泊
ま
る
こ
と
を
許
す
。〔
男
の
家
は
〕
そ
の
〔
小
屋
の
〕
傍
ら
に
錢
や
帛
を
置
い
て
お
く
。
子
が
生
ま
れ
て
成
長
す
る
と
、〔
男
は
よ
う
や
く
〕
妻
を
連
れ
て
家
に
帰
る
（
（（
（
。
そ
の
習
俗
は
淫
ら
で
あ
る
（
（（
（
。
男
女
が
結
婚
を
す
る
と
、
す
ぐ
に
少
し
ず
つ
葬
礼
の
衣
を
作
り
は
じ
め
る
。
厚
葬
で
、
金
銀
財
幣
を
尽
く
し
て
葬
送
す
る
。
石
を
積
ん
で
墓
を
造
り
、
松
や
栢
を
列
べ
て
植
え
る
（
（（
（
。
高
句
麗
の
馬
は
み
な
小
さ
く
て
山
に
登
る
の
に
便
利
で
あ
る
（
（（
（
。
人
々
は
気
力
が
あ
り
、
戦
闘
に
習
熟
し
て
い
る
。
沃
沮
・
東
濊
が
み
な
隷
属
し
て
い
る
（
（（
（
。
〔
高
句
麗
と
は
別
に
〕
小
水
貊
が
あ
る
。
高
句
麗
は
、
大
き
な
河
（
鴨
緑
江
）
に
面
し
て
国
を
形
成
し
て
い
る
。
西
安
平
縣
（
（（
（
の
北
に
小
さ
な
河
（
小
水
）
が
あ
り
、
南
に
流
れ
て
海
に
注
い
で
い
る
。
高
句
麗
の
別
種
は
、
そ
の
小
さ
な
河
に
依
拠
し
て
国
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
名
づ
け
て
小
水
貊
と
よ
ん
で
い
る
（
（（
（
。
好
い
弓
を
産
出
す
る
。
い
わ
ゆ
る
貊
弓
が
そ
れ
で
あ
る
。
王
莽
時
代
の
初
年
（
紀
元
後
一
二
）（（（
（
、
高
句
麗
兵
を
徴
発
し
て
胡
（
匈
奴
）
を
攻
伐
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、〔
高
句
麗
人
は
〕、
行
か
な
い
で
お
こ
う
と
し
た
。〔
そ
こ
で
〕
無
理
強
い
し
て
行
か
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
逃
亡
し
、
城
塞
か
ら
出
て
略
奪
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
（（
（
。
遼
西
〔
郡
〕
の
大
尹
の
田
譚
が
、
そ
れ
を
追
撃
し
て
殺
さ
れ
た
（
（（
（
。
州
郡
縣
は
、そ
の
罪
を
句
麗
侯
騊
の
せ
い
だ
と
し
た
（
（（
（
。
嚴
尤
が
奏
言
し
て
、「
貊
人
が
法
を
犯
し
ま
し
た
が
、
そ
の
罪
は
騊
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
安
慰
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
今
、
み
だ
り
に
彼
に
大
罪
を
お
わ
せ
ま
し
た
な
ら
ば
、恐
ら
く
は
最
後
に
は
そ
む
く
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
。〔
し
か
し
〕
王
莽
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
ず
、
尤
に
命
令
し
て
討
伐
さ
せ
た
。
尤
は
、
句
麗
侯
騊
を
誘
い
だ
し
て
、
そ
の
や
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
斬
り
殺
し
、
そ
の
首
を
長
安
に
送
ら
せ
た
。
王
莽
は
た
い
へ
ん
喜
び
、
天
下
に
布
告
し
て
、
高
句
麗
を
改
名
し
て
下
句
麗
と
し
た
。
こ
の
時
に
な
っ
て
〔
高
句
麗
は
〕
侯
國
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（
。
〔
後
〕
漢
の
光
武
帝
〔
の
建
武
〕
八
年
（
三
二
）
に
、
高
句
麗
王
は
、
使
者
を
派
遣
し
て
朝
貢
し
た
。
そ
の
時
、
は
じ
め
て
王
と
称
し
た
（
（（
（
。
殤
帝
・
安
帝
の
時
代
（
一
〇
五
～
一
二
五
）
に
な
る
と
（
（（
（
、
高
句
麗
王
の
宮
は
（
（（
（
、
た
び
た
び
遼
東
に
侵
攻
し
た
。〔
そ
こ
で
〕
あ
ら
た
め
て
玄
菟
に
属
さ
せ
た
（
（（
（
。
遼
東
太
守
の
蔡
風
と
玄
菟
太
守
の
姚
光
は
、
宮
が
二
郡
に
対
し
て
害
を
な
す
た
め
に
、
軍
隊
を
派
遣
し
て
そ
れ
を
討
伐
し
よ
う
と
し
た
。〔
し
か
し
〕
宮
は
偽
っ
て
降
伏
し
、
和
議
を
要
請
し
た
。〔
そ
の
た
め
〕
二
郡
は
進
軍
し
な
か
っ
た
。〔
そ
れ
に
対
し
て
〕
宮
は
、
こ
っ
そ
り
と
軍
を
派
遣
し
て
玄
菟
を
攻
撃
さ
せ
、
候
城
を
焼
き
、
遼
隧
に
侵
入
し
、
役
人
や
民
を
殺
し
た
。
そ
の
ご
、
宮
は
ま
た
遼
東
を
侵
犯
し
た
。
蔡
風
は
、
安
易
に
役
人
や
兵
士
を
率
い
て
追
討
し
た
が
、
敗
れ
て
し
ま
っ
た
（
（（
（
。
宮
が
死
ん
で
、子
の
伯
固
が
即
位
し
た
（
（（
（
。順
帝（
一
二
五
～
一
四
四
）・
桓
帝（
一
四
六
～
一
六
七
）
の
時
代
に
、
ふ
た
た
び
遼
東
を
侵
犯
し
た
。
新
安
居
郷
に
侵
入
し
、
さ
ら
に
西
安
平
を
攻
め
、道
上
で
帯
方
〔
県
〕
令
を
殺
し
、楽
浪
太
守
の
妻
子
を
さ
ら
っ
た
（
（（
（
。
霊
帝
の
建
寧
二
年
（
一
六
九
）、
玄
菟
太
守
の
耿
臨
が
そ
れ
を
討
伐
し
、
数
百
人
を
斬
首
し
た
り
捕
虜
に
し
た
り
し
た
。
伯
固
は
降
伏
し
て
、
遼
東
に
属
し
た
。
嘉
（
熹
）
平
年
間
（
一
七
二
～
一
七
八
）
に
、
伯
固
は
、
玄
菟
に
属
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
（
（（
（
。
公
孫
度
が
海
東
で
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
伯
固
は
、
大
加
の
優
居
と
主
簿
の
然
人
ら
を
派
遣
し
て
度
を
助
け
て
富
山
の
賊
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
れ
を
破
っ
た
（
（（
（
。
伯
固
が
死
ぬ
と
（
（（
（
、
二
人
の
子
が
い
た
。
長
子
が
抜
奇
で
、
小
子
が
伊
夷
模
で
あ
る
。
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抜
奇
は
不
肖
で
あ
っ
た
た
め
、
国
の
人
々
は
い
っ
し
ょ
に
伊
夷
模
を
立
て
て
王
と
し
た
（
（（
（
。
伯
固
の
時
代
か
ら
、
た
び
た
び
遼
東
に
侵
攻
し
て
い
た
。
ま
た
亡
命
し
て
き
た
胡
人
を
五
百
余
家
、
受
け
入
れ
て
い
た
（
（（
（
。
建
安
年
間
（
一
九
六
～
二
二
〇
）
に
、
公
孫
康
は
、
出
兵
し
て
そ
れ
を
攻
撃
し
、
そ
の
国
を
破
り
、
集
落
を
焼
き
払
っ
た
（
（（
（
。
抜
奇
は
、
兄
で
あ
り
な
が
ら
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
怨
み
、
涓
奴
部
の
加
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
下
戸
三
万
余
人
を
率
い
て
康
の
も
と
に
行
っ
て
降
伏
し
、
戻
っ
て
き
て
沸
流
水
〔
の
ほ
と
り
〕
に
住
ん
だ
。
降
伏
し
て
い
た
胡
人
た
ち
も
伊
夷
模
に
叛
い
た
。〔
そ
こ
で
〕
伊
夷
模
は
、
あ
ら
た
め
て
新
し
い
国
を
作
っ
た
。
現
在
の
所
在
地
が
そ
れ
で
あ
る
（
（（
（
。
抜
奇
は
、
つ
い
に
は
遼
東
に
行
き
、
子
は
高
句
麗
国
に
留
ま
っ
て
生
活
し
た
。
今
の
古
雛
加
駮
位
居
が
そ
れ
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
ご
、
ふ
た
た
び
玄
菟
を
攻
撃
し
た
。
玄
菟
は
、
遼
東
と
い
っ
し
ょ
に
反
撃
し
、
そ
れ
を
大
破
し
た
（
（（
（
。伊
夷
模
に
は
子
が
無
か
っ
た
。
潅
奴
部
〔
の
女
性
〕
と
私
通
し
、
子
を
生
み
、
位
宮
と
名
づ
け
た
。
伊
夷
模
が
死
ん
で
、〔
位
宮
を
〕
立
て
て
王
と
し
た
。
今
の
高
句
麗
王
の
宮
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
曾
祖
父
は
、
宮
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
目
を
開
い
て
視
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
国
の
人
々
は
そ
れ
を
憎
ん
だ
。
成
長
す
る
と
、想
像
さ
れ
た
と
お
り
凶
虐
に
な
っ
た
。
た
び
た
び
侵
略
し
、国
は
〔
そ
の
た
め
に
〕
破
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
今
、
王
が
生
ま
れ
て
地
に
お
ち
る
と
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
目
を
開
い
て
人
を
視
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
句
麗
で
は
、
た
が
い
に
似
て
い
る
こ
と
を
「
位
」
と
い
う
。
そ
の
曾
祖
父
〔
の
宮
〕
に
似
て
い
る
た
め
に
、
位
宮
と
し
た
。
位
宮
は
体
力
が
あ
り
勇
ま
し
く
、
馬
に
乗
る
の
が
得
意
で
、
弓
矢
で
狩
猟
す
る
の
が
う
ま
か
っ
た
（
（（
（
。
景
初
二
年（
二
三
八
）、太
尉
司
馬
宣
王
が
兵
を
率
い
て
公
孫
淵
を
討
っ
た
。
宮
は
、
主
簿
・
大
加
を
派
遣
し
、
数
千
人
を
率
い
て
〔
司
馬
宣
王
の
〕
軍
を
助
け
さ
せ
た
（
（（
（
。
正
始
三
年
（
二
四
二
）、
宮
は
、
西
安
平
に
侵
入
し
た
。
そ
の
五
年
（
二
四
四
）、
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
に
破
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
の
物
語
は
儉
の
伝
に
載
せ
て
い
る
（
（（
（
。
［
註
解
］
（
１
）高
句
麗
高
句
麗
の
名
が
史
上
に
現
れ
た
最
初
は
、『
漢
書
』
地
理
志
の
燕
地
条
の
「
玄
菟
・
樂
浪
、
武
帝
の
時
置
く
。
皆
な
朝
鮮
・
濊
貊
・
句
驪
蠻
夷
」
と
あ
る
「
句
驪
」
や
、
同
・
玄
菟
郡
の
首
縣
と
し
て
の
「
高
句
驪
」
で
あ
ろ
う
。
玄
菟
郡
に
つ
い
て
は
、（
Ⅱ
）
夫
餘
の
註
（
（
）
を
参
照
。
初
建
の
玄
菟
郡
に
高
句
麗
縣
が
置
か
れ
た
こ
と
は
、『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
の
「
武
帝
、
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
高
句
驪
を
て
縣
と
爲
し
、
玄
菟
に
屬
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
従
っ
て
、
前
一
〇
七
年
の
玄
菟
郡
設
置
の
際
に
、
高
句
麗
の
名
が
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
句
麗
縣
の
名
は
、
高
句
麗
族
が
す
で
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
と
っ
た
名
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
句
麗
縣
の
名
に
ち
な
ん
で
高
句
麗
族
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
高
句
麗
と
い
う
語
は
漢
語
で
は
理
解
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
高
句
麗
縣
は
、
高
句
麗
族
を
統
轄
対
象
と
す
る
縣
と
し
て
、
高
句
麗
族
の
住
地
の
中
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
は
、
吉
林
省
集
安
市
に
あ
た
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
前
七
五
年
に
な
っ
て
、
沃
沮
縣
を
楽
浪
郡
に
移
屬
し
、
そ
れ
ま
で
の
高
句
麗
縣
の
附
近
を
廃
棄
し
、
郡
治
を
西
に
移
し
て
、
そ
こ
を
新
た
な
高
句
驪
縣
と
し
た
。
そ
の
地
は
、現
在
の
遼
寧
省
新
賓
縣
永
陵
鎭
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
の
玄
菟
郡
は
、
こ
の
新
し
い
玄
菟
郡
（
第
二
玄
菟
郡
）
に
つ
い
て
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
高
句
麗
は
、
高
句
驪
と
も
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
馬
」
扁
が
つ
く
の
は
、
漢
人
の
異
民
族
蔑
視
に
よ
る
も
の
で
、
音
は
同
じ
で
あ
る
。
句
麗
・
句
驪
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
が
、
別
の
実
体
を
指
す
の
で
は
な
く
、
単
な
る
省
略
形
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
時
代
が
降
る
と
、
高
麗
、
と
い
う
表
記
が
一
般
的
に
な
る
。
隋
・
唐
代
の
史
書
な
ど
は
み
な
高
麗
で
あ
る
。
そ
の
初
見
は
、『
中
原
高
句
麗
碑
』
の
「
高
386
国立歴史民俗博物館研究報告
第 151集　2009年 3月
抜
奇
は
不
肖
で
あ
っ
た
た
め
、
国
の
人
々
は
い
っ
し
ょ
に
伊
夷
模
を
立
て
て
王
と
し
た
（
（（
（
。
伯
固
の
時
代
か
ら
、
た
び
た
び
遼
東
に
侵
攻
し
て
い
た
。
ま
た
亡
命
し
て
き
た
胡
人
を
五
百
余
家
、
受
け
入
れ
て
い
た
（
（（
（
。
建
安
年
間
（
一
九
六
～
二
二
〇
）
に
、
公
孫
康
は
、
出
兵
し
て
そ
れ
を
攻
撃
し
、
そ
の
国
を
破
り
、
集
落
を
焼
き
払
っ
た
（
（（
（
。
抜
奇
は
、
兄
で
あ
り
な
が
ら
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
怨
み
、
涓
奴
部
の
加
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
下
戸
三
万
余
人
を
率
い
て
康
の
も
と
に
行
っ
て
降
伏
し
、
戻
っ
て
き
て
沸
流
水
〔
の
ほ
と
り
〕
に
住
ん
だ
。
降
伏
し
て
い
た
胡
人
た
ち
も
伊
夷
模
に
叛
い
た
。〔
そ
こ
で
〕
伊
夷
模
は
、
あ
ら
た
め
て
新
し
い
国
を
作
っ
た
。
現
在
の
所
在
地
が
そ
れ
で
あ
る
（
（（
（
。
抜
奇
は
、
つ
い
に
は
遼
東
に
行
き
、
子
は
高
句
麗
国
に
留
ま
っ
て
生
活
し
た
。
今
の
古
雛
加
駮
位
居
が
そ
れ
で
あ
る
（
（（
（
。
そ
の
ご
、
ふ
た
た
び
玄
菟
を
攻
撃
し
た
。
玄
菟
は
、
遼
東
と
い
っ
し
ょ
に
反
撃
し
、
そ
れ
を
大
破
し
た
（
（（
（
。伊
夷
模
に
は
子
が
無
か
っ
た
。
潅
奴
部
〔
の
女
性
〕
と
私
通
し
、
子
を
生
み
、
位
宮
と
名
づ
け
た
。
伊
夷
模
が
死
ん
で
、〔
位
宮
を
〕
立
て
て
王
と
し
た
。
今
の
高
句
麗
王
の
宮
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
曾
祖
父
は
、
宮
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
目
を
開
い
て
視
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
の
国
の
人
々
は
そ
れ
を
憎
ん
だ
。
成
長
す
る
と
、想
像
さ
れ
た
と
お
り
凶
虐
に
な
っ
た
。
た
び
た
び
侵
略
し
、国
は
〔
そ
の
た
め
に
〕
破
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
今
、
王
が
生
ま
れ
て
地
に
お
ち
る
と
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
目
を
開
い
て
人
を
視
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
句
麗
で
は
、
た
が
い
に
似
て
い
る
こ
と
を
「
位
」
と
い
う
。
そ
の
曾
祖
父
〔
の
宮
〕
に
似
て
い
る
た
め
に
、
位
宮
と
し
た
。
位
宮
は
体
力
が
あ
り
勇
ま
し
く
、
馬
に
乗
る
の
が
得
意
で
、
弓
矢
で
狩
猟
す
る
の
が
う
ま
か
っ
た
（
（（
（
。
景
初
二
年（
二
三
八
）、太
尉
司
馬
宣
王
が
兵
を
率
い
て
公
孫
淵
を
討
っ
た
。
宮
は
、
主
簿
・
大
加
を
派
遣
し
、
数
千
人
を
率
い
て
〔
司
馬
宣
王
の
〕
軍
を
助
け
さ
せ
た
（
（（
（
。
正
始
三
年
（
二
四
二
）、
宮
は
、
西
安
平
に
侵
入
し
た
。
そ
の
五
年
（
二
四
四
）、
幽
州
刺
史
毋
丘
儉
に
破
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
の
物
語
は
儉
の
伝
に
載
せ
て
い
る
（
（（
（
。
［
註
解
］
（
１
）高
句
麗
高
句
麗
の
名
が
史
上
に
現
れ
た
最
初
は
、『
漢
書
』
地
理
志
の
燕
地
条
の
「
玄
菟
・
樂
浪
、
武
帝
の
時
置
く
。
皆
な
朝
鮮
・
濊
貊
・
句
驪
蠻
夷
」
と
あ
る
「
句
驪
」
や
、
同
・
玄
菟
郡
の
首
縣
と
し
て
の
「
高
句
驪
」
で
あ
ろ
う
。
玄
菟
郡
に
つ
い
て
は
、（
Ⅱ
）
夫
餘
の
註
（
（
）
を
参
照
。
初
建
の
玄
菟
郡
に
高
句
麗
縣
が
置
か
れ
た
こ
と
は
、『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
の
「
武
帝
、
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
高
句
驪
を
て
縣
と
爲
し
、
玄
菟
に
屬
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
従
っ
て
、
前
一
〇
七
年
の
玄
菟
郡
設
置
の
際
に
、
高
句
麗
の
名
が
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
句
麗
縣
の
名
は
、
高
句
麗
族
が
す
で
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
と
っ
た
名
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
句
麗
縣
の
名
に
ち
な
ん
で
高
句
麗
族
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
高
句
麗
と
い
う
語
は
漢
語
で
は
理
解
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
高
句
麗
縣
は
、
高
句
麗
族
を
統
轄
対
象
と
す
る
縣
と
し
て
、
高
句
麗
族
の
住
地
の
中
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
は
、
吉
林
省
集
安
市
に
あ
た
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
前
七
五
年
に
な
っ
て
、
沃
沮
縣
を
楽
浪
郡
に
移
屬
し
、
そ
れ
ま
で
の
高
句
麗
縣
の
附
近
を
廃
棄
し
、
郡
治
を
西
に
移
し
て
、
そ
こ
を
新
た
な
高
句
驪
縣
と
し
た
。
そ
の
地
は
、現
在
の
遼
寧
省
新
賓
縣
永
陵
鎭
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
の
玄
菟
郡
は
、
こ
の
新
し
い
玄
菟
郡
（
第
二
玄
菟
郡
）
に
つ
い
て
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
高
句
麗
は
、
高
句
驪
と
も
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
馬
」
扁
が
つ
く
の
は
、
漢
人
の
異
民
族
蔑
視
に
よ
る
も
の
で
、
音
は
同
じ
で
あ
る
。
句
麗
・
句
驪
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
が
、
別
の
実
体
を
指
す
の
で
は
な
く
、
単
な
る
省
略
形
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
時
代
が
降
る
と
、
高
麗
、
と
い
う
表
記
が
一
般
的
に
な
る
。
隋
・
唐
代
の
史
書
な
ど
は
み
な
高
麗
で
あ
る
。
そ
の
初
見
は
、『
中
原
高
句
麗
碑
』
の
「
高
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」
で
あ
る
。
同
碑
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
五
世
紀
前
半
説
と
後
半
説
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
五
世
紀
と
し
て
問
題
な
か
ろ
う
。
中
国
か
ら
の
册
號
が
、
高
句
麗
王
で
は
な
く
高
麗
王
と
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
四
九
四
年
の
雲
（
文
咨
明
王
）
に
対
す
る
册
封
が
最
初
で
あ
る
。
李
殿
福
は
、
高
句
麗
か
ら
高
麗
へ
の
変
化
は
、
意
識
的
な
「
改
名
」
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
が
（「
高
句
麗
が
高
麗
と
改
名
し
た
の
は
何
時
か
」『
高
句
麗
・
渤
海
の
考
古
と
歴
史
』
学
生
社
、
一
九
九
一
）、
果
た
し
て
改
名
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
決
め
手
が
な
く
、
省
略
し
そ
れ
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
高
句
麗
の
語
義
に
つ
い
て
、
白
鳥
庫
吉
は
、
高
と
句
麗
（
句
驪
）
に
わ
け
て
、
句
麗
は
コ
ル
で
あ
り
、
高
は
コ
（
大
き
い
）
で
あ
る
か
ら
、
大
城
の
義
で
あ
る
と
理
解
し
た
（「
高コ
マ
句
麗
の
名
称
に
就
き
て
の
考
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
第
三
卷
、岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。
コ
ル
が
城
を
指
す
こ
と
は
、『
魏
志
』高
句
麗
伝
の
後
文
に「
溝
漊
は
、
句
麗
、
城
を
名
づ
く
る
な
り
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
李
丙
燾
は
、
神
聖
・
首
位
の
義
を
も
つ
ス
リ
を
コ
ル
に
冠
し
た
も
の
で
、首
邑
・
上
邑
の
義
で
あ
る
と
す
る
が（「
高
句
麗
國
號
考
」『
韓
国
古
代
史
研
究
』
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
）、
ス
リ
と
い
う
音
を
聞
い
た
漢
人
が
、
高
と
い
う
漢
字
を
あ
て
た
と
は
考
え
が
た
い
。
高
句
麗
は
貊
族
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
貊
は
狛
と
も
通
じ
、
日
本
で
は
高
句
麗
を
コ
マ
と
呼
ん
だ
が
、
狛
も
コ
マ
と
よ
み
、
狛
犬
や
、
高
句
麗
系
の
渡
来
人
と
關
わ
る
地
名
と
し
て
も
残
さ
れ
て
い
る
。
八
世
紀
の
突
厥
の
い
わ
ゆ
る
オ
ル
ホ
ン
碑
文
（
キ
ョ
ル
テ
ギ
ン
碑
文
と
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
）
に
、
七
世
紀
な
か
ば
に
死
ん
だ
突
厥
可
汗
の
葬
儀
に
東
方
の
ボ
ク
リ
（bokli
）
か
ら
の
使
者
が
参
列
し
て
い
る
こ
と
や
、
突
厥
軍
が
ボ
ク
リ
に
ま
で
遠
征
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
護
雅
夫
は
「bok eli
」
と
読
む
べ
き
で
、
高
句
麗
を
指
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、「
貊
の
国
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
（『
江
上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
集
』
民
族
・
文
化
編
、
山
川
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）。
そ
れ
に
従
え
ば
、
突
厥
も
、
高
句
麗
を
貊
族
の
国
と
称
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
２
）遼
東
の
東
千
里
遼
東
と
は
遼
東
郡
を
指
す
。
遼
東
郡
は
、戦
国
時
代
の
燕
が
ま
ず
設
置
し
た
。『
史
記
』匈
奴
伝
に
よ
れ
ば
、「
燕
も
亦
た
長
城
を
築
く
。
造
陽
よ
り
襄
平
に
至
る
。
上
谷
・
漁
陽
・
右
北
平
・
遼
西
・
遼
東
郡
を
置
き
、
以
て
胡
を
拒
ぐ
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
秦
・
漢
も
遼
東
郡
を
維
持
し
た
。
後
漢
末
に
は
、
公
孫
氏
が
、
遼
東
郡
を
根
拠
に
し
て
勢
力
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
司
馬
懿
の
率
い
る
魏
軍
が
滅
ぼ
し
て
の
ち
、
遼
東
郡
も
魏
の
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
孫
進
己
・
馮
永
謙
主
編
『
東
北
歴
史
地
理
』
第
二
卷
（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
魏
代
の
遼
東
郡
に
は
、
襄
平
・
平
郭
・
西
安
平
・
東
沓
・
汶
・
北
豐
・
遼
隧
・
新
昌
・
安
市
の
八
縣
が
属
し
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
は
、
襄
平
で
、
現
在
の
遼
寧
省
遼
陽
市
に
あ
た
る
。
「
東
千
里
に
在
り
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
遼
東
郡
治
は
、
遼
寧
省
遼
陽
市
に
あ
っ
た
。
高
句
麗
の
都
（
丸
都
の
下
）
は
、吉
林
省
集
安
市
で
あ
る
。
現
在
の
道
路
で
は
、
遼
陽
→
本
溪
→
桓
仁
→
通
化
→
集
安
と
い
う
行
程
で
五
二
〇
㎞
に
な
る
。
桓
仁
か
ら
集
安
へ
は
、
通
化
を
経
由
す
る
お
お
ま
わ
り
は
せ
ず
に
、
新
開
河
沿
い
の
ル
ー
ト
が
想
定
で
き
る
た
め
、も
う
少
し
短
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
よ
そ
千
里
で
あ
る
。
（
３
）朝
鮮
・
濊
貊
・
沃
沮
・
夫
餘
朝
鮮
は
、
お
お
ま
か
に
は
か
つ
て
の
衛
氏
朝
鮮
國
の
故
地
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
が
、
こ
こ
で
具
体
的
に
は
楽
浪
郡
の
首
縣
朝
鮮
縣
を
指
す
と
み
る
べ
き
で
、そ
れ
を
中
心
と
す
る
楽
浪
郡
の
領
域
を
い
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
平
壤
に
あ
た
る
。
濊
貊
は
、
ほ
ん
ら
い
は
濊
と
貊
と
で
あ
る
が
、
貊
は
高
句
麗
で
あ
り
、
実
際
に
は
濊
の
み
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
濊
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
、
濊
貊
と
誤
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
い
う
濊
は
、『
魏
志
』
東
夷
伝
の
後
文
に
濊
伝
が
あ
り
、
そ
こ
で
詳
し
く
と
り
あ
げ
る
が
、
お
よ
そ
朝
鮮
半
島
の
388
国立歴史民俗博物館研究報告
第 151集　2009年 3月
東
海
岸
、
江
原
道
一
帯
を
住
地
に
し
て
い
た
。
沃
沮
も
後
文
に
東
沃
沮
伝
が
あ
り
、
そ
こ
で
詳
し
く
ふ
れ
る
。
濊
よ
り
も
北
東
、
咸
鏡
道
か
ら
中
国
の
吉
林
省
琿
春
縣
あ
た
り
ま
で
を
住
地
と
し
て
い
た
。
（
４
）丸
都
こ
の
時
の
高
句
麗
の
都
は
、
現
在
の
吉
林
省
集
安
市
に
あ
た
る
。
丸
都
は
山
の
名
で
、そ
こ
に
山
城
も
あ
っ
た
が
、王
都
と
し
て
は
、ふ
も
と
の
平
地
が
主
体
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
側
の
史
料
で
あ
る
『
三
國
史
記
』
の
高
句
麗
本
紀
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
王
都
の
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
①
東
明
王
即
位
紀
（
前
三
七
）「
朱
蒙
、
卒
本
川
に
至
り
、
其
の
土
壤
肥
美
に
し
て
山
川
險
固
な
る
を
觀
、
遂
に
都
せ
ん
と
欲
す
。
而
る
に
未
だ
宮
室
を
作
る
に
遑
あ
ら
ず
、
但
だ
盧
を
沸
流
水
の
上
り
に
結
ん
で
之
に
居
る
。
國
、
高
句
麗
と
號
す
」
②
瑠
璃
明
王
二
二
年（
後
三
）「
冬
十
月
、王
、都
を
國
内
に
遷
す
。
尉
那
巖
城
を
築
く
」
③
山
上
王
二
年
（
一
九
八
）「
二
月
、
丸
都
城
を
築
く
」
④
同
一
三
年
（
二
〇
九
）「
冬
十
月
、
都
を
丸
都
に
移
す
」
⑤
東
川
王
二
〇
年
（
二
四
六
）「
冬
十
月
、…
…
儉
、丸
都
城
を
攻
陷
し
、之
を
屠
る
」
⑥
同
二
一
年
（
二
四
七
）「
二
月
、
王
、
丸
都
城
の
亂
を
經
、
復
た
都
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
平
壤
城
を
築
き
、
民
お
よ
び
廟
社
を
移
す
…
…
」
⑦
故
國
原
王
一
二
年（
三
四
二
）「
春
二
月
、丸
都
城
を
修
葺
す
。又
た
國
内
城
を
築
く
。
秋
八
月
、
丸
都
城
に
移
居
す
。
冬
十
月
、
燕
王
皝
…
…
丸
都
城
を
毀
ち
て
還
る
」
⑧
同
一
三
年
（
三
四
三
）「
秋
七
月
、
平
壤
の
東
黄
城
に
移
居
す
。
城
は
今
の
西
京
の
東
の
木
覓
（
ベ
キ
）
山
中
に
在
り
」
⑨
同
四
一
年
（
三
七
一
）「
冬
十
月
、百
濟
王
、兵
三
萬
を
率
い
て
平
壤
城
に
來
攻
す
」
⑩
小
獣
林
王
七
年
（
三
七
七
）「
冬
十
月
…
…
百
濟
將
兵
三
萬
、
平
壤
城
に
來
侵
す
」
⑪
長
壽
王
一
五
年
（
四
二
七
）「
都
を
平
壤
に
移
す
」
⑫
陽
原
王
八
年
（
五
五
二
）「
長
安
城
を
築
く
」
⑬
平
原
王
二
八
年
（
五
八
六
）「
都
を
長
安
城
に
移
す
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
王
都
は
、
卒
本
（
①
）
→
國
内
（
②
）
→
丸
都
（
④
）
→
平
壤
城
（
⑥
）
→
丸
都
城
（
⑦
）
→
平
壤
東
黄
城
（
⑧
）
→
平
壤
（
⑪
）
→
長
安
城
（
⑬
）
と
変
遷
し
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
最
初
の
王
都
卒
本
か
ら
、
平
壤
に
遷
都
す
る
ま
で
に
、
國
内
と
丸
都
と
い
う
二
つ
の
王
都
を
移
動
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
つ
の
王
都
の
位
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
追
究
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
那
珂
通
世
は
國
内
を
『
広
開
土
王
碑
』
の
近
く
、
丸
都
を
楚
山
も
し
く
は
そ
の
対
岸
、
と
し
、
松
井
等
は
國
内
を
臨
江
、
丸
都
を
板
石
嶺
附
近
、
関
野
貞
は
國
内
を
通
溝
、
丸
都
を
楡
樹
林
子
、
鳥
居
龍
藏
は
國
内
を
懷
仁
（
桓
仁
）、
丸
都
を
通
溝
、
と
い
う
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
関
野
貞
の
國
内
通
溝
説
、
鳥
居
龍
藏
の
丸
都
通
溝
説
両
者
を
と
も
に
認
め
て
、國
内
・
丸
都
同
一
処
説
を
初
め
て
提
唱
し
た
の
が
白
鳥
庫
吉
で
あ
っ
た
。『翰
苑
』
蕃
夷
部
註
所
引
の
『
高
麗
記
』
に
よ
れ
ば
、「
馬
訾
（
此
の
下
に
言
訾
）
水
、
高
驪
一
に
淹
水
と
名
づ
く
。
今
、
鴨
淥
水
と
名
づ
く
。
其
の
國
、
相
伝
え
て
云
わ
く
、
水
漁
（
源
）、
東
北
靺
鞨
國
白
〔
山
〕
を
出
で
、
水
色
、
鴨
頭
に
似
た
り
。
故
に
俗
に
鴨
淥
水
と
名
づ
く
。
遼
東
を
去
る
こ
と
五
百
里
、
國
内
城
の
南
を
經
、
又
た
西
し
て
一
水
と
合
す
。
即
ち
監
（
鹽
）
難
水
な
り
。
二
水
合
流
し
、
西
南
し
て
安
平
城
に
至
り
、
海
に
入
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
馬
訾
水
は
鴨
緑
江
を
指
し
、
監
（
鹽
）
難
水
は
渾
江
を
指
す
。
安
平
城
と
は
、
か
つ
て
の
遼
東
郡
西
安
平
縣
の
縣
城
を
高
句
麗
が
転
用
し
た
も
の
で
、
鴨
緑
江
と
靉
河
と
の
合
流
点
の
中
洲
、
靉
河
尖
村
の
古
城
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
國
内
城
は
鴨
緑
江
の
北
で
、
鴨
緑
江
と
渾
江
と
の
合
流
点
よ
り
も
上
流
に
位
置
す
る
。
い
っ
ぽ
う
『
新
唐
書
』
地
理
志
に
は
、
賈
耽
の
『
古
今
郡
國
道
縣
四
夷
述
』（
古
今
郡
國
志
）
か
ら
転
載
し
た
記
事
が
あ
り
、「
鴨
江
江
口
よ
り
舟
行
百
餘
里
。
乃
ち
小
舫
に
て
流
れ
を
泝
り
、
東
北
に
三
十
里
す
れ
ば
、
泊
灼
口
に
至
り
、
渤
海
の
境
を
得
た
り
。
又
た
流
れ
を
泝
る
こ
と
五
百
里
に
し
て
、
丸
都
縣
城
に
至
る
。
故
の
高
句
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東
海
岸
、
江
原
道
一
帯
を
住
地
に
し
て
い
た
。
沃
沮
も
後
文
に
東
沃
沮
伝
が
あ
り
、
そ
こ
で
詳
し
く
ふ
れ
る
。
濊
よ
り
も
北
東
、
咸
鏡
道
か
ら
中
国
の
吉
林
省
琿
春
縣
あ
た
り
ま
で
を
住
地
と
し
て
い
た
。
（
４
）丸
都
こ
の
時
の
高
句
麗
の
都
は
、
現
在
の
吉
林
省
集
安
市
に
あ
た
る
。
丸
都
は
山
の
名
で
、そ
こ
に
山
城
も
あ
っ
た
が
、王
都
と
し
て
は
、ふ
も
と
の
平
地
が
主
体
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
側
の
史
料
で
あ
る
『
三
國
史
記
』
の
高
句
麗
本
紀
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
王
都
の
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
①
東
明
王
即
位
紀
（
前
三
七
）「
朱
蒙
、
卒
本
川
に
至
り
、
其
の
土
壤
肥
美
に
し
て
山
川
險
固
な
る
を
觀
、
遂
に
都
せ
ん
と
欲
す
。
而
る
に
未
だ
宮
室
を
作
る
に
遑
あ
ら
ず
、
但
だ
盧
を
沸
流
水
の
上
り
に
結
ん
で
之
に
居
る
。
國
、
高
句
麗
と
號
す
」
②
瑠
璃
明
王
二
二
年（
後
三
）「
冬
十
月
、王
、都
を
國
内
に
遷
す
。
尉
那
巖
城
を
築
く
」
③
山
上
王
二
年
（
一
九
八
）「
二
月
、
丸
都
城
を
築
く
」
④
同
一
三
年
（
二
〇
九
）「
冬
十
月
、
都
を
丸
都
に
移
す
」
⑤
東
川
王
二
〇
年
（
二
四
六
）「
冬
十
月
、…
…
儉
、丸
都
城
を
攻
陷
し
、之
を
屠
る
」
⑥
同
二
一
年
（
二
四
七
）「
二
月
、
王
、
丸
都
城
の
亂
を
經
、
復
た
都
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
平
壤
城
を
築
き
、
民
お
よ
び
廟
社
を
移
す
…
…
」
⑦
故
國
原
王
一
二
年（
三
四
二
）「
春
二
月
、丸
都
城
を
修
葺
す
。又
た
國
内
城
を
築
く
。
秋
八
月
、
丸
都
城
に
移
居
す
。
冬
十
月
、
燕
王
皝
…
…
丸
都
城
を
毀
ち
て
還
る
」
⑧
同
一
三
年
（
三
四
三
）「
秋
七
月
、
平
壤
の
東
黄
城
に
移
居
す
。
城
は
今
の
西
京
の
東
の
木
覓
（
ベ
キ
）
山
中
に
在
り
」
⑨
同
四
一
年
（
三
七
一
）「
冬
十
月
、百
濟
王
、兵
三
萬
を
率
い
て
平
壤
城
に
來
攻
す
」
⑩
小
獣
林
王
七
年
（
三
七
七
）「
冬
十
月
…
…
百
濟
將
兵
三
萬
、
平
壤
城
に
來
侵
す
」
⑪
長
壽
王
一
五
年
（
四
二
七
）「
都
を
平
壤
に
移
す
」
⑫
陽
原
王
八
年
（
五
五
二
）「
長
安
城
を
築
く
」
⑬
平
原
王
二
八
年
（
五
八
六
）「
都
を
長
安
城
に
移
す
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
の
王
都
は
、
卒
本
（
①
）
→
國
内
（
②
）
→
丸
都
（
④
）
→
平
壤
城
（
⑥
）
→
丸
都
城
（
⑦
）
→
平
壤
東
黄
城
（
⑧
）
→
平
壤
（
⑪
）
→
長
安
城
（
⑬
）
と
変
遷
し
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
最
初
の
王
都
卒
本
か
ら
、
平
壤
に
遷
都
す
る
ま
で
に
、
國
内
と
丸
都
と
い
う
二
つ
の
王
都
を
移
動
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
つ
の
王
都
の
位
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
追
究
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
那
珂
通
世
は
國
内
を
『
広
開
土
王
碑
』
の
近
く
、
丸
都
を
楚
山
も
し
く
は
そ
の
対
岸
、
と
し
、
松
井
等
は
國
内
を
臨
江
、
丸
都
を
板
石
嶺
附
近
、
関
野
貞
は
國
内
を
通
溝
、
丸
都
を
楡
樹
林
子
、
鳥
居
龍
藏
は
國
内
を
懷
仁
（
桓
仁
）、
丸
都
を
通
溝
、
と
い
う
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
関
野
貞
の
國
内
通
溝
説
、
鳥
居
龍
藏
の
丸
都
通
溝
説
両
者
を
と
も
に
認
め
て
、國
内
・
丸
都
同
一
処
説
を
初
め
て
提
唱
し
た
の
が
白
鳥
庫
吉
で
あ
っ
た
。『翰
苑
』
蕃
夷
部
註
所
引
の
『
高
麗
記
』
に
よ
れ
ば
、「
馬
訾
（
此
の
下
に
言
訾
）
水
、
高
驪
一
に
淹
水
と
名
づ
く
。
今
、
鴨
淥
水
と
名
づ
く
。
其
の
國
、
相
伝
え
て
云
わ
く
、
水
漁
（
源
）、
東
北
靺
鞨
國
白
〔
山
〕
を
出
で
、
水
色
、
鴨
頭
に
似
た
り
。
故
に
俗
に
鴨
淥
水
と
名
づ
く
。
遼
東
を
去
る
こ
と
五
百
里
、
國
内
城
の
南
を
經
、
又
た
西
し
て
一
水
と
合
す
。
即
ち
監
（
鹽
）
難
水
な
り
。
二
水
合
流
し
、
西
南
し
て
安
平
城
に
至
り
、
海
に
入
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
馬
訾
水
は
鴨
緑
江
を
指
し
、
監
（
鹽
）
難
水
は
渾
江
を
指
す
。
安
平
城
と
は
、
か
つ
て
の
遼
東
郡
西
安
平
縣
の
縣
城
を
高
句
麗
が
転
用
し
た
も
の
で
、
鴨
緑
江
と
靉
河
と
の
合
流
点
の
中
洲
、
靉
河
尖
村
の
古
城
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
國
内
城
は
鴨
緑
江
の
北
で
、
鴨
緑
江
と
渾
江
と
の
合
流
点
よ
り
も
上
流
に
位
置
す
る
。
い
っ
ぽ
う
『
新
唐
書
』
地
理
志
に
は
、
賈
耽
の
『
古
今
郡
國
道
縣
四
夷
述
』（
古
今
郡
國
志
）
か
ら
転
載
し
た
記
事
が
あ
り
、「
鴨
江
江
口
よ
り
舟
行
百
餘
里
。
乃
ち
小
舫
に
て
流
れ
を
泝
り
、
東
北
に
三
十
里
す
れ
ば
、
泊
灼
口
に
至
り
、
渤
海
の
境
を
得
た
り
。
又
た
流
れ
を
泝
る
こ
と
五
百
里
に
し
て
、
丸
都
縣
城
に
至
る
。
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王
都
な
り
。
又
た
東
北
に
流
れ
を
泝
る
こ
と
二
百
里
に
し
て
神
州
に
至
る
。
又
た
陸
行
す
る
こ
と
四
百
里
。
顯
州
に
至
る
。
天
寶
中
、
王
の
都
す
る
所
な
り
。
…
…
」
と
あ
る
。
渤
海
を
め
ざ
し
て
、
河
口
か
ら
鴨
緑
江
を
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
る
が
、
泊
灼
口
と
は
、
先
の
靉
河
尖
古
城
の
東
（
靉
河
を
は
さ
ん
で
対
岸
）、
虎
山
山
城
が
泊
灼
城
に
比
定
さ
れ
る
た
め
、
両
河
の
合
流
点
を
指
す
か
。
そ
こ
か
ら
五
百
里
に
丸
都
縣
城
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
百
里
で
神
州
に
至
る
、
と
い
う
。
神
州
は
吉
林
省
臨
江
市
に
あ
た
り
、
そ
こ
で
上
陸
し
た
。
顯
州
は
吉
林
省
和
龍
縣
の
西
古
城
子
に
あ
て
ら
れ
る
。
丸
都
縣
城
は
、
臨
江
よ
り
も
鴨
緑
江
の
下
流
二
百
里
に
あ
た
る
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
に
、
集
安
の
西
、
小
板
岔
嶺
で
道
路
工
事
中
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
『
毋
丘
儉
紀
功
碑
』
断
碑
は
、『
魏
志
』
毋
丘
儉
伝
に
み
え
る
「
丸
都
の
山
に
刊
し
た
」
碑
石
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
丸
都
の
比
定
に
大
き
な
材
料
を
提
供
し
た
。
鴨
緑
江
に
面
し
た
地
で
、
王
都
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、『
広
開
土
王
碑
』
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
遺
蹟
の
残
る
吉
林
省
集
安
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。
集
安
が
、
流
域
で
も
最
も
広
い
平
地
を
擁
し
て
い
る
。
渾
江
と
の
合
流
点
よ
り
も
上
流
と
い
う
國
内
も
、
臨
江
よ
り
も
下
流
と
い
う
丸
都
も
、
と
も
に
集
安
を
あ
て
る
し
か
な
い
。
同
一
処
説
は
、
極
め
て
重
要
な
提
唱
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
三
品
彰
英
は
、
そ
の
立
場
で
、
ふ
た
つ
の
名
称
の
問
題
を
考
え
た
。
『
魏
志
』
毋
丘
儉
伝
で
は
、「
儉
、
遂
に
束
馬
縣
車
し
て
以
て
丸
都
に
登
り
、
句
驪
の
都
せ
る
所
を
屠
（
ほ
ふ
）
り
、
首
虜
を
斬
獲
す
る
こ
と
千
を
以
て
數
う
」
と
あ
っ
た
。「
丸
都
に
登
り
」と
あ
り
、丸
都
が
山
の
名
ら
し
く
み
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
毋
丘
儉
が
凱
旋
し
て
帰
る
時
に
「
丸
都
の
山
に
刊
し
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
丸
都
城
の
名
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
『
魏
書
』
高
句
麗
伝
で
、
慕
容
皝
に
よ
る
侵
攻
の
こ
と
を
記
し
て
「
丸
都
城
を
毀
ち
て
還
る
」
と
あ
る
。
上
記
の
高
句
麗
本
紀
の
⑦
は
、
そ
れ
を
轉
引
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
三
品
は
、『
魏
書
』
に
初
見
す
る
丸
都
城
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
『
北
史
』
や
『
資
治
通
鑑
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
が
、『
魏
書
』
に
は
問
題
が
あ
る
か
ら
、「
丸
都
城
な
る
名
の
文
献
的
に
見
え
る
の
は
唐
代
の
中
葉
か
ら
で
あ
る
」
と
し
、「
丸
都
山
下
の
王
城
が
文
献
の
上
で
唐
代
に
至
っ
て
丸
都
城
と
仮
称
さ
れ
た
」
と
推
断
し
た
。
そ
し
て
『
三
國
史
記
』
の
伝
え
る
丸
都
城
記
事
は
、
ほ
ん
ら
い
高
句
麗
の
所
伝
で
は
な
か
っ
た
、
と
み
る
。
⑤
や
⑦
で
、
中
国
史
料
を
引
用
し
て
、
丸
都
城
陥
落
の
記
事
を
の
せ
る
が
、そ
の
た
め
に
、そ
の
時
に
丸
都
城
に
王
都
が
あ
っ
た
と
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
丸
都
城
築
城
な
ど
の
記
事
が
作
ら
れ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
武
田
幸
男
は
、
丸
都
は
、「
城
」
字
を
欠
く
も
の
の
、
四
世
紀
の
丸
都
は
明
ら
か
に
「
都
す
る
所
」
で
あ
り
、
王
都
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
」
お
り
、「
当
時
の
王
都
が
何
ら
か
の
城
郭
施
設
を
も
っ
て
い
た
の
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
丸
都
に「
城
」字
を
欠
く
例
が
多
い
の
は
、「
丸
都
」の
表
記
自
体
に「
都
」
字
が
含
ま
れ
、
そ
れ
で
〝
城
郭
を
整
え
た
都
城
〟
と
い
う
意
味
が
充
分
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
し
、
集
安
に
お
け
る
山
城
子
山
城
と
通
溝
城
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
、
丸
都
城
は
三
世
紀
初
頭
に
山
上
王
が
集
安
の
地
に
築
い
た
山
城
（
③
）
す
な
わ
ち
山
城
子
山
城
で
あ
り
、
國
内
城
は
、
故
國
原
王
が
築
い
た
平
地
の
城
（
⑦
）
す
な
わ
ち
通
溝
城
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
國
内
城
は
、
こ
の
故
國
原
王
代
に
初
め
て
成
立
し
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
魏
志
』
に
み
る
限
り
、
都
は
「
丸
都
の
下
」
す
な
わ
ち
丸
都
山
の
麓
で
あ
り
、む
し
ろ
通
溝
城
の
ほ
う
が
該
当
す
る
。通
溝
城
は
、も
と
玄
菟
郡
の
縣
城（
土
城
）
で
あ
り
、
高
句
麗
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
轉
用
し
た
。
三
四
二
年
に
そ
れ
に
石
築
し
た
可
能
性
は
あ
る
が（
⑦
）、そ
れ
が
使
用
開
始
で
は
な
い
。丸
都
山
の
山
城
も
あ
っ
た
が
、
麓
の
城
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
わ
た
し
は
、
丸
都
は
ほ
ん
ら
い
や
は
り
山
の
名
で
、
そ
れ
が
王
都
の
名
と
し
て
誤
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
王
都
は
、
國
内
城
と
い
う
の
が
総
称
で
あ
っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
○
那
珂
通
世
「
朝
鮮
古
史
考
」（『
史
学
雑
誌
』
五
編
九
號
、
一
八
九
四
）
○
松
井
等
「
國
内
城
の
位
置
に
就
き
て
」（『
東
洋
学
報
』
二
卷
、
一
九
一
一
）
○
関
野
貞
「
國
内
城
及
丸
都
城
の
位
置
」（『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
一
一
號
、
一
九
一
四
）
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○
鳥
居
龍
藏
「
丸
都
城
の
説
明
」（『
世
界
』
一
〇
九
號
、
一
九
〇
七
）
○
白
鳥
庫
吉
「
丸
都
城
及
國
内
城
考
」（『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
四
・
五
號
）
○
鳥
居
龍
藏
「
丸
都
城
及
び
國
内
城
の
位
置
に
就
き
て
」（『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
七
號
、
一
九
一
四
）
○
関
野
貞
「
丸
都
城
考
」（『
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
一
○
三
品
彰
英
「
高
句
麗
王
都
考
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
輯
、
一
九
五
一
）
○
武
田
幸
男
「
丸
都
・
国
内
城
の
史
的
位
置
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
（
５
）大
山
・
深
谷
『
太
平
御
覧
』
卷
七
八
三
所
引
『
魏
略
』
に
よ
れ
ば
、「
山
林
多
く
、
源
澤
無
し
」
と
あ
る
。
高
句
麗
ほ
ん
ら
い
の
住
地
で
あ
る
、
渾
江
・
鴨
緑
江
中
流
域
は
、
実
際
に
山
が
多
く
、平
地
が
少
な
い
。の
ち
に
遼
東
方
面
や
南
方
に
進
出
し
て
、平
原
を
獲
得
す
る
が
、
そ
れ
は
四
世
紀
末
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
ま
さ
に
大
山
・
深
谷
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
國
土
で
あ
る
た
め
に
、「
谷
民
」
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
い
た
。『
広
開
土
王
碑
文
』に
は
、守
墓
人
烟
戸（
墓
守
の
徴
発
）に
つ
い
て
記
し
た
項
に
、「
谷
は
、
二
家
も
て
看
烟
と
爲
す
。
…
…
□
谷
は
、
三
家
も
て
看
烟
と
爲
す
」
と
あ
り
、
両
谷
か
ら
あ
わ
せ
て
五
家
が
看
烟
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、
広
開
土
王
が
、「
躬
ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
」
す
な
わ
ち
新
民
に
対
比
さ
れ
る
旧
民
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
旧
民
に
は
、
ほ
か
に
「
賣
句
余
の
民
」「
東
海
賈
」
な
ど
と
、「
敦
城
の
民
」「
于
城
」「
碑
利
城
」「
平
穣
城
の
民
」「
新
城
」「
南
蘇
城
」
な
ど
の
、「
城
」
字
を
附
す
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
烟
戸
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
。
『
牟
頭
婁
墓
誌
』
に
は
、
牟
頭
婁
の
祖
・
父
の
功
績
を
記
し
た
箇
所
に
「
北
道
の
城
民
と
谷
民
、
并
び
に
領
（
？
）
…
…
育
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
」
と
あ
り
、『
広
開
土
王
碑
文
』
の
旧
民
も
、
城
民
・
谷
民
と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
（
を
含
ん
で
い
る
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
田
幸
男
は
、「
渓
流
近
辺
の
平
地
に
聚
落
生
活
を
営
む
「
谷
民
」
の
一
般
的
な
実
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
後
の
領
域
支
配
の
展
開
に
お
い
て
新
た
に
諸
城
が
築
造
さ
れ
、「
城
」
民
が
登
場
し
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
登
場
の
重
要
な
画
期
の
一
つ
が
お
よ
そ
四
世
紀
前
半
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お
お
づ
か
み
に
い
え
ば
、
伝
統
的
で
初
源
的
な
谷
支
配
を
基
底
に
も
ち
、
そ
の
上
で
三
～
四
世
紀
ご
ろ
を
分
期
と
し
て
、山
城
を
含
む
政
治
的
な
「
城
」
支
配
が
新
開
領
域
を
中
心
に
出
現
し
、
お
よ
そ
谷
支
配
か
ら
城
支
配
へ
と
い
う
新
傾
向
が
展
開
し
て
、
両
者
が
並
存
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）。
集
安
の
梨
樹
園
子
南
遺
跡
（
党
校
遺
跡
）
で
は
、「
十
谷
民
造
」
と
い
う
銘
の
あ
る
瓦
当
が
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
十
谷
」
が
固
有
名
詞
で
あ
る
の
か
、「
十
の
谷
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
谷
民
が
造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
６
）良
田
な
く
…
…
『
太
平
御
覧
』卷
七
八
三
所
引『
魏
略
』に
は
、前
項
の
記
事
に
つ
づ
け
て「
其
の
國
、
貧
儉
に
し
て
、
土
著
す
。
宮
室
・
宗
廟
を
爲
る
」
と
あ
り
、
内
容
が
や
や
異
な
る
。
こ
こ
に
「
土
著
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夫
餘
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
生
業
は
農
業
主
体
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
耕
作
の
み
で
は
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
、
東
夷
伝
後
文
の
東
沃
沮
伝
で
は
、
高
句
麗
に
臣
属
し
、「
貊
布
魚
鹽
、
海
中
の
食
物
、
千
里
擔
負
し
て
之
を
致
す
」
と
あ
る
。
（
７
）宮
室
前
文
の
「
其
の
俗
、
食
を
節
す
」
と
、
こ
の
「
好
ん
で
宮
室
を
治
む
」
と
を
関
連
づ
け
て
、
食
事
を
節
約
し
て
で
も
宮
室
を
つ
く
る
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
前
項
の
『
魏
略
』
の
記
事
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
食
事
を
節
約
す
る
こ
と
と
、
宮
室
を
つ
く
る
こ
と
と
は
、
全
く
別
の
こ
と
で
、
た
だ
並
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
宮
室
の
造
営
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
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○
鳥
居
龍
藏
「
丸
都
城
の
説
明
」（『
世
界
』
一
〇
九
號
、
一
九
〇
七
）
○
白
鳥
庫
吉
「
丸
都
城
及
國
内
城
考
」（『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
四
・
五
號
）
○
鳥
居
龍
藏
「
丸
都
城
及
び
國
内
城
の
位
置
に
就
き
て
」（『
史
学
雑
誌
』
二
五
編
七
號
、
一
九
一
四
）
○
関
野
貞
「
丸
都
城
考
」（『
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
一
○
三
品
彰
英
「
高
句
麗
王
都
考
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
輯
、
一
九
五
一
）
○
武
田
幸
男
「
丸
都
・
国
内
城
の
史
的
位
置
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
）
（
５
）大
山
・
深
谷
『
太
平
御
覧
』
卷
七
八
三
所
引
『
魏
略
』
に
よ
れ
ば
、「
山
林
多
く
、
源
澤
無
し
」
と
あ
る
。
高
句
麗
ほ
ん
ら
い
の
住
地
で
あ
る
、
渾
江
・
鴨
緑
江
中
流
域
は
、
実
際
に
山
が
多
く
、平
地
が
少
な
い
。の
ち
に
遼
東
方
面
や
南
方
に
進
出
し
て
、平
原
を
獲
得
す
る
が
、
そ
れ
は
四
世
紀
末
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
ま
さ
に
大
山
・
深
谷
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
國
土
で
あ
る
た
め
に
、「
谷
民
」
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
い
た
。『
広
開
土
王
碑
文
』に
は
、守
墓
人
烟
戸（
墓
守
の
徴
発
）に
つ
い
て
記
し
た
項
に
、「
谷
は
、
二
家
も
て
看
烟
と
爲
す
。
…
…
□
谷
は
、
三
家
も
て
看
烟
と
爲
す
」
と
あ
り
、
両
谷
か
ら
あ
わ
せ
て
五
家
が
看
烟
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、
広
開
土
王
が
、「
躬
ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
」
す
な
わ
ち
新
民
に
対
比
さ
れ
る
旧
民
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
旧
民
に
は
、
ほ
か
に
「
賣
句
余
の
民
」「
東
海
賈
」
な
ど
と
、「
敦
城
の
民
」「
于
城
」「
碑
利
城
」「
平
穣
城
の
民
」「
新
城
」「
南
蘇
城
」
な
ど
の
、「
城
」
字
を
附
す
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
烟
戸
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
。
『
牟
頭
婁
墓
誌
』
に
は
、
牟
頭
婁
の
祖
・
父
の
功
績
を
記
し
た
箇
所
に
「
北
道
の
城
民
と
谷
民
、
并
び
に
領
（
？
）
…
…
育
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
」
と
あ
り
、『
広
開
土
王
碑
文
』
の
旧
民
も
、
城
民
・
谷
民
と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
（
を
含
ん
で
い
る
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
田
幸
男
は
、「
渓
流
近
辺
の
平
地
に
聚
落
生
活
を
営
む
「
谷
民
」
の
一
般
的
な
実
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
後
の
領
域
支
配
の
展
開
に
お
い
て
新
た
に
諸
城
が
築
造
さ
れ
、「
城
」
民
が
登
場
し
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
登
場
の
重
要
な
画
期
の
一
つ
が
お
よ
そ
四
世
紀
前
半
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お
お
づ
か
み
に
い
え
ば
、
伝
統
的
で
初
源
的
な
谷
支
配
を
基
底
に
も
ち
、
そ
の
上
で
三
～
四
世
紀
ご
ろ
を
分
期
と
し
て
、山
城
を
含
む
政
治
的
な
「
城
」
支
配
が
新
開
領
域
を
中
心
に
出
現
し
、
お
よ
そ
谷
支
配
か
ら
城
支
配
へ
と
い
う
新
傾
向
が
展
開
し
て
、
両
者
が
並
存
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）。
集
安
の
梨
樹
園
子
南
遺
跡
（
党
校
遺
跡
）
で
は
、「
十
谷
民
造
」
と
い
う
銘
の
あ
る
瓦
当
が
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
十
谷
」
が
固
有
名
詞
で
あ
る
の
か
、「
十
の
谷
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
谷
民
が
造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
６
）良
田
な
く
…
…
『
太
平
御
覧
』卷
七
八
三
所
引『
魏
略
』に
は
、前
項
の
記
事
に
つ
づ
け
て「
其
の
國
、
貧
儉
に
し
て
、
土
著
す
。
宮
室
・
宗
廟
を
爲
る
」
と
あ
り
、
内
容
が
や
や
異
な
る
。
こ
こ
に
「
土
著
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夫
餘
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
生
業
は
農
業
主
体
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
耕
作
の
み
で
は
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
、
東
夷
伝
後
文
の
東
沃
沮
伝
で
は
、
高
句
麗
に
臣
属
し
、「
貊
布
魚
鹽
、
海
中
の
食
物
、
千
里
擔
負
し
て
之
を
致
す
」
と
あ
る
。
（
７
）宮
室
前
文
の
「
其
の
俗
、
食
を
節
す
」
と
、
こ
の
「
好
ん
で
宮
室
を
治
む
」
と
を
関
連
づ
け
て
、
食
事
を
節
約
し
て
で
も
宮
室
を
つ
く
る
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
前
項
の
『
魏
略
』
の
記
事
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
食
事
を
節
約
す
る
こ
と
と
、
宮
室
を
つ
く
る
こ
と
と
は
、
全
く
別
の
こ
と
で
、
た
だ
並
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
宮
室
の
造
営
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。
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『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
・
烽
上
王
七
年
（
二
九
八
）
冬
十
月
条
に
「
王
、
宮
室
を
増
營
し
頗
る
極
め
て
侈
麗
な
り
。
民
饑
え
且
つ
困
し
む
。
羣
臣
驟
々
諌
む
る
も
從
わ
ず
」
と
あ
り
、
つ
づ
け
て
九
年
（
三
〇
〇
）
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
春
正
月
、
地
震
う
。
二
月
よ
り
秋
七
月
に
至
る
ま
で
雨
ふ
ら
ず
。
年
饑
え
民
相
食
む
。
八
月
、
王
、
國
内
の
男
女
年
十
五
已
上
を
發
し
宮
室
を
修
理
せ
し
む
。
民
、
食
に
乏
し
く
役
に
困
し
む
。
之
に
因
り
て
以
て
流
亡
す
。
倉
助
利
諌
め
て
曰
わ
く
、「
天
災
荐
り
に
至
り
、
年
穀
登
ら
ず
。
黎
民
所
を
失
い
、
壯
な
る
者
四
方
に
流
離
し
、
老
幼
溝
壑
に
轉
ぜ
ん
。
此
れ
誠
に
天
を
畏
れ
民
を
憂
い
恐
懼
し
て
修
省
す
る
の
時
な
り
。
大
王
曾
て
是
れ
思
わ
ず
。
饑
餓
の
人
を
駈
り
て
木
石
の
役
に
困
し
め
り
。
甚
だ
民
の
父
母
た
る
の
意
に
乖
け
り
。
而
し
て
况
ん
や
比
鄰
に
強
梗
の
敵
有
り
。
若
し
吾
が
弊
に
乘
じ
て
以
て
來
た
ら
ば
、其
れ
社
稷
・
生
民
を
如
何
せ
ん
。
願
わ
く
は
大
王
之
を
熟
計
せ
よ
」と
。
王
慍
り
て
曰
わ
く
、
「
君
は
百
姓
の
瞻
望
せ
る
所
な
り
。
宮
室
壯
麗
な
ら
ざ
れ
ば
以
て
威
の
重
き
を
示
す
無
し
。
今
國
相
、
蓋
し
寡
人
を
謗
り
以
て
百
姓
の
譽
を
千
（
干
）
め
ん
と
欲
せ
る
な
り
」
と
。
助
利
曰
わ
く
、「
君
、
民
を
恤
ま
ざ
る
は
仁
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
臣
、君
を
諌
め
ざ
る
は
忠
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
臣
既
に
國
相
を
承
乏
す
。
敢
え
て
言
わ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
豈
に
敢
え
て
譽
を
千
（
干
）
め
ん
や
」
と
。
王
笑
い
て
曰
わ
く
、「
國
相
、
百
姓
の
爲
に
死
せ
ん
と
欲
す
る
か
。
冀
く
は
後
ち
言
う
無
か
れ
」
と
。
助
利
、
王
の
悛
め
ざ
る
を
知
り
且
つ
害
の
及
ぶ
を
畏
れ
、
退
き
て
羣
臣
と
與
に
同
に
謀
り
て
之
を
廢
し
、
乙
弗
を
迎
え
て
王
と
爲
さ
ん
と
す
。
王
、
免
れ
ざ
る
を
知
り
自
ら
經
す
。
二
子
も
亦
た
從
い
て
死
す
。
烽
山
の
原
に
葬
る
。
號
し
て
烽
上
王
と
曰
う
。
魏
代
の
宮
室
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
遺
構
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
可
能
性
が
高
い
の
は
、
通
溝
城
の
内
部
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
城
内
の
調
査
と
し
て
は
、
一
九
六
三
年
に
、
浴
場
建
設
の
際
に
、
土
器
片
・
瓦
片
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
巻
雲
紋
の
瓦
当
が
あ
り
「
太
寧
四
年
太
歳
□
□
閏
月
六
日
己
巳
造
吉
保
子
宜
孫
」
と
い
う
銘
が
あ
っ
た
。
八
〇
年
に
映
画
劇
場
通
り
の
西
で
、
同
種
の
瓦
当
の
破
片
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
李
殿
福
「
集
安
巻
雲
紋
銘
文
瓦
当
考
辨
」（『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
八
四
年
四
期
）
に
よ
れ
ば
、
太
寧
は
東
晋
の
年
号
に
あ
る
が
、
四
年
は
二
月
に
咸
和
と
改
元
さ
れ
て
お
り
、
閏
月
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
太
寧
三
年
に
は
閏
八
月
が
あ
り
、
そ
の
朔
は
甲
子
で
あ
る
か
ら
、
六
日
は
己
巳
と
な
り
、
日
付
の
点
か
ら
い
え
ば
合
致
す
る
。
そ
の
場
合
、
と
う
ぜ
ん
歳
を
一
年
誤
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
必
要
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
無
理
の
少
な
い
比
定
で
あ
ろ
う
。
太
寧
三
年
は
乙
酉
で
、
三
二
五
年
に
あ
た
る
。
七
一
年
に
は
市
の
運
動
場
西
部
で
墻
壁
の
基
礎
と
礎
石
お
よ
び
高
句
麗
の
平
瓦
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
七
五
年
に
は
市
政
府
の
大
庁
舎
で
や
は
り
墻
壁
の
基
礎
と
大
量
の
赤
色
瓦
片
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
東
院
（
も
と
の
公
安
局
）
で
は
、
東
西
に
な
ら
ん
だ
直
径
八
五
㎝
の
八
角
錐
台
の
作
り
だ
し
の
あ
る
礎
石
と
、
直
径
六
〇
㎝
の
円
形
作
り
だ
し
の
あ
る
礎
石
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
は
城
内
の
中
部
に
あ
た
り
、
そ
の
範
囲
は
東
西
約
二
四
〇
ｍ
に
お
よ
ぶ
。
ひ
と
つ
の
建
築
址
の
基
礎
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
、
位
置
と
規
模
か
ら
み
て
、
あ
る
い
は
宮
殿
遺
構
で
は
な
い
か
と
い
う
。
八
五
年
五
月
に
は
、
城
内
東
北
の
隅
に
あ
た
る
、
東
壁
か
ら
五
〇
ｍ
、
北
壁
か
ら
四
八
ｍ
の
市
冷
飲
庁
付
近
の
住
宅
地
で
、地
表
下
一
ｍ
ほ
ど
か
ら
炉
址
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
周
囲
か
ら
車
軸
・
帯
鉤
・
鉄
鏃
な
ど
鉄
製
品
や
土
器
、
お
よ
び
蓮
華
紋
瓦
当
や
方
格
紋
平
瓦
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
な
ど
の
年
代
か
ら
は
、
高
句
麗
晩
期
の
も
の
と
さ
れ
る
。
八
～
九
月
に
は
、
市
民
大
楼
の
東
で
碑
の
基
台
と
土
器
片
・
瓦
片
が
、
市
印
刷
庁
の
ビ
ル
工
事
で
は
地
表
下
一
・
五
ｍ
か
ら
高
句
麗
の
土
器
片
・
赤
色
瓦
片
と
金
銅
仏
が
、
電
影
公
司
の
ビ
ル
工
事
で
は
礎
石
が
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ
て
い
る
。
八
七
年
六
月
に
は
、
南
壁
か
ら
九
ｍ
、
西
壁
か
ら
一
九
〇
ｍ
の
老
道
徳
会
の
跡
地
で
住
宅
建
設
の
さ
い
に
、
四
耳
壺
・
盆
・
蓋
な
ど
の
土
器
と
、
獣
面
紋
瓦
当
、
お
よ
び
「
四
月
造
作
」
と
い
う
銘
（
四
字
不
詳
）
の
入
っ
た
瓦
当
、
板
瓦
片
・
花
紋

、
鉄
熨
斗
、
鉄
鐙
な
ど
が
出
土
し
た
。
八
八
年
四
月
に
は
団
結
大
路
の
南
側
で
東
壁
か
ら
四
〇
ｍ
の
市
蔬
菜
商
場
で
地
表
下
一
・
五
ｍ
前
後
の
土
層
か
ら
、
泥
質
灰
色
の
壺
・
盤
・
甑
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
東
壁
か
ら
一
五
〇
ｍ
、
南
壁
か
ら
一
七
五
ｍ
の
市
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社
二
商
場
で
、
地
表
下
一
・
六
～
二
・
二
ｍ
の
土
層
か
ら
、
石
墻
と
煙
道
の
底
と
み
ら
れ
る
板
石
が
発
見
さ
れ
、
四
耳
壺
・
獣
面
紋
瓦
当
・
鉄
鍬
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
近
年
の
城
内
中
心
部
に
位
置
す
る
体
育
場
地
点
で
は
、
四
棟
の
大
型
建
物
址
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、最
大
の
も
の
は
二
〇
ｍ
×
三
〇
ｍ
を
越
え
る
礎
石
建
物
で
あ
っ
た
。
体
系
的
な
発
掘
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
の
蓄
積
を
ま
て
ば
、
王
宮
の
実
相
も
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
（
８
）鬼
神
・
靈
星
・
社
稷
『
太
平
御
覧
』
卷
七
八
三
所
引
『
魏
略
』
に
は
、前
項
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
」
と
あ
る
が
、
鬼
神
は
み
ら
れ
な
い
。
辞
書
的
に
い
え
ば
、
鬼
神
と
は
、
鬼
は
陰
の
神
、
神
は
陽
の
神
を
い
う
。
ま
た
死
ん
だ
人
の
霊
魂
や
神
秘
的
な
霊
的
存
在
を
い
う
。
靈
星
と
は
、ほ
ん
ら
い
星
の
名
で
、
天
田
星
と
も
い
い
、
稼
穡
を
つ
か
さ
ど
る
。
農
業
神
と
さ
れ
る
。
社
稷
と
は
、
社
が
土
地
の
神
、
稷
が
穀
物
の
神
で
、
あ
わ
せ
て
農
業
神
を
い
う
。
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、
馬
韓
に
も
「
鬼
神
を
信
じ
」「
鬼
神
に
事
え
」
る
こ
と
が
み
え
る
。
村
山
智
順
『
朝
鮮
の
鬼
神
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
三
国
時
代
に
於
け
る
鬼
神
は
、
天
地
山
川
等
に
偉
大
な
る
力
あ
り
と
な
し
、
之
等
を
人
格
化
し
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
人
は
こ
の
鬼
神
に
仕
事
し
、
之
を
祭
祀
す
る
事
に
依
つ
て
そ
の
幸
を
受
け
、
災
厄
を
免
れ
む
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
此
時
代
の
鬼
神
な
る
も
の
は
人
間
以
外
の
自
然
神
に
他
な
ら
な
か
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
い
う
。
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
で
は
、
社
稷
の
語
は
時
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
国
家
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
故
國
原
王
九
年
（
三
九
二
）
三
月
条
に
「
教
を
下
し
佛
法
を
崇
信
し
福
を
求
め
し
む
。
有
司
に
命
じ
國
社
を
立
て
宗
廟
を
修
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
田
村
專
之
助
「
魏
志
高
句
麗
伝
に
み
え
た
る
宗
廟
・
社
稷
・
靈
星
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
会
紀
要
』
四
册
、
一
九
四
四
）
は
、
そ
れ
ら
が
高
句
麗
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
、「
社
稷
の
も
と
の
意
義
は
土
の
神
と
穀
物
の
神
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
…
…
社
と
稷
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
意
義
で
の
農
業
神
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
に
し
て
も
、
一
般
に
は
宗
廟
と
連
称
せ
ら
れ
て
、
天
子
も
し
く
は
諸
侯
の
祭
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
か
ゝ
る
意
義
で
の
社
稷
の
祭
が
高
句
麗
に
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
高
句
麗
に
支
那
の
や
う
な
制
度
が
あ
つ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」「
支
那
で
は
靈
星
は
農
業
に
関
係
の
あ
る
神
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
…
…
高
句
麗
な
ど
の
や
う
に
、
…
…
地
理
的
に
は
甚
だ
恵
ま
れ
な
か
つ
た
農
耕
民
族
に
と
つ
て
は
、
平
坦
な
沃
土
に
耕
作
す
る
も
の
よ
り
も
、
一
層
上
記
の
〔
星
の
状
態
・
気
象
の
順
不
順
へ
の
〕
関
心
は
強
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
だ
か
ら
か
う
い
ふ
意
味
で
な
ら
、
さ
う
し
て
星
が
農
業
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
な
ら
、
何
か
の
星
を
祭
つ
た
と
し
て
も
、
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
支
那
人
が
高
句
麗
に
さ
う
い
ふ
事
実
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
こ
と
を
い
は
う
と
し
た
の
な
ら
、
魏
志
に
も
そ
れ
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
具
体
的
な
記
載
が
あ
つ
て
も
よ
さ
ゝ
う
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
星
と
農
業
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
が
な
い
。
さ
う
し
て
祭
ら
れ
た
は
ず
の
な
い
社
稷
と
連
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
を
か
し
い
。
だ
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
疑
問
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」「
要
約
し
て
い
へ
ば
、
三
世
紀
代
の
高
句
麗
に
つ
い
て
書
か
れ
た
宗
廟
・
社
稷
・
靈
星
と
い
ふ
こ
と
ば
は
、
直
接
に
は
そ
れ
ら
の
本
來
の
意
義
で
の
祭
祀
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
ゝ
な
る
。
さ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
、
魏
略
及
び
魏
志
東
夷
伝
の
書
き
か
た
の
一
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
意
味
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
支
那
の
正
史
の
異
民
族
の
風
俗
な
ど
に
関
す
る
記
載
の
し
か
た
を
考
へ
る
に
つ
い
て
も
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
す
る
。
確
か
に
厳
密
に
、
同
じ
祭
祀
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
国
的
な
祭
祀
が
導
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
通
溝
城
の
東
五
〇
〇
ｍ
に
、
東
西
に
細
長
い
台
地
が
あ
り
、
そ
の
上
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社
二
商
場
で
、
地
表
下
一
・
六
～
二
・
二
ｍ
の
土
層
か
ら
、
石
墻
と
煙
道
の
底
と
み
ら
れ
る
板
石
が
発
見
さ
れ
、
四
耳
壺
・
獣
面
紋
瓦
当
・
鉄
鍬
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
近
年
の
城
内
中
心
部
に
位
置
す
る
体
育
場
地
点
で
は
、
四
棟
の
大
型
建
物
址
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、最
大
の
も
の
は
二
〇
ｍ
×
三
〇
ｍ
を
越
え
る
礎
石
建
物
で
あ
っ
た
。
体
系
的
な
発
掘
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
の
蓄
積
を
ま
て
ば
、
王
宮
の
実
相
も
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
（
８
）鬼
神
・
靈
星
・
社
稷
『
太
平
御
覧
』
卷
七
八
三
所
引
『
魏
略
』
に
は
、前
項
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
靈
星
・
社
稷
を
祠
る
」
と
あ
る
が
、
鬼
神
は
み
ら
れ
な
い
。
辞
書
的
に
い
え
ば
、
鬼
神
と
は
、
鬼
は
陰
の
神
、
神
は
陽
の
神
を
い
う
。
ま
た
死
ん
だ
人
の
霊
魂
や
神
秘
的
な
霊
的
存
在
を
い
う
。
靈
星
と
は
、ほ
ん
ら
い
星
の
名
で
、
天
田
星
と
も
い
い
、
稼
穡
を
つ
か
さ
ど
る
。
農
業
神
と
さ
れ
る
。
社
稷
と
は
、
社
が
土
地
の
神
、
稷
が
穀
物
の
神
で
、
あ
わ
せ
て
農
業
神
を
い
う
。
『
魏
志
』
東
夷
伝
で
は
、
馬
韓
に
も
「
鬼
神
を
信
じ
」「
鬼
神
に
事
え
」
る
こ
と
が
み
え
る
。
村
山
智
順
『
朝
鮮
の
鬼
神
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
三
国
時
代
に
於
け
る
鬼
神
は
、
天
地
山
川
等
に
偉
大
な
る
力
あ
り
と
な
し
、
之
等
を
人
格
化
し
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
人
は
こ
の
鬼
神
に
仕
事
し
、
之
を
祭
祀
す
る
事
に
依
つ
て
そ
の
幸
を
受
け
、
災
厄
を
免
れ
む
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
此
時
代
の
鬼
神
な
る
も
の
は
人
間
以
外
の
自
然
神
に
他
な
ら
な
か
つ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
い
う
。
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
で
は
、
社
稷
の
語
は
時
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
国
家
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
故
國
原
王
九
年
（
三
九
二
）
三
月
条
に
「
教
を
下
し
佛
法
を
崇
信
し
福
を
求
め
し
む
。
有
司
に
命
じ
國
社
を
立
て
宗
廟
を
修
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
田
村
專
之
助
「
魏
志
高
句
麗
伝
に
み
え
た
る
宗
廟
・
社
稷
・
靈
星
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
会
紀
要
』
四
册
、
一
九
四
四
）
は
、
そ
れ
ら
が
高
句
麗
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
、「
社
稷
の
も
と
の
意
義
は
土
の
神
と
穀
物
の
神
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
…
…
社
と
稷
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
意
義
で
の
農
業
神
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
に
し
て
も
、
一
般
に
は
宗
廟
と
連
称
せ
ら
れ
て
、
天
子
も
し
く
は
諸
侯
の
祭
る
べ
き
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
か
ゝ
る
意
義
で
の
社
稷
の
祭
が
高
句
麗
に
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
高
句
麗
に
支
那
の
や
う
な
制
度
が
あ
つ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」「
支
那
で
は
靈
星
は
農
業
に
関
係
の
あ
る
神
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
…
…
高
句
麗
な
ど
の
や
う
に
、
…
…
地
理
的
に
は
甚
だ
恵
ま
れ
な
か
つ
た
農
耕
民
族
に
と
つ
て
は
、
平
坦
な
沃
土
に
耕
作
す
る
も
の
よ
り
も
、
一
層
上
記
の
〔
星
の
状
態
・
気
象
の
順
不
順
へ
の
〕
関
心
は
強
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
だ
か
ら
か
う
い
ふ
意
味
で
な
ら
、
さ
う
し
て
星
が
農
業
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
な
ら
、
何
か
の
星
を
祭
つ
た
と
し
て
も
、
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
支
那
人
が
高
句
麗
に
さ
う
い
ふ
事
実
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
こ
と
を
い
は
う
と
し
た
の
な
ら
、
魏
志
に
も
そ
れ
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
具
体
的
な
記
載
が
あ
つ
て
も
よ
さ
ゝ
う
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
星
と
農
業
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
が
な
い
。
さ
う
し
て
祭
ら
れ
た
は
ず
の
な
い
社
稷
と
連
称
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
を
か
し
い
。
だ
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
疑
問
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」「
要
約
し
て
い
へ
ば
、
三
世
紀
代
の
高
句
麗
に
つ
い
て
書
か
れ
た
宗
廟
・
社
稷
・
靈
星
と
い
ふ
こ
と
ば
は
、
直
接
に
は
そ
れ
ら
の
本
來
の
意
義
で
の
祭
祀
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
ゝ
な
る
。
さ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
、
魏
略
及
び
魏
志
東
夷
伝
の
書
き
か
た
の
一
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
意
味
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
支
那
の
正
史
の
異
民
族
の
風
俗
な
ど
に
関
す
る
記
載
の
し
か
た
を
考
へ
る
に
つ
い
て
も
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
す
る
。
確
か
に
厳
密
に
、
同
じ
祭
祀
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
国
的
な
祭
祀
が
導
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
通
溝
城
の
東
五
〇
〇
ｍ
に
、
東
西
に
細
長
い
台
地
が
あ
り
、
そ
の
上
393
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
は
古
く
か
ら
赤
色
瓦
片
が
散
布
し
て
い
た
。
東
台
子
遺
跡
と
よ
ば
れ
る
。
一
九
五
八
年
に
吉
林
省
博
物
館
が
発
掘
し
、
廻
廊
で
つ
な
が
っ
た
四
つ
の
建
物
址
が
検
出
さ
れ
た
。
中
心
的
な
Ⅰ
室
は
東
西
一
五
ｍ
、
南
北
一
一
ｍ
の
長
方
形
で
、
周
縁
は
一
・
五
～
二
ｍ
幅
で
黄
土
と
河
原
石
を
つ
き
か
た
め
、
そ
の
上
に
礎
石
を
置
く
。
そ
の
周
囲
を
廻
廊
が
め
ぐ
り
、
そ
の
外
に
、
根
固
め
石
が
残
り
、
二
重
円
形
に
つ
く
り
だ
し
た
方
形
や
円
形
の
礎
石
が
残
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
室
内
中
央
に
は
、
縦
横
〇
・
八
ｍ
、
〇
・
六
ｍ
で
高
さ
一
ｍ
の
石
柱
を
置
く
。
地
表
下
に
〇
・
四
ｍ
う
め
、
上
に
は
〇
・
六
ｍ
出
す
。
そ
の
ま
わ
り
も
河
原
石
で
固
め
て
い
る
。
東
壁
南
よ
り
に
炉
址
が
あ
り
、
灰
土
・
赤
焼
土
・
瓦
片
で
う
ま
り
、
付
近
か
ら
土
器
片
・
鉄
鍋
片
な
ど
が
出
土
し
た
。
煙
道
が
壁
に
そ
っ
て
北
か
ら
西
へ
と
の
び
、
西
北
隅
か
ら
室
外
に
出
、
北
に
の
び
て
煙
筒
に
達
す
る
。
幅
七
〇
㎝
、
高
さ
二
五
㎝
、
長
さ
二
二
ｍ
あ
り
、
底
は
瓦
片
を
敷
き
、
上
は
二
～
三
㎝
の
薄
い
板
石
で
お
お
う
。
室
外
で
は
上
を
五
～
一
〇
㎝
の
板
石
で
お
お
っ
て
い
る
。
煙
道
内
の
灰
は
少
な
く
、
日
常
的
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
、
報
告
者
の
蘇
才
は
、
宮
室
か
社
稷
を
祭
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、
壮
麗
な
建
築
址
で
あ
る
か
ら
と
い
う
ほ
ど
の
理
由
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
方
起
東
は
、
Ⅰ
室
中
央
の
石
柱
に
注
目
し
、『
周
礼
』
鄭
玄
注
・『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』
な
ど
の
中
国
古
典
文
献
で
、
社
の
神
主
と
し
て
石
を
用
い
る
例
を
確
認
し
、
江
蘇
省
銅
山
丘
湾
の
社
址
と
み
ら
れ
る
遺
跡
と
も
対
比
し
て
、
社
主
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
Ⅰ
室
を
地
母
と
し
て
の
社
を
祭
る
と
こ
ろ
、
隣
接
す
る
Ⅱ
室
を
農
神
で
あ
る
稷
を
祭
る
と
こ
ろ
と
推
定
し
、
出
土
瓦
当
の
年
代
観
を
ふ
ま
え
て
、故
国
壌
王
九
年
（
三
九
二
）
条
に
立
て
た
と
み
え
る
「
国
社
」
に
あ
て
た
。
た
だ
し
、
千
田
剛
道
は
、
東
台
子
遺
跡
出
土
あ
る
い
は
採
集
の
瓦
当
に
つ
い
て
、
六
・
七
世
紀
の
も
の
が
多
い
と
み
て
お
り
、
遺
構
の
年
代
も
、
そ
れ
が
中
心
的
な
時
期
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
参
考
文
献
○
蘇
才
「
吉
林
輯
安
高
句
麗
建
築
遺
址
的
清
理
」（『
考
古
』
一
九
六
一
年
一
期
）
○
方
起
東
「
集
安
東
台
子
高
句
麗
建
築
遺
址
的
性
質
和
年
代
」（『
東
北
考
古
与
歴
史
』
一
九
八
二
年
一
期
、
長
春
）
○
千
田
剛
道
「
瓦
か
ら
み
た
高
句
麗
古
都
集
安
」（『
青
丘
学
術
論
集
』
五
集
、
一
九
九
四
）
（
９
）性
は
凶
急
に
し
て
、
寇
鈔
を
喜
ぶ
『
太
平
御
覧
』卷
七
八
三
所
引『
魏
略
』に
は
、前
項
の
記
事
に
つ
づ
け
て「
其
の
俗
、
凶
急
に
し
て
寇
鈔
を
喜
ぶ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
夫
餘
の
場
合
「
寇
鈔
せ
ず
」
と
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
魏
と
の
関
係
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
10
）高
句
麗
王
高
句
麗
王
と
し
て
、
初
め
て
中
国
の
記
録
に
現
れ
る
の
は
、『
漢
書
』
王
莽
伝
に
み
え
る
「
高
句
麗
侯
騶
」
で
あ
る
。
後
漢
代
に
は
、
建
武
八
年
（
三
二
）
に
遣
使
し
た
高
句
麗
王
が
『
後
漢
書
』
に
み
え
る
が
、
名
は
記
し
て
い
な
い
。
後
漢
代
で
知
ら
れ
た
最
初
の
王
は
宮
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
初
に
係
年
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
資
治
通
鑑
』
の
一
〇
五
年
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
で
は
、一
一
一
年
が
最
初
で
あ
る
。『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、一
二
一
年
に
「
宮
死
し
、
子
の
遂
成
立
つ
」
と
あ
る
。
遂
成
の
名
は
、
一
二
二
年
に
も
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
後
「
遂
成
死
し
、
子
の
伯
固
立
つ
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
の
が
一
三
二
年
の
記
事
で
あ
る
か
ら
遂
成
の
死
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
魏
志
』
で
は
、「
宮
死
し
、
子
の
伯
固
立
つ
」
と
あ
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
伯
固
は
、
一
六
九
年
に
初
め
て
登
場
し
、
公
孫
度
が
自
立
し
た
と
き
（
一
九
〇
年
頃
）、
度
を
助
け
て
出
兵
し
て
い
る
。
伯
固
の
死
後
、
長
子
と
小
子
と
の
間
で
後
継
者
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
経
て
小
子
伊
夷
模
が
あ
と
を
つ
ぐ
。
以
下
は
、
魏
代
の
こ
と
で
あ
る
。
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）官
位
高
句
麗
の
官
位
制
が
確
認
さ
れ
る
最
初
が
こ
の
『
魏
志
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
〇
種
の
官
位
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
等
級
が
あ
っ
て
、
つ
ま
り
一
〇
等
か
ら
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
高
句
麗
で
は
、
こ
の
あ
と
四
世
紀
に
な
っ
て
一
三
等
の
官
位
制
と
し
て
展
開
し
、
滅
亡
ま
で
至
る
。『
魏
志
』
に
み
え
る
一
〇
等
の
官
位
は
、
高
句
麗
に
お
け
る
初
期
の
官
位
制
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
各
官
名
は
序
列
の
み
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
性
格
は
一
律
で
は
な
い
。
相
加
～
古
雛
加
と
い
う
諸
大
加
を
編
成
し
た
も
の
と
、
主
簿
～
丞
の
よ
う
な
王
直
属
の
官
僚
層
と
、
使
者
～
先
人
の
よ
う
な
、
諸
大
加
も
王
も
設
置
し
え
た
家
産
官
僚
層
の
三
つ
に
わ
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
（
武
田
幸
男
説
）、
そ
れ
が
官
位
制
の
形
成
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高
句
麗
官
位
制
に
対
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
金
哲
埈
「
高
句
麗
・
新
羅
の
官
階
組
織
の
成
立
過
程
」（『
李
丙
燾
博
士
華
甲
紀
念
論
叢
』
一
潮
閣
、
一
九
五
六
）・
宮
崎
市
定
「
三
韓
時
代
の
位
階
制
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
四
輯
、
一
九
五
九
）
に
は
じ
ま
る
。
も
っ
と
も
体
系
的
な
研
究
は
、
武
田
幸
男
「
高
句
麗
官
位
制
の
史
的
展
開
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
つ
つ
、
初
期
の
官
位
制
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
官
位
制
形
成
の
時
期
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
、
諸
官
位
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
を
『
魏
志
』
と
比
べ
る
と
「
古
雛
加
」
が
「
古
鄒
大
加
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
丞
」
が
も
れ
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
『
魏
志
』
以
上
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
お
よ
そ
『
魏
志
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
み
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
、
後
漢
代
に
お
け
る
官
位
制
の
体
系
的
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
册
府
元
龜
』
卷
九
六
二
・
外
臣
部
・
官
號
に
は
「
高
句
驪
國
、
後
漢
の
時
、
其
の
國
、
官
を
置
く
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
記
す
官
位
を
列
挙
し
て
お
り
、『
後
漢
書
』
が
正
史
で
い
ち
は
や
く
官
位
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
漢
代
に
「
官
を
置
い
た
」
も
の
と
理
解
し
た
だ
け
で
、
特
別
の
根
拠
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
句
麗
に
お
け
る
官
位
の
存
在
は
、
後
漢
代
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
位
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
た
最
も
古
い
記
録
は
、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
の
後
文
に
み
え
る
「
伯
固
、
大
加
優
居
・
主
簿
然
人
等
を
遣
わ
し
、〔
公
孫
〕
度
を
助
け
て
富
山
の
賊
を
撃
ち
之
を
破
ら
し
む
」
と
い
う
記
事
で
、こ
こ
に
「
主
簿
」
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
は
公
孫
度
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
死
が
二
〇
四
年
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
官
位
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
主
簿
」
が
、
後
漢
末
期
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
の
み
で
後
漢
末
期
に
お
い
て
す
で
に
一
〇
等
か
ら
な
る
官
位
体
系
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
初
出
と
し
て
、
そ
の
後
、『
魏
志
』
の
伝
え
る
時
期
ま
で
に
、
一
〇
等
の
官
位
制
が
成
立
し
た
、
と
す
る
の
が
確
実
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
三
國
史
記
』
に
は
、
こ
れ
ら
『
魏
志
』
に
み
え
る
諸
官
位
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
（
Ａ
）
沛
者
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①〔
大
祖
大
王
〕
二
十
年
（
七
二
）
春
二
月
、
貫
那
部
沛
者
達
賈
、
藻
那
を
伐
ち
、
其
の
王
を
虜
と
す
。
②〔
同
王
〕
二
十
二
年
（
七
四
）
冬
十
月
、
王
、
桓
那
部
沛
者
薛
儒
を
遣
わ
し
朱
那
を
伐
た
し
む
。
其
の
王
子
乙
音
を
虜
と
し
、
古
鄒
加
と
爲
す
。
③〔
同
王
〕
七
十
一
年
（
一
二
三
）
冬
十
月
、
沛
者
穆
度
婁
を
以
て
左
輔
と
爲
し
、
高
福
章
を
右
輔
と
爲
し
、
令
し
て
遂
成
と
與
に
政
事
を
參
せ
し
む
。
④〔
同
王
〕
八
十
年
（
一
三
二
）
秋
七
月
、
遂
成
、
倭
山
に
獵
し
、
左
右
と
宴
す
。
是
に
於
て
貫
那
于
台
彌
儒
・
桓
那
于
台
菸
支
留
・
沸
流
那
皁
衣
陽
神
等
、
陰
か
に
遂
成
に
謂
い
て
曰
わ
く
、「
初
め
慕
本
の
薨
ず
る
や
、
太
子
不
肯
（
肖
）
に
し
て
、
羣
寮
、
王
子
再
思
を
立
て
ん
と
欲
す
。
再
思
、
老
い
た
る
を
以
て
子
に
讓
り
し
は
、
兄
の
老
い
た
る
を
し
て
弟
に
及
ば
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
今
、
王
既
に
已
に
老
ゆ
。
而
し
て
讓
る
の
意
無
し
。
惟
だ
吾
子
之
を
計
れ
」
と
。
遂
成
曰
わ
く
、「
承
襲
は
必
ら
ず
嫡
な
る
が
天
下
の
常
道
な
り
。
王
、
今
老
い
た
る
と
雖
も
嫡
子
の
在
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（
11
）官
位
高
句
麗
の
官
位
制
が
確
認
さ
れ
る
最
初
が
こ
の
『
魏
志
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
〇
種
の
官
位
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
等
級
が
あ
っ
て
、
つ
ま
り
一
〇
等
か
ら
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
高
句
麗
で
は
、
こ
の
あ
と
四
世
紀
に
な
っ
て
一
三
等
の
官
位
制
と
し
て
展
開
し
、
滅
亡
ま
で
至
る
。『
魏
志
』
に
み
え
る
一
〇
等
の
官
位
は
、
高
句
麗
に
お
け
る
初
期
の
官
位
制
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
各
官
名
は
序
列
の
み
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
性
格
は
一
律
で
は
な
い
。
相
加
～
古
雛
加
と
い
う
諸
大
加
を
編
成
し
た
も
の
と
、
主
簿
～
丞
の
よ
う
な
王
直
属
の
官
僚
層
と
、
使
者
～
先
人
の
よ
う
な
、
諸
大
加
も
王
も
設
置
し
え
た
家
産
官
僚
層
の
三
つ
に
わ
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
（
武
田
幸
男
説
）、
そ
れ
が
官
位
制
の
形
成
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高
句
麗
官
位
制
に
対
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
金
哲
埈
「
高
句
麗
・
新
羅
の
官
階
組
織
の
成
立
過
程
」（『
李
丙
燾
博
士
華
甲
紀
念
論
叢
』
一
潮
閣
、
一
九
五
六
）・
宮
崎
市
定
「
三
韓
時
代
の
位
階
制
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
学
報
』
一
四
輯
、
一
九
五
九
）
に
は
じ
ま
る
。
も
っ
と
も
体
系
的
な
研
究
は
、
武
田
幸
男
「
高
句
麗
官
位
制
の
史
的
展
開
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
つ
つ
、
初
期
の
官
位
制
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
官
位
制
形
成
の
時
期
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
、
諸
官
位
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
を
『
魏
志
』
と
比
べ
る
と
「
古
雛
加
」
が
「
古
鄒
大
加
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
丞
」
が
も
れ
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
『
魏
志
』
以
上
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
お
よ
そ
『
魏
志
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
み
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
、
後
漢
代
に
お
け
る
官
位
制
の
体
系
的
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
册
府
元
龜
』
卷
九
六
二
・
外
臣
部
・
官
號
に
は
「
高
句
驪
國
、
後
漢
の
時
、
其
の
國
、
官
を
置
く
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
記
す
官
位
を
列
挙
し
て
お
り
、『
後
漢
書
』
が
正
史
で
い
ち
は
や
く
官
位
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
漢
代
に
「
官
を
置
い
た
」
も
の
と
理
解
し
た
だ
け
で
、
特
別
の
根
拠
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
句
麗
に
お
け
る
官
位
の
存
在
は
、
後
漢
代
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
位
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
た
最
も
古
い
記
録
は
、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
の
後
文
に
み
え
る
「
伯
固
、
大
加
優
居
・
主
簿
然
人
等
を
遣
わ
し
、〔
公
孫
〕
度
を
助
け
て
富
山
の
賊
を
撃
ち
之
を
破
ら
し
む
」
と
い
う
記
事
で
、こ
こ
に
「
主
簿
」
が
み
え
て
い
る
。
そ
れ
は
公
孫
度
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
死
が
二
〇
四
年
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
官
位
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
主
簿
」
が
、
後
漢
末
期
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
の
み
で
後
漢
末
期
に
お
い
て
す
で
に
一
〇
等
か
ら
な
る
官
位
体
系
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
初
出
と
し
て
、
そ
の
後
、『
魏
志
』
の
伝
え
る
時
期
ま
で
に
、
一
〇
等
の
官
位
制
が
成
立
し
た
、
と
す
る
の
が
確
実
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
三
國
史
記
』
に
は
、
こ
れ
ら
『
魏
志
』
に
み
え
る
諸
官
位
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
（
Ａ
）
沛
者
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①〔
大
祖
大
王
〕
二
十
年
（
七
二
）
春
二
月
、
貫
那
部
沛
者
達
賈
、
藻
那
を
伐
ち
、
其
の
王
を
虜
と
す
。
②〔
同
王
〕
二
十
二
年
（
七
四
）
冬
十
月
、
王
、
桓
那
部
沛
者
薛
儒
を
遣
わ
し
朱
那
を
伐
た
し
む
。
其
の
王
子
乙
音
を
虜
と
し
、
古
鄒
加
と
爲
す
。
③〔
同
王
〕
七
十
一
年
（
一
二
三
）
冬
十
月
、
沛
者
穆
度
婁
を
以
て
左
輔
と
爲
し
、
高
福
章
を
右
輔
と
爲
し
、
令
し
て
遂
成
と
與
に
政
事
を
參
せ
し
む
。
④〔
同
王
〕
八
十
年
（
一
三
二
）
秋
七
月
、
遂
成
、
倭
山
に
獵
し
、
左
右
と
宴
す
。
是
に
於
て
貫
那
于
台
彌
儒
・
桓
那
于
台
菸
支
留
・
沸
流
那
皁
衣
陽
神
等
、
陰
か
に
遂
成
に
謂
い
て
曰
わ
く
、「
初
め
慕
本
の
薨
ず
る
や
、
太
子
不
肯
（
肖
）
に
し
て
、
羣
寮
、
王
子
再
思
を
立
て
ん
と
欲
す
。
再
思
、
老
い
た
る
を
以
て
子
に
讓
り
し
は
、
兄
の
老
い
た
る
を
し
て
弟
に
及
ば
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
今
、
王
既
に
已
に
老
ゆ
。
而
し
て
讓
る
の
意
無
し
。
惟
だ
吾
子
之
を
計
れ
」
と
。
遂
成
曰
わ
く
、「
承
襲
は
必
ら
ず
嫡
な
る
が
天
下
の
常
道
な
り
。
王
、
今
老
い
た
る
と
雖
も
嫡
子
の
在
395
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る
有
り
。
豈
に
敢
え
て
覬
覦
せ
ん
や
」
と
。
彌
儒
曰
わ
く
、「
弟
の
賢
を
以
て
兄
の
後
を
承
く
る
は
、
古
え
も
亦
た
之
有
り
。
子
其
れ
疑
う
勿
れ
」
と
。
是
に
於
て
左
輔
沛
者
穆
度
婁
、
遂
成
の
異
心
有
る
を
知
り
、
疾
と
稱
し
て
仕
え
ず
。
⑤〔
次
大
王
〕
二
年
（
一
四
七
）
春
二
月
、
貫
那
沛
者
彌
儒
を
拜
し
て
左
輔
と
爲
す
。
　新
大
王
二
年
（
一
六
六
）〔
椽
那
皁
衣
明
臨
〕
荅
夫
を
拜
し
て
國
相
と
爲
し
、
爵
を
加
え
て
沛
者
と
爲
す
。
内
外
の
兵
馬
を
知
ら
し
め
、
兼
ね
て
梁
貊
部
落
を
領
せ
し
む
。
⑥〔
故
國
川
王
〕十
二
年（
一
九
〇
）秋
九
月
、京
都
、雪
ふ
る
こ
と
六
尺
。
中
畏
大
夫
・
沛
者
於
畀
留
、
評
者
左
可
慮
、
皆
な
王
后
の
親
戚
な
る
を
以
て
國
の
權
柄
を
執
り
、
其
の
子
弟
並
び
に
勢
を
恃
ん
で
驕
侈
な
り
。
人
の
子
女
を
掠
め
人
の
田
宅
を
奪
え
り
。
國
人
怨
憤
す
。
王
之
を
聞
き
て
怒
り
、
之
を
誅
さ
ん
と
欲
す
。
左
可
慮
ら
四
掾
那
と
謀
叛
す
。
⑦〔
中
川
王
〕
七
年
（
二
五
四
）
夏
四
月
、
國
相
明
臨
於
漱
卒
す
。
沸
流
沛
者
陰
友
を
以
て
國
相
と
爲
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
貫
那
部 
沛
者 
達
賈
桓
那
部 
沛
者 
薛
儒
―
 
沛
者 
穆
度
婁 
→
左
輔
貫
那 
沛
者 
彌
儒 
→
左
輔
椽
那 
皁
衣 
明
臨
荅
夫 
→
國
相
・
沛
者
―
 
沛
者 
於
畀
留 
（
王
后
の
親
戚
）
沸
流 
沛
者 
陰
友 
→
國
相
こ
れ
を
通
し
て
、
沛
者
が
左
輔
・
國
相
と
な
る
資
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
明
臨
荅
夫
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
皁
衣
で
は
國
相
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
沛
者
と
な
っ
て
國
相
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
う
ぜ
ん
皁
衣
よ
り
も
沛
者
が
上
位
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
次
に
（
Ｂ
）
主
簿
の
例
を
あ
げ
る
。
大
主
簿
も
含
め
る
。
①〔
次
大
王
二
年
（
一
四
七
）〕
秋
七
月
、
左
輔
穆
度
婁
、
疾
を
稱
し
て
退
老
す
。
桓
那
于
台
菸
支
留
を
以
て
左
輔
と
爲
し
、
爵
を
加
え
て
大
主
簿
と
爲
す
。
②〔
新
大
王
〕
五
年
（
一
六
九
）、
王
、
大
加
優
居
・
主
簿
然
人
等
を
遣
わ
し
兵
を
將
い
玄
菟
太
守
公
孫
度
を
助
け
富
山
の
賊
を
討
つ
。
③〔
東
川
王
〕
十
二
年
（
二
三
八
）、
魏
の
太
傅
司
馬
宣
王
、
衆
を
率
い
て
公
孫
淵
を
討
つ
。
王
、
主
簿
・
大
加
を
遣
わ
し
兵
千
人
を
將
い
て
之
を
助
け
し
む
。
④〔
烽
上
王
〕
三
年
（
二
九
四
）
秋
九
月
、
國
相
尚
婁
卒
す
。
南
部
大
使
者
倉
助
利
を
以
て
國
相
と
爲
し
、
爵
を
進
め
て
大
主
簿
と
爲
す
。
こ
の
う
ち
、②
③
は
、中
国
史
料
の
引
用
で
あ
る
。整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
桓
那 
于
台 
菸
支
留 
→
左
輔
・
大
主
簿
主
簿 
然
人
南
部 
大
使
者 
倉
助
利 
→
國
相
・
大
主
簿
国
内
史
料
と
し
て
は
、
主
簿
は
な
く
、
大
主
簿
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
大
主
簿
も
、
左
輔
・
國
相
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
の
沛
者
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
于
台
・
大
使
者
よ
り
は
上
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
（
Ｃ
）
于
台
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
魏
志
』
の
優
台
に
該
当
す
る
。
優
と
于
と
は
音
通
で
あ
る
。
①〔
大
祖
大
王
〕
十
六
年
（
六
八
）
秋
八
月
、曷
思
王
の
孫
都
頭
、國
を
以
て
來
降
す
。
都
頭
を
以
て
于
台
と
爲
す
。
②
沛
者
の
例
の
④
③〔
次
大
王
二
年
（
一
四
七
）〕
秋
七
月
、
左
輔
穆
度
婁
、
疾
を
稱
し
て
退
老
す
。
桓
那
于
台
菸
支
留
を
以
て
左
輔
と
爲
し
、
爵
を
加
え
て
大
主
簿
と
爲
す
。
冬
十
月
、
沸
流
那
陽
神
を
、
中
畏
大
夫
と
爲
し
、
爵
を
加
え
て
于
台
と
爲
す
。
皆
な
王
の
故
舊
な
り
。
④〔
故
國
川
王
〕
十
三
年
（
一
九
一
）
夏
四
月
…
…
西
鴨
谷
左
勿
村
の
乙
巴
素
な
る
も
の
は
琉
璃
の
大
臣
乙
素
之
の
孫
な
り
。
性
質
剛
毅
に
し
て
智
慮
淵
深
、
世
に
用
い
ら
れ
ず
力
田
し
自
給
せ
り
。
大
王
若
し
國
を
理
め
ん
と
欲
さ
ば
、
此
の
人
に
396
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あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
不
可
な
り
。」
と
。
王
、
使
を
遣
わ
し
卑
辭
重
禮
を
以
て
之
を
聘
し
中
畏
大
夫
に
拜
し
爵
を
加
え
て
于
台
と
爲
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
曷
思 
于
台 
都
頭
貫
那 
于
台 
彌
儒
桓
那 
于
台 
菸
支
留 
→
左
輔
・
大
主
簿
沸
流
那 
 
陽
神 
→
中
畏
大
夫
・
于
台
左
勿
村 
 
乙
巴
素 
→
中
畏
大
夫
・
于
台
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
于
台
は
、
中
畏
大
夫
と
い
う
職
に
相
当
す
る
官
爵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
（
Ｄ
）
使
者
の
例
を
あ
げ
る
。
①〔
大
武
神
王
〕
十
五
年
（
三
二
）
春
三
月
、
大
臣
仇
都
・
逸
苟
・
焚
求
等
三
人
を
黜
し
て
庶
人
と
爲
す
。
…
…
遂
に
南
部
の
使
者
鄒
素
を
し
て
代
わ
り
て
部
の
長
と
爲
さ
し
む
。
②〔
故
國
川
王
十
三
年
（
一
九
一
）〕
冬
十
月
…
…
乃
ち
〔
東
部
の
晏
留
を
〕
拜
し
て
大
使
者
と
爲
す
。
③〔
東
川
王
二
十
年
（
二
四
六
）、
東
部
の
〕
紐
由
に
追
贈
し
て
九
使
者
と
爲
す
。
又
た
其
の
子
多
優
を
以
て
大
使
者
と
爲
す
。
④〔
西
川
王
〕
二
年
（
二
七
一
）
春
正
月
、
西
部
大
使
者
于
の
女
を
立
て
て
王
后
と
爲
す
。
⑤
主
簿
の
例
の
④
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
南
部 
使
者 
鄒
素 
→
部
長
東
部 
 
晏
留 
→
大
使
者
東
部 
 
紐
由 
→
追
贈
九
使
者
東
部 
 
多
優 
→
大
使
者
南
部 
大
使
者 
倉
助
利 
→
國
相
・
大
主
簿
次
に
（
Ｅ
）
皁
衣
で
あ
る
。
①
沛
者
の
例
の
④
②
〔
次
大
王
二
十
年
（
一
六
五
）〕
冬
十
月
、
椽
那
皁
衣
明
臨
荅
夫
、
民
の
忍
び
ざ
る
に
因
り
、
王
を
弑
す
。
號
し
て
次
大
王
と
爲
す
。
以
上
の
二
例
で
あ
る
が
、
整
理
す
れ
ば
、
沸
流
那 
皁
衣 
陽
神
椽
那 
皁
衣 
明
臨
荅
夫
と
な
る
。
明
臨
荅
夫
が
こ
の
の
ち
沛
者
・
國
相
と
な
る
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
が
、『
魏
志
』
に
み
え
る
官
位
の
、『
三
國
史
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
ほ
か
に
「
古
鄒
加
」
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
文
と
の
関
わ
り
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。「
相
加
」「
對
盧
」「
丞
」「
先
人
」
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
高
句
麗
本
紀
の
前
半
部
分
（
美
川
王
以
前
）
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
高
句
麗
本
紀
の
史
料
的
特
徴
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半
に
は
独
自
の
内
容
を
も
つ
記
事
が
多
く
、
逆
に
後
半
に
は
中
国
史
書
を
引
用
し
た
記
事
を
中
心
に
、
簡
単
な
記
事
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
官
位
の
諸
例
が
、
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
、
国
内
的
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
疑
問
も
あ
る
。
た
だ
し
、
優
台
を
于
台
と
す
る
よ
う
な
独
自
な
表
記
法
を
み
る
と
、
単
純
に
、
中
国
の
史
書
に
み
え
る
も
の
を
も
と
に
造
作
し
た
と
は
い
え
ず
、
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
諸
官
位
は
、
す
で
に
一
世
紀
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
一
世
紀
段
階
で
す
で
に
官
位
制
が
成
立
し
て
い
た
、
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
、
年
代
の
ま
ま
に
認
め
る
こ
と
に
は
、
な
お
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
官
位
の
序
列
に
つ
い
て
知
り
う
る
こ
と
は
多
く
な
い
が
、
皁
衣
→
沛
者
、
于
台
→
大
主
簿
、
大
使
者
→
大
主
簿
の
昇
進
の
例
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
魏
志
』
の
順
と
も
矛
盾
し
な
い
。
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あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
不
可
な
り
。」
と
。
王
、
使
を
遣
わ
し
卑
辭
重
禮
を
以
て
之
を
聘
し
中
畏
大
夫
に
拜
し
爵
を
加
え
て
于
台
と
爲
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
曷
思 
于
台 
都
頭
貫
那 
于
台 
彌
儒
桓
那 
于
台 
菸
支
留 
→
左
輔
・
大
主
簿
沸
流
那 
 
陽
神 
→
中
畏
大
夫
・
于
台
左
勿
村 
 
乙
巴
素 
→
中
畏
大
夫
・
于
台
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
于
台
は
、
中
畏
大
夫
と
い
う
職
に
相
当
す
る
官
爵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
（
Ｄ
）
使
者
の
例
を
あ
げ
る
。
①〔
大
武
神
王
〕
十
五
年
（
三
二
）
春
三
月
、
大
臣
仇
都
・
逸
苟
・
焚
求
等
三
人
を
黜
し
て
庶
人
と
爲
す
。
…
…
遂
に
南
部
の
使
者
鄒
素
を
し
て
代
わ
り
て
部
の
長
と
爲
さ
し
む
。
②〔
故
國
川
王
十
三
年
（
一
九
一
）〕
冬
十
月
…
…
乃
ち
〔
東
部
の
晏
留
を
〕
拜
し
て
大
使
者
と
爲
す
。
③〔
東
川
王
二
十
年
（
二
四
六
）、
東
部
の
〕
紐
由
に
追
贈
し
て
九
使
者
と
爲
す
。
又
た
其
の
子
多
優
を
以
て
大
使
者
と
爲
す
。
④〔
西
川
王
〕
二
年
（
二
七
一
）
春
正
月
、
西
部
大
使
者
于
の
女
を
立
て
て
王
后
と
爲
す
。
⑤
主
簿
の
例
の
④
こ
れ
ら
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
南
部 
使
者 
鄒
素 
→
部
長
東
部 
 
晏
留 
→
大
使
者
東
部 
 
紐
由 
→
追
贈
九
使
者
東
部 
 
多
優 
→
大
使
者
南
部 
大
使
者 
倉
助
利 
→
國
相
・
大
主
簿
次
に
（
Ｅ
）
皁
衣
で
あ
る
。
①
沛
者
の
例
の
④
②
〔
次
大
王
二
十
年
（
一
六
五
）〕
冬
十
月
、
椽
那
皁
衣
明
臨
荅
夫
、
民
の
忍
び
ざ
る
に
因
り
、
王
を
弑
す
。
號
し
て
次
大
王
と
爲
す
。
以
上
の
二
例
で
あ
る
が
、
整
理
す
れ
ば
、
沸
流
那 
皁
衣 
陽
神
椽
那 
皁
衣 
明
臨
荅
夫
と
な
る
。
明
臨
荅
夫
が
こ
の
の
ち
沛
者
・
國
相
と
な
る
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
が
、『
魏
志
』
に
み
え
る
官
位
の
、『
三
國
史
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
ほ
か
に
「
古
鄒
加
」
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
文
と
の
関
わ
り
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。「
相
加
」「
對
盧
」「
丞
」「
先
人
」
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
高
句
麗
本
紀
の
前
半
部
分
（
美
川
王
以
前
）
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
高
句
麗
本
紀
の
史
料
的
特
徴
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
半
に
は
独
自
の
内
容
を
も
つ
記
事
が
多
く
、
逆
に
後
半
に
は
中
国
史
書
を
引
用
し
た
記
事
を
中
心
に
、
簡
単
な
記
事
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
官
位
の
諸
例
が
、
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
、
国
内
的
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
疑
問
も
あ
る
。
た
だ
し
、
優
台
を
于
台
と
す
る
よ
う
な
独
自
な
表
記
法
を
み
る
と
、
単
純
に
、
中
国
の
史
書
に
み
え
る
も
の
を
も
と
に
造
作
し
た
と
は
い
え
ず
、
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
諸
官
位
は
、
す
で
に
一
世
紀
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
一
世
紀
段
階
で
す
で
に
官
位
制
が
成
立
し
て
い
た
、
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
、
年
代
の
ま
ま
に
認
め
る
こ
と
に
は
、
な
お
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
官
位
の
序
列
に
つ
い
て
知
り
う
る
こ
と
は
多
く
な
い
が
、
皁
衣
→
沛
者
、
于
台
→
大
主
簿
、
大
使
者
→
大
主
簿
の
昇
進
の
例
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
魏
志
』
の
順
と
も
矛
盾
し
な
い
。
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次
に
諸
官
位
の
名
称
・
制
度
の
淵
源
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
使
者
」
に
つ
い
て
は
、
夫
餘
の「
大
使
」「
大
使
者
」「
使
者
」の
存
在
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。
高
句
麗
の「
使
者
」
は
、
ほ
ん
ら
い
は
中
国
と
の
関
係
に
お
け
る
一
般
的
な
意
味
で
の
使
者
を
意
識
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、よ
り
直
接
的
に
は
、夫
餘
に
お
け
る
こ
れ
ら
「
使
者
」
系
官
名
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
高
句
麗
の
「
相
加
」「
古
雛
加
」
な
ど
も
、
夫
餘
の
「
加
」
系
の
官
名
と
の
関
わ
り
を
想
像
さ
せ
る
。
武
田
幸
男
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
高
句
麗
官
位
制
は
、夫
餘
と
共
通
す
る
社
会
的
・
政
治
的
な
基
盤
の
上
に
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。た
だ
名
称
の
点
に
限
れ
ば
、「
主
簿
」
は
中
国
の
郡
県
に
お
い
て
文
書
帳
簿
を
管
理
す
る
、
下
級
の
官
名
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、「
丞
」
も
や
は
り
郡
県
の
下
級
官
名
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。「
相
加
」
の
相
も
、
衛
氏
朝
鮮
國
の
朝
鮮
相
・
尼
谿
相
の
よ
う
な
、
漢
代
の
「
相
」
と
関
わ
る
か
も
知
れ
な
い
。「
皁
衣
」
は
、
漢
代
に
下
級
官
人
が
ま
と
っ
た
黒
い
服
を
指
す
名
称
で
あ
る
。こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
高
句
麗
の
官
名
は
、
中
国
こ
と
に
漢
の
、
郡
県
の
官
名
と
関
わ
る
も
の
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
漢
の
郡
県
支
配
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
と
関
わ
り
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
官
位
制
の
構
造
・
性
格
に
つ
い
て
、
武
田
幸
男
は
、「
相
加
か
ら
先
人
ま
で
の
十
等
の
官
位
は
、
一
元
的
な
上
下
序
列
で
律
せ
ら
れ
た
同
質
の
秩
序
体
系
と
い
う
よ
り
は
、
当
代
の
政
治
的
・
社
会
的
な
特
質
を
体
現
す
る
諸
大
加
の
実
在
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
王
権
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
複
雑
な
政
治
組
織
で
あ
る
。
王
を
中
心
に
結
集
し
た
諸
大
加
は
相
加
～
古
雛
加
の
官
名
を
得
、
支
配
階
級
を
構
成
し
た
。
彼
ら
は
王
者
や
王
家
と
同
様
に
使
者
～
先
人
の
家
産
的
な
直
属
官
僚
層
を
設
置
し
、
お
の
お
の
そ
れ
を
自
立
性
の
共
通
基
盤
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
支
配
階
級
の
代
表
者
と
し
て
の
高
句
麗
王
は
、
王
権
固
有
の
直
属
官
僚
層
と
し
て
主
簿
～
丞
を
組
織
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
王
者
の
機
能
を
発
揮
し
、
王
者
の
優
越
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
相
加
～
古
雛
加
は
、『
魏
志
』
の
後
文
で
「
對
盧
あ
れ
ば
則
ち
沛
者
を
置
か
ず
、
沛
者
あ
れ
ば
則
ち
對
盧
を
置
か
ず
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
對
盧
と
沛
者
が
相
互
に
置
換
で
き
る
有
力
者
の
官
名
で
あ
り
、「
加
」
を
附
す
相
加
も
古
雛
加
も
有
力
者
で
あ
っ
て
、
諸
加
階
級
の
身
分
標
識
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
加
を
代
表
す
る
も
の
と
異
な
り
、
主
簿
～
丞
は
王
直
属
の
官
僚
で
あ
る
。
主
簿
と
大
加
と
が
対
比
さ
れ
て
記
録
さ
れ
る
例
が
あ
る
よ
う
に
、
大
加
と
違
っ
て
、
王
と
の
直
接
的
な
関
係
が
み
ら
れ
る
。
使
者
～
先
人
は
、『
魏
志
』
の
後
文
に
み
え
る
よ
う
に
、
王
の
み
で
は
な
く
、
大
加
も
ま
た
み
ず
か
ら
設
置
で
き
た
官
で
、
家
産
的
な
直
属
官
僚
と
い
え
る
。
（
12
）夫
餘
と
の
関
係
「
東
夷
の
舊
語
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
信
頼
性
の
な
い
伝
聞
で
あ
る
。
言
語
・
諸
事
が
夫
餘
と
同
じ
も
の
が
多
い
と
い
う
が
、
具
体
的
に
同
じ
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
夫
餘
の
習
俗
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
知
り
う
る
わ
ず
か
な
材
料
で
あ
る
墓
制
に
つ
い
て
は
、
夫
餘
が
土
壙
墓
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
句
麗
は
、
後
文
に
も
み
え
る
よ
う
に
、
積
石
塚
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
性
気
・
衣
服
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
が
、
表
面
的
な
も
の
は
と
も
か
く
、
民
族
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
類
縁
制
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
（
13
）五
族
『
翰
苑
』
註
所
引
『
魏
略
』
に
は
、「
其
の
國
、
大
（
本
）
と
五
族
有
り
。
消
奴
部
・
〔
絶
奴
部
・
〕
順
〔
奴
部
・
〕
潅
奴
部
・
樓
桂
樓
部
有
り
。
士
（
王
）
と
爲
る
。
微
弱
た
り
て
、
桂
樓
部
、
之
に
代
わ
る
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
五
部
は
皆
な
貴
人
の
族
な
り
。
一
に
内
部
と
人
（
曰
）
う
。
即
ち
後
漢
書
の
桂
樓
部
な
り
。
一
名
黄
部
、
一
名
黄
部
。
二
に
北
部
と
曰
う
。
即
ち
絶
奴
部
な
り
。
即
ち
絶
奴
部
な
り
。
即
ち
後
部
と
名
づ
く
。
一
名
黒
部
。
三
に
東
部
と
曰
う
。
即
ち
順
奴
部
な
り
。
一
名
在
（
左
）
部
。
一
名
上
部
。
一
名
青
部
。
四
に
南
部
と
曰
う
。
即
ち
潅
奴
部
な
り
。
一
名
前
〔
部
〕。
一
名
赤
部
。
五
に
西
部
と
曰
う
。
即
ち
消
奴
部
な
り
。
一
名
右
部
。
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〔
一
名
下
部
。
一
名
白
部
。〕
其
の
北
部
、
燕
の
如
し
。
内
部
の
姓
高
、
即
ち
王
族
な
り
。
高
麗
、稱
し
て
姓
無
き
者
は
皆
内
部
な
り
。
又
た
内
部
は
王
宗
と
爲
る
と
雖
も
、
列
は
東
部
の
下
に
在
り
。
其
の
國
、事
に
從
う
に
東
を
以
て
首
と
爲
す
。
故
に
東
部
、
上
に
居
る
」と
あ
る
。
こ
れ
は
後
代
の
五
部
と
む
す
び
つ
け
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
後
代
の
五
部
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
ほ
ん
ら
い
『
奉
使
高
麗
記
』
に
あ
っ
た
も
の
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
五
族
と
は
、具
体
的
に
は
本
文
に
つ
づ
い
て
示
す
「
五
部
」
を
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
五
族
と
い
う
よ
り
は
、
五
部
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
高
句
麗
の
後
代
の
五
部
と
区
別
す
る
意
図
も
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
「
五
族
」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、『
魏
志
』
の
五
族
の
う
ち
、最
初
の
「
涓
奴
部
」
に
つ
い
て
は
、上
記
の
『
魏
略
』
や
『
後
漢
書
』
で
は
「
消
奴
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
に
み
え
る
「
消
奴
部
」
が
正
し
い
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
ま
ま
「
涓
奴
部
」
と
し
て
お
く
。
『
三
國
史
記
』
に
は
、
藻
那
・
朱
那
の
よ
う
に
、「
那
」
字
の
つ
く
集
団
が
散
見
す
る
。
ま
た
は
「
那
部
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
を
、
那
集
団
と
よ
ぶ
が
、
そ
れ
は
氏
族
・
血
縁
共
同
体
で
は
な
く
、
地
縁
共
同
体
＝
地
域
集
団
で
あ
り
、
い
わ
ば
小
国
で
あ
る
。
五
族
の
う
ち
四
つ
ま
で
が
、―
奴
部
で
あ
る
が
、こ
の
「
奴
」
は
、「
那
」
の
別
の
表
記
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
族
・
部
は
、
中
国
人
の
理
解
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ん
ら
い
の
名
称
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。『
三
国
史
記
』
の―
那
部
も
、
中
国
で
の
表
記
を
も
と
に
、
追
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
国
の
学
界
で
は
、
那
集
団
で
は
な
く
、
那
部
と
よ
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
上
記
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
那
部
と
よ
ぶ
の
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
。
高
句
麗
国
家
は
、
そ
の
よ
う
な
那
集
団
の
連
合
の
か
た
ち
で
成
長
し
て
い
く
。
那
集
団
の
数
は
、
当
然
五
つ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
が
、
五
族
は
、
そ
の
中
の
有
力
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
よ
い
。
（
14
）涓
奴
部
か
ら
桂
婁
部
へ
「
今
」
と
あ
る
の
は
、
三
世
紀
半
ば
の
魏
代
の
こ
と
で
あ
る
。
涓
奴
部
か
ら
桂
婁
部
へ
の
変
化
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
だ
け
の
材
料
で
は
判
然
と
し
な
い
し
、
そ
れ
以
上
の
情
報
も
な
い
。
こ
れ
が
王
系
の
変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、『
後
漢
書
』
に
み
え
る
宮
・
遂
成
か
ら
『
魏
志
』
の
伯
固
・
伊
夷
模
・
位
宮
と
、
父
子
相
続
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、『
三
國
史
記
』
の
記
録
を
ふ
ま
え
て
も
、
兄
弟
相
続
の
可
能
性
が
見
出
せ
る
の
み
で
、
王
系
が
断
絶
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
れ
ば
、
宮
以
前
に
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
白
鳥
庫
吉
も
こ
の
点
に
つ
い
て
「
桂
婁
部
の
前
に
涓
奴
部
が
高
句
麗
の
國
主
な
り
し
と
い
ふ
魏
志
の
文
に
誤
な
し
と
せ
ば
、
此
の
交
代
は
後
漢
の
和
帝
の
代
に
当
る
宮
王
の
前
に
あ
り
し
な
り
。
若
し
又
三
國
史
記
及
び
好
太
王
の
碑
文
を
信
ず
る
と
き
は
、
桂
婁
部
の
王
統
は
始
祖
東
明
王
即
ち
雛
牟
王
の
時
よ
り
始
る
こ
と
と
な
る
べ
き
が
故
に
、
王
統
の
交
代
は
此
の
王
の
代
に
あ
り
き
と
爲
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
（「
丸
都
城
及
国
内
城
考
」）。
た
だ
し
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
変
化
を
、
王
系
の
変
化
で
は
な
い
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
涓
奴
部
の
王
と
桂
婁
部
の
王
と
が
、
王
系
と
し
て
つ
な
が
る
と
み
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
当
然
、
那
集
団
の
理
解
と
も
関
わ
る
。
特
に
後
文
に
み
え
る
、
伊
夷
模
に
よ
る
「
新
國
」
の
建
設
を
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
み
か
た
が
あ
り
、
わ
た
し
も
そ
の
み
か
た
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
、
伊
夷
模
に
よ
る
「
新
國
」
建
設
の
と
こ
ろ
で
、
詳
論
す
る
。
（
15
）鼓
吹
伎
人
鼓
吹
と
は
、
太
鼓
と
笛
を
指
し
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る
音
楽
を
い
う
。
伎
人
は
、
そ
う
し
た
楽
器
を
演
奏
す
る
楽
人
（
そ
の
場
合
、
鼓
吹
の
伎
人
）
か
、
あ
る
い
は
演
奏
に
よ
っ
て
踊
っ
た
り
す
る
芸
人
（
鼓
吹
と
伎
人
）
か
、
明
確
で
は
な
い
。
瀧
遼
一
「
三
国
時
代
の
鼓
吹
楽
の
文
化
史
的
意
義
」（『
中
国
音
楽
再
発
見
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史
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一
名
下
部
。
一
名
白
部
。〕
其
の
北
部
、
燕
の
如
し
。
内
部
の
姓
高
、
即
ち
王
族
な
り
。
高
麗
、稱
し
て
姓
無
き
者
は
皆
内
部
な
り
。
又
た
内
部
は
王
宗
と
爲
る
と
雖
も
、
列
は
東
部
の
下
に
在
り
。
其
の
國
、事
に
從
う
に
東
を
以
て
首
と
爲
す
。
故
に
東
部
、
上
に
居
る
」と
あ
る
。
こ
れ
は
後
代
の
五
部
と
む
す
び
つ
け
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
後
代
の
五
部
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
ほ
ん
ら
い
『
奉
使
高
麗
記
』
に
あ
っ
た
も
の
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
五
族
と
は
、具
体
的
に
は
本
文
に
つ
づ
い
て
示
す
「
五
部
」
を
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
五
族
と
い
う
よ
り
は
、
五
部
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
高
句
麗
の
後
代
の
五
部
と
区
別
す
る
意
図
も
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
「
五
族
」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、『
魏
志
』
の
五
族
の
う
ち
、最
初
の
「
涓
奴
部
」
に
つ
い
て
は
、上
記
の
『
魏
略
』
や
『
後
漢
書
』
で
は
「
消
奴
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
に
み
え
る
「
消
奴
部
」
が
正
し
い
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
ま
ま
「
涓
奴
部
」
と
し
て
お
く
。
『
三
國
史
記
』
に
は
、
藻
那
・
朱
那
の
よ
う
に
、「
那
」
字
の
つ
く
集
団
が
散
見
す
る
。
ま
た
は
「
那
部
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
を
、
那
集
団
と
よ
ぶ
が
、
そ
れ
は
氏
族
・
血
縁
共
同
体
で
は
な
く
、
地
縁
共
同
体
＝
地
域
集
団
で
あ
り
、
い
わ
ば
小
国
で
あ
る
。
五
族
の
う
ち
四
つ
ま
で
が
、―
奴
部
で
あ
る
が
、こ
の
「
奴
」
は
、「
那
」
の
別
の
表
記
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
族
・
部
は
、
中
国
人
の
理
解
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ん
ら
い
の
名
称
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。『
三
国
史
記
』
の―
那
部
も
、
中
国
で
の
表
記
を
も
と
に
、
追
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
国
の
学
界
で
は
、
那
集
団
で
は
な
く
、
那
部
と
よ
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
上
記
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
那
部
と
よ
ぶ
の
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
。
高
句
麗
国
家
は
、
そ
の
よ
う
な
那
集
団
の
連
合
の
か
た
ち
で
成
長
し
て
い
く
。
那
集
団
の
数
は
、
当
然
五
つ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
が
、
五
族
は
、
そ
の
中
の
有
力
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
よ
い
。
（
14
）涓
奴
部
か
ら
桂
婁
部
へ
「
今
」
と
あ
る
の
は
、
三
世
紀
半
ば
の
魏
代
の
こ
と
で
あ
る
。
涓
奴
部
か
ら
桂
婁
部
へ
の
変
化
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
だ
け
の
材
料
で
は
判
然
と
し
な
い
し
、
そ
れ
以
上
の
情
報
も
な
い
。
こ
れ
が
王
系
の
変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、『
後
漢
書
』
に
み
え
る
宮
・
遂
成
か
ら
『
魏
志
』
の
伯
固
・
伊
夷
模
・
位
宮
と
、
父
子
相
続
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、『
三
國
史
記
』
の
記
録
を
ふ
ま
え
て
も
、
兄
弟
相
続
の
可
能
性
が
見
出
せ
る
の
み
で
、
王
系
が
断
絶
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
れ
ば
、
宮
以
前
に
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
白
鳥
庫
吉
も
こ
の
点
に
つ
い
て
「
桂
婁
部
の
前
に
涓
奴
部
が
高
句
麗
の
國
主
な
り
し
と
い
ふ
魏
志
の
文
に
誤
な
し
と
せ
ば
、
此
の
交
代
は
後
漢
の
和
帝
の
代
に
当
る
宮
王
の
前
に
あ
り
し
な
り
。
若
し
又
三
國
史
記
及
び
好
太
王
の
碑
文
を
信
ず
る
と
き
は
、
桂
婁
部
の
王
統
は
始
祖
東
明
王
即
ち
雛
牟
王
の
時
よ
り
始
る
こ
と
と
な
る
べ
き
が
故
に
、
王
統
の
交
代
は
此
の
王
の
代
に
あ
り
き
と
爲
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
（「
丸
都
城
及
国
内
城
考
」）。
た
だ
し
そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
変
化
を
、
王
系
の
変
化
で
は
な
い
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
涓
奴
部
の
王
と
桂
婁
部
の
王
と
が
、
王
系
と
し
て
つ
な
が
る
と
み
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
当
然
、
那
集
団
の
理
解
と
も
関
わ
る
。
特
に
後
文
に
み
え
る
、
伊
夷
模
に
よ
る
「
新
國
」
の
建
設
を
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
み
か
た
が
あ
り
、
わ
た
し
も
そ
の
み
か
た
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
、
伊
夷
模
に
よ
る
「
新
國
」
建
設
の
と
こ
ろ
で
、
詳
論
す
る
。
（
15
）鼓
吹
伎
人
鼓
吹
と
は
、
太
鼓
と
笛
を
指
し
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る
音
楽
を
い
う
。
伎
人
は
、
そ
う
し
た
楽
器
を
演
奏
す
る
楽
人
（
そ
の
場
合
、
鼓
吹
の
伎
人
）
か
、
あ
る
い
は
演
奏
に
よ
っ
て
踊
っ
た
り
す
る
芸
人
（
鼓
吹
と
伎
人
）
か
、
明
確
で
は
な
い
。
瀧
遼
一
「
三
国
時
代
の
鼓
吹
楽
の
文
化
史
的
意
義
」（『
中
国
音
楽
再
発
見
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史
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第
一
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
漢
武
帝
代
に
匈
奴
か
ら
輸
入
さ
れ
た
軍
楽
で
、
匈
奴
で
は
戦
争
の
際
に
こ
れ
を
演
奏
し
て
士
気
を
鼓
舞
し
た
。
し
か
し
、
漢
に
お
い
て
は
純
粋
に
軍
楽
と
は
い
い
が
た
く
、
中
国
で
は
天
子
の
鹵
簿
あ
る
い
は
そ
の
殿
庭
で
奏
さ
れ
、
儀
式
の
た
め
の
音
楽
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
代
の
鼓
吹
は
そ
の
音
楽
の
み
が
軍
楽
調
で
あ
り
、
三
國
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
音
楽
お
よ
び
そ
の
歌
詞
が
軍
楽
調
と
な
り
、
軍
歌
で
も
あ
っ
た
。
鼓
吹
曲
に
用
い
た
楽
器
と
し
て
は
、
簫
・
管
・
鼓
・
鼓
角
（
角
笛
）
が
あ
る
。
漢
で
は
元
来
、
天
子
の
み
の
使
用
す
る
音
楽
で
あ
っ
た
が
、
軍
楽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
勲
功
者
や
外
国
に
賜
与
す
る
こ
と
も
漢
代
か
ら
あ
っ
た
。
三
国
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
賜
与
の
風
習
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
將
軍
が
鼓
吹
楽
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
鄭
祖
嚢
「
漢
代
鼓
吹
楽
的
起
源
及
其
類
型
」（『
中
央
音
楽
学
院
学
報
』
一
九
八
三
年
四
期
）
に
よ
れ
ば
、
鼓
吹
楽
の
種
類
・
分
類
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
一
）
儀
式
音
楽
。
漢
代
の
宮
廷
の
行
駕
・
祭
祀
・
朝
会
な
ど
、
あ
る
い
は
葬
儀
に
も
用
い
、
將
軍
に
も
与
え
ら
れ
た
。（
二
）
宴
楽
。
黄
門
鼓
吹
と
し
て
宮
廷
の
宴
席
に
も
使
用
さ
れ
た
。（
三
）
軍
楽
。
漢
代
の
軍
楽
は
短
簫
と
鐃
を
主
要
楽
器
と
す
る
合
奏
で
、
短
簫
鐃
歌
と
称
さ
れ
、
ま
た
単
に
鼓
吹
と
も
呼
ば
れ
、
主
と
し
て
、
軍
隊
の
凱
歌
と
娯
楽
用
で
あ
っ
た
。（
四
）
民
間
の
鼓
吹
楽
。
歌
唱
や
舞
踊
の
伴
奏
や
百
戯
に
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鼓
吹
は
、
漢
の
皇
帝
に
関
わ
る
音
楽
で
あ
り
、
恩
恵
と
し
て
、
高
句
麗
に
も
賜
与
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
16
）朝
服
・
衣
幘
朝
服
は
朝
会
の
た
め
の
衣
服
で
、
幘
は
か
ぶ
り
も
の
で
あ
る
。
幘
に
つ
い
て
は
、
註
（
（（
）
参
照
。
高
句
麗
令
と
は
、
玄
菟
郡
の
首
縣
で
あ
り
郡
治
の
置
か
れ
た
高
句
麗
縣
の
縣
令
を
指
す
。
（
17
）小
城
遼
寧
省
新
賓
県
の
県
鎮
か
ら
東
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
紅
升
公
社
白
旗
堡
の
西
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
蘇
子
河
岸
で
、
一
九
七
八
年
に
土
城
が
発
見
さ
れ
た
。
白
旗
堡
古
城
と
よ
ぶ
。
城
址
は
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
な
お
輪
郭
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
台
地
上
に
あ
り
、
ほ
ぼ
方
形
で
あ
っ
た
。
東
西
一
一
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
が
残
っ
て
い
た
。
城
内
か
ら
は
、
繩
紋
の
丸
瓦
、
平
瓦
の
破
片
や
、
巻
雲
紋
瓦
当
、
漢
代
の
土
器
片
、
礎
石
、
五
銖
銭
、
石
製
排
水
管
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
こ
の
土
城
に
つ
い
て
、
上
殷
台
県
城
や
第
一
玄
菟
郡
の
高
句
麗
県
城
に
あ
て
る
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
問
題
の
小
城
に
あ
て
る
考
え
も
あ
る
（
孫
進
己
・
王
綿
厚
等
主
編
『
東
北
歴
史
地
理
』
一
巻
、黒
龍
江
人
民
出
版
社
）。
た
だ
し
遺
物
相
か
ら
み
れ
ば
、
集
安
県
城
土
城
・
桓
仁
下
古
城
子
古
城
・
通
化
赤
柏
松
古
城
な
ど
の
よ
う
に
、
漢
城
と
し
て
す
ぐ
に
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
に
は
み
れ
な
い
。
わ
た
し
は
、
第
二
玄
菟
郡
の
縣
城
の
一
つ
で
よ
い
と
考
え
る
。
（
18
）溝
漊
高
句
麗
語
で
、
城
の
こ
と
を
コ
ル
と
い
っ
た
。
そ
れ
を
漢
字
で
宛
て
た
の
が
溝
漊
で
あ
る
。「
忽
」
と
も
記
す
。
そ
の
語
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
、
今
西
春
秋
「
高
句
麗
の
城
：
溝
漊
と
忽
」（『
朝
鮮
学
報
』
五
九
輯
）
に
整
理
が
あ
る
。
白
鳥
庫
吉
は
、
当
初
は
満
洲
語
で
國
をgurun
と
い
う
が
、
そ
の
古
語
で
あ
る
と
し
た
。
の
ち
に
は
満
洲
語
や
蒙
古
語
な
ど
で
、
國
と
か
城
と
か
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
と
し
た
。
今
西
龍
は
、
朝
鮮
語
のkoul
（
州
・
縣
の
訓
）、
日
本
語
の
評
（
コ
ホ
リ
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
稲
葉
岩
吉
は
、
コ
ル
は
ク
ラ
で
、
ク
ラ
の
存
在
が
コ
ル
を
形
成
し
、
遂
に
州
郡
を
成
し
た
、
と
す
る
。
三
田
村
泰
助
は
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
そ
の
溝
漊
に
発
し
て
、
の
ち
の
朝
鮮
語koul
・
満
洲
語gurun
な
ど
、
す
べ
て
同
一
の
語
が
連
続
し
て
伝
承
さ
れ
、
部
族
・
國
な
ど
の
義
に
使
わ
れ
た
も
の
と
し
た
。
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西
春
秋
は
、
溝
漊
は
満
洲
語
のgolo
す
な
わ
ち
「
河
の
流
れ
」
の
意
で
、
水
辺
の
土
地
の
意
か
ら
城
塞
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
と
す
る
。
ま
た
忽
は
そ
れ
と
は
別
で
、
満
洲
語
のholo
す
な
わ
ち
「
大
小
の
山
の
狭
間
」
の
意
と
す
る
。
両
者
の
相
違
は
、
水
流
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
か
、
山
の
狭
間
と
い
う
地
形
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
か
、
で
あ
る
と
い
う
。
（
19
）對
盧
が
い
れ
ば
沛
者
を
置
か
な
い
武
田
幸
男
に
よ
れ
ば
、「
両
者
は
相
互
に
置
換
で
き
る
有
力
者
の
官
名
で
あ
り
、
こ
の
對
盧
が
六
～
七
世
紀
の
大
對
盧
の
直
接
の
前
身
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
ら
は
最
有
力
の
官
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
」「
五
部
を
中
心
と
し
た
支
配
者
共
同
体
を
代
表
す
る
諸
加
階
級
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
上
下
序
列
を
重
視
す
る
よ
り
は
、
そ
の
階
級
的
共
通
性
に
着
目
す
べ
き
」
と
し
、
そ
の
後
の
変
遷
を
ふ
ま
え
て
、「
初
期
の
對
盧
は
沛
者
と
対
立
・
競
合
す
る
大
加
階
級
の
称
号
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
沛
者
が
消
え
、
對
盧
の
後
身
は
武
力
を
行
使
す
る
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
る
形
で
特
筆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
就
任
時
に
国
王
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
大
對
盧
の
自
立
性
は
三
世
紀
以
来
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
残
っ
た
大
對
盧
だ
け
の
特
性
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
最
高
官
位
と
し
て
構
成
さ
れ
た
高
句
麗
官
位
制
全
体
の
特
質
を
も
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）。
こ
の
最
後
の
点
は
、
後
代
ま
で
大
對
盧
が
最
高
の
官
位
と
し
て
存
在
し
、
特
に
『
高
麗
記
』（『
翰
苑
』
註
所
引
）
に
「
國
事
を
惣
知
し
、
三
年
に
一
た
び
代
る
。
若
し
職
に
称
え
ば
、
年
限
に
拘
ら
ず
。
交
替
の
日
、
或
い
は
相
い
祗
し
む
服
せ
ず
ん
ば
、
皆
な
兵
を
勒
え
て
相
い
攻
め
、
勝
て
る
者
を
ば
之
と
爲
す
。
其
れ
王
は
但
だ
宮
を
閉
じ
て
自
ら
守
り
、
制
禦
す
る
能
わ
ず
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
。
（
20
）古
雛
加
古
雛
加
も
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
諸
大
加
の
身
分
標
識
で
あ
り
、
こ
こ
で
具
体
的
な
対
象
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
族
す
な
わ
ち
桂
婁
部
の
大
加
、
か
つ
て
国
王
を
出
し
た
涓
奴
部
の
直
系
の
大
人
、
王
妃
族
で
あ
る
絶
奴
部
の
大
加
な
ど
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
で
は
、「
古
鄒
加
」
と
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
例
が
あ
る
。
①
大
祖
大
王
【
或
い
は
國
祖
王
と
云
う
】。
諱
は
宮
。
小
名
は
於
漱
。
琉
璃
王
の
子
古
鄒
加
再
思
の
子
な
り
。
母
大
后
、
扶
餘
人
な
り
。
慕
本
王
薨
じ
、
太
子
不
肖
に
し
て
以
て
社
稷
を
主
る
に
足
ら
ず
。
國
人
、
宮
を
迎
え
て
繼
立
せ
し
む
。
王
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
能
く
視
ゆ
。
幼
く
し
て
岐
嶷
な
る
も
、
年
七
歳
な
る
を
以
て
、
大
后
垂
簾
し
て
政
を
聽
く
。
②
〔
大
祖
大
王
〕
二
十
二
年
（
七
四
）
冬
十
月
、
王
、
桓
那
部
沛
者
薛
儒
を
遣
わ
し
朱
那
を
伐
た
し
む
。
其
の
王
子
乙
音
を
虜
と
し
、
古
鄒
加
と
爲
す
。
③
美
川
王
【
一
に
好
壤
王
と
云
う
】。
諱
は
乙
弗
【
或
い
は
憂
弗
と
云
う
】。
西
川
王
の
子
た
る
古
鄒
加
咄
固
の
子
な
り
。
初
め
烽
上
王
、
弟
咄
固
に
異
心
有
る
を
疑
い
之
を
殺
す
。
子
の
乙
弗
、
害
を
畏
れ
出
遁
す
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
れ
ば
、
①
と
③
が
琉
璃
王
の
子
再
思
お
よ
び
西
川
王
の
子
咄
固
で
、
王
子
と
し
て
、
王
族
に
該
当
す
る
が
、
②
の
朱
那
の
王
子
乙
音
は
、
朱
那
が
、
涓
奴
部
・
絶
奴
部
に
該
当
す
る
と
は
思
え
ず
、
対
象
範
囲
が
も
う
少
し
広
が
る
か
と
み
ら
れ
る
。
（
21
）王
妃
族
『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
椽
那
か
ら
王
妃
が
出
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
椽
那
が
こ
の
絶
奴
部
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
単
純
に
同
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（
22
）桴
京
京
は
地
面
の
湿
気
を
避
け
る
た
め
に
高
床
に
し
た
倉
庫
を
指
す
。
正
倉
院
の
よ
う
な
校
倉
造
り
の
建
物
を
連
想
さ
せ
る
。『
周
書
』
百
済
伝
に
よ
れ
ば
、
百
済
に
は
、
内
官
一
二
部
司
の
中
に
、
内
掠
部
・
外
掠
部
が
み
え
る
。
こ
れ
は
内
椋
部
・
外
椋
部
の
誤
り
と
み
ら
れ
、
椋
す
な
わ
ち
ク
ラ
を
管
轄
す
る
部
署
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
葉
岩
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春
秋
は
、
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漊
は
満
洲
語
のgolo
す
な
わ
ち
「
河
の
流
れ
」
の
意
で
、
水
辺
の
土
地
の
意
か
ら
城
塞
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
と
す
る
。
ま
た
忽
は
そ
れ
と
は
別
で
、
満
洲
語
のholo
す
な
わ
ち
「
大
小
の
山
の
狭
間
」
の
意
と
す
る
。
両
者
の
相
違
は
、
水
流
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
か
、
山
の
狭
間
と
い
う
地
形
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
か
、
で
あ
る
と
い
う
。
（
19
）對
盧
が
い
れ
ば
沛
者
を
置
か
な
い
武
田
幸
男
に
よ
れ
ば
、「
両
者
は
相
互
に
置
換
で
き
る
有
力
者
の
官
名
で
あ
り
、
こ
の
對
盧
が
六
～
七
世
紀
の
大
對
盧
の
直
接
の
前
身
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
ら
は
最
有
力
の
官
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
」「
五
部
を
中
心
と
し
た
支
配
者
共
同
体
を
代
表
す
る
諸
加
階
級
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
両
者
の
上
下
序
列
を
重
視
す
る
よ
り
は
、
そ
の
階
級
的
共
通
性
に
着
目
す
べ
き
」
と
し
、
そ
の
後
の
変
遷
を
ふ
ま
え
て
、「
初
期
の
對
盧
は
沛
者
と
対
立
・
競
合
す
る
大
加
階
級
の
称
号
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
沛
者
が
消
え
、
對
盧
の
後
身
は
武
力
を
行
使
す
る
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
る
形
で
特
筆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
就
任
時
に
国
王
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
大
對
盧
の
自
立
性
は
三
世
紀
以
来
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
残
っ
た
大
對
盧
だ
け
の
特
性
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
最
高
官
位
と
し
て
構
成
さ
れ
た
高
句
麗
官
位
制
全
体
の
特
質
を
も
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』）。
こ
の
最
後
の
点
は
、
後
代
ま
で
大
對
盧
が
最
高
の
官
位
と
し
て
存
在
し
、
特
に
『
高
麗
記
』（『
翰
苑
』
註
所
引
）
に
「
國
事
を
惣
知
し
、
三
年
に
一
た
び
代
る
。
若
し
職
に
称
え
ば
、
年
限
に
拘
ら
ず
。
交
替
の
日
、
或
い
は
相
い
祗
し
む
服
せ
ず
ん
ば
、
皆
な
兵
を
勒
え
て
相
い
攻
め
、
勝
て
る
者
を
ば
之
と
爲
す
。
其
れ
王
は
但
だ
宮
を
閉
じ
て
自
ら
守
り
、
制
禦
す
る
能
わ
ず
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
る
。
（
20
）古
雛
加
古
雛
加
も
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
諸
大
加
の
身
分
標
識
で
あ
り
、
こ
こ
で
具
体
的
な
対
象
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
族
す
な
わ
ち
桂
婁
部
の
大
加
、
か
つ
て
国
王
を
出
し
た
涓
奴
部
の
直
系
の
大
人
、
王
妃
族
で
あ
る
絶
奴
部
の
大
加
な
ど
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
で
は
、「
古
鄒
加
」
と
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
例
が
あ
る
。
①
大
祖
大
王
【
或
い
は
國
祖
王
と
云
う
】。
諱
は
宮
。
小
名
は
於
漱
。
琉
璃
王
の
子
古
鄒
加
再
思
の
子
な
り
。
母
大
后
、
扶
餘
人
な
り
。
慕
本
王
薨
じ
、
太
子
不
肖
に
し
て
以
て
社
稷
を
主
る
に
足
ら
ず
。
國
人
、
宮
を
迎
え
て
繼
立
せ
し
む
。
王
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
能
く
視
ゆ
。
幼
く
し
て
岐
嶷
な
る
も
、
年
七
歳
な
る
を
以
て
、
大
后
垂
簾
し
て
政
を
聽
く
。
②
〔
大
祖
大
王
〕
二
十
二
年
（
七
四
）
冬
十
月
、
王
、
桓
那
部
沛
者
薛
儒
を
遣
わ
し
朱
那
を
伐
た
し
む
。
其
の
王
子
乙
音
を
虜
と
し
、
古
鄒
加
と
爲
す
。
③
美
川
王
【
一
に
好
壤
王
と
云
う
】。
諱
は
乙
弗
【
或
い
は
憂
弗
と
云
う
】。
西
川
王
の
子
た
る
古
鄒
加
咄
固
の
子
な
り
。
初
め
烽
上
王
、
弟
咄
固
に
異
心
有
る
を
疑
い
之
を
殺
す
。
子
の
乙
弗
、
害
を
畏
れ
出
遁
す
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
れ
ば
、
①
と
③
が
琉
璃
王
の
子
再
思
お
よ
び
西
川
王
の
子
咄
固
で
、
王
子
と
し
て
、
王
族
に
該
当
す
る
が
、
②
の
朱
那
の
王
子
乙
音
は
、
朱
那
が
、
涓
奴
部
・
絶
奴
部
に
該
当
す
る
と
は
思
え
ず
、
対
象
範
囲
が
も
う
少
し
広
が
る
か
と
み
ら
れ
る
。
（
21
）王
妃
族
『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
椽
那
か
ら
王
妃
が
出
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
椽
那
が
こ
の
絶
奴
部
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
単
純
に
同
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（
22
）桴
京
京
は
地
面
の
湿
気
を
避
け
る
た
め
に
高
床
に
し
た
倉
庫
を
指
す
。
正
倉
院
の
よ
う
な
校
倉
造
り
の
建
物
を
連
想
さ
せ
る
。『
周
書
』
百
済
伝
に
よ
れ
ば
、
百
済
に
は
、
内
官
一
二
部
司
の
中
に
、
内
掠
部
・
外
掠
部
が
み
え
る
。
こ
れ
は
内
椋
部
・
外
椋
部
の
誤
り
と
み
ら
れ
、
椋
す
な
わ
ち
ク
ラ
を
管
轄
す
る
部
署
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
葉
岩
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［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
吉
『
釋
椋
』
を
参
照
。
麻
線
溝
１
号
墓
・
徳
興
里
古
墳
な
ど
の
壁
画
に
、
高
床
式
と
み
ら
れ
る
倉
庫
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
23
）跪
拜
の
礼
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
は
「
跪
拜
に
は
一
脚
を
曳
き
、
行
歩
は
皆
な
走
る
」
と
あ
り
、『
魏
書
』
高
句
麗
伝
に
は
「
跪
拜
に
は
一
脚
を
曳
き
、
行
歩
は
走
る
が
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
魏
志
』
の
「
申
」
が
「
曳
」
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
字
形
が
よ
く
似
て
お
り
、
い
ず
れ
か
の
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
両
手
を
つ
い
て
、片
方
の
脚
を
う
し
ろ
に
伸
ば
す
拜
礼
の
し
か
た
と
み
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
う
し
ろ
に
曳
く
、
と
い
う
場
合
に
も
、
同
じ
行
為
を
説
明
し
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
（
24
）東
盟
三
品
彰
英
「
朱
蒙
神
話
と
高
句
麗
王
の
祭
政
」（『
古
代
祭
政
と
穀
霊
信
仰
』
三
品
彰
英
論
文
集
五
巻
）
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
東
盟
の
祭
儀
は
、
岩
屋
（
隧
）
の
神
を
王
都
の
東
郊
の
水
辺
に
迎
え
る
祭
礼
で
、
国
王
み
ず
か
ら
が
親
祭
し
た
国
家
的
大
祭
で
あ
り
、そ
の
一
大
行
列
に
は
貴
族
大
官
が
美
し
く
着
飾
っ
て
参
加
し
た
と
い
う
」「
こ
の
十
月
に
行
な
わ
れ
た
高
句
麗
の
東
盟
祭
が
収
穫
祭
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。『
宋
史
』
列
伝
高
麗
条
に
「
國
東
に
穴
有
り
、
歳
神
と
号
す
。
常
に
十
月
望
日
を
以
て
迎
祭
す
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
盟
の
祭
神
は
歳
神
す
な
わ
ち
穀
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
」「『
魏
志
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
祭
の
神
は
常
に
は
隧
穴
の
中
に
あ
り
、
祭
礼
の
時
に
至
っ
て
迎
え
ら
れ
て
国
都
の
郊
外
に
移
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
迎
神
渡
御
の
行
事
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
三
田
村
泰
助
「
朱
蒙
伝
説
と
ツ
ン
グ
ー
ス
文
化
の
性
格
」（『
清
朝
前
史
の
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
）
は
、発
生
史
的
に
み
る
と
、そ
う
は
断
定
で
き
な
い
、
と
す
る
。
韓
伝
に
は
、「
五
月
に
種
を
ま
き
、
訖
っ
て
鬼
神
を
祭
る
」「
十
月
に
農
功
が
終
わ
る
と
、
亦
た
こ
の
よ
う
な
行
事
を
な
す
」
と
あ
っ
て
、
後
者
は
確
か
に
秋
の
収
穫
祭
で
、
前
後
の
記
事
は
春
秋
に
お
け
る
農
耕
行
事
を
記
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
韓
族
の
場
合
と
異
な
り
、
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
民
族
の
祭
儀
に
つ
い
て
は
、
農
耕
行
事
に
結
び
つ
け
た
記
述
を
と
っ
て
い
な
い
。
高
句
麗
と
同
種
の
濊
族
は
、「
十
月
の
節
、
天
を
祭
り
、
昼
夜
歌
舞
飲
酒
す
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
舞
天
と
な
す
」
と
あ
り
、
扶
餘
で
は
、「
殷
の
正
月
を
以
て
天
を
祭
り
、
國
中
大
い
に
會
し
、
連
日
飲
食
歌
舞
す
。
名
づ
け
て
迎
鼓
と
い
う
」
と
あ
る
。
高
句
麗
・
濊
で
は
十
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
扶
餘
で
は
殷
の
正
月
で
、『
後
漢
書
』
で
は
「
臘
月
を
以
て
天
を
祭
る
」
と
あ
る
か
ら
、
一
二
月
の
臘
祭
の
義
と
解
せ
ら
る
。
臘
祭
と
は
冬
至
の
後
、
歳
の
終
わ
り
を
以
て
禽
獣
を
猟
し
、
先
祖
の
祭
を
す
る
も
の
で
、
漢
族
で
は
古
く
か
ら
あ
り
、
狩
猟
時
代
の
遺
制
と
み
ら
れ
る
。
扶
餘
系
民
族
の
祭
天
の
祭
儀
は
、
発
生
的
に
は
冬
祭
の
義
に
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
す
る
。
こ
の
点
は
、（
Ⅱ
）
夫
餘
の
註
（
1（
）
に
も
述
べ
た
が
、
臘
祭
自
体
の
発
生
史
的
検
討
は
別
に
し
て
、
漢
族
の
臘
祭
を
受
容
し
た
と
し
た
場
合
に
、
夫
餘
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
夫
餘
は
、
単
純
に
狩
猟
民
と
は
い
え
ず
、
そ
う
し
た
発
生
史
的
意
義
も
含
め
て
受
容
し
た
の
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
高
句
麗
の
場
合
、
そ
れ
自
体
に
、
臘
祭
に
結
び
つ
く
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
た
だ
高
句
麗
と
夫
餘
と
の
一
般
的
な
理
解
に
も
と
づ
く
関
係
か
ら
、
夫
餘
に
通
じ
る
も
の
と
み
る
だ
け
の
こ
と
で
、
ほ
ん
ら
い
一
〇
月
の
祭
儀
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
臘
祭
と
は
無
関
係
の
、
や
は
り
収
穫
祭
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
（
25
）幘
・
折
風
幘
・
折
風
は
と
も
に
男
子
の
か
ぶ
り
も
の
で
、
本
文
に
よ
れ
ば
、
幘
は
大
加
・
主
簿
の
、
折
風
は
小
加
の
、
と
い
う
よ
う
に
、
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、と
も
に
支
配
層
と
い
え
る
が
、『
翰
苑
』
註
所
引
の
『
梁
元
帝
職
貢
図
』
に
は
、
高
驪
の
婦
人
は
白
を
衣
る
。
而
る
に
男
子
は
紅
錦
を
衣
、飾
る
に
金
銀
を
以
て
す
。
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貴
者
は
幘
を
冠
し
、
而
し
て
後
ろ
に
金
銀
を
以
て
鹿
茸
を
爲
り
、
之
を
幘
の
上
に
加
う
。
賎
者
は
折
風
を
冠
す
。
と
あ
り
、
梁
代
に
お
い
て
は
、
貴
賎
で
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
賎
が
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
魏
代
の
大
加
・
小
加
の
差
と
異
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
で
「
後
ろ
に
金
銀
を
以
て
鹿
茸
を
爲
り
」
と
す
る
も
の
は
、
一
般
に
鳥
羽
冠
と
よ
ぶ
、
高
句
麗
独
特
の
か
ぶ
り
も
の
で
あ
る
。
幘
は
、中
国
に
も
み
ら
れ
、冠
の
下
か
、ま
た
は
単
独
で
か
ぶ
る
頭
巾
を
指
す
。『
説
文
』
に
は
「
幘
、
髪
に
巾
有
る
を
幘
と
曰
う
」、『
説
文
通
訓
定
聲
』
に
「
幘
。
續
漢
書
輿
服
志
、
古
え
は
、
冠
有
り
て
幘
無
し
。
秦
に
至
り
て
乃
ち
武
將
の
首
飾
を
加
え
て
絳
袙
と
爲
し
、
以
て
貴
賎
を
表
す
。
漢
文
の
後
ち
、
上
下
羣
臣
皆
な
之
を
服
す
。
按
ず
る
に
、
元
帝
の
額
に
壮
髪
有
り
、
人
を
し
て
見
し
む
る
を
欲
さ
ず
、
始
め
て
幘
を
進
め
て
之
を
服
す
。
然
れ
ど
も
尚
お
巾
無
し
。
今
の
半
頭
幘
が
如
き
の
み
。
王
莽
、
髪
無
し
。
乃
ち
巾
を
施
す
。
故
に
語
り
て
曰
わ
く
、
王
莽
禿
げ
て
幘
も
て
屋
を
施
せ
り
、
と
」
と
あ
る
。『
独
断
』
下
に
は
、「
幘
は
、
古
え
の
卑
賎
に
し
て
事
を
執
る
も
冠
せ
ざ
る
者
の
服
す
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
『
南
齊
書
』
卷
五
八
・
高
麗
國
伝
に
は
高
麗
の
俗
、
窮
袴
を
服
し
、
析
風
の
一
梁
な
る
を
冠
す
。
之
を
幘
と
謂
う
。
と
あ
り
、こ
れ
に
よ
れ
ば
「
析
風
の
一
梁
な
る
」
も
の
が
幘
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
析
風
（
折
風
）
は
、
中
国
の
服
飾
史
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
高
句
麗
独
特
の
か
ぶ
り
も
の
の
よ
う
で
、
そ
れ
自
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
冠
帽
に
用
い
る
梁
が
一
本
の
も
の
を
、
幘
と
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
折
風
は
、
梁
が
一
本
で
は
な
い
も
の
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
（
26
）隧
穴
「
隧
神
」
は
、『
後
漢
書
』
で
は
、
示
扁
に
な
っ
て
い
る
。
三
品
彰
英
は
、「
木
隧
」
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、禾
扁
の
誤
り
で
あ
ろ
う
、「
隧
穴
」「
隧
神
」
の
「
隧
」
字
に
ひ
か
れ
て
誤
記
（
誤
写
）
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
禾
扁
の
字
は
、
禾
穂
の
秀
で
る
貌
を
い
う
語
で
あ
る
か
ら
、
木
で
象
っ
た
穀
穂
か
、
あ
る
い
は
木
に
穀
穂
を
結
び
つ
け
た
も
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
穀
穂
を
象
徴
し
た
も
の
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
、
と
す
る
。
集
安
市
街
の
東
北
一
七
㎞
、
太
王
郷
上
解
放
村
の
汞
洞
子
溝
で
、
一
九
八
三
年
五
月
に
二
つ
の
洞
窟
が
確
認
さ
れ
た
。『
集
安
県
文
物
志
』
お
よ
び
賈
士
金
「
集
安
の
歴
史
文
物
と
高
句
麗
遺
跡
」（『
好
太
王
碑
と
高
句
麗
遺
跡
』読
売
新
聞
社
）に
よ
れ
ば
、
一
つ
は
鴨
緑
江
か
ら
四
〇
〇
ｍ
離
れ
た
山
腹
に
あ
る
。
入
り
口
が
東
南
に
向
き
、
高
さ
一
〇
ｍ
、
幅
二
五
ｍ
、
奥
行
き
二
〇
ｍ
の
洞
窟
で
、
入
り
口
の
前
に
は
三
〇
ｍ
×
二
〇
ｍ
の
平
坦
な
台
地
が
あ
り
、
百
人
余
り
の
人
が
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
台
地
の
下
は
断
崖
で
、
上
に
立
て
ば
、
鴨
緑
江
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
岩
洞
か
ら
西
側
の
山
道
を
約
一
〇
〇
ｍ
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
入
り
口
は
東
南
に
向
き
、
高
さ
六
ｍ
、
幅
二
〇
ｍ
、
奥
行
き
一
六
ｍ
で
、
東
北
側
に
も
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
洞
内
の
底
は
平
坦
で
、
頂
部
は
弓
形
に
な
っ
て
お
り
、
洞
内
に
は
百
十
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
地
で
は
こ
れ
を
通
天
洞
と
よ
ん
で
い
る
。
洞
の
前
に
は
、
約
三
〇
〇
平
方
ｍ
の
開
け
た
地
が
あ
り
、
四
面
は
、
群
山
幽
谷
・
奇
峰
奇
岩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
魏
志
』
な
ど
の
文
献
に
も
と
づ
い
て
、
そ
こ
に
み
え
る
「
隧
穴
」
を
集
安
県
（
当
時
）
文
物
普
査
隊
が
探
し
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
通
天
洞
内
に
あ
る
天
然
の
石
台
を
、木
隧
を
置
い
た
神
座
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
県
級
の
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
洞
窟
が
、果
た
し
て
『
魏
志
』
に
み
え
る
隧
穴
に
あ
た
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
何
と
も
い
え
な
い
が
、
確
か
に
記
述
と
は
合
致
す
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
神
座
は
、
「
隧
穴
」
の
中
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
も
し
こ
こ
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
関
わ
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
点
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
検
出
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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貴
者
は
幘
を
冠
し
、
而
し
て
後
ろ
に
金
銀
を
以
て
鹿
茸
を
爲
り
、
之
を
幘
の
上
に
加
う
。
賎
者
は
折
風
を
冠
す
。
と
あ
り
、
梁
代
に
お
い
て
は
、
貴
賎
で
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
賎
が
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
魏
代
の
大
加
・
小
加
の
差
と
異
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
で
「
後
ろ
に
金
銀
を
以
て
鹿
茸
を
爲
り
」
と
す
る
も
の
は
、
一
般
に
鳥
羽
冠
と
よ
ぶ
、
高
句
麗
独
特
の
か
ぶ
り
も
の
で
あ
る
。
幘
は
、中
国
に
も
み
ら
れ
、冠
の
下
か
、ま
た
は
単
独
で
か
ぶ
る
頭
巾
を
指
す
。『
説
文
』
に
は
「
幘
、
髪
に
巾
有
る
を
幘
と
曰
う
」、『
説
文
通
訓
定
聲
』
に
「
幘
。
續
漢
書
輿
服
志
、
古
え
は
、
冠
有
り
て
幘
無
し
。
秦
に
至
り
て
乃
ち
武
將
の
首
飾
を
加
え
て
絳
袙
と
爲
し
、
以
て
貴
賎
を
表
す
。
漢
文
の
後
ち
、
上
下
羣
臣
皆
な
之
を
服
す
。
按
ず
る
に
、
元
帝
の
額
に
壮
髪
有
り
、
人
を
し
て
見
し
む
る
を
欲
さ
ず
、
始
め
て
幘
を
進
め
て
之
を
服
す
。
然
れ
ど
も
尚
お
巾
無
し
。
今
の
半
頭
幘
が
如
き
の
み
。
王
莽
、
髪
無
し
。
乃
ち
巾
を
施
す
。
故
に
語
り
て
曰
わ
く
、
王
莽
禿
げ
て
幘
も
て
屋
を
施
せ
り
、
と
」
と
あ
る
。『
独
断
』
下
に
は
、「
幘
は
、
古
え
の
卑
賎
に
し
て
事
を
執
る
も
冠
せ
ざ
る
者
の
服
す
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
『
南
齊
書
』
卷
五
八
・
高
麗
國
伝
に
は
高
麗
の
俗
、
窮
袴
を
服
し
、
析
風
の
一
梁
な
る
を
冠
す
。
之
を
幘
と
謂
う
。
と
あ
り
、こ
れ
に
よ
れ
ば
「
析
風
の
一
梁
な
る
」
も
の
が
幘
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
析
風
（
折
風
）
は
、
中
国
の
服
飾
史
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
高
句
麗
独
特
の
か
ぶ
り
も
の
の
よ
う
で
、
そ
れ
自
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
冠
帽
に
用
い
る
梁
が
一
本
の
も
の
を
、
幘
と
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
折
風
は
、
梁
が
一
本
で
は
な
い
も
の
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
（
26
）隧
穴
「
隧
神
」
は
、『
後
漢
書
』
で
は
、
示
扁
に
な
っ
て
い
る
。
三
品
彰
英
は
、「
木
隧
」
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、禾
扁
の
誤
り
で
あ
ろ
う
、「
隧
穴
」「
隧
神
」
の
「
隧
」
字
に
ひ
か
れ
て
誤
記
（
誤
写
）
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
禾
扁
の
字
は
、
禾
穂
の
秀
で
る
貌
を
い
う
語
で
あ
る
か
ら
、
木
で
象
っ
た
穀
穂
か
、
あ
る
い
は
木
に
穀
穂
を
結
び
つ
け
た
も
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
穀
穂
を
象
徴
し
た
も
の
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
、
と
す
る
。
集
安
市
街
の
東
北
一
七
㎞
、
太
王
郷
上
解
放
村
の
汞
洞
子
溝
で
、
一
九
八
三
年
五
月
に
二
つ
の
洞
窟
が
確
認
さ
れ
た
。『
集
安
県
文
物
志
』
お
よ
び
賈
士
金
「
集
安
の
歴
史
文
物
と
高
句
麗
遺
跡
」（『
好
太
王
碑
と
高
句
麗
遺
跡
』読
売
新
聞
社
）に
よ
れ
ば
、
一
つ
は
鴨
緑
江
か
ら
四
〇
〇
ｍ
離
れ
た
山
腹
に
あ
る
。
入
り
口
が
東
南
に
向
き
、
高
さ
一
〇
ｍ
、
幅
二
五
ｍ
、
奥
行
き
二
〇
ｍ
の
洞
窟
で
、
入
り
口
の
前
に
は
三
〇
ｍ
×
二
〇
ｍ
の
平
坦
な
台
地
が
あ
り
、
百
人
余
り
の
人
が
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
台
地
の
下
は
断
崖
で
、
上
に
立
て
ば
、
鴨
緑
江
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
岩
洞
か
ら
西
側
の
山
道
を
約
一
〇
〇
ｍ
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
入
り
口
は
東
南
に
向
き
、
高
さ
六
ｍ
、
幅
二
〇
ｍ
、
奥
行
き
一
六
ｍ
で
、
東
北
側
に
も
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
洞
内
の
底
は
平
坦
で
、
頂
部
は
弓
形
に
な
っ
て
お
り
、
洞
内
に
は
百
十
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
地
で
は
こ
れ
を
通
天
洞
と
よ
ん
で
い
る
。
洞
の
前
に
は
、
約
三
〇
〇
平
方
ｍ
の
開
け
た
地
が
あ
り
、
四
面
は
、
群
山
幽
谷
・
奇
峰
奇
岩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
魏
志
』
な
ど
の
文
献
に
も
と
づ
い
て
、
そ
こ
に
み
え
る
「
隧
穴
」
を
集
安
県
（
当
時
）
文
物
普
査
隊
が
探
し
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
通
天
洞
内
に
あ
る
天
然
の
石
台
を
、木
隧
を
置
い
た
神
座
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
県
級
の
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
洞
窟
が
、果
た
し
て
『
魏
志
』
に
み
え
る
隧
穴
に
あ
た
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
何
と
も
い
え
な
い
が
、
確
か
に
記
述
と
は
合
致
す
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
神
座
は
、
「
隧
穴
」
の
中
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
も
し
こ
こ
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
関
わ
る
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
点
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
検
出
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
27
）婚
姻
銭
帛
に
つ
い
て
、
張
承
斗
は
か
つ
て
、
女
家
で
娘
の
た
め
に
準
備
し
て
お
く
婚
資
と
み
た
（「
朝
鮮
原
始
種
族
の
婚
姻
」『
朝
鮮
』
二
八
一
・
二
八
二
号
、
一
九
三
八
年
）
の
に
対
し
、
盧
泰
敦
は
、
婚
姻
の
時
に
男
家
か
ら
女
家
に
送
り
、
新
婚
初
に
一
旦
婿
屋
の
横
に
置
い
て
い
た
一
種
のbride-w
ealth
婚
納
金
と
み
る
（「
高
句
麗
初
期
の
娶
嫂
婚
に
対
す
る
一
考
察
」『
金
哲
埈
博
士
華
甲
紀
念
史
学
論
叢
』
知
識
産
業
社
、
一
九
八
三
年
）。
そ
れ
は
、
一
種
の
新
婦
代
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
盧
説
に
従
い
、「〔
男
の
家
は
〕」
と
補
っ
て
お
く
。
こ
こ
に
は
労
役
は
み
ら
れ
な
い
が
、
北
ア
ジ
ア
に
は
、
結
婚
当
初
の
一
定
期
間
、
婿
が
妻
家
で
労
役
に
従
事
す
る
婚
姻
習
俗
、
つ
ま
り
「
労
役
婚
」（m
arriage by 
service
）
の
習
俗
が
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
烏
桓
伝
で
は
、「
其
の
嫁
娶
は
、
則
ち
先
ず
女
を
略
し
情
を
通
じ
、
或
い
は
半
歳
、
或
い
は
百
日
し
て
、
然
る
後
ち
、
馬
・
牛
・
羊
を
遣
送
し
、
以
て
聘
幣
と
爲
す
。
婿
、
妻
に
隨
い
て
〔
妻
の
〕
家
に
至
る
。
…
…
妻
家
の
僕
役
を
爲
す
こ
と
一
二
年
に
し
て
、
妻
家
は
乃
ち
更
め
て
厚
遺
し
て
女
を
送
る
。
居
処
財
物
は
一
皆
、〔
妻
家
が
〕
分
辨
す
」
と
あ
り
、
ま
た
『
旧
唐
書
』
室
韋
伝
で
は
、「
婚
嫁
の
法
は
、
男
が
先
ず
女
舎
に
就
り
、
三
年
役
力
し
、
因
り
て
其
の
婦
を
親
迎
す
る
を
得
。
役
日
が
已
に
滿
つ
れ
ば
、
女
家
は
其
の
財
物
を
分
か
ち
、
夫
婦
は
同
じ
車
に
乗
り
て
鼓
舞
し
て
共
に
帰
る
」
と
あ
る
。
今
日
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
に
つ
い
て
も
、「
期
限
つ
き
入
贅
は
、
往
々
に
し
て
、
女
家
の
家
長
が
老
年
で
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
息
子
の
年
齢
が
幼
少
な
家
で
見
出
さ
れ
る
。
入
贅
の
期
間
は
、
お
も
に
男
の
子
が
生
産
に
参
加
す
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。
期
限
が
満
ち
た
の
ち
、妻
子
児
女
を
連
れ
て
岳
父
の
家
を
去
る
」（
烏
丙
安
『
中
国
民
俗
学
』
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
と
い
う
。
烏
丙
安
に
よ
れ
ば
、
期
限
つ
き
入
贅
は
、
二
種
類
あ
っ
た
と
い
う
。
〔
一
〕
期
限
が
満
ち
た
の
ち
、
女
婿
（
贅
婿
）
が
自
家
（
Ｂ
家
）
に
妻
子
を
引
き
連
れ
て
帰
る
場
合
。
こ
れ
が
、
期
限
付
き
入
贅
た
る
労
役
婚
の
通
常
の
形
式
。
〔
二
〕
期
限
が
満
ち
た
の
ち
、
女
婿
は
妻
家
（
Ａ
家
）
の
近
く
に
世
帯
を
構
え
、
妻
家
の
援
助
の
も
と
に
生
活
す
る
場
合
。
こ
れ
は
、
女
婿
の
実
家
（
Ｂ
家
）
が
貧
し
か
っ
た
り
、
自
分
の
親
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
実
家
で
は
十
分
な
生
活
の
基
盤
が
な
い
と
き
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
習
俗
は
、
日
本
で
も
東
北
地
方
に
あ
っ
た
「
年
期
婿
」
に
よ
く
似
て
い
る（
江
守
五
夫「
日
本
の
家
族
慣
習
の
一
源
流
と
し
て
の
中
国
北
方
民
族
文
化
」『
日
本
の
家
族
と
北
方
文
化
』
第
一
書
房
、
一
九
九
三
年
）。
高
句
麗
の
場
合
、
労
役
婚
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
類
似
の
習
俗
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
28
）淫
『
太
平
御
覧
』
巻
七
八
三
所
引
の
『
魏
略
』
に
よ
れ
ば
、「
其
の
俗
、
淫
汚
に
し
て
相
奔
誇
す
」
と
あ
る
。
中
国
的
な
礼
と
は
異
な
る
場
合
に
「
淫
」
を
遣
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
（
29
）墓
制
『
太
平
御
覧
』
巻
七
八
三
所
引
の
『
魏
略
』
に
よ
れ
ば
、「
其
れ
死
す
る
や
、
葬
る
に
槨
有
り
て
棺
無
し
。
停
喪
す
る
こ
と
百
日
」
と
あ
る
。
夫
餘
と
異
な
り
、
高
句
麗
に
は
、
積
石
塚
（
つ
み
い
し
づ
か
）
と
い
う
、
独
特
な
墓
制
が
あ
っ
た
。
記
事
に
い
う
「
石
を
積
ん
で
」
造
る
墓
は
、
こ
の
積
石
塚
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
の
興
起
は
紀
元
前
一
世
紀
初
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
近
い
時
期
か
ら
、
積
石
塚
が
造
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
句
麗
史
の
展
開
と
、
積
石
塚
の
変
遷
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
。
積
石
塚
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、
東
潮
の
分
類
（
東
潮
・
田
中
俊
明
『
高
句
麗
の
歴
史
と
遺
跡
』）
に
従
え
ば
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
類
型
（
無
基
壇
円
丘
石
槨
積
石
塚
）
　不
正
形
な
楕
円
形
・
円
形
積
石
塚
。
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河
原
石
・
山
石
を
円
丘
形
に
積
み
上
げ
た
墳
丘
で
、
一
定
の
区
画
と
段
（
壇
）
築
を
も
つ
。
方
形
化
以
前
の
段
階
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
埋
葬
施
設
は
石
槨
で
、
墳
丘
の
上
部
に
構
築
さ
れ
る
（
例
：
蓮
舞
里
二
号
墳
、
雲
坪
里
四
－
八
号
墳
、
雲
坪
里
四
－
九
号
墳
、
深
貴
里
七
八
号
墳
、
下
活
龍
八
号
墳
な
ど
）。
第
二
類
型
（
方
壇
付
き
円
丘
石
槨
積
石
塚
）
　円
形
・
円
丘
形
の
無
基
壇
積
石
塚
に
方
形
壇
が
付
設
す
る
も
の
。
壇
は
小
口
積
み
で
あ
る
（
雲
坪
里
四
－
六
号
墳
、
松
岩
里
三
三
・
八
八
・
一
〇
六
号
墳
、
高
力
墓
子
二
三
～
二
五
号
墳
な
ど
）。
方
壇
階
梯
連
接
積
石
塚
に
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
類
型
（
方
壇
石
槨
積
石
塚
）
　一
墳
丘
単
槨
墓
を
Ａ
、
複
槨
墓
を
Ｂ
と
す
る
。
墳
丘
基
底
部
に
方
形
基
壇
が
形
成
さ
れ
る
も
の
（
下
活
龍
五
号
墳
ほ
か
）。
基
壇
基
底
に
は
不
定
形
な
割
石
と
整
形
加
工
石
（
直
方
体
）
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
は
初
期
積
石
塚
の
典
型
で
あ
る
。
第
四
類
型
（
方
壇
階
梯
石
槨
積
石
塚
）
　二
段
以
上
の
方
（
長
方
）
形
の
基
壇
積
石
塚
（
雲
坪
里
四
－
三
号
墳
、
南
坡
洞
三
三
・
二
四
二
号
墳
・
禹
山
下
三
二
八
三
・
三
三
〇
五
号
墳
な
ど
）。
割
石
積
み
、
板
石
積
み
、
切
石
積
み
の
基
壇
が
あ
る
。
単
槨
墓
を
Ａ
、
複
槨
墓
を
Ｂ
（
禹
山
下
一
三
四
〇
号
墳
）
と
す
る
。
第
五
類
型
（
方
段
階
梯
石
槨
連
接
積
石
塚
）
　方
（
長
方
）
形
基
壇
が
連
接
す
る
も
の（
松
岩
里
四
五
・
五
六
号
墳
、深
貴
里
九
九
号
墳
な
ど
）。「
方
壇
階
梯
積
石
串
墓
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
徴
的
で
あ
り
、
類
例
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
一
類
型
と
し
て
設
定
し
う
る
。
三
Ａ
類
型
の
方
壇
石
槨
（
複
）
積
石
塚
を
ふ
く
む
も
の
が
あ
る
（
禹
山
下
三
二
三
二
・
三
二
四
一
号
墳
な
ど
）。
第
六
類
型
（
方
壇
階
梯
石
室
積
石
塚
）
　埋
葬
施
設
が
横
穴
式
石
室
の
積
石
塚
。
一
石
室
（
Ａ
）
が
基
本
で
あ
る
が
、
二
～
三
室
が
並
立
す
る
例
（
Ｂ
）
が
あ
る
（
禹
山
下
二
八
九
一
号
墳
）。
切
石
布
積
み
基
壇
が
出
現
す
る
。
羨
道
と
玄
室
か
ら
な
る
単
室
墓
（
將
軍
塚
、
兄
塚
）
と
有
龕
単
室
墓
（
西
崗
一
一
〇
号
墳
、
折
天
井
塚
、
舎
長
里
一
号
墳
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
。
天
井
構
造
は
穹
窿
状
天
井
式
と
平
天
井
式
が
あ
る
。
長
方
形
状
の
長
大
な
積
石
塚
の
例
も
知
ら
れ
る
（
禹
山
下
三
一
〇
五
号
墳
な
ど
）。第七
類
型
（
方
台
形
石
室
積
石
塚
）
　い
わ
ゆ
る
「
封
石
洞
室
墓
」
を
い
う
。「
洞
室
」
と
「
横
穴
式
石
室
」
が
同
一
概
念
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
石
室
封
土
墳
の
影
響
と
み
ら
れ
る
が
、
石
室
は
墳
丘
基
底
（
地
表
面
）
に
構
築
さ
れ
る
（
高
力
墓
子
二
一
号
墳
ほ
か
）。
第
八
類
型
（
方
壇
石
室
封
土
墳
）
　方
形
の
封
土
墳
の
基
底
に
列
石
を
め
ぐ
ら
す
も
の
。
方
壇
積
石
塚
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
（
伝
東
明
王
陵
、
漢
王
墓
、
土
浦
里
大
塚
、
湖
南
里
四
神
塚
）。
將
軍
塚
以
後
、
五
世
紀
後
半
以
降
の
限
定
さ
れ
た
墓
制
と
し
て
遺
存
す
る
。
第
九
類
型（
石
室
封
土
墳
）
　四
世
紀
中
葉
頃
に
出
現
し
、渤
海
期
ま
で
存
続
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
年
代
と
推
定
さ
れ
る
。
第
一
類
型
　紀
元
前
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
ま
で
。
第
二
類
型
　紀
元
前
後
。
第
三
類
型
　三
世
紀
前
半
か
ら
五
世
紀
代
。
第
四
類
型
　二
世
紀
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
る
。
五
世
紀
中
葉
ま
で
。
第
五
類
型
　三
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
。
第
四
類
型
の
出
現
後
。
第
六
類
型
　四
世
紀
後
半
に
は
出
現
。
五
世
紀
前
半
ま
で
。
第
七
類
型
　六
～
七
世
紀
に
鴨
緑
江
流
域
で
発
達
。
渤
海
期
ま
で
。
第
八
類
型
　平
壤
遷
都
後
に
大
同
江
流
域
で
。
將
軍
塚
系
列
。
第
九
類
型
　四
世
紀
中
頃
に
出
現
。
渤
海
期
ま
で
。
な
お
、
初
期
の
積
石
塚
の
分
布
状
況
を
も
と
に
、
那
集
団
の
分
布
を
考
え
る
み
か
た
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
桓
仁
地
域
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
分
布
状
況
が
少
し
わ
か
っ
て
き
た
段
階
で
あ
り
、ま
だ
ま
だ
情
報
不
足
で
あ
る
。
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。
（
30
）馬
『
太
平
御
覧
』
巻
七
八
三
所
引
の
『
魏
略
』
で
は
「
馬
の
小
な
る
に
騎
る
。
山
に
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河
原
石
・
山
石
を
円
丘
形
に
積
み
上
げ
た
墳
丘
で
、
一
定
の
区
画
と
段
（
壇
）
築
を
も
つ
。
方
形
化
以
前
の
段
階
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
埋
葬
施
設
は
石
槨
で
、
墳
丘
の
上
部
に
構
築
さ
れ
る
（
例
：
蓮
舞
里
二
号
墳
、
雲
坪
里
四
－
八
号
墳
、
雲
坪
里
四
－
九
号
墳
、
深
貴
里
七
八
号
墳
、
下
活
龍
八
号
墳
な
ど
）。
第
二
類
型
（
方
壇
付
き
円
丘
石
槨
積
石
塚
）
　円
形
・
円
丘
形
の
無
基
壇
積
石
塚
に
方
形
壇
が
付
設
す
る
も
の
。
壇
は
小
口
積
み
で
あ
る
（
雲
坪
里
四
－
六
号
墳
、
松
岩
里
三
三
・
八
八
・
一
〇
六
号
墳
、
高
力
墓
子
二
三
～
二
五
号
墳
な
ど
）。
方
壇
階
梯
連
接
積
石
塚
に
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
類
型
（
方
壇
石
槨
積
石
塚
）
　一
墳
丘
単
槨
墓
を
Ａ
、
複
槨
墓
を
Ｂ
と
す
る
。
墳
丘
基
底
部
に
方
形
基
壇
が
形
成
さ
れ
る
も
の
（
下
活
龍
五
号
墳
ほ
か
）。
基
壇
基
底
に
は
不
定
形
な
割
石
と
整
形
加
工
石
（
直
方
体
）
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
は
初
期
積
石
塚
の
典
型
で
あ
る
。
第
四
類
型
（
方
壇
階
梯
石
槨
積
石
塚
）
　二
段
以
上
の
方
（
長
方
）
形
の
基
壇
積
石
塚
（
雲
坪
里
四
－
三
号
墳
、
南
坡
洞
三
三
・
二
四
二
号
墳
・
禹
山
下
三
二
八
三
・
三
三
〇
五
号
墳
な
ど
）。
割
石
積
み
、
板
石
積
み
、
切
石
積
み
の
基
壇
が
あ
る
。
単
槨
墓
を
Ａ
、
複
槨
墓
を
Ｂ
（
禹
山
下
一
三
四
〇
号
墳
）
と
す
る
。
第
五
類
型
（
方
段
階
梯
石
槨
連
接
積
石
塚
）
　方
（
長
方
）
形
基
壇
が
連
接
す
る
も
の（
松
岩
里
四
五
・
五
六
号
墳
、深
貴
里
九
九
号
墳
な
ど
）。「
方
壇
階
梯
積
石
串
墓
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
徴
的
で
あ
り
、
類
例
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
一
類
型
と
し
て
設
定
し
う
る
。
三
Ａ
類
型
の
方
壇
石
槨
（
複
）
積
石
塚
を
ふ
く
む
も
の
が
あ
る
（
禹
山
下
三
二
三
二
・
三
二
四
一
号
墳
な
ど
）。
第
六
類
型
（
方
壇
階
梯
石
室
積
石
塚
）
　埋
葬
施
設
が
横
穴
式
石
室
の
積
石
塚
。
一
石
室
（
Ａ
）
が
基
本
で
あ
る
が
、
二
～
三
室
が
並
立
す
る
例
（
Ｂ
）
が
あ
る
（
禹
山
下
二
八
九
一
号
墳
）。
切
石
布
積
み
基
壇
が
出
現
す
る
。
羨
道
と
玄
室
か
ら
な
る
単
室
墓
（
將
軍
塚
、
兄
塚
）
と
有
龕
単
室
墓
（
西
崗
一
一
〇
号
墳
、
折
天
井
塚
、
舎
長
里
一
号
墳
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
。
天
井
構
造
は
穹
窿
状
天
井
式
と
平
天
井
式
が
あ
る
。
長
方
形
状
の
長
大
な
積
石
塚
の
例
も
知
ら
れ
る
（
禹
山
下
三
一
〇
五
号
墳
な
ど
）。第七
類
型
（
方
台
形
石
室
積
石
塚
）
　い
わ
ゆ
る
「
封
石
洞
室
墓
」
を
い
う
。「
洞
室
」
と
「
横
穴
式
石
室
」
が
同
一
概
念
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
石
室
封
土
墳
の
影
響
と
み
ら
れ
る
が
、
石
室
は
墳
丘
基
底
（
地
表
面
）
に
構
築
さ
れ
る
（
高
力
墓
子
二
一
号
墳
ほ
か
）。
第
八
類
型
（
方
壇
石
室
封
土
墳
）
　方
形
の
封
土
墳
の
基
底
に
列
石
を
め
ぐ
ら
す
も
の
。
方
壇
積
石
塚
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
（
伝
東
明
王
陵
、
漢
王
墓
、
土
浦
里
大
塚
、
湖
南
里
四
神
塚
）。
將
軍
塚
以
後
、
五
世
紀
後
半
以
降
の
限
定
さ
れ
た
墓
制
と
し
て
遺
存
す
る
。
第
九
類
型（
石
室
封
土
墳
）
　四
世
紀
中
葉
頃
に
出
現
し
、渤
海
期
ま
で
存
続
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
年
代
と
推
定
さ
れ
る
。
第
一
類
型
　紀
元
前
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
ま
で
。
第
二
類
型
　紀
元
前
後
。
第
三
類
型
　三
世
紀
前
半
か
ら
五
世
紀
代
。
第
四
類
型
　二
世
紀
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
る
。
五
世
紀
中
葉
ま
で
。
第
五
類
型
　三
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
。
第
四
類
型
の
出
現
後
。
第
六
類
型
　四
世
紀
後
半
に
は
出
現
。
五
世
紀
前
半
ま
で
。
第
七
類
型
　六
～
七
世
紀
に
鴨
緑
江
流
域
で
発
達
。
渤
海
期
ま
で
。
第
八
類
型
　平
壤
遷
都
後
に
大
同
江
流
域
で
。
將
軍
塚
系
列
。
第
九
類
型
　四
世
紀
中
頃
に
出
現
。
渤
海
期
ま
で
。
な
お
、
初
期
の
積
石
塚
の
分
布
状
況
を
も
と
に
、
那
集
団
の
分
布
を
考
え
る
み
か
た
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
桓
仁
地
域
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
分
布
状
況
が
少
し
わ
か
っ
て
き
た
段
階
で
あ
り
、ま
だ
ま
だ
情
報
不
足
で
あ
る
。
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。
（
30
）馬
『
太
平
御
覧
』
巻
七
八
三
所
引
の
『
魏
略
』
で
は
「
馬
の
小
な
る
に
騎
る
。
山
に
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登
る
に
便
あ
り
」
と
し
て
い
る
。
高
句
麗
の
馬
に
つ
い
て
は
、『
魏
書
』
高
句
麗
伝
に
「
三
尺
の
馬
を
出
だ
す
。
本
と
朱
蒙
の
乘
る
所
の
馬
種
な
り
と
云
う
。
即
ち
果
下
な
り
」
と
あ
り
、
小
さ
い
馬
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
果
下
と
は
、
果
樹
の
下
を
通
る
こ
と
の
で
き
る
馬
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
五
九
・
兵
部
・
障
泥
に
は
、「
肅
方
等
三
十
國
春
秋
に
曰
わ
く
、
高
句
驪
、
千
里
の
馬
・
生
羆
皮
・
障
泥
を
以
て
南
燕
に
獻
ず
。
燕
王
、
大
い
に
悦
び
、
答
う
る
に
水
牛
・
能
言
鳥
を
以
て
す
」
と
い
う
よ
う
に
、「
千
里
馬
」
が
み
え
、
ま
た
『
宋
書
』
高
句
驪
伝
に
は
「
高
句
驪
王
高
璉
、
晉
の
安
帝
義
煕
九
年
（
四
一
三
）、
長
史
高
翼
を
遣
わ
し
表
を
奉
じ
て
赭
白
馬
を
獻
ぜ
し
む
」
と
い
う
よ
う
に
、「
赭
白
馬
」
が
み
え
る
。
高
句
麗
が
馬
を
献
じ
た
と
い
う
記
録
は
、
ほ
か
に
も
、『
宋
書
』
高
句
驪
伝
に
「
元
嘉
十
六
年
（
四
三
九
）、
太
祖
、
北
討
せ
ん
と
欲
し
、
璉
に
詔
し
て
馬
を
送
ら
し
む
。
璉
、
馬
八
百
匹
を
獻
ず
」
と
あ
り
、『
三
國
史
記
』
に
は
、
安
藏
王
五
年
（
五
二
四
）
十
一
月
条
に
「
使
を
遣
わ
し
魏
に
朝
し
、
良
馬
十
匹
を
進
め
し
む
」
と
あ
る
。
上
記
の
『
魏
書
』
の
「
本
と
朱
蒙
の
乘
る
所
の
馬
種
な
り
と
云
う
」
と
い
う
所
伝
と
関
連
し
て
、
朱
蒙
と
馬
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
も
、「〔
夫
餘
王
〕
之
（
＝
朱
蒙
）
に
命
じ
て
馬
を
養
わ
し
む
。
朱
蒙
、毎
に
私
（
ひ
そ
）
か
に
試
み
、善
悪
有
る
を
知
り
、
駿
な
る
者
は
食
を
減
ら
し
て
痩
せ
し
め
、
駑
な
る
者
は
善
く
養
い
肥
ら
し
む
。
夫
餘
王
、
肥
え
た
る
者
を
以
て
自
ら
乘
り
、
痩
せ
た
る
者
を
以
て
朱
蒙
に
給
す
」
と
い
う
よ
う
な
有
名
な
伝
承
が
あ
り
、
当
初
よ
り
馬
と
関
わ
り
深
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
翰
苑
』
註
所
引
『
高
驪
記
』
に
は
、「
馬
多
山
、
国
の
北
に
在
り
。
高
驪
の
中
、此
の
山
最
大
な
り
。
卅
里
の
間
、唯
だ
匹
馬
の
通
じ
る
の
み
。
雲
霧
、歊
丞
し
、
終
日
霽
れ
ず
。
其
の
中
に
多
く
人
参
・
白
附
子
・
防
風
・
細
辛
を
生
ず
。
山
中
に
は
南
北
の
路
有
り
。
路
の
東
に
石
壁
有
り
。
其
の
高
さ
数
仭
。
下
に
石
室
有
り
、
千
人
を
容
る
る
べ
し
。
室
中
に
二
穴
有
り
、
深
浅
を
測
る
莫
し
。
夷
人
の
長
老
相
伝
え
て
云
う
、
高
驪
の
先
祖
朱
蒙
、
夫
餘
よ
り
此
れ
に
至
る
。
初
め
未
だ
馬
あ
ら
ず
。
行
き
て
此
の
山
に
至
り
、
忽
ち
群
馬
の
穴
中
よ
り
出
ず
る
を
見
る
に
、
形
小
さ
く
彊
駿
な
り
。
因
り
て
馬
多
山
と
号
す
（
以
下
、
欠
）」
と
あ
り
、
朱
蒙
が
や
っ
て
き
た
当
初
の
高
句
麗
に
は
馬
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
31
）沃
沮
・
東
濊
沃
沮
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
伝
の
次
の
東
沃
沮
伝
、
濊
に
つ
い
て
は
そ
の
あ
と
の
濊
伝
に
詳
し
く
記
述
す
る
。
東
沃
沮
伝
に
は
「
國
小
さ
く
大
國
の
間
に
迫
り
、
遂
に
句
麗
に
臣
属
す
」
と
み
え
、
濊
伝
に
は
「
単
単
大
領
よ
り
以
西
、
樂
浪
に
属
す
。
領
よ
り
以
東
の
七
県
、
都
尉
、
之
を
主
る
。
…
…
漢
末
、
更
め
て
句
麗
に
属
す
」
と
み
え
て
い
る
。
東
濊
と
す
る
の
は
、
単
単
大
領
よ
り
東
の
濊
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（32
）西
安
平
県
『
漢
書
』地
理
志
に
は
、遼
東
郡
の
属
県
一
八
の
う
ち
の
一
県
と
し
て
み
え
て
い
る
。
遼
寧
省
丹
東
市
の
東
の
郊
外
の
九
連
城
鎮
の
、
鴨
緑
江
と
靉
河
と
の
合
流
点
に
形
成
さ
れ
た
中
洲
の
中
の
靉
河
上
尖
村
で
、
一
九
六
一
年
に
方
形
の
土
城
が
発
見
さ
れ
た
。
東
西
の
幅
約
五
〇
〇
ｍ
、
南
北
が
約
六
〇
〇
ｍ
で
、
東
北
と
西
南
の
角
が
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
七
六
年
に
な
っ
て
、
現
地
の
農
民
が
、
そ
こ
で
漢
代
の
瓦
当
を
発
見
し
た
。
直
径
一
二
・
五
㎝
あ
り
、「
安
平
樂
未
央
」
の
銘
が
あ
っ
た
。「
樂
未
央
」
と
は
、
漢
代
に
お
い
て
「
長
樂
未
央
」「
安
樂
未
央
」
な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
吉
祥
句
で
あ
り
、「
安
平
」
は
、
西
安
平
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
土
城
が
西
安
平
県
の
県
城
址
と
し
て
問
題
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
安
平
」
と
し
か
な
い
た
め
、
報
告
者
は
西
安
平
県
は
も
と
も
と
安
平
県
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
曹
汛
「
靉
河
尖
古
城
和
漢
安
平
瓦
当
」『
考
古
』
一
九
八
〇
年
六
期
）。
こ
の
西
安
平
県
と
高
句
麗
と
の
関
係
を
示
す
記
事
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
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呉
王
孫
權
が
公
孫
淵
と
通
じ
、
使
者
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
淵
が
変
心
し
て
魏
に
通
じ
た
た
め
に
そ
の
使
者
を
殺
し
魏
に
送
っ
た
。
そ
の
時
に
随
行
し
て
き
た
も
の
た
ち
の
う
ち
六
〇
人
ほ
ど
を
玄
菟
郡
に
抑
留
し
た
が
、
彼
ら
が
逃
げ
出
し
て
高
句
麗
を
頼
っ
た
。
高
句
麗
で
は
彼
ら
を
呉
に
送
り
届
け
、
呉
で
は
、
あ
ら
た
め
て
高
句
麗
に
使
者
を
派
遣
し
、
高
句
麗
王
の
宮
を
単
于
と
し
、
衣
服
珍
宝
を
賜
与
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
の
呉
の
使
者
が
「
安
平
口
に
到
り
、
先
に
校
尉
陳
奉
を
遣
わ
し
、
前
に
宮
に
見
え
ん
と
す
。
而
る
に
宮
、
魏
の
幽
州
刺
史
の
諷
旨
を
受
け
、
令
し
て
呉
使
を
以
て
自
ら
效
せ
し
む
。
奉
、
之
を
聞
き
て
到
還
す
。
宮
、
主
簿
筰
咨
・
帯
固
ら
を
遣
わ
し
、
安
平
に
出
で
て
宏
と
相
見
え
し
む
。宏
、即
ち
三
十
余
人
を
縛
得
し
之
を
質
と
す
。宮
、
是
に
於
て
謝
罪
し
、
馬
数
百
匹
を
上
る
。
宏
、
乃
ち
咨
・
固
を
遣
わ
し
詔
書
・
賜
物
を
奉
じ
て
帰
り
て
宮
に
与
え
し
む
。
是
の
時
、
宏
の
船
小
さ
く
、
馬
八
十
匹
を
載
せ
て
還
る
」
と
あ
る
。
ま
た
魏
の
高
句
麗
侵
攻
の
口
実
に
な
っ
た
の
は
、
高
句
麗
が
二
四
二
年
に
西
安
平
を
寇
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
高
句
麗
伝
）。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
高
句
麗
が
西
安
平
県
を
奪
取
し
た
の
は
、
四
世
紀
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
遼
東
郡
全
体
の
確
保
も
四
世
紀
後
半
、
三
八
〇
年
代
に
一
旦
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
33
）小
水
貊
大
水
が
鴨
緑
江
を
指
す
こ
と
は
問
題
な
い
。
い
っ
ぽ
う
小
水
に
つ
い
て
は
、
渾
江
に
あ
て
る
考
え
が
あ
る
。
別
名
佟
佳
江
・
佟
家
江
で
、
通
化
・
桓
仁
を
通
り
、
鴨
緑
江
に
合
流
す
る
河
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
安
平
県
は
、
前
項
の
よ
う
に
、
鴨
緑
江
の
河
口
か
ら
少
し
入
っ
た
靉
河
尖
古
城
が
そ
の
跡
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
点
に
す
れ
ば
、
果
た
し
て
渾
江
が
そ
の
北
に
あ
る
河
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
南
流
し
て
海
に
入
る
と
い
う
の
も
符
合
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
後
文
に
み
え
る
、
抜
奇
と
伊
夷
模
の
兄
弟
間
の
争
い
で
伊
夷
模
が
新
國
を
作
っ
た
の
に
対
し
て
、
抜
奇
は
沸
流
水
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
い
う
事
実
を
も
と
に
、沸
流
水
に
依
拠
し
た
勢
力
を
小
水
貊
と
と
ら
え
よ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
。『
魏
志
』
の
時
点
で
、
大
水
の
高
句
麗
以
外
に
別
に
高
句
麗
國
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
抜
奇
の
系
統
の
旧
國
と
み
る
の
が
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
小
水
と
は
沸
流
水
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
沸
流
水
は
渾
江
（
富
爾
江
と
の
合
流
点
あ
る
い
は
、
富
爾
江
を
主
流
と
し
た
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
意
見
は
当
然
、
渾
江
説
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
河
そ
の
も
の
の
理
解
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
こ
の
西
安
平
県
址
か
ら
、
鴨
緑
江
を
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
鴨
緑
江
に
合
流
す
る
、
蒲
石
河
に
あ
て
る
考
え
も
あ
る
（
池
内
宏
「
曹
魏
の
東
方
経
略
」『
滿
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』）。「
海
に
入
る
」
を
重
視
す
れ
ば
、
む
し
ろ
す
ぐ
横
を
流
れ
る
靉
河
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。
蒲
石
河
と
靉
河
と
の
間
に
安
平
河
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
南
流
す
る
。
し
か
し
蒲
石
河
・
安
平
河
の
上
流
に
お
い
て
、
高
句
麗
の
山
城
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
つ
ま
り
後
代
に
な
っ
て
も
、
高
句
麗
の
根
拠
地
が
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
と
は
、
今
の
材
料
で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
靉
河
の
場
合
に
は
、
上
流
に
、
の
ち
に
鳳
凰
山
山
城
が
築
か
れ
る
な
ど
、
拠
点
と
な
っ
て
い
く
が
、
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
、
遼
東
郡
の
武
次
県
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
問
題
が
残
る
。
結
局
、
小
水
貊
が
具
体
的
に
ど
こ
に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
小
水
が
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
34
）王
莽
の
初
め
王
莽
は
、
漢
の
元
帝
の
皇
后
（
元
后
）
の
一
族
で
、
そ
の
関
係
で
勢
力
を
も
ち
、
紀
元
後
九
年
に
政
権
を
簒
奪
し
、
新
を
建
国
し
た
。
こ
の
で
き
ご
と
は
、始
建
国
四
年（
一
二
）の
こ
と
で
、王
莽
の
建
国
四
年
目
で
あ
っ
た
。『
漢
書
』
卷
九
九
中
・
列
伝
第
六
九
中
・
王
莽
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。
始
建
國
四
年
。
是
れ
よ
り
先
、
莽
、
高
句
驪
兵
を
發
す
。
當
に
胡
を
伐
つ
べ
き
も
、
行
か
ん
と
欲
せ
ず
。
郡
、
之
を
強
迫
す
る
や
、
皆
な
亡
げ
塞
を
出
で
、
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王
孫
權
が
公
孫
淵
と
通
じ
、
使
者
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
淵
が
変
心
し
て
魏
に
通
じ
た
た
め
に
そ
の
使
者
を
殺
し
魏
に
送
っ
た
。
そ
の
時
に
随
行
し
て
き
た
も
の
た
ち
の
う
ち
六
〇
人
ほ
ど
を
玄
菟
郡
に
抑
留
し
た
が
、
彼
ら
が
逃
げ
出
し
て
高
句
麗
を
頼
っ
た
。
高
句
麗
で
は
彼
ら
を
呉
に
送
り
届
け
、
呉
で
は
、
あ
ら
た
め
て
高
句
麗
に
使
者
を
派
遣
し
、
高
句
麗
王
の
宮
を
単
于
と
し
、
衣
服
珍
宝
を
賜
与
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
の
呉
の
使
者
が
「
安
平
口
に
到
り
、
先
に
校
尉
陳
奉
を
遣
わ
し
、
前
に
宮
に
見
え
ん
と
す
。
而
る
に
宮
、
魏
の
幽
州
刺
史
の
諷
旨
を
受
け
、
令
し
て
呉
使
を
以
て
自
ら
效
せ
し
む
。
奉
、
之
を
聞
き
て
到
還
す
。
宮
、
主
簿
筰
咨
・
帯
固
ら
を
遣
わ
し
、
安
平
に
出
で
て
宏
と
相
見
え
し
む
。宏
、即
ち
三
十
余
人
を
縛
得
し
之
を
質
と
す
。宮
、
是
に
於
て
謝
罪
し
、
馬
数
百
匹
を
上
る
。
宏
、
乃
ち
咨
・
固
を
遣
わ
し
詔
書
・
賜
物
を
奉
じ
て
帰
り
て
宮
に
与
え
し
む
。
是
の
時
、
宏
の
船
小
さ
く
、
馬
八
十
匹
を
載
せ
て
還
る
」
と
あ
る
。
ま
た
魏
の
高
句
麗
侵
攻
の
口
実
に
な
っ
た
の
は
、
高
句
麗
が
二
四
二
年
に
西
安
平
を
寇
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（
高
句
麗
伝
）。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
高
句
麗
が
西
安
平
県
を
奪
取
し
た
の
は
、
四
世
紀
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
遼
東
郡
全
体
の
確
保
も
四
世
紀
後
半
、
三
八
〇
年
代
に
一
旦
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
33
）小
水
貊
大
水
が
鴨
緑
江
を
指
す
こ
と
は
問
題
な
い
。
い
っ
ぽ
う
小
水
に
つ
い
て
は
、
渾
江
に
あ
て
る
考
え
が
あ
る
。
別
名
佟
佳
江
・
佟
家
江
で
、
通
化
・
桓
仁
を
通
り
、
鴨
緑
江
に
合
流
す
る
河
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
安
平
県
は
、
前
項
の
よ
う
に
、
鴨
緑
江
の
河
口
か
ら
少
し
入
っ
た
靉
河
尖
古
城
が
そ
の
跡
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
点
に
す
れ
ば
、
果
た
し
て
渾
江
が
そ
の
北
に
あ
る
河
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
南
流
し
て
海
に
入
る
と
い
う
の
も
符
合
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
後
文
に
み
え
る
、
抜
奇
と
伊
夷
模
の
兄
弟
間
の
争
い
で
伊
夷
模
が
新
國
を
作
っ
た
の
に
対
し
て
、
抜
奇
は
沸
流
水
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
い
う
事
実
を
も
と
に
、沸
流
水
に
依
拠
し
た
勢
力
を
小
水
貊
と
と
ら
え
よ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
。『
魏
志
』
の
時
点
で
、
大
水
の
高
句
麗
以
外
に
別
に
高
句
麗
國
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
抜
奇
の
系
統
の
旧
國
と
み
る
の
が
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
小
水
と
は
沸
流
水
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
沸
流
水
は
渾
江
（
富
爾
江
と
の
合
流
点
あ
る
い
は
、
富
爾
江
を
主
流
と
し
た
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
意
見
は
当
然
、
渾
江
説
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
河
そ
の
も
の
の
理
解
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
こ
の
西
安
平
県
址
か
ら
、
鴨
緑
江
を
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
鴨
緑
江
に
合
流
す
る
、
蒲
石
河
に
あ
て
る
考
え
も
あ
る
（
池
内
宏
「
曹
魏
の
東
方
経
略
」『
滿
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』）。「
海
に
入
る
」
を
重
視
す
れ
ば
、
む
し
ろ
す
ぐ
横
を
流
れ
る
靉
河
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。
蒲
石
河
と
靉
河
と
の
間
に
安
平
河
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
南
流
す
る
。
し
か
し
蒲
石
河
・
安
平
河
の
上
流
に
お
い
て
、
高
句
麗
の
山
城
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
つ
ま
り
後
代
に
な
っ
て
も
、
高
句
麗
の
根
拠
地
が
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
と
は
、
今
の
材
料
で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
靉
河
の
場
合
に
は
、
上
流
に
、
の
ち
に
鳳
凰
山
山
城
が
築
か
れ
る
な
ど
、
拠
点
と
な
っ
て
い
く
が
、
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
、
遼
東
郡
の
武
次
県
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
問
題
が
残
る
。
結
局
、
小
水
貊
が
具
体
的
に
ど
こ
に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
小
水
が
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
34
）王
莽
の
初
め
王
莽
は
、
漢
の
元
帝
の
皇
后
（
元
后
）
の
一
族
で
、
そ
の
関
係
で
勢
力
を
も
ち
、
紀
元
後
九
年
に
政
権
を
簒
奪
し
、
新
を
建
国
し
た
。
こ
の
で
き
ご
と
は
、始
建
国
四
年（
一
二
）の
こ
と
で
、王
莽
の
建
国
四
年
目
で
あ
っ
た
。『
漢
書
』
卷
九
九
中
・
列
伝
第
六
九
中
・
王
莽
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。
始
建
國
四
年
。
是
れ
よ
り
先
、
莽
、
高
句
驪
兵
を
發
す
。
當
に
胡
を
伐
つ
べ
き
も
、
行
か
ん
と
欲
せ
ず
。
郡
、
之
を
強
迫
す
る
や
、
皆
な
亡
げ
塞
を
出
で
、
407
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因
り
て
法
を
犯
し
寇
を
爲
す
。
遼
西
の
大
尹
田
譚
、
之
を
追
撃
し
、
殺
す
所
と
爲
る
。
州
郡
、
咎
を
高
句
驪
侯
騶
に
歸
す
。
嚴
尤
奏
言
す
ら
く
、「
貉
人
法
を
犯
す
は
、
騶
よ
り
起
こ
ら
ず
。
正
に
它
心
有
り
。
宜
し
く
州
郡
に
令
し
て
且
く
尉
安
せ
し
む
る
べ
し
。
今
猥
り
に
被
す
に
大
罪
を
て
す
れ
ば
、
恐
る
ら
く
は
其
れ
遂
に
畔
か
ん
。
夫
餘
の
屬
、
必
ず
和
す
る
者
有
り
。
匈
奴
、
未
だ
克
た
ず
。
夫
餘
穢
貉
、
復
た
起
こ
る
。
此
れ
大
い
に
憂
い
な
り
」
と
。
莽
、
尉
安
せ
ず
。
穢
貉
遂
に
反
す
。
尤
に
詔
し
て
之
を
撃
た
し
む
。
尤
、
高
句
驪
侯
騶
を
誘
う
。
至
れ
ば
焉
を
斬
り
、
首
を
長
安
に
伝
う
。
莽
、
大
い
に
説
び
、
書
を
下
し
て
曰
わ
く
、
迺
者
（
さ
き
に
）
命
じ
て
猛
將
を
遣
わ
し
共
に
天
罰
を
行
い
、
虜
知
を
誅
滅
し
、
分
か
ち
て
十
二
部
と
爲
し
、
或
い
は
其
の
右
臂
を
斷
ち
、
或
い
は
其
の
左
腋
を
斬
り
、
或
い
は
其
の
胸
腹
を
潰
し
、
或
い
は
其
の
兩
脅
を
紬
く
。
今
年
の
刑
は
東
方
に
在
り
。
貉
の
部
を
誅
す
る
に
、
先
に
縱
い
ま
ま
に
す
。
虜
騶
を
捕
斬
し
、
東
域
を
平
定
す
。
虜
知
、
殄
滅
す
る
は
、
漏
刻
に
在
り
。
此
れ
乃
ち
天
地
・
羣
神
・
社
稷
・
宗
廟
の
佑
助
の
福
な
り
。
公
卿
・
大
夫
・
士
民
、
心
を
同
じ
う
し
て
虓
虎
の
力
を
將
率
す
。
予
、
甚
だ
之
を
嘉
す
。
其
れ
高
句
驪
を
更
名
し
て
下
句
驪
と
爲
し
、
天
下
に
布
告
し
、
咸
な
知
ら
し
め
よ
」
と
。
是
に
於
て
貉
人
、
愈
々
邊
を
犯
し
、
東
北
と
西
南
夷
、
皆
な
亂
る
、
と
云
う
。
莽
の
志
、
方
に
盛
ん
な
り
。
て
四
夷
呑
滅
す
る
に
足
ら
ず
と
爲
す
。
古
え
を
稽
う
る
の
事
に
專
念
す
。
『
魏
志
』
の
記
述
は
、
こ
の
『
漢
書
』
王
莽
伝
を
節
略
し
た
も
の
で
、
史
料
的
に
こ
れ
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
一
部
、
改
変
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
読
み
方
も
若
干
変
え
ざ
る
を
得
な
い
。
（
35
）塞
高
句
麗
族
が
集
住
し
て
い
た
城
塞
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
戦
国
時
代
の
塞
を
指
し
て
い
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
徴
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
高
句
麗
人
が
、
高
句
麗
族
の
全
体
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
漢
に
隷
属
し
て
い
た
高
句
麗
人
が
、
塞
の
中
に
い
た
の
か
、
そ
の
点
も
不
明
で
あ
る
。
遼
西
の
大
尹
が
関
わ
っ
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
遼
西
に
近
い
地
域
に
お
け
る
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
遼
西
地
域
に
お
い
て
隷
属
高
句
麗
人
を
城
塞
に
居
住
さ
せ
て
い
た
、
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
（
36
）遼
西
の
大
尹
大
尹
は
、
郡
の
太
守
を
、
王
莽
が
改
称
し
た
も
の
。
王
莽
は
、『
周
禮
』
に
も
と
づ
く
政
治
を
め
ざ
し
、
官
名
・
地
名
等
、『
周
禮
』
に
よ
っ
て
改
称
し
て
い
る
。
太
守
→
大
尹
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
（
37
）句
麗
侯
騊
『
漢
書
』
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
「
高
句
驪
侯
騶
」
と
な
っ
て
い
る
。『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
も
、「
騶
」
で
あ
る
。「
騊
」
は
ま
ち
が
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
写
の
際
の
誤
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
句
麗
の
首
長
の
名
が
記
録
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
騶
が
最
初
で
あ
る
。
高
句
麗
の
始
祖
は
、『
広
開
土
王
碑
』
で
は
「
鄒
牟
王
」、『
魏
書
』
高
句
麗
伝
で
は「
朱
蒙
」と
し
て
い
る
。
新
羅
の『
文
武
大
王
陵
碑
』に
も「
朱
蒙
」と
み
え
る
。『
三
國
史
記
』高
句
麗
本
紀
で
は
、「
諱
は
朱
蒙
」と
し
た
上
で
、註
に「
一
に
鄒
□
と
云
う
。
一
に
衆
解
と
云
う
」
と
あ
る
。
ま
た
『
三
國
史
記
』
新
羅
本
紀
に
よ
れ
ば
、
新
羅
の
文
武
王
が
、
安
勝
を
高
句
麗
王
に
封
ず
る
册
書
で
「
大
（
太
）
祖
中
牟
王
」
と
し
て
い
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
に
、
百
濟
の
都
慕
王
の
後
孫
、
と
い
う
よ
う
に
家
系
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
「
都
慕
王
」
も
、
高
句
麗
の
始
祖
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
鄒
牟
＝
朱
蒙
＝
中
牟
＝
都
慕
で
、
す
べ
て
音
通
と
い
え
る
。
こ
の
時
の
高
句
麗
侯
の
名
が
「
騶
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
通
じ
る
と
い
え
る
。
『
広
開
土
王
碑
』
や
『
魏
書
』
は
、
始
祖
の
存
在
し
た
絶
対
年
代
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
三
國
史
記
』
は
、
紀
元
前
三
七
年
に
建
国
し
た
と
し
て
い
る
。
現
実
の
高
句
麗
の
興
起
は
、
紀
元
前
一
世
紀
の
初
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
408
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い
っ
て
鄒
牟
＝
朱
蒙
が
、
そ
の
時
点
に
確
か
に
存
在
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
『
広
開
土
王
碑
』
以
下
の
記
録
は
、『
漢
書
』
よ
り
は
か
な
り
新
し
い
。
従
っ
て
、『
漢
書
』
の
「
騶
」
が
、
鄒
牟
＝
朱
蒙
以
下
の
記
述
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、こ
と
さ
ら
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
「
騶
」
そ
の
人
が
、
そ
の
ま
ま
高
句
麗
の
始
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
も
な
い
。
た
だ
、
鄒
牟
＝
朱
蒙
の
語
義
が
、「
善
射
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
（『
魏
書
』
高
句
麗
伝
）、「
騶
」
の
由
来
も
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
そ
う
し
た
語
義
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
な
お
、『
三
国
史
記
』
で
は
、瑠
璃
王
三
一
年
（
一
二
）
条
に
、主
に
『
漢
書
』
か
ら
、
こ
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
が
、こ
の
時
に
殺
さ
れ
た
の
は
、「
我
が
將
延
丕
」で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。『
漢
書
』
等
を
引
用
し
た
の
は
、『
三
國
史
記
』
編
纂
時
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
が
、「
我
が
將
延
丕
」
の
名
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
古
記
録
が
、
国
内
的
に
残
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、『
三
國
史
記
』
編
纂
以
前
の
段
階
に
お
け
る
、
中
国
史
書
引
用
の
際
に
、
置
き
換
え
た
、
と
い
う
可
能
性
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
置
き
換
え
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
首
長
が
殺
さ
れ
た
は
ず
が
な
い
と
い
う
愛
国
意
識
か
ら
な
さ
れ
た
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
係
年
が
瑠
璃
王
三
一
年
で
あ
り
、
騶
を
瑠
璃
王
と
す
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
年
に
王
が
死
ん
だ
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
便
宜
的
に
お
こ
な
っ
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
（
38
）侯
國
『
漢
書
』
に
は
、「
高
句
驪
を
更
名
し
て
下
句
驪
と
爲
し
」
た
と
い
う
よ
う
に
、
改
名
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
は
、
こ
こ
で
「
侯
」
で
あ
っ
た
と
し
、
次
項
の
よ
う
に
、
後
漢
に
な
っ
て
初
め
て
「
王
」
に
な
っ
た
、
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、「
高
句
驪
王
を
更
名
し
て
下
句
驪
侯
と
爲
し
」
と
い
う
よ
う
、
こ
の
時
に
「
王
」
→
「
侯
」
と
い
う
格
下
げ
が
あ
っ
た
と
し
、
次
の
項
で
み
る
よ
う
に
、
後
漢
初
に
「
王
」
に
も
ど
っ
た
、
と
す
る
。
両
者
は
、
ま
っ
た
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
が
誤
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
が
誤
り
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
王
莽
は
、（
Ⅱ
）夫
餘
の
註
（
（（
）
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
句
町
王
お
よ
び
西
域
の
諸
王
に
対
し
て
は
、
王
→
侯
へ
の
降
格
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
高
句
驪
に
対
し
て
こ
の
時
、
そ
の
こ
と
が
み
え
て
い
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
い
ま
だ
王
と
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
事
件
に
際
し
て
、
高
句
驪
侯
と
さ
れ
て
い
る
の
が
ど
う
し
て
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
魏
志
』
の
理
解
の
よ
う
に
、
こ
の
時
（
事
件
の
あ
と
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
）
に
、
初
め
て
侯
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
（
39
）光
武
帝
八
年
『
後
漢
書
』
卷
一
下
・
光
武
帝
紀
第
一
下
・
建
武
八
年
条
に
「
十
二
月
、
高
句
驪
王
、
使
を
遣
わ
し
貢
ぎ
を
奉
ぜ
し
む
」
と
あ
り
、
高
句
驪
伝
に
は
「
建
武
八
年
、
高
句
驪
、
使
を
遣
わ
し
朝
貢
せ
し
む
。
光
武
、
其
の
王
號
を
復
す
」
と
あ
る
。
（
40
）殤
安
の
間
殤
安
の
間
と
は
、
殤
帝
（
在
位
一
〇
五
～
一
〇
六
）
と
安
帝
（
在
位
一
〇
六
～
一
二
五
）
の
時
代
を
い
う
。
こ
の
間
に
お
け
る
、
高
句
麗
と
遼
東
郡
・
玄
菟
郡
と
の
抗
争
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
実
際
た
び
た
び
み
ら
れ
る
が
、
本
文
で
こ
れ
に
つ
づ
く
記
事
は
、
③
で
示
す
よ
う
に
、
一
一
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
、
一
〇
五
年
の
侵
攻
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
①
一
〇
五
年
『
後
漢
書
』
卷
四
・
和
帝
紀
・
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
春
条
に
「
高
句
驪
、
郡
界
に
寇
す
」、
同
秋
九
月
条
に
「
遼
東
太
守
耿
、
貊
人
を
撃
ち
て
之
を
破
る
」
と
あ
る
。
同
書
高
句
驪
伝
で
は
、「
和
帝
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
春
、
復
た
遼
東
に
入
り
、
六
縣
を
寇
略
す
。
太
守
耿
、
之
を
撃
破
し
、
其
の
渠
帥
を
斬
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
殤
帝
の
即
位
は
、
こ
の
年
の
一
二
月
で
あ
り
、
事
件
そ
の
も
の
は
、
ま
だ
和
帝
の
時
408
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い
っ
て
鄒
牟
＝
朱
蒙
が
、
そ
の
時
点
に
確
か
に
存
在
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
『
広
開
土
王
碑
』
以
下
の
記
録
は
、『
漢
書
』
よ
り
は
か
な
り
新
し
い
。
従
っ
て
、『
漢
書
』
の
「
騶
」
が
、
鄒
牟
＝
朱
蒙
以
下
の
記
述
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、こ
と
さ
ら
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
「
騶
」
そ
の
人
が
、
そ
の
ま
ま
高
句
麗
の
始
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
も
な
い
。
た
だ
、
鄒
牟
＝
朱
蒙
の
語
義
が
、「
善
射
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
（『
魏
書
』
高
句
麗
伝
）、「
騶
」
の
由
来
も
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
そ
う
し
た
語
義
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
な
お
、『
三
国
史
記
』
で
は
、瑠
璃
王
三
一
年
（
一
二
）
条
に
、主
に
『
漢
書
』
か
ら
、
こ
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る
が
、こ
の
時
に
殺
さ
れ
た
の
は
、「
我
が
將
延
丕
」で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。『
漢
書
』
等
を
引
用
し
た
の
は
、『
三
國
史
記
』
編
纂
時
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
が
、「
我
が
將
延
丕
」
の
名
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
古
記
録
が
、
国
内
的
に
残
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、『
三
國
史
記
』
編
纂
以
前
の
段
階
に
お
け
る
、
中
国
史
書
引
用
の
際
に
、
置
き
換
え
た
、
と
い
う
可
能
性
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
置
き
換
え
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
首
長
が
殺
さ
れ
た
は
ず
が
な
い
と
い
う
愛
国
意
識
か
ら
な
さ
れ
た
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
係
年
が
瑠
璃
王
三
一
年
で
あ
り
、
騶
を
瑠
璃
王
と
す
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
年
に
王
が
死
ん
だ
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
便
宜
的
に
お
こ
な
っ
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
（
38
）侯
國
『
漢
書
』
に
は
、「
高
句
驪
を
更
名
し
て
下
句
驪
と
爲
し
」
た
と
い
う
よ
う
に
、
改
名
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
は
、
こ
こ
で
「
侯
」
で
あ
っ
た
と
し
、
次
項
の
よ
う
に
、
後
漢
に
な
っ
て
初
め
て
「
王
」
に
な
っ
た
、
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、「
高
句
驪
王
を
更
名
し
て
下
句
驪
侯
と
爲
し
」
と
い
う
よ
う
、
こ
の
時
に
「
王
」
→
「
侯
」
と
い
う
格
下
げ
が
あ
っ
た
と
し
、
次
の
項
で
み
る
よ
う
に
、
後
漢
初
に
「
王
」
に
も
ど
っ
た
、
と
す
る
。
両
者
は
、
ま
っ
た
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
が
誤
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
が
誤
り
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
王
莽
は
、（
Ⅱ
）夫
餘
の
註
（
（（
）
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
句
町
王
お
よ
び
西
域
の
諸
王
に
対
し
て
は
、
王
→
侯
へ
の
降
格
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
高
句
驪
に
対
し
て
こ
の
時
、
そ
の
こ
と
が
み
え
て
い
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
い
ま
だ
王
と
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
事
件
に
際
し
て
、
高
句
驪
侯
と
さ
れ
て
い
る
の
が
ど
う
し
て
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
魏
志
』
の
理
解
の
よ
う
に
、
こ
の
時
（
事
件
の
あ
と
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
）
に
、
初
め
て
侯
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
（
39
）光
武
帝
八
年
『
後
漢
書
』
卷
一
下
・
光
武
帝
紀
第
一
下
・
建
武
八
年
条
に
「
十
二
月
、
高
句
驪
王
、
使
を
遣
わ
し
貢
ぎ
を
奉
ぜ
し
む
」
と
あ
り
、
高
句
驪
伝
に
は
「
建
武
八
年
、
高
句
驪
、
使
を
遣
わ
し
朝
貢
せ
し
む
。
光
武
、
其
の
王
號
を
復
す
」
と
あ
る
。
（
40
）殤
安
の
間
殤
安
の
間
と
は
、
殤
帝
（
在
位
一
〇
五
～
一
〇
六
）
と
安
帝
（
在
位
一
〇
六
～
一
二
五
）
の
時
代
を
い
う
。
こ
の
間
に
お
け
る
、
高
句
麗
と
遼
東
郡
・
玄
菟
郡
と
の
抗
争
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
実
際
た
び
た
び
み
ら
れ
る
が
、
本
文
で
こ
れ
に
つ
づ
く
記
事
は
、
③
で
示
す
よ
う
に
、
一
一
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
、
一
〇
五
年
の
侵
攻
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
①
一
〇
五
年
『
後
漢
書
』
卷
四
・
和
帝
紀
・
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
春
条
に
「
高
句
驪
、
郡
界
に
寇
す
」、
同
秋
九
月
条
に
「
遼
東
太
守
耿
、
貊
人
を
撃
ち
て
之
を
破
る
」
と
あ
る
。
同
書
高
句
驪
伝
で
は
、「
和
帝
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
春
、
復
た
遼
東
に
入
り
、
六
縣
を
寇
略
す
。
太
守
耿
、
之
を
撃
破
し
、
其
の
渠
帥
を
斬
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
殤
帝
の
即
位
は
、
こ
の
年
の
一
二
月
で
あ
り
、
事
件
そ
の
も
の
は
、
ま
だ
和
帝
の
時
409
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
戦
勝
し
た
耿
は
、
遼
東
郡
治
の
南
門
附
近
に
そ
の
こ
と
を
記
念
し
た
碑
を
立
て
た
。『
翰
苑
』
註
に
よ
れ
ば
、「
高
驪
記
を
案
ず
る
に
、
故
城
の
南
門
に
碑
有
り
。
年
久
し
く
淪
沒
し
、
出
土
す
る
こ
と
數
尺
。
即
ち
耿
、
之
に
碑
す
る
者
な
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
故
城
と
す
る
の
は
、
こ
の
『
高
驪
記
』
の
時
代
（
七
世
紀
な
か
ば
）
に
は
す
で
に
遼
東
郡
は
な
く
、
高
句
麗
の
遼
東
城
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
高
句
麗
の
遼
東
城
は
、
遼
東
郡
治
で
あ
っ
た
襄
平
県
城
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
別
の
城
と
し
て
築
造
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
お
け
る
築
城
で
あ
る
可
能
性
も
含
め
て
）。
こ
の
侵
攻
に
関
連
し
て
、
玄
菟
郡
の
郡
治
が
移
動
し
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。『
後
漢
書
』
卷
二
三
・
郡
国
志
五
・
幽
州
・
玄
菟
郡
に
は
、「
六
城
。
戸
一
千
五
百
九
十
四
。
口
四
万
三
千
一
百
六
十
三
。
高
句
驪
、
遼
山
、
遼
水
出
づ
。
西
蓋
鳥
。
上
殷
台
。
高
顕
、
故
と
遼
東
に
属
す
。
候
城
、
故
と
遼
東
に
属
す
。
遼
陽
、
故
と
遼
東
に
属
す
」
と
あ
り
、遼
陽
に
対
す
る
分
註
に
「
東
観
書
。
安
帝
即
位
の
年
、
三
県
を
分
か
ち
て
来
属
せ
し
む
」
と
あ
る
。「
東
観
書
」
と
は
『
東
觀
漢
記
』
の
こ
と
で
後
漢
王
朝
の
正
史
、
安
帝
即
位
の
年
は
一
〇
六
年
、
三
県
と
は
、
も
と
遼
東
に
属
し
て
い
た
と
い
う
高
顕
・
候
城
・
遼
陽
の
三
県
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
、
一
〇
六
年
に
遼
東
郡
か
ら
玄
菟
郡
に
改
属
さ
れ
、
玄
菟
郡
は
六
県
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
後
漢
書
』
卷
八
一
・
陳
禅
伝
に
は
、
陳
禅
が
永
寧
元
年
（
一
二
〇
）
に
「
玄
菟
候
城
の
障
尉
」
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
候
城
県
が
す
で
に
玄
菟
郡
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
玄
菟
郡
は
、
最
初
に
設
置
（
前
一
〇
七
）
さ
れ
て
、
早
く
も
前
七
五
年
に
郡
治
を
現
在
の
遼
寧
省
新
賓
県
の
永
陵
鎮
古
城
に
移
し
て
い
る
（
第
二
玄
菟
郡
）。
そ
の
後
、
『
魏
志
』
東
沃
沮
伝
に
は
、
第
二
玄
菟
郡
に
つ
い
て
「
今
の
所
謂
る
玄
菟
の
故
府
、
是
れ
な
り
」
と
し
て
お
り
、
魏
代
に
は
す
で
に
、「
故
府
」
で
は
な
い
、「
今
の
玄
菟
の
府
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
郡
治
は
、
現
在
の
遼
寧
省
撫
順
市
の
労
働
公
園
古
城
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
移
動
が
あ
っ
た
の
か
は
、
明
確
で
は
な
い
。そ
れ
に
つ
い
て
、こ
の
三
県
改
属
の
記
事
を
も
と
に
、白
鳥
庫
吉
・
箭
内
亙
は
、「
玄
菟
郡
治
の
西
徙
は
此
年
若
く
は
其
前
後
な
り
し
な
ら
ん
」
と
し
、そ
の
背
景
と
し
て
、
一
〇
五
年
か
ら
一
二
一
年
に
至
る
間
に
お
け
る
高
句
麗
の
侵
略
を
あ
げ
た
（「
漢
代
の
朝
鮮
」
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
『
満
洲
歴
史
地
理
』
一
巻
、
丸
善
、
一
九
四
〇
年
九
月
再
版
）。
池
内
宏
は
、
そ
の
点
を
よ
り
積
極
的
に
論
じ
、「
安
帝
即
位
の
年
の
玄
菟
郡
の
管
轄
区
域
の
変
更
は
、
実
は
郡
治
の
移
転
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
そ
れ
は
其
の
前
年
（
元
興
元
年
）
に
於
け
る
高
句
麗
の
入
寇
の
直
接
の
結
果
で
あ
ら
う
と
い
ひ
た
い
」
と
す
る
（「
玄
菟
郡
の
属
県
高
顕
の
遺
址
」『
満
鮮
史
研
究
　
上
世
第
一
冊
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。
し
か
し
『
後
漢
書
』
の
記
事
は
、
遼
東
郡
に
対
す
る
侵
攻
で
は
あ
る
が
、
玄
菟
郡
が
対
象
に
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
遼
東
郡
に
属
す
る
三
県
が
玄
菟
郡
に
改
属
さ
れ
た
の
は
、
上
記
の
記
事
ど
お
り
に
、
一
〇
六
年
と
認
め
て
何
の
支
障
も
な
い
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
年
に
お
こ
っ
た
高
句
麗
の
遼
東
郡
侵
攻
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
玄
菟
郡
治
の
移
転
が
そ
れ
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
材
料
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。改
属
さ
れ
た
三
県
の
位
置
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
郡
治
が
そ
れ
ま
で
の
永
陵
鎮
古
城
の
ま
ま
の
第
二
玄
菟
郡
に
改
属
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
移
転
し
た
の
ち
の
玄
菟
郡
に
改
属
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
こ
で
い
え
る
の
は
、三
県
改
属
の
一
〇
六
年
ま
で
に
郡
治
は
移
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
一
〇
六
年
は
下
限
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
移
転
の
契
機
と
し
て
は
、
や
は
り
高
句
麗
の
侵
攻
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
前
に
お
い
て
、
高
句
麗
が
玄
菟
郡
に
侵
攻
し
た
こ
と
を
記
す
記
事
は
な
い
。
わ
ず
か
に
、『
後
漢
書
』卷
一
下
・
光
武
帝
紀
一
下
の
建
武
二
五
年（
四
九
）
春
正
月
条
に
「
遼
東
の
徼
外
の
貊
人
、
北
平
・
漁
陽
・
上
谷
・
太
原
に
寇
す
。
遼
東
太
守
祭
彤
、招
い
て
之
を
降
す
」、『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
「
建
武
二
十
五
年
（
四
九
）
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春
正
月
、
句
驪
、
右
北
平
・
漁
陽
・
上
谷
・
太
原
に
寇
す
。
遼
東
太
守
祭
彤
、
恩
信
を
以
て
之
を
招
き
、
皆
な
復
た
塞
を
款
く
」
と
あ
り
、
玄
菟
よ
り
も
西
の
諸
郡
に
侵
攻
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
一
〇
六
年
に
先
だ
っ
て
、
そ
れ
に
近
い
時
期
に
、
玄
菟
郡
治
が
移
動
す
る
契
機
と
な
っ
た
事
件
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
み
る
し
か
な
い
。
②
一
一
一
年
『
資
治
通
鑑
』
卷
四
九
・
漢
紀
四
一
・
孝
安
上
・
永
初
五
年
（
一
一
一
）
条
に
「
高
句
驪
王
宮
、
濊
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
す
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
後
漢
書
』
に
は
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
な
い
。
同
年
の
こ
と
と
し
て
は
、「
玄
菟
に
屬
せ
ん
こ
と
を
求
め
し
む
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
（
次
々
項
）、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
本
文
に
も
、
そ
の
対
応
記
事
が
み
え
て
い
る
。『
資
治
通
鑑
』
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
③
一
一
八
年
『
後
漢
書
』
卷
五
・
安
帝
紀
・
元
初
五
年
（
一
一
八
）
夏
六
月
条
に
「
高
句
驪
、
穢
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
す
」、『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
「
元
初
五
年
（
一
一
八
）、
復
た
濊
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
し
、
華
麗
城
を
攻
む
」
と
あ
る
。
④
一
二
一
年
こ
の
年
の
侵
攻
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
本
文
に
記
す
、遼
東
太
守
蔡
風
・
玄
菟
太
守
姚
光
の
登
場
す
る
記
事
が
対
応
す
る
。
（
41
）高
句
麗
王
宮
高
句
麗
王
と
し
て
、「
騶
」
に
つ
い
で
中
国
史
書
に
記
録
さ
れ
た
の
が
、
宮
で
あ
る
。
そ
の
係
年
で
最
も
古
い
の
は
、
こ
の
一
〇
五
年
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
の
当
該
記
事
で
は
（
前
項
①
）、「
宮
」
の
名
は
み
え
て
い
な
い
。『
後
漢
書
』
で
、
最
初
に
「
宮
」
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、建
武
二
五
年
（
四
九
）
の
記
事
（
前
項
①
参
照
）
に
つ
づ
け
て
、「
後
ち
句
驪
王
宮
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
、
能
く
視
ゆ
。
國
人
、
之
に
懷
く
。
長
ず
る
に
及
び
勇
壯
た
り
。
數
々
邊
境
を
犯
す
。
和
帝
元
興
元
年
春
…
…
」
と
あ
り
、
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
の
記
事
（
前
項
①
参
照
）
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
か
ら
、
一
〇
五
年
以
前
の
あ
る
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
魏
志
』
の
後
文
で
は
、子
を
伯
固
と
し
て
い
る
が
、『
後
漢
書
』
で
は
、建
光
元
年
（
一
二
一
）
に
「
是
の
歳
、
宮
死
し
、
子
の
遂
成
立
つ
」
と
あ
り
、
そ
ち
ら
が
正
し
い
。『
魏
志
』
の
所
伝
に
は
問
題
が
あ
る
。
『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
宮
は
、
一
〇
五
年
以
前
～
一
二
一
年
に
在
位
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
代
の
『
魏
書
』
高
句
麗
伝
が
、
始
祖
朱
蒙
の
あ
と
、「
朱
蒙
死
し
、
閭
達
代
わ
り
て
立
つ
。
閭
達
死
し
、
子
の
如
栗
代
わ
り
て
立
つ
。
如
栗
死
し
、
子
の
莫
來
代
わ
り
て
立
つ
。
…
…
莫
來
の
子
孫
、
相
伝
え
て
裔
孫
宮
に
至
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
、
能
く
視
ゆ
。
國
人
、
之
を
惡
む
。
長
ず
る
に
及
び
凶
虐
た
り
。
國
以
て
殘
破
せ
ら
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
初
期
の
四
代
の
あ
と
、
王
系
を
宮
に
つ
づ
け
て
い
る
が
、
初
期
の
四
代
が
後
代
の
造
作
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
を
宮
に
つ
づ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
三
國
史
記
』
で
は
、
高
句
麗
の
第
六
代
の
王
で
あ
る
大
祖
大
王
（
註
に
「
或
い
は
國
祖
王
と
云
う
」
と
あ
る
）
に
つ
い
て
、「
諱
は
宮
。
小
名
は
於
漱
」
と
し
て
い
る
。
『
三
國
史
記
』
の
係
年
で
は
、
大
祖
大
王
の
在
位
は
五
三
～
一
四
六
年
で
、
九
四
年
の
治
世
と
し
て
い
る
。
そ
の
末
尾
の
分
註
に
「
後
漢
書
云
わ
く
」
と
し
て
、
④
に
示
す
建
光
元
年
（
一
二
一
）
の
高
句
驪
伝
の
記
事
を
引
き
、「
海
東
の
古
記
を
案
ず
る
に
、
高
句
麗
の
國
祖
王
高
宮
、
後
漢
建
武
二
十
九
年
癸
巳
（
癸
丑
？
　五
三
）
を
以
て
即
位
す
。
時
に
年
七
歳
。
國
母
攝
政
す
。
孝
桓
帝
本
初
元
年
丙
戌
（
一
四
六
）
に
至
り
て
位
を
遜
き
、母
弟
遂
成
に
讓
る
。
時
に
宮
年
一
百
歳
。
位
に
在
る
こ
と
九
十
四
年
。
則
ち
建
光
元
年
は
是
れ
宮
の
在
位
第
六
十
九
年
な
り
。
則
ち
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、
古
記
と
抵
梧
し
相
符
合
せ
ず
。
豈
に
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、誤
て
る
か
」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
係
年
が
「
海
東
の
古
記
」
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
三
國
史
記
』
は
、『
後
漢
書
』
に
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、「
海
東
の
古
記
」
の
所
伝
を
採
用
し
た
上
で
、「
豈
に
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、
誤
て
る
か
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
三
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春
正
月
、
句
驪
、
右
北
平
・
漁
陽
・
上
谷
・
太
原
に
寇
す
。
遼
東
太
守
祭
彤
、
恩
信
を
以
て
之
を
招
き
、
皆
な
復
た
塞
を
款
く
」
と
あ
り
、
玄
菟
よ
り
も
西
の
諸
郡
に
侵
攻
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
一
〇
六
年
に
先
だ
っ
て
、
そ
れ
に
近
い
時
期
に
、
玄
菟
郡
治
が
移
動
す
る
契
機
と
な
っ
た
事
件
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
み
る
し
か
な
い
。
②
一
一
一
年
『
資
治
通
鑑
』
卷
四
九
・
漢
紀
四
一
・
孝
安
上
・
永
初
五
年
（
一
一
一
）
条
に
「
高
句
驪
王
宮
、
濊
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
す
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
後
漢
書
』
に
は
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
な
い
。
同
年
の
こ
と
と
し
て
は
、「
玄
菟
に
屬
せ
ん
こ
と
を
求
め
し
む
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
（
次
々
項
）、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
本
文
に
も
、
そ
の
対
応
記
事
が
み
え
て
い
る
。『
資
治
通
鑑
』
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
③
一
一
八
年
『
後
漢
書
』
卷
五
・
安
帝
紀
・
元
初
五
年
（
一
一
八
）
夏
六
月
条
に
「
高
句
驪
、
穢
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
す
」、『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
「
元
初
五
年
（
一
一
八
）、
復
た
濊
貊
と
與
に
玄
菟
に
寇
し
、
華
麗
城
を
攻
む
」
と
あ
る
。
④
一
二
一
年
こ
の
年
の
侵
攻
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
本
文
に
記
す
、遼
東
太
守
蔡
風
・
玄
菟
太
守
姚
光
の
登
場
す
る
記
事
が
対
応
す
る
。
（
41
）高
句
麗
王
宮
高
句
麗
王
と
し
て
、「
騶
」
に
つ
い
で
中
国
史
書
に
記
録
さ
れ
た
の
が
、
宮
で
あ
る
。
そ
の
係
年
で
最
も
古
い
の
は
、
こ
の
一
〇
五
年
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
の
当
該
記
事
で
は
（
前
項
①
）、「
宮
」
の
名
は
み
え
て
い
な
い
。『
後
漢
書
』
で
、
最
初
に
「
宮
」
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、建
武
二
五
年
（
四
九
）
の
記
事
（
前
項
①
参
照
）
に
つ
づ
け
て
、「
後
ち
句
驪
王
宮
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
、
能
く
視
ゆ
。
國
人
、
之
に
懷
く
。
長
ず
る
に
及
び
勇
壯
た
り
。
數
々
邊
境
を
犯
す
。
和
帝
元
興
元
年
春
…
…
」
と
あ
り
、
元
興
元
年
（
一
〇
五
）
の
記
事
（
前
項
①
参
照
）
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
か
ら
、
一
〇
五
年
以
前
の
あ
る
時
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
魏
志
』
の
後
文
で
は
、子
を
伯
固
と
し
て
い
る
が
、『
後
漢
書
』
で
は
、建
光
元
年
（
一
二
一
）
に
「
是
の
歳
、
宮
死
し
、
子
の
遂
成
立
つ
」
と
あ
り
、
そ
ち
ら
が
正
し
い
。『
魏
志
』
の
所
伝
に
は
問
題
が
あ
る
。
『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
宮
は
、
一
〇
五
年
以
前
～
一
二
一
年
に
在
位
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
代
の
『
魏
書
』
高
句
麗
伝
が
、
始
祖
朱
蒙
の
あ
と
、「
朱
蒙
死
し
、
閭
達
代
わ
り
て
立
つ
。
閭
達
死
し
、
子
の
如
栗
代
わ
り
て
立
つ
。
如
栗
死
し
、
子
の
莫
來
代
わ
り
て
立
つ
。
…
…
莫
來
の
子
孫
、
相
伝
え
て
裔
孫
宮
に
至
る
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
、
能
く
視
ゆ
。
國
人
、
之
を
惡
む
。
長
ず
る
に
及
び
凶
虐
た
り
。
國
以
て
殘
破
せ
ら
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
初
期
の
四
代
の
あ
と
、
王
系
を
宮
に
つ
づ
け
て
い
る
が
、
初
期
の
四
代
が
後
代
の
造
作
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
を
宮
に
つ
づ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
三
國
史
記
』
で
は
、
高
句
麗
の
第
六
代
の
王
で
あ
る
大
祖
大
王
（
註
に
「
或
い
は
國
祖
王
と
云
う
」
と
あ
る
）
に
つ
い
て
、「
諱
は
宮
。
小
名
は
於
漱
」
と
し
て
い
る
。
『
三
國
史
記
』
の
係
年
で
は
、
大
祖
大
王
の
在
位
は
五
三
～
一
四
六
年
で
、
九
四
年
の
治
世
と
し
て
い
る
。
そ
の
末
尾
の
分
註
に
「
後
漢
書
云
わ
く
」
と
し
て
、
④
に
示
す
建
光
元
年
（
一
二
一
）
の
高
句
驪
伝
の
記
事
を
引
き
、「
海
東
の
古
記
を
案
ず
る
に
、
高
句
麗
の
國
祖
王
高
宮
、
後
漢
建
武
二
十
九
年
癸
巳
（
癸
丑
？
　五
三
）
を
以
て
即
位
す
。
時
に
年
七
歳
。
國
母
攝
政
す
。
孝
桓
帝
本
初
元
年
丙
戌
（
一
四
六
）
に
至
り
て
位
を
遜
き
、母
弟
遂
成
に
讓
る
。
時
に
宮
年
一
百
歳
。
位
に
在
る
こ
と
九
十
四
年
。
則
ち
建
光
元
年
は
是
れ
宮
の
在
位
第
六
十
九
年
な
り
。
則
ち
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、
古
記
と
抵
梧
し
相
符
合
せ
ず
。
豈
に
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、誤
て
る
か
」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
係
年
が
「
海
東
の
古
記
」
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
三
國
史
記
』
は
、『
後
漢
書
』
に
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、「
海
東
の
古
記
」
の
所
伝
を
採
用
し
た
上
で
、「
豈
に
〔
後
〕
漢
書
の
記
す
所
、
誤
て
る
か
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、『
三
411
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
國
史
記
』
の
編
纂
態
度
と
し
て
は
興
味
深
い
が
、
何
が
事
実
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
が
な
い
。
（
42
）玄
菟
に
屬
す
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
は
、「
安
帝
永
初
五
年
（
一
一
一
）、
宮
、
使
を
遣
わ
し
貢
獻
し
、玄
菟
に
屬
せ
ん
こ
と
を
求
め
し
む
」と
あ
る（
安
帝
紀
に
は
み
え
な
い
）。『
資
治
通
鑑
』
で
は
、
そ
の
こ
と
を
記
さ
ず
、
か
え
っ
て
前
項
の
よ
う
に
、
侵
攻
し
た
と
の
記
事
の
み
を
記
す
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
『
魏
志
』
の
記
事
は
、
こ
の
、
高
句
麗
の
側
か
ら
の
要
求
に
対
す
る
、
魏
側
の
措
置
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、『
後
漢
書
』
の
記
事
と
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
屬
す
」
と
あ
る
の
は
、
所
轄
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
ほ
ん
ら
い
、
高
句
麗
に
対
し
て
は
、
玄
菟
郡
が
管
轄
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
よ
り
前
に
お
い
て
は
、
遼
東
郡
に
、
管
轄
が
移
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
43
）遼
東
太
守
の
蔡
風
と
玄
菟
太
守
の
姚
光
『
後
漢
書
』
卷
五
・
安
帝
紀
・
建
光
元
年
（
一
二
一
）
春
正
月
条
に
「
幽
州
刺
史
馮
煥
、
二
郡
の
太
守
を
率
い
て
高
句
驪
・
穢
貊
を
討
つ
も
克
た
ず
」、
同
夏
四
月
条
に
「
穢
貊
、復
た
鮮
卑
と
與
に
遼
東
に
寇
す
。
遼
東
太
守
蔡
諷
、追
撃
し
て
戰
歿
す
」、
同
冬
一
二
月
条
に
「
高
句
驪
・
馬
韓
・
穢
貊
、
玄
菟
城
を
圍
む
。
夫
餘
王
、
子
を
遣
わ
し
、
州
郡
と
力
を
并
せ
て
之
を
討
破
す
」
と
あ
る
。
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
は
、「
建
光
元
年
（
一
二
一
）
春
、
幽
州
刺
史
馮
煥
・
玄
菟
太
守
姚
光
・
遼
東
太
守
蔡
諷
等
、
兵
を
將
い
塞
を
出
で
て
之
を
撃
ち
、
濊
貊
の
渠
帥
を
捕
斬
す
。
兵
馬
財
物
を
獲
。
宮
、乃
ち
嗣
子
遂
成
を
遣
わ
し
、二
千
餘
人
を
將
い
、
光
等
を
逆
け
し
む
。
使
を
遣
わ
し
詐
り
て
降
り
、
光
等
、
之
を
信
ず
。
遂
成
、
因
り
て
險
阸
に
據
り
て
て
大
軍
を
遮
る
。
而
し
て
潜
か
に
三
千
人
を
遣
わ
し
玄
菟
・
遼
東
を
攻
め
し
む
。
城
郭
を
焚
き
、
殺
傷
す
る
こ
と
二
千
餘
人
。
是
に
於
て
廣
陽
・
漁
陽
・
右
北
平
・
型
郡
屬
國
の
三
千
餘
騎
を
發
し
、
同
に
之
を
救
わ
し
む
。
而
し
て
貊
人
、
已
に
去
る
。
夏
、
復
た
遼
東
の
鮮
卑
八
千
餘
人
と
與
に
遼
隊
を
攻
め
、
吏
人
を
殺
略
す
。
蔡
諷
等
、
新
昌
に
追
撃
し
、
戰
歿
す
。
功
曹
耿
耗
・
兵
曹
掾
龍
端
・
兵
馬
掾
公
孫
酺
、身
を
て
諷
を
扞
り
、倶
に
陳
に
沒
す
。
死
せ
る
者
、百
餘
人
。
秋
、宮
、
遂
に
馬
韓
濊
貊
の
數
千
騎
を
率
い
て
玄
菟
を
圍
む
。
夫
餘
王
、
子
の
尉
仇
台
を
遣
わ
し
、
二
萬
餘
人
を
將
い
、
州
郡
と
力
を
并
せ
て
之
を
討
破
せ
し
む
。
斬
首
す
る
こ
と
五
百
餘
級
」
と
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
列
伝
二
八
・
馮
緄
に
「
馮
緄
の
父
煥
、
安
帝
の
時
、
幽
州
刺
史
と
爲
る
。
姦
惡
に
疾
忌
し
、
數
々
其
の
罪
を
致
す
。
時
に
玄
菟
太
守
姚
光
、
亦
た
人
の
和
を
失
す
。
建
光
元
年
（
一
二
一
）、
怨
む
者
、
迺
（
す
な
わ
）
ち
詐
り
て
璽
書
を
作
り
、
煥
・
光
を
譴
責
し
、
賜
う
に
歐
刀
を
以
て
す
。
又
た
遼
東
の
都
尉
龐
奮
を
下
し
て
速
や
か
に
刑
せ
し
む
。
奮
、
即
ち
光
を
斬
り
、
煥
を
収
む
。
煥
、
自
殺
せ
ん
と
欲
し
、緄
、詔
文
に
異
有
る
を
疑
い
、煥
を
止
め
て
曰
わ
く
、大
人
州
に
在
り
て
は
、
志
し
て
惡
を
去
ら
ん
と
欲
し
實
に
它
の
故
無
し
。必
ず
や
是
れ
凶
人
の
妄
詐
な
ら
ん
。
姦
毒
を
規
肆
せ
ん
。願
わ
く
ば
事
を
て
自
ら
上
し
、罪
に
甘
ん
ず
る
も
晩
き
無
し
。」
と
。
煥
、
其
の
言
に
從
い
、
上
書
し
て
自
ら
訟
う
。
果
た
し
て
詐
り
し
者
の
爲
す
所
な
り
。
奮
を
徴
し
て
罪
に
抵
ら
し
む
。
會
々
煥
獄
中
に
病
死
す
。
帝
、之
を
愍
み
、煥
・
光
に
賜
う
こ
と
錢
各
々
十
萬
。
子
を
て
郎
中
と
爲
す
」
と
あ
る
。
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
は
、
翌
年
の
こ
と
と
し
て
「
明
年
、
遂
成
、
漢
の
生
口
を
還
し
、
玄
菟
に
詣
り
て
降
る
。
詔
し
て
曰
わ
く
、「
遂
成
等
、
桀
逆
無
状
な
れ
ば
、
當
に
斬
斷
し
葅
醢
し
て
て
百
姓
に
示
す
べ
き
も
、
幸
い
に
赦
令
に
會
い
、
罪
を
乞
い
降
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
鮮
卑
・
濊
貊
連
年
寇
鈔
し
、
小
民
を
驅
略
し
、
動
も
す
れ
ば
千
を
て
數
う
。
而
し
て
裁
送
す
る
も
の
數
十
百
人
、
向
化
の
心
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
今
よ
り
後
、
縣
官
と
戰
鬪
せ
ず
、
而
し
て
自
ら
親
附
せ
る
を
て
生
口
を
送
り
し
者
は
、
皆
な
贖
直
を
與
う
。
縑
、
人
ご
と
に
四
十
匹
、
小
口
之
を
半
ば
に
せ
よ
」
と
」
と
あ
る
。
候
城
は
、
註
（
（0
）
①
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
〇
六
年
に
玄
菟
郡
に
來
屬
し
た
が
、
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そ
れ
ま
で
は
遼
東
郡
に
属
し
て
お
り
、
中
部
都
尉
の
治
所
で
も
あ
っ
た
。
候
城
縣
の
城
址
の
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
瀋
陽
の
旧
城
区
古
城
・
古
城
子
古
城
・
上
伯
官
屯
古
城
な
ど
で
あ
る
が
、
旧
城
区
古
城
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
瀋
陽
市
の
中
心
部
旧
城
区
に
あ
る
清
の
故
宮
の
地
下
六
ｍ
に
は
戦
国
か
ら
漢
に
い
た
る
文
化
層
が
あ
り
、
一
九
七
三
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
相
当
多
量
の
繩
紋
の
平
瓦
・
丸
瓦
や
繩
紋
の
塼
、
五
銖
銭
な
ど
が
出
土
し
た
。「
千
秋
万
歳
」
銘
の
瓦
当
も
あ
る
。
そ
の
近
く
に
は
二
ｍ
の
高
さ
の
版
築
土
層
が
発
見
さ
れ
、
城
壁
か
と
み
ら
れ
る
。
故
宮
の
西
南
約
三
〇
〇
ｍ
の
瀋
河
区
公
安
分
局
の
な
か
で
も
同
一
の
地
層
か
ら
、
同
様
な
遺
構
が
あ
り
、
ま
た
土
器
や
塼
で
つ
く
っ
た
井
戸
が
あ
っ
た
。
周
囲
に
は
漢
墓
が
き
わ
め
て
多
い
（
孫
進
己
・
王
綿
厚
等
主
編
『
東
北
歴
史
地
理
』
一
巻
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
哈
爾
浜
、
一
九
八
九
年
）。
一
九
九
三
年
に
も
調
査
さ
れ
て
、
一
七
五
ｍ
の
前
後
漢
代
の
城
壁
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
李
暁
鍾
「
瀋
陽
地
区
戦
国
秦
漢
考
古
初
歩
研
究
」『
瀋
陽
考
古
文
集
』
一
集
、
二
〇
〇
七
年
）。
遼
隧
縣
は
、
遼
東
郡
に
屬
し
て
い
た
。『
漢
書
』
地
理
志
の
原
註
に
「
莽
、
順
睦
と
曰
う
。」と
あ
る
。『
東
北
歴
史
地
理
』一
巻
に
よ
れ
ば
、海
城
市
の
西
六
〇
里（
三
〇
㎞
）
の
西
四
方
台
村
の
西
で
現
地
の
人
た
ち
が
「
老
牆
頭
」
と
よ
ぶ
漢
代
の
遺
蹟
が
あ
り
、『
明
一
統
志
』
に
「
遼
隊
廢
縣
、
海
州
衞
の
西
六
十
里
に
在
り
」
と
す
る
も
の
に
符
合
す
る
と
い
う
。
（
44
）宮
の
死
。
子
の
伯
固
。
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
よ
れ
ば
、
前
項
の
建
光
元
年
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
是
の
歳
、
宮
死
し
、
子
の
遂
成
立
つ
。
姚
光
、
上
言
す
ら
く
、
其
の
喪
に
因
り
て
兵
を
發
し
て
之
を
撃
た
ん
と
欲
す
、
と
。
議
す
る
者
、
皆
な
て
許
す
べ
し
と
爲
す
。
尚
書
陳
忠
曰
わ
く
、
宮
、
前
に
桀
黠
に
し
て
、
光
討
つ
あ
た
わ
ず
。
死
し
て
之
を
撃
つ
は
義
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
宜
し
く
弔
問
せ
し
め
、
因
り
て
前
の
罪
を
責
讓
し
、
赦
し
て
誅
を
加
え
ず
、
其
の
後
善
を
取
る
べ
し
、
と
。
安
帝
、
之
に
從
う
。」
と
あ
る
。
「
是
の
歳
」
と
は
、
一
二
一
年
に
あ
た
る
。
ま
た
、
宮
の
あ
と
を
継
い
だ
の
は
、「
子
の
遂
成
」
と
し
て
い
る
。
前
項
の
記
事
に
も
「
宮
、
乃
ち
嗣
子
遂
成
を
遣
わ
し
」
と
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、
の
ち
に
「
遂
成
死
し
、
子
の
伯
固
立
つ
」
と
あ
り
、
伯
固
は
宮
の
孫
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、『
魏
志
』
と
大
き
く
対
立
し
て
い
る
が
、『
後
漢
書
』
の
所
伝
が
正
し
い
と
み
ら
れ
る
。
（
45
）順
・
桓
の
間
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、「
質
桓
の
間
、
復
た
遼
東
の
西
安
平
を
犯
し
、
帶
方
令
を
殺
し
、
樂
浪
太
守
の
妻
子
を
掠
得
す
」
と
す
る
。
質
帝
は
、
在
位
一
四
五
～
一
四
六
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
年
代
的
に
限
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
西
安
平
県
の
城
址
は
、註（
（（
）参
照
。
と
す
れ
ば
、「
道
上
に
於
て
」と
い
う
の
は
、
鴨
緑
江
の
流
域
か
河
口
附
近
で
の
こ
と
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帯
方
県
は
、
楽
浪
郡
の
中
の
一
県
で
あ
り
、『
漢
書
』
地
理
志
の
楽
浪
郡
含
資
県
の
原
註
に
「
帶
水
、
西
し
て
帶
方
に
至
り
て
海
に
入
る
」
と
あ
り
、
帶
方
県
が
、
含
資
県
を
流
れ
る
帶
水
の
河
口
附
近
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
、
ソ
ウ
ル
説
と
、
黄
海
南
道
安
岳
説
、
黄
海
北
道
鳳
山
説
な
ど
に
分
か
れ
る
。
帶
水
が
西
流
す
る
大
河
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
安
岳
や
鳳
山
で
は
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
ソ
ウ
ル
は
、
漢
江
に
面
し
て
お
り
、
帶
水
を
漢
江
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
説
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ソ
ウ
ル
に
は
、
江
南
の
松
坡
区
風
納
洞
に
方
形
の
土
城
が
あ
る
（
風
納
土
城
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
漢
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
と
い
う
報
告
は
な
く
、
ま
た
ソ
ウ
ル
附
近
に
お
い
て
、
漢
代
の
墓
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
黄
海
道
方
面
に
は
漢
魏
墓
が
多
く
、
鳳
山
に
は
、
や
は
り
方
形
に
近
い
土
城
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
考
古
学
的
な
立
場
か
ら
は
、
鳳
山
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
当
初
ソ
ウ
ル
に
置
か
れ
、
そ
の
後
鳳
山
に
移
っ
た
と
い
う
折
衷
的
な
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
で
あ
り
、
し
か
も
ソ
ウ
ル
に
置
か
れ
て
い
た
時
期
は
、
せ
い
ぜ
い
三
〇
年
く
ら
い
で
は
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そ
れ
ま
で
は
遼
東
郡
に
属
し
て
お
り
、
中
部
都
尉
の
治
所
で
も
あ
っ
た
。
候
城
縣
の
城
址
の
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
瀋
陽
の
旧
城
区
古
城
・
古
城
子
古
城
・
上
伯
官
屯
古
城
な
ど
で
あ
る
が
、
旧
城
区
古
城
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
瀋
陽
市
の
中
心
部
旧
城
区
に
あ
る
清
の
故
宮
の
地
下
六
ｍ
に
は
戦
国
か
ら
漢
に
い
た
る
文
化
層
が
あ
り
、
一
九
七
三
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
相
当
多
量
の
繩
紋
の
平
瓦
・
丸
瓦
や
繩
紋
の
塼
、
五
銖
銭
な
ど
が
出
土
し
た
。「
千
秋
万
歳
」
銘
の
瓦
当
も
あ
る
。
そ
の
近
く
に
は
二
ｍ
の
高
さ
の
版
築
土
層
が
発
見
さ
れ
、
城
壁
か
と
み
ら
れ
る
。
故
宮
の
西
南
約
三
〇
〇
ｍ
の
瀋
河
区
公
安
分
局
の
な
か
で
も
同
一
の
地
層
か
ら
、
同
様
な
遺
構
が
あ
り
、
ま
た
土
器
や
塼
で
つ
く
っ
た
井
戸
が
あ
っ
た
。
周
囲
に
は
漢
墓
が
き
わ
め
て
多
い
（
孫
進
己
・
王
綿
厚
等
主
編
『
東
北
歴
史
地
理
』
一
巻
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
哈
爾
浜
、
一
九
八
九
年
）。
一
九
九
三
年
に
も
調
査
さ
れ
て
、
一
七
五
ｍ
の
前
後
漢
代
の
城
壁
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
李
暁
鍾
「
瀋
陽
地
区
戦
国
秦
漢
考
古
初
歩
研
究
」『
瀋
陽
考
古
文
集
』
一
集
、
二
〇
〇
七
年
）。
遼
隧
縣
は
、
遼
東
郡
に
屬
し
て
い
た
。『
漢
書
』
地
理
志
の
原
註
に
「
莽
、
順
睦
と
曰
う
。」と
あ
る
。『
東
北
歴
史
地
理
』一
巻
に
よ
れ
ば
、海
城
市
の
西
六
〇
里（
三
〇
㎞
）
の
西
四
方
台
村
の
西
で
現
地
の
人
た
ち
が
「
老
牆
頭
」
と
よ
ぶ
漢
代
の
遺
蹟
が
あ
り
、『
明
一
統
志
』
に
「
遼
隊
廢
縣
、
海
州
衞
の
西
六
十
里
に
在
り
」
と
す
る
も
の
に
符
合
す
る
と
い
う
。
（
44
）宮
の
死
。
子
の
伯
固
。
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
に
よ
れ
ば
、
前
項
の
建
光
元
年
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
是
の
歳
、
宮
死
し
、
子
の
遂
成
立
つ
。
姚
光
、
上
言
す
ら
く
、
其
の
喪
に
因
り
て
兵
を
發
し
て
之
を
撃
た
ん
と
欲
す
、
と
。
議
す
る
者
、
皆
な
て
許
す
べ
し
と
爲
す
。
尚
書
陳
忠
曰
わ
く
、
宮
、
前
に
桀
黠
に
し
て
、
光
討
つ
あ
た
わ
ず
。
死
し
て
之
を
撃
つ
は
義
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
宜
し
く
弔
問
せ
し
め
、
因
り
て
前
の
罪
を
責
讓
し
、
赦
し
て
誅
を
加
え
ず
、
其
の
後
善
を
取
る
べ
し
、
と
。
安
帝
、
之
に
從
う
。」
と
あ
る
。
「
是
の
歳
」
と
は
、
一
二
一
年
に
あ
た
る
。
ま
た
、
宮
の
あ
と
を
継
い
だ
の
は
、「
子
の
遂
成
」
と
し
て
い
る
。
前
項
の
記
事
に
も
「
宮
、
乃
ち
嗣
子
遂
成
を
遣
わ
し
」
と
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、
の
ち
に
「
遂
成
死
し
、
子
の
伯
固
立
つ
」
と
あ
り
、
伯
固
は
宮
の
孫
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、『
魏
志
』
と
大
き
く
対
立
し
て
い
る
が
、『
後
漢
書
』
の
所
伝
が
正
し
い
と
み
ら
れ
る
。
（
45
）順
・
桓
の
間
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、「
質
桓
の
間
、
復
た
遼
東
の
西
安
平
を
犯
し
、
帶
方
令
を
殺
し
、
樂
浪
太
守
の
妻
子
を
掠
得
す
」
と
す
る
。
質
帝
は
、
在
位
一
四
五
～
一
四
六
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
年
代
的
に
限
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
西
安
平
県
の
城
址
は
、註（
（（
）参
照
。
と
す
れ
ば
、「
道
上
に
於
て
」と
い
う
の
は
、
鴨
緑
江
の
流
域
か
河
口
附
近
で
の
こ
と
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帯
方
県
は
、
楽
浪
郡
の
中
の
一
県
で
あ
り
、『
漢
書
』
地
理
志
の
楽
浪
郡
含
資
県
の
原
註
に
「
帶
水
、
西
し
て
帶
方
に
至
り
て
海
に
入
る
」
と
あ
り
、
帶
方
県
が
、
含
資
県
を
流
れ
る
帶
水
の
河
口
附
近
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
、
ソ
ウ
ル
説
と
、
黄
海
南
道
安
岳
説
、
黄
海
北
道
鳳
山
説
な
ど
に
分
か
れ
る
。
帶
水
が
西
流
す
る
大
河
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
安
岳
や
鳳
山
で
は
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
ソ
ウ
ル
は
、
漢
江
に
面
し
て
お
り
、
帶
水
を
漢
江
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
説
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ソ
ウ
ル
に
は
、
江
南
の
松
坡
区
風
納
洞
に
方
形
の
土
城
が
あ
る
（
風
納
土
城
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
漢
代
の
遺
物
が
出
土
し
た
と
い
う
報
告
は
な
く
、
ま
た
ソ
ウ
ル
附
近
に
お
い
て
、
漢
代
の
墓
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
黄
海
道
方
面
に
は
漢
魏
墓
が
多
く
、
鳳
山
に
は
、
や
は
り
方
形
に
近
い
土
城
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
考
古
学
的
な
立
場
か
ら
は
、
鳳
山
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
当
初
ソ
ウ
ル
に
置
か
れ
、
そ
の
後
鳳
山
に
移
っ
た
と
い
う
折
衷
的
な
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
考
え
に
賛
成
で
あ
り
、
し
か
も
ソ
ウ
ル
に
置
か
れ
て
い
た
時
期
は
、
せ
い
ぜ
い
三
〇
年
く
ら
い
で
は
413
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な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
韓
伝
の
註
解
で
ふ
れ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
は
、
そ
の
よ
う
に
黄
海
道
よ
り
も
南
に
あ
っ
た
帶
方
県
の
県
令
が
、
な
ぜ
鴨
緑
江
方
面
で
殺
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
樂
浪
太
守
の
妻
子
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
り
、
樂
浪
郡
治
は
、
設
置
当
初
か
ら
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
も
の
の
、
平
壌
の
大
同
江
南
岸
の
楽
浪
区
域
土
城
里
の
土
城
が
最
有
力
候
補
で
あ
る
。
赴
任
の
途
中
に
襲
わ
れ
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
あ
る
い
は
一
時
的
に
、
僑
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
残
る
。
註
（
（0
）
の
③
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、「
玄
菟
に
寇
し
、
華
麗
城
を
攻
む
」
と
あ
る
華
麗
城
も
、
楽
浪
郡
の
中
の
華
麗
県
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、玄
菟
侵
攻
と
関
連
し
て
出
て
く
る
の
は
や
は
り
お
か
し
い
。
明
確
な
材
料
は
な
い
が
、
可
能
性
の
み
指
摘
し
て
、
後
考
に
ま
ち
た
い
。
な
お
、「
新
安
居
郷
」
は
不
詳
で
あ
る
。
（
46
）建
寧
二
年
・
嘉（
熹
）平
中
『
後
漢
書
』
高
句
驪
伝
で
は
、「
建
寧
二
年
、
玄
菟
太
守
耿
臨
、
之
を
討
ち
、
斬
首
す
る
こ
と
數
百
級
。
伯
固
降
伏
し
、玄
菟
に
屬
さ
ん
こ
と
を
乞
う
、と
云
う
」と
あ
り
、
特
に
最
後
の
「
玄
菟
に
屬
さ
ん
こ
と
を
乞
う
」
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
と
異
な
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
に
は
、
熹
平
年
間
に
関
連
記
事
は
な
い
。
（
47
）富
山
の
賊
「
富
山
の
賊
」
は
、具
体
的
に
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
広
開
土
王
碑
文
』（
四
一
四
年
）
に
は
、
永
樂
五
年
（
三
九
五
）
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
永
樂
五
年
、
歳
は
乙
未
に
在
り
。
王
、
稗
麗
の
□
人
を
□
せ
ざ
る
を
以
て
躬
ら
率
い
て
往
き
て
討
つ
。
富
山
・
山
を
過
ぎ
、
鹽
水
の
上
り
に
至
り
、
其
の
三
部
洛
、
六
七
百
營
を
破
る
。
牛
馬
羣
羊
、稱
げ
て
數
う
る
可
か
ら
ず
。
是
に
於
て
駕
を
旋
し
、
因
り
て
襄
平
（
望
平
か
）
を
過
ぎ
、
東
來
・
候
城
・
力
城
・
北
豊
・
五
備
海
を
道
き
、
土
境
を
遊
觀
し
、
田
猟
し
て
還
る
。
こ
こ
に
み
え
る
稗
麗
は
、
契
丹
族
の
一
部
族
で
あ
る
匹
黎
尓
部
に
あ
た
る
。
当
時
の
契
丹
族
匹
黎
尓
部
の
住
地
は
、
遼
河
を
越
え
た
西
側
で
、
西
遼
河
（
シ
ラ
ム
レ
ン
）
よ
り
は
南
側
に
あ
っ
た
。
そ
こ
を
攻
撃
す
る
の
に
、
富
山
・
山
を
過
ぎ
て
行
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
具
体
的
に
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
凱
旋
し
て
帰
る
ル
ー
ト
が
、
侯
城
（
瀋
陽
）
を
通
っ
て
、
南
下
す
る
ル
ー
ト
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
た
め
、往
路
は
新
城
（
撫
順
）
か
ら
西
北
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
富
山
は
、
そ
う
し
た
ル
ー
ト
上
の
遼
河
に
至
る
ま
で
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
公
孫
氏
と
高
句
麗
と
が
攻
撃
を
し
た
対
象
と
し
て
も
、
的
外
れ
で
は
な
い
た
め
、
同
一
地
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
（
48
）伯
固
『
三
國
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
第
七
代
王
の
次
大
王
が
「
諱
、
遂
成
。
大
祖
大
王
の
同
母
弟
な
り
」
と
あ
り
、第
八
代
王
の
新
大
王
が
「
諱
伯
固
【
固
、一
に
句
に
作
る
】。
大
祖
大
王
の
季
弟
な
り
」
と
あ
り
、
大
祖
大
王
＝
宮
と
、
遂
成
・
伯
固
と
が
兄
弟
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
遂
成
は
『
魏
志
』
に
は
み
え
な
か
っ
た
が
、『
後
漢
書
』
で
は
、
宮―
遂
成―
伯
固
と
、い
ず
れ
も
父
か
ら
子
へ
と
相
続
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
三
國
史
記
』
で
は
、第
九
代
王
の
故
國
川
王
が
、「
新
大
王
伯
固
の
第
二
子
」
と
さ
れ
、諱
も
「
男
武
」
と
す
る
ほ
か
に
註
で
「
或
い
は
伊
夷
謨
と
云
う
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
次
の
山
上
王
に
つ
い
て
、「
故
國
川
王
の
弟
な
り
」
と
あ
り
、「
諱
は
延
優
【
一
に
位
宮
に
名
づ
く
】」と
あ
る
。こ
れ
は
、伊
夷
謨
と
、の
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
位
宮
と
が
、
と
も
に
伯
固
の
子
で
あ
り
、兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。『
魏
志
』で
は
、
位
宮
は
伊
夷
模
の
子
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
兄
弟
相
続
か
父
子
相
続
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
第
六
代
の
大
祖
大
王
か
ら
、
第
一
〇
代
の
山
上
王
ま
で
、
宮―
遂
成―
伯
固―
伊
夷
謨―
位
宮
、
と
い
う
よ
う
に
相
続
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
中
国
史
書
の
記
述
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
、
そ
れ
は
、
中
国
史
書
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
王
系
を
案
出
し
た
、
と
み
る
の
が
正
し
く
、合
致
す
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。『
三
國
史
記
』に
引
く「
海
東
の
古
記
」
に
は
、「
國
祖
王
高
宮
」「
母
弟
遂
成
」
が
み
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
王
系
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
海
東
の
古
記
」
に
記
載
さ
れ
た
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
史
実
が
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
は
、
本
文
に
伝
え
る
長
子
抜
奇
と
小
子
伊
夷
模
と
の
相
続
争
い
が
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
国
内
的
に
も
別
個
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
通
し
て
、
伊
夷
模
に
あ
て
る
べ
き
な
の
は
、
故
國
川
王
で
は
な
く
、
山
上
王
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、『
三
國
史
記
』
に
お
け
る
こ
の
五
王
代
の
諱
は
、
単
純
に
中
国
史
書
か
ら
引
用
し
て
、し
か
も
比
定
を
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宮―
遂
成―
伯
固
は『
後
漢
書
』
に
み
え
る
が
、『
魏
志
』
に
は
宮―
伯
固―
伊
夷
模―
位
宮
が
み
え
て
お
り
、
五
諱
す
べ
て
を
い
ず
れ
か
一
書
か
ら
、
と
は
い
か
な
い
。
時
代
が
下
っ
て
『
通
典
』
に
は
、
す
べ
て
が
み
え
て
お
り
、
あ
る
い
は
『
通
典
』
を
引
用
し
た
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、『
後
漢
書
』・『
魏
志
』
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
五
王
諱
は
そ
ろ
う
の
で
あ
る
か
ら
、
引
用
の
時
期
と
し
て
は
、『
後
漢
書
』
の
成
立
以
降
と
し
て
お
け
ば
よ
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
宮―
遂
成―
伯
固
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
、
大
祖
大
王―
次
大
王―
新
大
王
の
三
代
は
、
あ
た
か
も
こ
の
王
代
か
ら
、
高
句
麗
王
系
が
は
じ
ま
る
か
の
よ
う
な
謚
號
で
あ
り
（
大
祖
大
王
は
、
國
祖
王
と
も
さ
れ
る
）、
し
か
も
極
め
て
安
易
な
命
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
五
王
諱
を
、
高
句
麗
王
系
に
あ
て
は
め
る
に
際
し
て
、
こ
の
三
王
代
が
新
た
に
創
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
武
田
幸
男
「
高
句
麗
王
系
成
立
の
諸
段
階
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
）
に
よ
れ
ば
、「『
後
漢
書
』
を
不
可
欠
の
史
料
と
し
て
成
立
し
て
い
る
点
を
考
え
る
と
」「『
後
漢
書
』
列
伝
は
范
曄
（
三
九
八
～
四
四
五
）
の
撰
述
に
な
る
の
で
、
長
寿
王
の
治
世
つ
ま
り
五
世
紀
前
半
よ
り
古
く
な
る
こ
と
は
な
」
く
、國
祖
王
宮
が
「
年
百
十
九
歳
」
で
薨
じ
た
と
い
う
よ
う
に
生
存
年
数
が
異
常
に
長
い
の
は
、「
現
実
の
英
主
で
あ
る
長
寿
王
の
特
徴
を
重
ね
合
わ
せ
、
い
く
ら
か
で
も
現
実
感
を
出
そ
う
と
し
た
た
め
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
果
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
海
東
古
記
』
は
長
寿
王
薨
年
の
後
、
つ
ま
り
文
咨
明
王
代
の
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
を
遡
ら
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
王
系
（
こ
れ
を
大
王
王
系
と
す
る
）
創
出
の
上
限
を
六
世
紀
と
し
て
い
る
。
伯
固
の
死
の
年
代
に
つ
い
て
は
、不
明
で
あ
る
。
公
孫
度
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
度
が
海
東
に
勢
力
を
も
っ
た
の
が
、
一
九
〇
年
以
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
高
句
麗
王
伯
固
が
度
に
援
軍
を
送
っ
た
の
は
、
や
は
り
一
九
〇
年
以
降
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
伯
固
は
少
な
く
と
も
一
九
〇
年
ま
で
は
、
生
存
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
死
後
の
後
継
者
争
い
に
際
し
て
、
兄
の
抜
奇
が
公
孫
康
を
頼
っ
て
い
る
が
、
公
孫
康
が
父
度
か
ら
地
位
を
受
け
継
い
だ
の
は
二
〇
四
年
で
あ
り
、
死
後
す
ぐ
に
争
い
が
起
こ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
〇
四
年
近
く
ま
で
は
生
き
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
三
國
史
記
』
が
伯
固
に
あ
て
る
新
大
王
の
死
は
一
七
九
年
で
、
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
次
に
み
る
、
王
位
継
承
の
争
い
の
一
九
七
年
も
、
問
題
が
あ
る
。
（
49
）抜
奇
・
伊
夷
模
『
三
国
史
記
』
で
も
、
抜
奇
・
伊
夷
模
の
争
い
の
記
事
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
伊
夷
謨
に
あ
て
る
故
國
川
王
の
即
位
紀
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
争
い
と
全
く
同
じ
事
実
を
伝
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
事
件
が
、
次
の
山
上
王
の
即
位
紀
（
一
九
七
）
に
み
え
て
い
る
。
初
め
故
國
川
王
の
薨
ず
る
や
、
王
后
于
氏
、
秘
し
て
喪
を
發
せ
ず
。
夜
、
王
弟
發
岐
の
宅
に
徃
き
て
曰
わ
く
、「
王
、
後
子
無
し
。
宜
し
く
之
を
嗣
ぐ
べ
し
。」
と
。
發
岐
、
王
の
薨
せ
る
を
知
ら
ず
。
對
え
て
曰
わ
く
、「
天
の
暦
數
、
歸
す
る
所
有
り
。
輕
々
し
く
議
す
べ
か
ら
ず
。
况
ん
や
婦
人
に
し
て
夜
行
せ
る
は
豈
に
禮
と
云
わ
ん
や
。」
と
。
后
、
慙
ぢ
て
便
ち
延
優
の
宅
に
徃
く
。
優
、
起
ち
て
衣
冠
し
門
に
迎
え
、
入
り
て
座
し
宴
飲
す
。
王
后
曰
わ
く
、「
大
王
薨
じ
子
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し
か
し
、
そ
れ
は
、
中
国
史
書
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
王
系
を
案
出
し
た
、
と
み
る
の
が
正
し
く
、合
致
す
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。『
三
國
史
記
』に
引
く「
海
東
の
古
記
」
に
は
、「
國
祖
王
高
宮
」「
母
弟
遂
成
」
が
み
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
王
系
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
海
東
の
古
記
」
に
記
載
さ
れ
た
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
史
実
が
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
は
、
本
文
に
伝
え
る
長
子
抜
奇
と
小
子
伊
夷
模
と
の
相
続
争
い
が
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
国
内
的
に
も
別
個
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
通
し
て
、
伊
夷
模
に
あ
て
る
べ
き
な
の
は
、
故
國
川
王
で
は
な
く
、
山
上
王
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、『
三
國
史
記
』
に
お
け
る
こ
の
五
王
代
の
諱
は
、
単
純
に
中
国
史
書
か
ら
引
用
し
て
、し
か
も
比
定
を
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宮―
遂
成―
伯
固
は『
後
漢
書
』
に
み
え
る
が
、『
魏
志
』
に
は
宮―
伯
固―
伊
夷
模―
位
宮
が
み
え
て
お
り
、
五
諱
す
べ
て
を
い
ず
れ
か
一
書
か
ら
、
と
は
い
か
な
い
。
時
代
が
下
っ
て
『
通
典
』
に
は
、
す
べ
て
が
み
え
て
お
り
、
あ
る
い
は
『
通
典
』
を
引
用
し
た
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、『
後
漢
書
』・『
魏
志
』
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
五
王
諱
は
そ
ろ
う
の
で
あ
る
か
ら
、
引
用
の
時
期
と
し
て
は
、『
後
漢
書
』
の
成
立
以
降
と
し
て
お
け
ば
よ
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
宮―
遂
成―
伯
固
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
、
大
祖
大
王―
次
大
王―
新
大
王
の
三
代
は
、
あ
た
か
も
こ
の
王
代
か
ら
、
高
句
麗
王
系
が
は
じ
ま
る
か
の
よ
う
な
謚
號
で
あ
り
（
大
祖
大
王
は
、
國
祖
王
と
も
さ
れ
る
）、
し
か
も
極
め
て
安
易
な
命
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
五
王
諱
を
、
高
句
麗
王
系
に
あ
て
は
め
る
に
際
し
て
、
こ
の
三
王
代
が
新
た
に
創
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
武
田
幸
男
「
高
句
麗
王
系
成
立
の
諸
段
階
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
）
に
よ
れ
ば
、「『
後
漢
書
』
を
不
可
欠
の
史
料
と
し
て
成
立
し
て
い
る
点
を
考
え
る
と
」「『
後
漢
書
』
列
伝
は
范
曄
（
三
九
八
～
四
四
五
）
の
撰
述
に
な
る
の
で
、
長
寿
王
の
治
世
つ
ま
り
五
世
紀
前
半
よ
り
古
く
な
る
こ
と
は
な
」
く
、國
祖
王
宮
が
「
年
百
十
九
歳
」
で
薨
じ
た
と
い
う
よ
う
に
生
存
年
数
が
異
常
に
長
い
の
は
、「
現
実
の
英
主
で
あ
る
長
寿
王
の
特
徴
を
重
ね
合
わ
せ
、
い
く
ら
か
で
も
現
実
感
を
出
そ
う
と
し
た
た
め
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
果
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
海
東
古
記
』
は
長
寿
王
薨
年
の
後
、
つ
ま
り
文
咨
明
王
代
の
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
を
遡
ら
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
王
系
（
こ
れ
を
大
王
王
系
と
す
る
）
創
出
の
上
限
を
六
世
紀
と
し
て
い
る
。
伯
固
の
死
の
年
代
に
つ
い
て
は
、不
明
で
あ
る
。
公
孫
度
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
度
が
海
東
に
勢
力
を
も
っ
た
の
が
、
一
九
〇
年
以
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
高
句
麗
王
伯
固
が
度
に
援
軍
を
送
っ
た
の
は
、
や
は
り
一
九
〇
年
以
降
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
伯
固
は
少
な
く
と
も
一
九
〇
年
ま
で
は
、
生
存
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
死
後
の
後
継
者
争
い
に
際
し
て
、
兄
の
抜
奇
が
公
孫
康
を
頼
っ
て
い
る
が
、
公
孫
康
が
父
度
か
ら
地
位
を
受
け
継
い
だ
の
は
二
〇
四
年
で
あ
り
、
死
後
す
ぐ
に
争
い
が
起
こ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
〇
四
年
近
く
ま
で
は
生
き
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
三
國
史
記
』
が
伯
固
に
あ
て
る
新
大
王
の
死
は
一
七
九
年
で
、
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
次
に
み
る
、
王
位
継
承
の
争
い
の
一
九
七
年
も
、
問
題
が
あ
る
。
（
49
）抜
奇
・
伊
夷
模
『
三
国
史
記
』
で
も
、
抜
奇
・
伊
夷
模
の
争
い
の
記
事
は
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
伊
夷
謨
に
あ
て
る
故
國
川
王
の
即
位
紀
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
争
い
と
全
く
同
じ
事
実
を
伝
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
事
件
が
、
次
の
山
上
王
の
即
位
紀
（
一
九
七
）
に
み
え
て
い
る
。
初
め
故
國
川
王
の
薨
ず
る
や
、
王
后
于
氏
、
秘
し
て
喪
を
發
せ
ず
。
夜
、
王
弟
發
岐
の
宅
に
徃
き
て
曰
わ
く
、「
王
、
後
子
無
し
。
宜
し
く
之
を
嗣
ぐ
べ
し
。」
と
。
發
岐
、
王
の
薨
せ
る
を
知
ら
ず
。
對
え
て
曰
わ
く
、「
天
の
暦
數
、
歸
す
る
所
有
り
。
輕
々
し
く
議
す
べ
か
ら
ず
。
况
ん
や
婦
人
に
し
て
夜
行
せ
る
は
豈
に
禮
と
云
わ
ん
や
。」
と
。
后
、
慙
ぢ
て
便
ち
延
優
の
宅
に
徃
く
。
優
、
起
ち
て
衣
冠
し
門
に
迎
え
、
入
り
て
座
し
宴
飲
す
。
王
后
曰
わ
く
、「
大
王
薨
じ
子
415
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
無
し
。
發
岐
長
と
作
り
て
當
に
嗣
ぐ
べ
き
も
妾
に
異
心
有
る
を
謂
い
暴
慢
無
禮
な
り
。
是
を
以
て
叔
に
見
ゆ
。」
と
。
是
に
於
て
延
優
禮
を
加
え
親
ら
自
ら
刀
を
操
り
て
肉
を
割
く
。
誤
り
て
其
の
指
を
傷
つ
く
。
后
、
裙
帶
を
解
き
其
の
傷
つ
け
る
指
を
裹
み
、將
に
歸
ら
ん
と
し
て
、延
優
に
謂
い
て
曰
わ
く
、「
夜
深
し
。
不
虞
有
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
子
、
其
れ
我
を
送
り
て
宮
に
至
れ
。」
と
。
延
優
、
之
に
從
い
、
王
后
、
手
を
執
り
て
宮
に
入
ら
し
む
。
翌
日
質
明
に
至
り
、
先
王
の
命
を
矯
り
羣
臣
に
令
し
、
延
優
を
立
て
て
王
と
爲
さ
し
む
。
發
岐
、
之
を
聞
き
て
大
い
に
怒
り
、
兵
を
以
て
王
宮
を
圍
み
、
呼
び
て
曰
わ
く
、「
兄
死
す
れ
ば
弟
及
ぶ
が
禮
な
り
。
汝
、
次
を
越
え
て
簒
奪
せ
る
は
大
罪
な
り
。
宜
し
く
速
や
か
に
出
づ
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
則
ち
誅
は
妻
孥
に
及
ば
ん
。」
と
。
延
優
、
門
を
閉
ぢ
る
こ
と
三
日
。國
人
又
た
發
岐
に
從
う
者
無
し
。發
岐
、難
き
を
知
り
、
妻
子
を
以
て
遼
東
に
奔
り
、
太
守
公
孫
度
に
見
え
告
げ
て
曰
わ
く
、「
某
は
高
句
麗
王
男
武
の
母
弟
な
り
。
男
武
死
し
て
子
無
し
。
某
の
弟
延
優
、
嫂
于
氏
と
謀
り
て
位
に
即
き
、
以
て
天
倫
の
義
を
廢
す
。
是
を
用
て
憤
り
恚
ぢ
上
國
に
來
投
せ
り
。
伏
し
て
願
わ
く
は
兵
三
萬
を
假
り
之
を
撃
た
し
め
ば
以
て
亂
を
平
ら
ぐ
る
を
得
ん
。」
と
。
公
孫
度
、
之
に
從
う
。
延
優
、
弟
罽
須
を
遣
わ
し
兵
を
將
い
之
を
禦
が
し
む
。漢
兵
大
い
に
敗
る
。罽
須
、自
ら
先
鋒
と
爲
り
て
追
北
す
。
發
岐
、罽
須
に
告
げ
て
曰
わ
く
、「
汝
、今
、老
兄
を
害
す
る
に
忍
び
ん
や
。」
と
。
罽
須
、兄
弟
に
情
無
き
こ
と
あ
た
わ
ず
。敢
え
て
之
を
害
さ
ず
し
て
曰
わ
く
、「
延
優
、
國
を
以
て
讓
ら
ざ
る
は
義
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
爾
、
一
時
の
憤
り
を
以
て
宗
國
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
是
れ
何
の
意
ぞ
や
。
身
沒
し
て
の
後
ち
に
何
の
面
目
あ
り
て
以
て
先
人
に
見
え
ん
や
。」と
。
發
岐
、之
を
聞
き
て
慙
悔
に
勝
え
ず
。
奔
り
て
裴
川
に
至
り
、
自
ら
刎
し
て
死
す
。
罽
須
、
哀
哭
し
、
其
の
屍
を
収
む
。
草
葬
し
訖
り
て
還
る
。
王
、
悲
喜
し
、
罽
須
を
引
き
中
に
内
れ
て
宴
し
、
見
う
る
に
家
人
の
禮
を
以
て
す
。
且
つ
曰
わ
く
、「
發
岐
、
兵
を
異
國
に
請
い
以
て
國
家
を
侵
す
。
罪
、
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
今
、
子
、
之
に
克
ち
、
縦
ち
て
殺
さ
ざ
れ
ば
足
れ
り
。
其
の
自
ら
死
せ
る
に
及
び
、
哭
す
る
こ
と
甚
し
く
哀
れ
む
。
反
っ
て
寡
人
の
無
道
な
る
を
謂
え
る
か
」
と
。
罽
須
、
愀
然
と
し
て
涙
を
御
（
銜
）
み
對
え
て
曰
わ
く
、「
臣
、
今
、
一
言
を
請
う
て
死
せ
ん
」
と
。
王
曰
わ
く
、「
何
ぞ
や
」
と
。
罽
須
曰
わ
く
、「
王
后
、
先
王
の
遺
命
を
以
て
大
王
を
立
つ
と
雖
も
、
大
王
、
禮
を
以
て
之
を
讓
ら
ず
。
曾
ち
兄
弟
友
恭
の
義
無
し
。
臣
、
大
王
の
美
を
成
さ
ん
と
欲
し
、
故
に
屍
を
収
め
之
を
殯
す
。
豈
に
圖
ら
ん
や
、
此
れ
に
縁
り
て
大
王
の
怒
り
に
逢
わ
ん
と
は
。
大
王
若
し
仁
を
以
て
惡
を
忘
れ
、
兄
の
喪
禮
を
以
て
之
を
葬
ら
ば
、
孰
れ
か
大
王
を
不
義
と
謂
わ
ん
や
。
臣
、既
に
以
て
之
を
言
え
り
。
死
す
る
と
雖
も
猶
お
生
け
る
が
ご
と
し
。
請
う
、
出
で
て
誅
を
有
司
に
受
け
ん
。」
と
。
王
、
其
の
言
を
聞
き
、
席
を
前
め
て
坐
し
、温
顔
も
て
慰
諭
し
て
曰
わ
く
、「
寡
人
不
肖
に
し
て
惑
う
無
き
能
わ
ず
。
今
、
子
の
言
を
聞
く
に
誠
に
過
ち
を
知
れ
り
。
願
わ
く
ば
子
、責
む
る
無
か
れ
。」と
。
王
子
、
之
を
拜
し
、
王
も
亦
た
之
を
拜
す
。
歡
を
盡
く
し
て
罷
む
。
秋
九
月
、
有
司
に
命
じ
て
發
岐
の
喪
を
奉
迎
せ
し
む
。
王
の
禮
を
以
て
裴
嶺
に
葬
る
。
王
、
本
と
于
氏
に
因
り
て
位
を
得
。
復
た
更
た
め
て
娶
ら
ず
、
于
氏
を
立
て
て
后
と
爲
す
。
こ
こ
で
は
、
兄
の
發
岐
と
、
弟
の
延
優
と
の
争
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
争
っ
た
上
で
弟
が
即
位
し
て
い
る
点
、兄
が
公
孫
氏
を
頼
っ
て
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
い
る
点
、
ま
た
抜
奇
と
發
岐
が
音
通
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
伊
夷
模
（i-i-m
o
）
と
延
優
（yon-u
）
も
通
じ
る
と
み
る
意
見
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
抜
奇
と
伊
夷
模
と
の
争
い
と
同
じ
事
件
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
の
撰
者
は
、
両
事
件
が
同
一
で
あ
る
と
は
考
え
ず
に
、
中
国
史
書
か
ら
抜
奇
・
伊
夷
模
事
件
を
、
国
内
の
所
伝
か
ら
發
岐
・
延
優
事
件
を
別
個
に
転
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
者
を
引
用
す
る
際
に
は
、
一
七
九
年
と
い
う
年
代
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
公
孫
康
が
そ
の
ま
ま
登
場
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
一
九
七
年
と
い
う
年
代
を
考
慮
し
て
か
、
公
孫
度
が
登
場
し
て
い
る
。
一
七
九
年
の
時
点
で
は
公
孫
氏
が
勢
力
を
も
っ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、
公
孫
康
が
代
表
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
は
ず
も
な
い
。
そ
う
し
た
配
慮
の
違
い
か
ら
す
る
と
、『
三
国
史
記
』
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編
纂
時
の
書
き
換
え
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
原
史
料
を
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
れ
が
同
一
事
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
伊
夷
模
に
あ
た
る
の
は
、
延
優
す
な
わ
ち
山
上
王
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
山
上
王
に
つ
い
て
は
、『
三
国
史
記
』
で
は
、
山
上
王
。
諱
は
延
優
【
一
に
位
宮
と
名
づ
く
】。
故
國
川
王
の
弟
な
り
。
魏
書
に
「
朱
蒙
の
裔
孫
宮
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
能
く
視
ゆ
」
と
云
う
。
是
れ
大
祖
な
り
。
今
王
、
是
れ
大
祖
の
曾
孫
に
し
て
、「
亦
た
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
を
視
る
こ
と
曾
祖
宮
に
似
た
り
。
高
句
麗
、
相
似
た
る
を
呼
び
て
位
と
爲
す
。
故
に
位
宮
と
名
づ
く
。」
と
云
う
。
故
國
川
王
、
子
無
し
。
故
に
延
優
嗣
い
で
立
つ
。
と
い
う
よ
う
に
、
位
宮
に
あ
て
て
い
る
が
、
当
然
そ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
山
上
王
の
次
は
東
川
王
で
あ
る
が
、
そ
の
諱
は
「
憂
位
居
」
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
を
「
位
宮
」
に
あ
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
（
50
）遼
東
侵
攻
・
亡
胡
伯
固
が
遼
東
に
侵
攻
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
胡
人
を
受
け
入
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
事
は
ほ
か
に
み
え
な
い
。
（
51
）建
安
年
間
公
孫
度
が
死
に
、
子
の
康
が
あ
と
を
継
い
だ
の
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
〇
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
建
安
年
間
と
い
っ
て
も
、
二
〇
四
年
以
降
に
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
康
が
高
句
麗
を
攻
撃
し
た
と
い
う
記
事
も
、
ほ
か
に
は
み
え
な
い
。
（
52
）今
日
の
所
在
魏
代
の
高
句
麗
の
所
在
す
な
わ
ち
王
都
は
、
二
四
四
年
に
毋
丘
儉
が
攻
撃
・
陷
落
さ
せ
た
丸
都
山
の
麓
の
城
、
国
内
城
で
あ
り
、
現
在
の
吉
林
省
集
安
市
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
絶
対
の
定
点
と
す
れ
ば
、
そ
こ
が
伊
夷
模
の
「
新
國
」
の
地
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
所
在
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
高
句
麗
が
国
内
城
に
遷
都
し
た
の
は
、
実
に
こ
の
と
き
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
公
孫
康
に
援
軍
を
要
請
し
た
抜
奇
が
、「
還
り
て
沸
流
水
に
住
む
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
沸
流
水
の
あ
た
り
が
、
そ
れ
ま
で
の
所
在
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
抜
奇
は
さ
ら
に
遼
東
に
移
り
住
む
が
、そ
の
子
が
残
っ
た
。
そ
れ
が
「
句
麗
國
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、「
新
國
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
そ
れ
ま
で
の
高
句
麗
國
を
指
し
て
い
る
。
沸
流
水
と
は
、
富
爾
江
か
ら
渾
江
へ
と
流
れ
る
河
川
を
い
い
、
そ
の
ほ
と
り
の
そ
れ
ま
で
の
所
在
は
、
卒
本
す
な
わ
ち
遼
寧
省
桓
仁
附
近
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。桓
仁
の
東
の
富
爾
江
と
渾
江
の
合
流
点
附
近
で
あ
ろ
う
。
『
三
国
史
記
』
で
は
、
紀
元
後
三
年
（
瑠
璃
王
二
二
年
）
に
國
内
へ
の
遷
都
記
事
が
み
え
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
三
世
紀
初
め
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
國
内
へ
遷
都
し
た
、
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
上
王
二
年
（
一
九
八
）
に
「
春
二
月
、
丸
都
城
を
築
く
」、
同
一
三
年
（
二
〇
九
）
に
「
冬
十
月
、
都
を
丸
都
に
移
す
」
と
あ
る
。
こ
の
年
代
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
よ
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
よ
そ
こ
の
時
期
が
、
国
内
城
遷
都
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
53
）古
雛
加
駮
位
居
ほ
か
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
抜
奇
の
系
統
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
桓
仁
に
そ
の
後
も
、
有
力
な
勢
力
が
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
五
世
紀
初
と
み
ら
れ
る
米
倉
溝
の
將
軍
墓
と
い
う
壁
画
古
墳
の
存
在
な
ど
を
通
し
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
三
國
史
記
』
で
は
、
延
優
＝
山
上
王
の
子
の
諱
を
憂
位
居
と
し
て
い
る
が
、
い
と
こ
に
な
る
駮
位
居
と
、「
位
居
」
が
共
通
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
た
だ
し
必
然
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
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麗
國
を
指
し
て
い
る
。
沸
流
水
と
は
、
富
爾
江
か
ら
渾
江
へ
と
流
れ
る
河
川
を
い
い
、
そ
の
ほ
と
り
の
そ
れ
ま
で
の
所
在
は
、
卒
本
す
な
わ
ち
遼
寧
省
桓
仁
附
近
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。桓
仁
の
東
の
富
爾
江
と
渾
江
の
合
流
点
附
近
で
あ
ろ
う
。
『
三
国
史
記
』
で
は
、
紀
元
後
三
年
（
瑠
璃
王
二
二
年
）
に
國
内
へ
の
遷
都
記
事
が
み
え
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
三
世
紀
初
め
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
國
内
へ
遷
都
し
た
、
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
上
王
二
年
（
一
九
八
）
に
「
春
二
月
、
丸
都
城
を
築
く
」、
同
一
三
年
（
二
〇
九
）
に
「
冬
十
月
、
都
を
丸
都
に
移
す
」
と
あ
る
。
こ
の
年
代
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
よ
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
よ
そ
こ
の
時
期
が
、
国
内
城
遷
都
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
53
）古
雛
加
駮
位
居
ほ
か
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
抜
奇
の
系
統
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
桓
仁
に
そ
の
後
も
、
有
力
な
勢
力
が
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
五
世
紀
初
と
み
ら
れ
る
米
倉
溝
の
將
軍
墓
と
い
う
壁
画
古
墳
の
存
在
な
ど
を
通
し
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
三
國
史
記
』
で
は
、
延
優
＝
山
上
王
の
子
の
諱
を
憂
位
居
と
し
て
い
る
が
、
い
と
こ
に
な
る
駮
位
居
と
、「
位
居
」
が
共
通
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
た
だ
し
必
然
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
417
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
（
54
）玄
菟
攻
撃
対
応
記
事
は
な
い
。こ
の
時
の
玄
菟
郡
・
遼
東
郡
は
、公
孫
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
の
ち
公
孫
淵
の
時
代
に
、呉
に
通
じ
、呉
王
孫
權
が
淵
に
使
者
を
送
っ
た
が
（
二
三
三
年
）、
淵
は
心
変
わ
り
し
て
、
呉
の
使
者
を
殺
そ
う
と
し
、
遼
東
郡
の
諸
縣
や
、
玄
菟
郡
に
分
置
し
た
。
玄
菟
郡
に
留
置
さ
れ
た
使
者
ら
が
、
高
句
麗
を
頼
っ
て
逃
げ
出
し
、
高
句
麗
は
彼
ら
を
呉
に
送
っ
た
。
そ
の
と
き
の
玄
菟
郡
の
状
況
は
か
な
り
悲
惨
で
、「
戸
二
百
を
領
す
。
兼
重
す
る
も
三
四
百
人
ば
か
り
」
と
あ
る
。
（
55
）位
宮
『
三
国
史
記
』
で
は
、
山
上
王
に
つ
い
て
、
山
上
王
。
諱
は
延
優
【
一
に
位
宮
と
名
づ
く
】。
故
國
川
王
の
弟
な
り
。
魏
書
に
「
朱
蒙
の
裔
孫
宮
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
を
開
き
能
く
視
ゆ
」
と
云
う
。
是
れ
大
祖
な
り
。
今
王
、
是
れ
大
祖
の
曾
孫
に
し
て
、「
亦
た
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
を
視
る
こ
と
曾
祖
宮
に
似
た
り
。
高
句
麗
、
相
似
た
る
を
呼
び
て
位
と
爲
す
。
故
に
位
宮
と
名
づ
く
。」
と
云
う
。
故
國
川
王
、
子
無
し
。
故
に
延
優
嗣
い
で
立
つ
。
と
す
る
よ
う
に
、
中
國
史
書
に
み
え
る
位
宮
を
山
上
王
に
比
定
し
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
、
次
王
東
川
王
の
二
〇
年
（
二
四
六
）
条
に
、
魏
の
毋
丘
儉
の
侵
攻
を
引
き
つ
つ
、
註
に
「
梁
書
、
司
馬
懿
の
公
孫
淵
を
討
ち
、
王
、
將
を
遣
わ
し
て
西
安
平
を
襲
わ
し
め
、
毋
丘
儉
來
侵
せ
る
を
以
て
、
通
鑑
、
得
來
の
王
を
諫
む
る
を
以
て
王
位
宮
の
時
の
事
と
爲
せ
る
は
、誤
り
な
り
」
と
す
る
の
と
一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
上
王
が
、
實
は
位
宮
の
父
と
さ
れ
る
伊
夷
模
に
あ
た
る
こ
と
は
、
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
比
定
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
山
上
王
＝
伊
夷
模
（
延
優
）
の
子
が
東
川
王
で
あ
る
が
、『
三
国
史
記
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
東
川
王
【
或
い
は
東
襄
と
云
う
】。
諱
は
憂
位
居
、
少
名
郊
彘
。
山
上
王
の
子
な
り
。
母
は
酒
桶
村
人
に
し
て
、
入
り
て
山
上
の
小
后
と
爲
る
。
史
、
其
の
族
姓
を
失
う
。
前
王
の
十
七
年
、
立
て
て
太
子
と
爲
す
。
是
に
至
り
て
位
を
嗣
ぐ
。
王
、
性
は
寛
仁
た
り
。
王
后
、
王
の
心
を
試
さ
ん
と
欲
し
、
王
の
出
遊
せ
る
を
候
い
、人
を
し
て
王
の
路
馬
の
鬣
を
截
ら
し
む
。
王
還
り
て
曰
わ
く
、「
馬
、
鬣
な
し
。
憐
れ
む
べ
し
」
と
。
又
た
侍
者
を
し
て
食
を
進
め
し
時
、
陽
り
て
羹
を
王
衣
に
覆
し
む
る
も
亦
た
怒
ら
ず
。
と
あ
る
。
位
宮
と
憂
位
居
は
、
音
が
近
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
山
上
王
の
嫡
子
で
は
な
く
、
庶
子
で
あ
る
点
も
共
通
す
る
。
位
宮
の
係
年
の
初
見
は
、『
呉
志
』
註
に
み
え
る
、
二
三
三
年
で
あ
り
、
そ
の
後
、
（
（
）
で
ふ
れ
る
毋
丘
儉
の
再
侵
攻
の
二
四
五
年
に
は
確
実
に
在
位
し
て
い
た
。
東
川
王
は
、『
三
国
史
記
』
の
紀
年
に
よ
れ
ば
、
在
位
は
二
二
七
～
二
四
八
で
あ
り
、
そ
の
点
に
齟
齬
は
な
い
。
（
56
）司
馬
宣
王
の
公
孫
淵
討
滅
（
Ⅰ
）
序
の
註
（
1（
）
参
照
。
司
馬
宣
王
（
司
馬
懿
）
の
軍
を
助
け
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
記
事
が
な
い
。
（
57
）毋
丘
儉
の
侵
攻
（
Ⅰ
）
序
の
註
（
1（
）
を
参
照
。
（
Ⅳ
）東
沃
沮
［
原
文
］
東
沃
沮
在
高
句
麗
蓋
馬
大
山
之
東
。
濱
大
海
而
居
。
其
地
形
東
北
狹
西
南
長
。
可
千
里
。
北
與
挹
婁
夫
餘
、
南
與
濊
貊
接
。
戸
五
千
。
無
大
君
王
。
世
世
邑
落
各
有
長
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其
言
語
與
句
麗
大
同
、
時
時
小
異
。
漢
初
燕
亡
人
衞
滿
王
朝
鮮
時
、
沃
沮
皆
屬
焉
。
漢
武
帝
元
封
二
年
、
伐
朝
鮮
殺
滿
孫
右
渠
、
分
其
地
爲
四
郡
、
以
沃
沮
城
爲
玄
菟
郡
。
後
爲
夷
貊
所
侵
、
徙
郡
句
麗
西
北
。
今
所
謂
玄
菟
故
府
是
也
。
沃
沮
還
屬
樂
浪
。
漢
以
土
地
廣
遠
、
在
單
單
大
領
之
東
分
置
東
部
都
尉
治
不
耐
城
、
別
主
領
東
七
縣
。
時
沃
沮
亦
皆
爲
縣
。
漢
光
武
六
年
、
省
邊
郡
都
尉
。
由
此
罷
。
其
後
以
其
縣
中
渠
帥
爲
縣
侯
。
不
耐
華
麗
沃
沮
諸
縣
、
皆
爲
侯
國
。
夷
狄
更
相
攻
伐
。
唯
不
耐
濊
侯
至
今
猶
置
功
曹
主
簿
諸
曹
、
皆
濊
民
作
之
。
沃
沮
諸
邑
落
渠
帥
、
皆
自
稱
三
老
。
則
故
縣
國
之
制
也
。
國
小
迫
於
大
國
之
間
、
遂
臣
屬
句
麗
。
句
麗
復
置
其
中
大
人
爲
使
者
使
相
主
領
。
又
使
大
加
統
責
其
租
税
、
貊
布
魚
鹽
海
中
食
物
千
里
擔
負
致
之
。
又
送
其
美
女
以
爲
婢
妾
、遇
之
如
奴
僕
。
其
土
地
肥
美
、背
山
向
海
。
宜
五
穀
、善
田
種
。
人
性
質
直
彊
勇
。
少
牛
馬
、
便
持
矛
歩
戰
。
食
飲
居
處
衣
服
禮
節
、
有
似
句
麗
。【
魏
畧
曰
、
其
嫁
娶
之
法
、
女
年
十
歳
已
相
設
許
、
壻
家
迎
之
、
長
養
以
爲
婦
。
至
成
人
更
還
女
家
。
女
家
責
錢
、
錢
畢
乃
復
還
壻
。】
其
葬
作
大
木
槨
。
長
十
餘
丈
。
開
一
頭
作
戸
。
新
死
者
、
皆
假
埋
之
。
才
使
覆
形
、
皮
肉
盡
乃
取
骨
置
槨
中
。
擧
家
皆
共
一
槨
。
刻
木
如
生
形
。
隨
死
者
爲
數
。
又
有
瓦
、
置
米
其
中
、
編
縣
之
於
槨
戸
邊
。
毋
丘
儉
討
句
麗
。
句
麗
王
宮
奔
沃
沮
。
遂
進
師
撃
之
。
沃
沮
邑
落
皆
破
之
、
斬
獲
首
虜
三
千
餘
級
。
宮
奔
北
沃
沮
。
北
沃
沮
一
名
置
溝
婁
。
去
南
沃
沮
八
百
餘
里
。
其
俗
南
北
皆
同
。
與
挹
婁
接
。
挹
婁
喜
乘
船
寇
鈔
。
北
沃
沮
畏
之
。
夏
月
恒
在
山
巖
深
穴
中
爲
守
備
。
冬
月
冰
凍
船
道
不
通
乃
下
居
村
落
。
王
頎
別
遣
追
討
宮
、
盡
其
東
界
。
問
其
耆
老
、
海
東
復
有
人
不
。
耆
老
言
、
國
人
甞
乘
船
捕
魚
、
遭
風
見
吹
數
十
日
、
東
得
一
㠀
。
上
有
人
。
言
語
不
相
曉
。
其
俗
常
以
七
月
取
童
女
沈
海
。
又
言
、
有
一
國
亦
在
海
中
、
純
女
無
男
。
又
説
、
得
一
布
衣
。
從
海
中
浮
出
。
其
身
如
中
國
人
衣
、
其
兩
袖
長
三
丈
。
又
得
一
破
船
。
隨
波
出
在
海
岸
邊
。
有
一
人
、
項
中
復
有
面
。
生
得
之
。
與
語
不
相
通
。
不
食
而
死
。
其
域
皆
在
沃
沮
東
大
海
中
。
［
訓
読
］
東
沃
沮
は
高
句
麗
の
蓋
馬
大
山
の
東
に
在
り
。
大
海
に
濱
し
て
居
る
。
其
の
地
形
、
東
北
に
狹
く
西
南
に
長
し
。
千
里
可
り
。
北
は
挹
婁
・
夫
餘
と
、南
は
濊
・
貊
と
接
す
。
戸
は
五
千
。
大
君
王
無
し
。
世
世
、
邑
落
各
々
長
帥
有
り
。
其
の
言
語
、
句
麗
と
大
同
に
し
て
時
時
小
異
あ
り
。
漢
初
、
燕
の
亡
人
衞
滿
、
朝
鮮
に
王
た
り
し
時
、
沃
沮
皆
な
焉
に
屬
す
。
漢
武
元
封
二
年
、
朝
鮮
を
伐
ち
滿
の
孫
右
渠
を
殺
し
、
其
の
地
を
分
か
ち
て
四
郡
と
爲
し
、
沃
沮
城
を
以
て
玄
菟
郡
と
爲
す
。
後
ち
夷
貊
の
侵
す
所
と
爲
り
、
郡
を
句
麗
の
西
北
に
徙
す
。
今
の
所
謂
る
玄
菟
の
故
府
、
是
れ
な
り
。
沃
沮
、
還
た
樂
浪
に
屬
す
。
漢
、
土
地
の
廣
遠
な
る
を
以
て
單
單
大
領
の
東
に
在
り
て
は
東
部
都
尉
を
分
置
し
、
不
耐
城
に
治
し
て
、
別
に
領
東
の
七
縣
を
主
ら
し
む
。
時
に
沃
沮
も
亦
た
皆
な
縣
と
爲
る
。
漢
の
光
武
六
年
、
邊
郡
の
都
尉
を
省
く
。
此
れ
に
由
り
て
罷
む
。
其
の
後
ち
其
の
縣
中
の
渠
帥
を
以
て
縣
侯
と
爲
す
。
不
耐
・
華
麗
・
沃
沮
の
諸
縣
、
皆
な
侯
國
と
爲
る
。
夷
狄
、
更
々
相
攻
伐
す
。
唯
だ
不
耐
濊
侯
の
み
今
に
至
る
も
猶
お
功
曹
・
主
簿
・
諸
曹
を
置
き
、
皆
な
濊
の
民
も
て
之
を
作
す
。
沃
沮
の
諸
邑
落
の
渠
帥
、
皆
な
自
ら
三
老
と
稱
す
。
則
ち
故
の
縣
國
の
制
な
り
。
國
小
さ
く
大
國
の
間
に
迫
ら
れ
、
遂
に
句
麗
に
臣
屬
す
。
句
麗
復
た
其
の
中
の
大
人
を
置
き
て
使
者
と
爲
し
、
相
主
領
せ
し
む
。
又
た
大
加
を
し
て
其
の
租
税
を
統
責
し
、
貊
布
・
魚
鹽
・
海
中
の
食
物
を
、
千
里
擔
負
し
て
之
に
致
さ
し
む
。
又
た
其
の
美
女
を
送
り
以
て
婢
妾
と
爲
し
、
之
を
遇
す
る
こ
と
奴
僕
の
如
く
す
。
其
の
土
地
、
肥
美
に
し
て
、
山
を
背
に
し
海
に
向
か
う
。
五
穀
に
宜
し
く
、
善
く
田
種
す
。
人
の
性
、
質
直
に
し
て
彊
勇
な
り
。
牛
馬
少
な
く
、
矛
を
持
ち
歩
戰
す
る
に
便
あ
り
。
食
飲
・
居
處
・
衣
服
・
禮
節
、
句
麗
に
似
た
る
有
り
。
【
魏
畧
に
曰
わ
く
、「
其
の
嫁
娶
の
法
は
、
女
年
十
歳
に
し
て
已
に
相
設
許
す
れ
ば
、
婿
家
之
を
迎
え
長
養
し
て
以
て
婦
と
爲
す
。
成
人
す
る
に
至
る
や
更
め
て
女
家
に
還
す
。
女
家
錢
を
責
め
、
錢
畢
れ
ば
乃
ち
復
た
婿
に
還
す
」
と
。】
其
の
葬
む
る
や
、大
な
る
木
槨
を
作
る
。長
さ
十
餘
丈
。一
頭
を
開
き
て
戸
と
作
す
。
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其
言
語
與
句
麗
大
同
、
時
時
小
異
。
漢
初
燕
亡
人
衞
滿
王
朝
鮮
時
、
沃
沮
皆
屬
焉
。
漢
武
帝
元
封
二
年
、
伐
朝
鮮
殺
滿
孫
右
渠
、
分
其
地
爲
四
郡
、
以
沃
沮
城
爲
玄
菟
郡
。
後
爲
夷
貊
所
侵
、
徙
郡
句
麗
西
北
。
今
所
謂
玄
菟
故
府
是
也
。
沃
沮
還
屬
樂
浪
。
漢
以
土
地
廣
遠
、
在
單
單
大
領
之
東
分
置
東
部
都
尉
治
不
耐
城
、
別
主
領
東
七
縣
。
時
沃
沮
亦
皆
爲
縣
。
漢
光
武
六
年
、
省
邊
郡
都
尉
。
由
此
罷
。
其
後
以
其
縣
中
渠
帥
爲
縣
侯
。
不
耐
華
麗
沃
沮
諸
縣
、
皆
爲
侯
國
。
夷
狄
更
相
攻
伐
。
唯
不
耐
濊
侯
至
今
猶
置
功
曹
主
簿
諸
曹
、
皆
濊
民
作
之
。
沃
沮
諸
邑
落
渠
帥
、
皆
自
稱
三
老
。
則
故
縣
國
之
制
也
。
國
小
迫
於
大
國
之
間
、
遂
臣
屬
句
麗
。
句
麗
復
置
其
中
大
人
爲
使
者
使
相
主
領
。
又
使
大
加
統
責
其
租
税
、
貊
布
魚
鹽
海
中
食
物
千
里
擔
負
致
之
。
又
送
其
美
女
以
爲
婢
妾
、遇
之
如
奴
僕
。
其
土
地
肥
美
、背
山
向
海
。
宜
五
穀
、善
田
種
。
人
性
質
直
彊
勇
。
少
牛
馬
、
便
持
矛
歩
戰
。
食
飲
居
處
衣
服
禮
節
、
有
似
句
麗
。【
魏
畧
曰
、
其
嫁
娶
之
法
、
女
年
十
歳
已
相
設
許
、
壻
家
迎
之
、
長
養
以
爲
婦
。
至
成
人
更
還
女
家
。
女
家
責
錢
、
錢
畢
乃
復
還
壻
。】
其
葬
作
大
木
槨
。
長
十
餘
丈
。
開
一
頭
作
戸
。
新
死
者
、
皆
假
埋
之
。
才
使
覆
形
、
皮
肉
盡
乃
取
骨
置
槨
中
。
擧
家
皆
共
一
槨
。
刻
木
如
生
形
。
隨
死
者
爲
數
。
又
有
瓦
、
置
米
其
中
、
編
縣
之
於
槨
戸
邊
。
毋
丘
儉
討
句
麗
。
句
麗
王
宮
奔
沃
沮
。
遂
進
師
撃
之
。
沃
沮
邑
落
皆
破
之
、
斬
獲
首
虜
三
千
餘
級
。
宮
奔
北
沃
沮
。
北
沃
沮
一
名
置
溝
婁
。
去
南
沃
沮
八
百
餘
里
。
其
俗
南
北
皆
同
。
與
挹
婁
接
。
挹
婁
喜
乘
船
寇
鈔
。
北
沃
沮
畏
之
。
夏
月
恒
在
山
巖
深
穴
中
爲
守
備
。
冬
月
冰
凍
船
道
不
通
乃
下
居
村
落
。
王
頎
別
遣
追
討
宮
、
盡
其
東
界
。
問
其
耆
老
、
海
東
復
有
人
不
。
耆
老
言
、
國
人
甞
乘
船
捕
魚
、
遭
風
見
吹
數
十
日
、
東
得
一
㠀
。
上
有
人
。
言
語
不
相
曉
。
其
俗
常
以
七
月
取
童
女
沈
海
。
又
言
、
有
一
國
亦
在
海
中
、
純
女
無
男
。
又
説
、
得
一
布
衣
。
從
海
中
浮
出
。
其
身
如
中
國
人
衣
、
其
兩
袖
長
三
丈
。
又
得
一
破
船
。
隨
波
出
在
海
岸
邊
。
有
一
人
、
項
中
復
有
面
。
生
得
之
。
與
語
不
相
通
。
不
食
而
死
。
其
域
皆
在
沃
沮
東
大
海
中
。
［
訓
読
］
東
沃
沮
は
高
句
麗
の
蓋
馬
大
山
の
東
に
在
り
。
大
海
に
濱
し
て
居
る
。
其
の
地
形
、
東
北
に
狹
く
西
南
に
長
し
。
千
里
可
り
。
北
は
挹
婁
・
夫
餘
と
、南
は
濊
・
貊
と
接
す
。
戸
は
五
千
。
大
君
王
無
し
。
世
世
、
邑
落
各
々
長
帥
有
り
。
其
の
言
語
、
句
麗
と
大
同
に
し
て
時
時
小
異
あ
り
。
漢
初
、
燕
の
亡
人
衞
滿
、
朝
鮮
に
王
た
り
し
時
、
沃
沮
皆
な
焉
に
屬
す
。
漢
武
元
封
二
年
、
朝
鮮
を
伐
ち
滿
の
孫
右
渠
を
殺
し
、
其
の
地
を
分
か
ち
て
四
郡
と
爲
し
、
沃
沮
城
を
以
て
玄
菟
郡
と
爲
す
。
後
ち
夷
貊
の
侵
す
所
と
爲
り
、
郡
を
句
麗
の
西
北
に
徙
す
。
今
の
所
謂
る
玄
菟
の
故
府
、
是
れ
な
り
。
沃
沮
、
還
た
樂
浪
に
屬
す
。
漢
、
土
地
の
廣
遠
な
る
を
以
て
單
單
大
領
の
東
に
在
り
て
は
東
部
都
尉
を
分
置
し
、
不
耐
城
に
治
し
て
、
別
に
領
東
の
七
縣
を
主
ら
し
む
。
時
に
沃
沮
も
亦
た
皆
な
縣
と
爲
る
。
漢
の
光
武
六
年
、
邊
郡
の
都
尉
を
省
く
。
此
れ
に
由
り
て
罷
む
。
其
の
後
ち
其
の
縣
中
の
渠
帥
を
以
て
縣
侯
と
爲
す
。
不
耐
・
華
麗
・
沃
沮
の
諸
縣
、
皆
な
侯
國
と
爲
る
。
夷
狄
、
更
々
相
攻
伐
す
。
唯
だ
不
耐
濊
侯
の
み
今
に
至
る
も
猶
お
功
曹
・
主
簿
・
諸
曹
を
置
き
、
皆
な
濊
の
民
も
て
之
を
作
す
。
沃
沮
の
諸
邑
落
の
渠
帥
、
皆
な
自
ら
三
老
と
稱
す
。
則
ち
故
の
縣
國
の
制
な
り
。
國
小
さ
く
大
國
の
間
に
迫
ら
れ
、
遂
に
句
麗
に
臣
屬
す
。
句
麗
復
た
其
の
中
の
大
人
を
置
き
て
使
者
と
爲
し
、
相
主
領
せ
し
む
。
又
た
大
加
を
し
て
其
の
租
税
を
統
責
し
、
貊
布
・
魚
鹽
・
海
中
の
食
物
を
、
千
里
擔
負
し
て
之
に
致
さ
し
む
。
又
た
其
の
美
女
を
送
り
以
て
婢
妾
と
爲
し
、
之
を
遇
す
る
こ
と
奴
僕
の
如
く
す
。
其
の
土
地
、
肥
美
に
し
て
、
山
を
背
に
し
海
に
向
か
う
。
五
穀
に
宜
し
く
、
善
く
田
種
す
。
人
の
性
、
質
直
に
し
て
彊
勇
な
り
。
牛
馬
少
な
く
、
矛
を
持
ち
歩
戰
す
る
に
便
あ
り
。
食
飲
・
居
處
・
衣
服
・
禮
節
、
句
麗
に
似
た
る
有
り
。
【
魏
畧
に
曰
わ
く
、「
其
の
嫁
娶
の
法
は
、
女
年
十
歳
に
し
て
已
に
相
設
許
す
れ
ば
、
婿
家
之
を
迎
え
長
養
し
て
以
て
婦
と
爲
す
。
成
人
す
る
に
至
る
や
更
め
て
女
家
に
還
す
。
女
家
錢
を
責
め
、
錢
畢
れ
ば
乃
ち
復
た
婿
に
還
す
」
と
。】
其
の
葬
む
る
や
、大
な
る
木
槨
を
作
る
。長
さ
十
餘
丈
。一
頭
を
開
き
て
戸
と
作
す
。
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新
た
に
死
せ
る
者
、
皆
な
假
り
に
之
を
埋
む
。
才わず
か
に
形
を
覆
わ
し
め
、
皮
肉
盡
き
れ
ば
乃
ち
骨
を
取
り
て
槨
中
に
置
く
。
家
を
擧
げ
て
皆
な
共
に
一
槨
な
り
。
木
を
刻
み
て
生
け
る
形
の
如
く
し
、
死
者
に
隨
い
て
數
と
爲
す
。
又
た
瓦
有
り
、
米
を
其
の
中
に
置
き
、
編
み
て
之
を
槨
戸
の
邊
り
に
縣
く
。
毋
丘
儉
、
句
麗
を
討
つ
。
句
麗
王
宮
、
沃
沮
に
奔
る
。
遂
に
師
を
進
め
て
之
を
撃
つ
。
沃
沮
の
邑
落
、
皆
な
之
を
破
り
、
首
虜
を
斬
獲
す
る
こ
と
三
千
餘
級
。
宮
、
北
沃
沮
に
奔
る
。
北
沃
沮
、
一
に
置
溝
婁
と
名
づ
く
。
南
沃
沮
を
去
る
こ
と
八
百
餘
里
。
其
の
俗
、
南
北
皆
な
同
じ
。
挹
婁
と
接
す
。
挹
婁
、
船
に
乘
り
て
寇
鈔
す
る
を
喜
ぶ
。
北
沃
沮
、
之
を
畏
る
。
夏
月
に
は
恒
に
山
巖
深
穴
中
に
在
り
て
守
備
を
爲
す
。
冬
月
に
は
冰
凍
し
船
道
通
ぜ
ず
。
乃
ち
下
り
て
村
落
に
居
る
。
王
頎
、
別
に
遣
わ
さ
れ
宮
を
追
討
し
、
其
の
東
界
を
盡
く
す
。
其
の
耆
老
に
問
う
、「
海
東
に
復
た
人
有
る
や
不
や
」
と
。
耆
老
言
わ
く
、「
國
人
甞
て
船
に
乘
り
て
魚
を
捕
え
ん
と
し
、
風
に
遭
い
て
吹
か
れ
る
こ
と
數
十
日
、
東
に
一
㠀
を
得
た
り
。
上
に
人
有
り
。
言
語
相
曉
か
な
ら
ず
。
其
の
俗
、
常
に
七
月
を
以
て
童
女
を
取
り
海
に
沈
む
」
と
。
又
た
言
わ
く
、「
一
國
有
り
亦
た
海
中
に
在
り
、
純すべ
て
女
に
し
て
男
無
し
」
と
。
又
た
説
く
、「
一
布
衣
を
得
た
り
。
海
中
よ
り
浮
か
び
出
づ
。
其
の
身
、
中
國
人
の
衣
の
如
く
な
る
も
、
其
の
兩
袖
の
長
三
丈
な
り
。
又
た
一
破
船
を
得
た
り
。
波
に
隨
い
て
出
で
て
海
岸
邊
に
在
り
。
一
人
有
り
て
、
項
中
に
復
た
面
有
り
。之
を
生
得
す
。與
に
語
る
も
相
通
ぜ
ず
。食
ら
わ
ず
し
て
死
す
」と
。
其
の
域
、
皆
な
沃
沮
の
東
の
大
海
中
に
在
り
。
［
現
代
語
訳
］
東
沃
沮
は
高
句
麗
の
蓋
馬
大
山
の
東
に
あ
る
。
大
き
い
海
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
地
形
は
、
東
北
に
狭
く
西
南
に
長
い
。
お
よ
そ
千
里
で
あ
る
（
1
（
。
北
は
挹
婁
・
夫
餘
と
、
南
は
濊
・
貊
と
接
し
て
い
る
。
戸
数
は
五
千
。〔
全
体
を
統
轄
す
る
よ
う
な
〕
大
君
主
は
い
な
い
。
代
々
、
邑
落
に
そ
れ
ぞ
れ
首
長
が
い
る
。
そ
の
言
語
は
、
高
句
麗
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
前
漢
時
代
の
初
め
、
燕
か
ら
亡
命
し
た
衛
満
が
朝
鮮
で
王
と
な
っ
た
時
、
沃
沮
は
そ
れ
に
属
し
た
（
（
（
。
漢
の
武
帝
の
元
封
二
年
（
前
一
〇
九
）、
朝
鮮
を
攻
伐
し
、
満
の
孫
右
渠
を
殺
し
、
そ
の
地
を
分
け
て
四
郡
と
し
、
沃
沮
城
を
玄
菟
郡
〔
の
郡
治
〕
と
し
た
（
（
（
。
そ
の
後
、
夷
貊
に
侵
入
さ
れ
て
、
郡
を
高
句
麗
の
西
北
に
移
し
た
。
今
の
い
わ
ゆ
る
玄
菟
の
故
府
が
そ
れ
で
あ
る
（
（
（
。
沃
沮
は
、今
度
は
楽
浪
に
属
し
た
。
漢
は
、〔
楽
浪
郡
の
〕
土
地
が
広
く
遠
い
た
め
に
、
単
単
大
領
の
東
に
お
い
て
は
東
部
都
尉
を
分
置
し
、
不
耐
城
に
治
し
て
、
領
東
の
七
縣
を
別
に
管
掌
さ
せ
た
。
そ
の
時
に
沃
沮
も
ま
た
皆
な
県
と
な
っ
た
（
（
（
。
後
漢
の
光
武
〔
帝
の
建
武
〕
六
年
（
三
〇
）、辺
境
に
あ
る
郡
の
都
尉
を
廃
し
た
が
、
そ
れ
に
従
っ
て
〔
樂
浪
郡
の
東
部
都
尉
も
〕
や
め
た
（
（
（
。
そ
の
後
、
そ
の
県
の
中
の
首
長
を
県
侯
と
し
た
。
不
耐
・
華
麗
・
沃
沮
の
諸
県
は
と
も
に
侯
国
と
な
っ
た
（
（
（
。
夷
狄
は
た
が
い
に
攻
め
あ
っ
た
。〔
そ
の
結
果
残
っ
た
〕
不
耐
濊
侯
だ
け
が
今
に
至
る
ま
で
だ
功
曹
・
主
簿
・
諸
曹
を
置
い
て
お
り
、
み
な
濊
の
民
を
そ
れ
に
あ
て
た
。
沃
沮
の
諸
邑
落
の
首
長
は
、
み
な
自
ら
三
老
と
称
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
も
と
も
と
〔
漢
の
〕
県
や
国
の
制
度
で
あ
る
（
（
（
。
国
が
小
さ
く
、
大
国
の
間
に
あ
っ
て
圧
迫
さ
れ
、
つ
い
に
高
句
麗
に
臣
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
句
麗
で
は
東
沃
沮
の
中
の
大
人
を
〔
高
句
麗
の
官
位
で
あ
る
〕「
使
者
」
の
地
位
に
つ
け
て
配
置
し
、
た
が
い
に
統
領
さ
せ
た
。
ま
た
〔
高
句
麗
の
〕
大
加
に
そ
こ
か
ら
の
租
賦
の
と
り
た
て
の
責
任
を
負
わ
せ
、
貊
布
や
魚
・
塩
・
海
中
の
食
物
な
ど
を
、
千
里
を
背
負
っ
て
送
り
届
け
さ
せ
た
。
ま
た
そ
の
地
の
美
女
を
送
り
届
け
、
そ
れ
を
〔
高
句
麗
で
は
〕
婢
妾
と
し
、
奴
僕
の
よ
う
に
扱
っ
た
（
（
（
。
そ
の
土
地
は
肥
沃
で
、
山
を
背
に
し
海
に
面
し
て
い
る
。
五
穀
に
適
し
、
う
ま
く
耕
作
し
て
い
る
。
人
の
性
格
は
、
正
直
で
強
く
勇
ま
し
い
。
牛
馬
が
少
な
く
、
矛
を
持
っ
て
歩
戦
す
る
の
が
得
意
で
あ
る
。
飲
食
・
住
居
・
衣
服
・
礼
節
は
、
高
句
麗
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
【
魏
畧
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
そ
の
嫁
を
取
る
方
式
は
、
女
が
十
歳
に
な
っ
て
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互
い
に
結
婚
を
決
め
れ
ば
、
婿
の
家
が
女
を
迎
え
入
れ
、
一
人
前
の
女
性
に
な
る
ま
で
長
く
養
う
。
成
人
す
れ
ば
あ
ら
た
め
て
女
の
家
に
還
す
。
女
の
家
で
は
金
銭
を
負
担
し
、
払
い
終
わ
れ
ば
ま
た
婿
の
も
と
に
も
ど
す
」
と
。】
葬
む
る
と
き
に
は
、
長
さ
十
餘
丈
の
大
き
い
木
槨
を
作
り
、
一
方
向
を
開
い
て
入
り
口
と
す
る
。
新
た
に
死
者
が
出
れ
ば
、い
つ
で
も
仮
に
埋
葬
す
る
。
わ
ず
か
に〔
土
で
〕
形
を
覆
う
だ
け
に
し
て
、
皮
肉
が
腐
り
果
て
た
あ
と
骨
を
取
っ
て
槨
の
中
に
置
く
。
一
家
そ
ろ
っ
て
み
な
一
槨
で
あ
る
。
生
き
て
い
た
時
の
よ
う
な
形
に
木
を
刻
む
。
死
者
と
同
じ
数
だ
け
作
る
。
ま
た
瓦
が
あ
り
、
米
を
そ
の
中
に
置
き
、
そ
れ
を
連
ね
て
槨
の
入
り
口
の
あ
た
り
に
掛
け
て
お
く
（
（（
（
。
〔
魏
の
幽
州
刺
史
〕
毋
丘
儉
が
高
句
麗
を
攻
撃
し
た
。
高
句
麗
王
の
宮
は
、
沃
沮
に
逃
走
し
た
。〔
魏
軍
は
〕
軍
隊
を
進
め
て
そ
れ
を
攻
撃
し
た
。
沃
沮
の
邑
落
を
す
べ
て
破
っ
て
、
三
千
餘
人
を
殺
し
た
り
捕
虜
に
し
た
り
し
た
。
宮
は
、
北
沃
沮
に
逃
走
し
た
。
北
沃
沮
は
、
置
溝
婁
と
も
い
い
、
南
沃
沮
か
ら
八
百
餘
里
離
れ
て
い
る
。
そ
の
習
俗
は
南
北
み
な
同
じ
で
あ
る
（
（（
（
。
〔
北
沃
沮
は
〕
挹
婁
と
接
し
て
い
る
。
挹
婁
は
さ
か
ん
に
船
に
乗
っ
て
侵
略
し
て
く
る
の
で
、
北
沃
沮
で
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
た
。
夏
の
月
に
は
、
い
つ
も
険
し
い
山
の
深
い
洞
窟
の
中
に
隠
れ
て
身
を
守
っ
た
。
冬
の
月
に
は
、
水
路
が
凍
結
し
て
船
の
道
が
通
じ
な
い
の
で
、
山
か
ら
下
り
て
村
落
に
住
ん
で
い
る
（
（（
（
。
王
頎
は
別
に
派
遣
さ
れ
て
宮
を
追
撃
し
、
沃
沮
の
東
の
境
界
ま
で
達
し
た
。
そ
こ
に
い
た
老
人
に
「
海
の
東
に
も
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
（
（（
（
。
老
人
が
言
う
に
は
「
わ
が
国
の
人
が
む
か
し
船
に
乗
っ
て
魚
を
捕
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
風
に
遭
っ
て
数
十
日
吹
き
流
さ
れ
、
東
の
ほ
う
で
一
つ
の
島
に
流
れ
着
き
ま
し
た
。
島
に
は
人
が
い
ま
し
た
が
、
言
葉
が
た
が
い
に
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
の
習
俗
で
は
、
毎
年
七
月
に
童
女
を
海
に
沈
め
て
い
ま
す
」
と
。
さ
ら
に
ま
た
「
海
の
中
に
女
ば
か
り
で
男
の
い
な
い
国
が
あ
り
ま
す
」
と
い
い
、
ま
た
「
布
製
の
衣
服
が
流
れ
着
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
の
中
か
ら
浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
衣
服
は
中
国
人
の
衣
服
の
よ
う
で
し
た
が
、
両
袖
の
長
さ
が
三
丈
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
難
破
船
が
流
れ
着
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
波
に
押
し
寄
せ
ら
れ
て
海
辺
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
人
が
い
て
、
う
な
じ
に
も
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
生
き
た
ま
ま
と
ら
え
ま
し
た
が
、話
そ
う
と
し
て
も
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
食
べ
ず
に
死
に
ま
し
た
」
と
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
い
ず
れ
も
沃
沮
の
東
の
大
海
の
中
に
あ
る
（
（（
（
。
［
註
解
］
（
１
）東
沃
沮
・
蓋
馬
大
山
東
沃
沮
は
、
こ
の
『
魏
志
』
が
初
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
に
沃
沮
と
い
う
の
と
同
じ
と
考
え
る
べ
き
で
、
西
沃
沮
な
ど
が
あ
っ
て
、
東
西
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
の
ち
に
ふ
れ
る
南
沃
沮
・
北
沃
沮
と
い
う
表
現
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
対
比
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
実
体
が
あ
る
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東
沃
沮
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
東
沃
沮
の
な
か
の
南
・
北
の
中
心
地
を
そ
う
称
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
地
理
志
の
楽
浪
郡
の
一
縣
名
に
「
夫
租
」
が
あ
る
。『
翰
苑
』
蕃
夷
高
麗
条
所
引
の
「
漢
書
地
志
」
に
は
「
夭
祖
」
に
近
い
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、「
夫
租
は
、明
か
に
夭
租
の
誤
り
で
あ
つ
て
、夭
租
は
沃
沮
に
通
じ
る
」（
池
内
宏
「
楽
浪
郡
考
」『
満
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』）
と
い
う
み
か
た
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ふ
れ
る
沃
沮
城
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
も
と
玄
菟
郡
の
一
県
で
あ
っ
た
「
沃
沮
縣
」
が
、
の
ち
に
楽
浪
郡
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
ほ
か
に
「
沃
沮
」
に
あ
た
る
も
の
が
無
い
以
上
、
こ
の
「
夫
租
」
が
沃
沮
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、「
夫
租
薉
君
」
銀
印
・「
夫
租
長
印
」
銀
印
・「
夫
租
丞
印
」
封
泥
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
の
一
一
月
に
、
平
壤
市
楽
浪
区
域
貞
柏
里
四
一
番
地
で
託
児
所
の
建
設
工
事
に
際
し
て
、
銅
剣
・
銅
矛
を
含
む
大
量
の
一
括
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
調
査
さ
420
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互
い
に
結
婚
を
決
め
れ
ば
、
婿
の
家
が
女
を
迎
え
入
れ
、
一
人
前
の
女
性
に
な
る
ま
で
長
く
養
う
。
成
人
す
れ
ば
あ
ら
た
め
て
女
の
家
に
還
す
。
女
の
家
で
は
金
銭
を
負
担
し
、
払
い
終
わ
れ
ば
ま
た
婿
の
も
と
に
も
ど
す
」
と
。】
葬
む
る
と
き
に
は
、
長
さ
十
餘
丈
の
大
き
い
木
槨
を
作
り
、
一
方
向
を
開
い
て
入
り
口
と
す
る
。
新
た
に
死
者
が
出
れ
ば
、い
つ
で
も
仮
に
埋
葬
す
る
。
わ
ず
か
に〔
土
で
〕
形
を
覆
う
だ
け
に
し
て
、
皮
肉
が
腐
り
果
て
た
あ
と
骨
を
取
っ
て
槨
の
中
に
置
く
。
一
家
そ
ろ
っ
て
み
な
一
槨
で
あ
る
。
生
き
て
い
た
時
の
よ
う
な
形
に
木
を
刻
む
。
死
者
と
同
じ
数
だ
け
作
る
。
ま
た
瓦
が
あ
り
、
米
を
そ
の
中
に
置
き
、
そ
れ
を
連
ね
て
槨
の
入
り
口
の
あ
た
り
に
掛
け
て
お
く
（
（（
（
。
〔
魏
の
幽
州
刺
史
〕
毋
丘
儉
が
高
句
麗
を
攻
撃
し
た
。
高
句
麗
王
の
宮
は
、
沃
沮
に
逃
走
し
た
。〔
魏
軍
は
〕
軍
隊
を
進
め
て
そ
れ
を
攻
撃
し
た
。
沃
沮
の
邑
落
を
す
べ
て
破
っ
て
、
三
千
餘
人
を
殺
し
た
り
捕
虜
に
し
た
り
し
た
。
宮
は
、
北
沃
沮
に
逃
走
し
た
。
北
沃
沮
は
、
置
溝
婁
と
も
い
い
、
南
沃
沮
か
ら
八
百
餘
里
離
れ
て
い
る
。
そ
の
習
俗
は
南
北
み
な
同
じ
で
あ
る
（
（（
（
。
〔
北
沃
沮
は
〕
挹
婁
と
接
し
て
い
る
。
挹
婁
は
さ
か
ん
に
船
に
乗
っ
て
侵
略
し
て
く
る
の
で
、
北
沃
沮
で
は
そ
れ
を
恐
れ
て
い
た
。
夏
の
月
に
は
、
い
つ
も
険
し
い
山
の
深
い
洞
窟
の
中
に
隠
れ
て
身
を
守
っ
た
。
冬
の
月
に
は
、
水
路
が
凍
結
し
て
船
の
道
が
通
じ
な
い
の
で
、
山
か
ら
下
り
て
村
落
に
住
ん
で
い
る
（
（（
（
。
王
頎
は
別
に
派
遣
さ
れ
て
宮
を
追
撃
し
、
沃
沮
の
東
の
境
界
ま
で
達
し
た
。
そ
こ
に
い
た
老
人
に
「
海
の
東
に
も
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
（
（（
（
。
老
人
が
言
う
に
は
「
わ
が
国
の
人
が
む
か
し
船
に
乗
っ
て
魚
を
捕
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
風
に
遭
っ
て
数
十
日
吹
き
流
さ
れ
、
東
の
ほ
う
で
一
つ
の
島
に
流
れ
着
き
ま
し
た
。
島
に
は
人
が
い
ま
し
た
が
、
言
葉
が
た
が
い
に
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
の
習
俗
で
は
、
毎
年
七
月
に
童
女
を
海
に
沈
め
て
い
ま
す
」
と
。
さ
ら
に
ま
た
「
海
の
中
に
女
ば
か
り
で
男
の
い
な
い
国
が
あ
り
ま
す
」
と
い
い
、
ま
た
「
布
製
の
衣
服
が
流
れ
着
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海
の
中
か
ら
浮
か
び
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
衣
服
は
中
国
人
の
衣
服
の
よ
う
で
し
た
が
、
両
袖
の
長
さ
が
三
丈
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
難
破
船
が
流
れ
着
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
波
に
押
し
寄
せ
ら
れ
て
海
辺
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
人
が
い
て
、
う
な
じ
に
も
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
生
き
た
ま
ま
と
ら
え
ま
し
た
が
、話
そ
う
と
し
て
も
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
食
べ
ず
に
死
に
ま
し
た
」
と
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
い
ず
れ
も
沃
沮
の
東
の
大
海
の
中
に
あ
る
（
（（
（
。
［
註
解
］
（
１
）東
沃
沮
・
蓋
馬
大
山
東
沃
沮
は
、
こ
の
『
魏
志
』
が
初
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
に
沃
沮
と
い
う
の
と
同
じ
と
考
え
る
べ
き
で
、
西
沃
沮
な
ど
が
あ
っ
て
、
東
西
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
の
ち
に
ふ
れ
る
南
沃
沮
・
北
沃
沮
と
い
う
表
現
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
対
比
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
実
体
が
あ
る
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東
沃
沮
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
東
沃
沮
の
な
か
の
南
・
北
の
中
心
地
を
そ
う
称
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
地
理
志
の
楽
浪
郡
の
一
縣
名
に
「
夫
租
」
が
あ
る
。『
翰
苑
』
蕃
夷
高
麗
条
所
引
の
「
漢
書
地
志
」
に
は
「
夭
祖
」
に
近
い
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、「
夫
租
は
、明
か
に
夭
租
の
誤
り
で
あ
つ
て
、夭
租
は
沃
沮
に
通
じ
る
」（
池
内
宏
「
楽
浪
郡
考
」『
満
鮮
史
研
究
　上
世
第
一
册
』）
と
い
う
み
か
た
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ふ
れ
る
沃
沮
城
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
も
と
玄
菟
郡
の
一
県
で
あ
っ
た
「
沃
沮
縣
」
が
、
の
ち
に
楽
浪
郡
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
ほ
か
に
「
沃
沮
」
に
あ
た
る
も
の
が
無
い
以
上
、
こ
の
「
夫
租
」
が
沃
沮
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、「
夫
租
薉
君
」
銀
印
・「
夫
租
長
印
」
銀
印
・「
夫
租
丞
印
」
封
泥
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
の
一
一
月
に
、
平
壤
市
楽
浪
区
域
貞
柏
里
四
一
番
地
で
託
児
所
の
建
設
工
事
に
際
し
て
、
銅
剣
・
銅
矛
を
含
む
大
量
の
一
括
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
調
査
さ
421
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れ
た
。
発
掘
の
結
果
、
底
部
に
角
材
を
敷
い
た
土
壙
墓
で
、
遺
物
に
は
細
形
銅
剣
・
細
形
銅
矛
・
銅
鏃
・
鉄
剣
・
鉄
矛
・
鉄
斧
・
銜
な
ど
の
馬
具
・
小
銅
鐸
・
車
の
金
具
・
黒
色
壺
・
深
鉢
な
ど
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
「
夫
租
薉
君
」
と
い
う
文
字
が
彫
ら
れ
た
銀
印
が
一
面
あ
り
、「
夫
租
薉
君
」
墓
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
一
九
六
一
年
秋
に
は
、
同
じ
く
貞
柏
里
の
木
槨
墓
か
ら
、「
夫
租
長
印
」
と
い
う
文
字
が
彫
ら
れ
た
銀
印
が
出
土
し
た
。
木
槨
の
中
に
は
ふ
た
つ
の
木
棺
が
あ
り
、
西
側
は
女
性
で
あ
っ
た
。
木
棺
の
北
側
に
漆
器
・
瓦
器
が
あ
り
、
西
側
の
空
間
に
は
鏡
・
馬
面
・
馬
鈴
・
弩
・
車
馬
具
・
黒
漆
蓋
な
ど
が
あ
り
、木
棺
内
に
は
細
形
銅
剣
が
あ
っ
た
。
「
高
常
賢
印
」
と
い
う
印
文
の
銀
印
も
出
土
し
て
お
り
、
被
葬
者
は
、
夫
租
県
の
県
長
で
あ
っ
た
、
高
常
賢
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
漆
蓋
棒
に
「
永
始
四
年
十
二
月
杏
鄭
作
」
と
い
う
銘
が
あ
っ
た
が
、
永
始
四
年
は
前
漢
末
の
前
一
三
年
で
あ
り
、
上
限
が
確
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
近
い
時
期
の
埋
葬
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
夫
租
丞
印
」
封
泥
に
つ
い
て
は
、
藤
田
亮
策
「
楽
浪
封
泥
續
攷
」（『
京
城
帝
国
大
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
　史
学
篇
』
一
九
三
六
年
）
に
よ
れ
ば
、「
昭
和
十
年
頃
の
発
見
に
係
り
、
両
側
の
縁
は
欠
い
て
居
る
が
印
面
完
全
、
文
字
亦
整
正
、
背
面
の
木
理
も
明
瞭
に
、
横
に
四
條
の
紐
迹
、
斜
の
五
條
の
紐
迹
等
到
底
後
人
の
模
造
し
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
印
文
に
「
夫
租
丞
印
」
と
あ
つ
て
漢
書
地
理
志
の
県
名
と
一
致
す
る
。
此
の
県
名
に
就
き
て
は
従
来
諸
学
者
の
間
に
沃
沮
の
夭
が
夫
に
転
じ
た
も
の
と
し
て
既
に
定
説
と
な
つ
て
居
る
。
然
し
乍
ら
説
文
解
字
注
に
よ
る
に
夭
と
夫
と
は
篆
形
に
於
い
て
異
な
り
、
此
の
封
泥
の
示
す
も
の
は
明
に
天
字
に
似
て
上
に
貫
き
た
る
夫
字
と
読
ま
れ
る
」「
若
し
本
封
泥
を
偽
造
と
す
る
時
は
、
所
謂
楽
浪
封
泥
の
大
部
分
は
偽
物
と
斷
ぜ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
仍
て
暫
く
予
は
本
封
泥
を
以
て
真
正
の
も
の
と
信
じ
て
、「
夫
租
」
の
名
を
正
し
い
と
考
へ
る
」
と
す
る
。
こ
の
藤
田
の
提
言
は
、
ふ
た
つ
の
銀
印
の
発
見
に
よ
っ
て
、
裏
付
け
ら
れ
た
と
評
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、「
夫
租
」
が
本
来
の
形
で
あ
り
、『
漢
書
』
地
理
志
も
正
し
く
伝
え
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
夫
租
が
、
の
ち
に
夭
租
、
さ
ら
に
沃
沮
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
、
『
魏
志
』
の
表
記
に
従
っ
て
「
沃
沮
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
沃
沮
の
住
地
は
、
朝
鮮
半
島
東
北
部
、
現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
咸
鏡
南
北
道
あ
た
り
で
、
日
本
海
に
面
し
て
い
る
。
中
心
地
は
、
咸
鏡
南
道
咸
興
附
近
と
み
ら
れ
る
。
沃
沮
は
ほ
ん
ら
い
濊
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
「
夫
租
薉
君
」
印
も
、「
夫
租
」
に
お
け
る
「
濊
」
族
の
長
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
上
次
男
に
よ
れ
ば
、「
前
漢
時
代
の
沃
沮
県
の
住
民
は
、
他
の
嶺
東
諸
県
の
住
民
と
同
じ
く
穢
人―
総
括
的
な
民
族
呼
称
と
し
て
の―
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
平
安
南
道
大
同
江
面
貞
柏
里
の
土
壙
墓
あ
る
い
は
木
槨
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
印
に
、
夫
租
（
沃
沮
）
薉
君
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
」（「
穢
人
と
そ
の
民
族
的
性
格
」『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』）
と
す
る
。
沃
沮
県
は
、い
わ
ゆ
る
嶺
東
の
七
県
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
濊
伝
に
は
「
皆
な
濊
を
以
て
民
と
爲
す
」
と
あ
る
。
沃
沮
は
当
初
、
玄
菟
郡
に
属
し
て
お
り
、
沃
沮
以
外
の
六
県
は
、
臨
屯
郡
に
属
し
て
い
た
。
臨
屯
郡
は
臨
屯
國
の
故
地
を
中
心
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
臨
屯
も
ま
た
濊
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
濊
族
の
な
か
に
、
臨
屯
濊
や
沃
沮
濊
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
馬
大
山
は
、
白
頭
山
か
ら
南
に
の
び
る
山
系
を
指
す
。
玄
菟
郡
の
中
に
西
蓋
馬
縣
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
山
系
よ
り
も
西
側
に
置
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
 「
東
北
に
狹
く
西
南
に
長
し
」
は
、『
後
漢
書
』
東
沃
沮
伝
で
は
、「
東
西
に
夾
（
狹
）
く
南
北
に
長
し
」
と
あ
る
。
そ
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
「
千
里
可
り
」
と
い
う
点
で
あ
る
が
、後
文
に
「
北
沃
沮
、一
に
置
溝
婁
と
名
づ
く
。
南
沃
沮
を
去
る
こ
と
八
百
餘
里
」
と
あ
り
、
北
沃
沮
＝
置
溝
婁
と
南
沃
沮
の
間
が
八
〇
〇
余
里
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
毋
丘
倹
伝
に
は
、
派
遣
さ
れ
た
王
頎
が
「
沃
沮
を
過
ぐ
る
こ
と
千
有
餘
里
、肅
愼
氏
の
南
界
に
至
り
」帰
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
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こ
の
場
合
の
沃
沮
と
は
南
沃
沮
を
指
し
、
そ
こ
か
ら
置
溝
婁
（
毋
丘
倹
伝
で
は
「
買
溝
」）
を
過
ぎ
て
、「
千
有
餘
里
」
で
「
肅
愼
氏
の
南
界
」
に
達
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
肅
愼
氏
の
南
界
」
は
、
東
夷
伝
の
序
に
こ
の
と
き
の
こ
と
を
「
肅
愼
の
庭
を
踐
み
」
と
し
て
お
り
、
決
し
て
肅
愼
（
挹
婁
）
と
沃
沮
と
の
境
で
は
な
く
、
肅
愼
の
境
域
内
の
南
側
を
意
味
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
南
沃
沮
か
ら
八
〇
〇
余
里
の
北
沃
沮
を
過
ぎ
て
、
そ
れ
ほ
ど
し
な
い
で
沃
沮
の
北
端
で
あ
る
肅
愼
と
の
境
界
に
到
り
、
そ
れ
を
越
え
て
達
し
た
と
こ
ろ
ま
で
が
、「
千
有
餘
里
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
北
沃
沮
か
ら
北
端
ま
で
は
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
二
〇
〇
里
ほ
ど
で
あ
り
、
全
体
が
「
千
里
可
り
」
と
す
れ
ば
、
す
で
に
そ
れ
で
千
里
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
南
沃
沮
か
ら
南
へ
も
少
し
沃
沮
の
領
域
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
北
沃
沮
か
ら
北
へ
は
百
里
程
度
、
南
沃
沮
か
ら
南
へ
も
百
里
程
度
と
い
う
く
ら
い
に
考
え
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
北
沃
沮
は
中
国
吉
林
省
の
琿
春
附
近
、
南
沃
沮
は
咸
鏡
南
道
咸
興
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
は
直
線
で
お
よ
そ
四
一
〇
㎞
あ
る
。
実
際
は
も
っ
と
長
い
は
ず
で
、
そ
れ
が
八
百
余
里
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
百
里
は
五
〇
㎞
以
上
に
な
る
。
魏
代
の
一
里
は
四
三
二
ｍ
で
あ
り
、
百
里
は
四
三
・
二
㎞
と
な
る
か
ら
、
八
百
里
よ
り
は
長
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
、
豆
満
江
流
域
や
綏
芬
河
流
域
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
東
北
部
か
ら
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
か
け
て
分
布
す
る
、
紀
元
前
後
の
時
期
の
文
化
相
を
、
団
結
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
ク
ロ
ウ
ノ
フ
カ
文
化
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
を
沃
沮
と
む
す
び
つ
け
て
と
ら
え
る
見
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
大
貫
静
夫
『
東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』）。
そ
の
具
体
的
な
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、本
書
の
宮
本
一
夫「
考
古
学
か
ら
見
た
夫
余
と
沃
沮
」
を
参
照
。
（
２
）衛
満
朝
鮮
國
（
一
般
に
衛
氏
朝
鮮
・
衛
満
朝
鮮
と
よ
ぶ
）
の
建
国
者
。『
史
記
』『
漢
書
』
の
朝
鮮
伝
で
は
、「
燕
の
亡
人
満
」
と
す
る
の
み
で
、姓
「
衛
」
は
み
え
な
い
が
、『
潛
夫
論
』
卷
九
・
志
氏
姓
第
三
五
に
初
め
て
「
衞
滿
」
と
し
て
登
場
し
、
　『魏
略
』『
魏
志
』
に
う
け
つ
が
れ
る
。
燕
人
滿
は
、
漢
帝
国
の
な
か
の
燕
王
盧
綰
に
仕
え
て
い
た
が
、
前
一
九
五
年
、
盧
綰
が
匈
奴
に
亡
命
し
、
燕
國
が
瓦
解
し
た
あ
と
、
滿
は
徒
党
を
率
い
て
東
走
し
、
燕
・
齊
か
ら
の
亡
命
者
た
ち
を
従
え
て
王
と
な
り
、
王
險
城
に
都
し
た
。
王
險
城
は
、
現
在
の
平
壤
で
あ
る
。
『
史
記
』
朝
鮮
伝
に
「
満
、兵
威
財
物
を
得
て
其
の
旁
ら
の
小
邑
を
侵
降
す
。
真
番
・
臨
屯
、
皆
な
來
た
り
て
服
属
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
番
・
臨
屯
が
、
衛
氏
朝
鮮
國
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
沃
沮
の
場
合
は
、
本
伝
に
初
め
て
記
さ
れ
る
。
し
か
し
臨
屯
濊
が
、
服
属
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
沃
沮
濊
も
同
様
に
服
属
し
て
い
た
と
み
て
お
か
し
く
な
い
。
（
３
）玄
菟
郡
の
設
置
（
Ⅱ
）
夫
餘
の
註
（
（
）
参
照
。
漢
の
武
帝
は
、前
一
〇
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
朝
鮮
國
を
攻
撃
し
、
内
紛
も
あ
っ
て
制
圧
す
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
國
の
故
地
、
そ
の
都
で
あ
る
王
險
城
を
中
心
と
し
て
楽
浪
郡
を
設
置
し
た
ほ
か
、
朝
鮮
國
に
服
属
し
て
い
た
真
番
・
臨
屯
の
故
地
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
真
番
郡
・
臨
屯
郡
を
設
置
し
た
。
つ
い
で
、
一
年
遅
れ
、
濊
・
貊
の
地
に
置
い
た
の
が
玄
菟
郡
で
あ
っ
た
。
そ
の
玄
菟
郡
の
郡
治
が
、
沃
沮
県
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
伝
が
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
に
は
、
玄
菟
郡
も
み
え
て
お
り
、
そ
の
首
県
（
郡
治
）
と
し
て
高
句
驪
県
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
紀
元
後
三
年
の
実
体
で
あ
っ
て
、
設
置
当
初
の
玄
菟
郡
（
第
一
玄
菟
郡
）
に
つ
い
て
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
第
一
玄
菟
郡
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
「
武
帝
、
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
高
句
驪
を
て
県
と
為
し
、
玄
菟
に
属
せ
し
む
」
と
あ
る
記
事
に
従
え
ば
、
高
句
驪
県
も
玄
菟
郡
下
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
沃
沮
県
を
郡
治
と
し
、
高
句
驪
県
も
含
む
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
場
合
の
沃
沮
と
は
南
沃
沮
を
指
し
、
そ
こ
か
ら
置
溝
婁
（
毋
丘
倹
伝
で
は
「
買
溝
」）
を
過
ぎ
て
、「
千
有
餘
里
」
で
「
肅
愼
氏
の
南
界
」
に
達
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
肅
愼
氏
の
南
界
」
は
、
東
夷
伝
の
序
に
こ
の
と
き
の
こ
と
を
「
肅
愼
の
庭
を
踐
み
」
と
し
て
お
り
、
決
し
て
肅
愼
（
挹
婁
）
と
沃
沮
と
の
境
で
は
な
く
、
肅
愼
の
境
域
内
の
南
側
を
意
味
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
南
沃
沮
か
ら
八
〇
〇
余
里
の
北
沃
沮
を
過
ぎ
て
、
そ
れ
ほ
ど
し
な
い
で
沃
沮
の
北
端
で
あ
る
肅
愼
と
の
境
界
に
到
り
、
そ
れ
を
越
え
て
達
し
た
と
こ
ろ
ま
で
が
、「
千
有
餘
里
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
北
沃
沮
か
ら
北
端
ま
で
は
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
二
〇
〇
里
ほ
ど
で
あ
り
、
全
体
が
「
千
里
可
り
」
と
す
れ
ば
、
す
で
に
そ
れ
で
千
里
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
南
沃
沮
か
ら
南
へ
も
少
し
沃
沮
の
領
域
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
北
沃
沮
か
ら
北
へ
は
百
里
程
度
、
南
沃
沮
か
ら
南
へ
も
百
里
程
度
と
い
う
く
ら
い
に
考
え
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
北
沃
沮
は
中
国
吉
林
省
の
琿
春
附
近
、
南
沃
沮
は
咸
鏡
南
道
咸
興
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
は
直
線
で
お
よ
そ
四
一
〇
㎞
あ
る
。
実
際
は
も
っ
と
長
い
は
ず
で
、
そ
れ
が
八
百
余
里
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
百
里
は
五
〇
㎞
以
上
に
な
る
。
魏
代
の
一
里
は
四
三
二
ｍ
で
あ
り
、
百
里
は
四
三
・
二
㎞
と
な
る
か
ら
、
八
百
里
よ
り
は
長
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
、
豆
満
江
流
域
や
綏
芬
河
流
域
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
東
北
部
か
ら
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
か
け
て
分
布
す
る
、
紀
元
前
後
の
時
期
の
文
化
相
を
、
団
結
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
ク
ロ
ウ
ノ
フ
カ
文
化
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
を
沃
沮
と
む
す
び
つ
け
て
と
ら
え
る
見
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
大
貫
静
夫
『
東
北
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』）。
そ
の
具
体
的
な
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、本
書
の
宮
本
一
夫「
考
古
学
か
ら
見
た
夫
余
と
沃
沮
」
を
参
照
。
（
２
）衛
満
朝
鮮
國
（
一
般
に
衛
氏
朝
鮮
・
衛
満
朝
鮮
と
よ
ぶ
）
の
建
国
者
。『
史
記
』『
漢
書
』
の
朝
鮮
伝
で
は
、「
燕
の
亡
人
満
」
と
す
る
の
み
で
、姓
「
衛
」
は
み
え
な
い
が
、『
潛
夫
論
』
卷
九
・
志
氏
姓
第
三
五
に
初
め
て
「
衞
滿
」
と
し
て
登
場
し
、
　『魏
略
』『
魏
志
』
に
う
け
つ
が
れ
る
。
燕
人
滿
は
、
漢
帝
国
の
な
か
の
燕
王
盧
綰
に
仕
え
て
い
た
が
、
前
一
九
五
年
、
盧
綰
が
匈
奴
に
亡
命
し
、
燕
國
が
瓦
解
し
た
あ
と
、
滿
は
徒
党
を
率
い
て
東
走
し
、
燕
・
齊
か
ら
の
亡
命
者
た
ち
を
従
え
て
王
と
な
り
、
王
險
城
に
都
し
た
。
王
險
城
は
、
現
在
の
平
壤
で
あ
る
。
『
史
記
』
朝
鮮
伝
に
「
満
、兵
威
財
物
を
得
て
其
の
旁
ら
の
小
邑
を
侵
降
す
。
真
番
・
臨
屯
、
皆
な
來
た
り
て
服
属
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
番
・
臨
屯
が
、
衛
氏
朝
鮮
國
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
沃
沮
の
場
合
は
、
本
伝
に
初
め
て
記
さ
れ
る
。
し
か
し
臨
屯
濊
が
、
服
属
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
沃
沮
濊
も
同
様
に
服
属
し
て
い
た
と
み
て
お
か
し
く
な
い
。
（
３
）玄
菟
郡
の
設
置
（
Ⅱ
）
夫
餘
の
註
（
（
）
参
照
。
漢
の
武
帝
は
、前
一
〇
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
朝
鮮
國
を
攻
撃
し
、
内
紛
も
あ
っ
て
制
圧
す
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
國
の
故
地
、
そ
の
都
で
あ
る
王
險
城
を
中
心
と
し
て
楽
浪
郡
を
設
置
し
た
ほ
か
、
朝
鮮
國
に
服
属
し
て
い
た
真
番
・
臨
屯
の
故
地
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
真
番
郡
・
臨
屯
郡
を
設
置
し
た
。
つ
い
で
、
一
年
遅
れ
、
濊
・
貊
の
地
に
置
い
た
の
が
玄
菟
郡
で
あ
っ
た
。
そ
の
玄
菟
郡
の
郡
治
が
、
沃
沮
県
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
伝
が
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
に
は
、
玄
菟
郡
も
み
え
て
お
り
、
そ
の
首
県
（
郡
治
）
と
し
て
高
句
驪
県
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
紀
元
後
三
年
の
実
体
で
あ
っ
て
、
設
置
当
初
の
玄
菟
郡
（
第
一
玄
菟
郡
）
に
つ
い
て
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
第
一
玄
菟
郡
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書
』
の
高
句
驪
伝
に
「
武
帝
、
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
高
句
驪
を
て
県
と
為
し
、
玄
菟
に
属
せ
し
む
」
と
あ
る
記
事
に
従
え
ば
、
高
句
驪
県
も
玄
菟
郡
下
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
沃
沮
県
を
郡
治
と
し
、
高
句
驪
県
も
含
む
郡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
（
４
）夷
貊
・
玄
菟
の
故
府
「
玄
菟
の
故
府
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
魏
志
』
当
時
の
玄
菟
郡
治
で
は
な
く
、
そ
の
前
の
郡
治
で
あ
る
。
た
だ
し
上
記
の
第
一
玄
菟
郡
か
ら
す
れ
ば
、「
郡
を
句
麗
の
西
北
に
徙
す
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
別
の
玄
菟
郡
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
第
二
玄
菟
郡
で
あ
り
、『
魏
志
』
当
時
の
玄
菟
郡
は
、
第
三
玄
菟
郡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
一
玄
菟
郡
か
ら
第
二
へ
の
移
動
の
理
由
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
夷
貊
の
侵
す
所
と
爲
り
」
の
一
句
で
あ
り
、「
夷
貊
」
と
は
「
貊
」
族
の
高
句
麗
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
「
夷
貊
」
を
用
い
、
す
ぐ
に
「
句
麗
」
を
用
い
て
い
る
の
は
前
後
一
貫
し
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、「
句
麗
」
は
高
句
麗
県
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
玄
菟
郡
の
主
要
領
域
で
あ
っ
た
、
高
句
驪
県
な
ど
の
地
に
い
た
高
句
麗
族
が
蜂
起
し
た
の
が
、「
侵
す
所
と
爲
り
」
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
本
拠
地
に
置
か
れ
た
県
城
に
対
す
る
抵
抗
の
動
き
が
、
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
先
端
に
あ
っ
た
沃
沮
城
は
、「
楽
浪
に
屬
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楽
浪
郡
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
句
麗
族
の
本
拠
地
か
ら
は
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
郡
治
が
大
き
く
西
に
移
動
し
た
。
た
だ
し
、
高
句
麗
県
の
名
は
、
残
す
こ
と
と
し
、
新
た
な
郡
治
を
高
句
麗
県
と
し
た
。
『
漢
書
』
昭
帝
紀
に
よ
れ
ば
、「
元
鳳
六
年
（
前
七
五
）
春
正
月
、
郡
國
の
徒
を
募
り
、
遼
東
の
玄
菟
城
を
築
く
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
移
動
と
対
応
す
る
。
「
玄
菟
の
故
府
」
す
な
わ
ち
第
二
玄
菟
郡
の
郡
治
は
、
新
賓
県
永
陵
鎮
の
二
道
河
の
南
に
あ
る
永
陵
鎮
土
城
で
あ
る
。
三
上
次
男
に
よ
れ
ば
、
ふ
た
つ
の
土
城
址
が
あ
る
と
い
う
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
郡
治
が
移
さ
れ
た
の
を
機
に
、
郡
治
も
大
き
く
改
造
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
発
掘
が
継
続
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
５
）単
単
大
領
・
東
部
都
尉
・
不
耐
城
・
領
東
の
七
縣
単
単
大
領
は
、
小
白
山
脈
を
指
す
。
こ
の
大
領
（
大
嶺
）
を
は
さ
ん
で
東
側
を
領
東
（
嶺
東
）
と
い
う
。
現
在
も
、
嶺
東
と
よ
ぶ
。
領
東
の
七
県
と
は
、『
漢
書
』
地
理
志
の
楽
浪
郡
二
五
県
の
う
ち
の
最
後
の
七
県
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
・
不
而
・
蠶
台
・
華
麗
・
邪
頭
昧
・
前
莫
・
夫
租
の
七
県
で
あ
る
。
夫
租
を
除
く
六
県
は
、
も
と
臨
屯
郡
に
属
し
て
い
た
。
前
一
〇
八
年
～
前
一
〇
七
年
に
設
置
さ
れ
た
四
郡
は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
な
い
前
八
二
年
に
、
改
編
が
行
わ
れ
た
。
真
番
・
臨
屯
を
廃
止
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
玄
菟
・
楽
浪
に
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
真
番
・
臨
屯
は
玄
菟
・
楽
浪
よ
り
も
遠
く
、
維
持
し
に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
廃
止
し
、
一
部
、
玄
菟
・
楽
浪
に
改
属
し
て
残
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
先
に
ふ
れ
た
、
前
七
五
年
の
改
編
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
先
に
玄
菟
に
属
し
た
六
県
と
、
玄
菟
郡
の
郡
治
が
置
か
れ
て
い
た
夫
租
と
が
、
楽
浪
郡
に
あ
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
楽
浪
郡
は
、
こ
れ
以
後
、
二
五
県
を
擁
す
る
大
郡
と
な
っ
た
。
東
部
都
尉
の
設
置
も
こ
の
時
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。大
郡
と
な
っ
て
、困
難
に
な
っ
た
維
持
管
理
を
、
東
部
都
尉
・
南
部
都
尉
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
管
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
都
尉
は
ほ
ん
ら
い
軍
事
を
つ
か
さ
ど
る
の
で
あ
る
が
、
互
い
に
兼
ね
る
こ
と
も
あ
り
、こ
の
場
合
は
、分
管
と
い
う
こ
と
で
よ
か
ろ
う
。『
漢
書
』地
理
志
に
は
、
不
而
県
に
「
東
部
都
尉
治
」
と
註
す
る
ほ
か
、
昭
明
県
に
「
南
部
都
尉
治
」
と
註
し
て
い
る
。
不
耐
城
は
、『
漢
書
』
地
理
志
の
「
不
而
」
に
あ
た
る
。
咸
興
の
南
に
五
〇
㎞
ほ
ど
離
れ
た
金
野
邑
（
旧
永
興
邑
）
の
東
南
六
㎞
に
所
羅
里
土
城
（
本
宮
土
城
と
も
よ
ば
れ
る
）
が
あ
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
東
西
二
八
八
ｍ
、
南
北
一
七
一
ｍ
、
総
長
七
五
六
ｍ
の
小
さ
い
土
城
で
あ
る
が
、
漢
代
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
こ
の
土
城
を
不
而
県
城
に
比
定
す
る
意
見
が
あ
る
が
（
池
内
宏
前
掲
論
文
）、
領
東
七
県
の
う
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ち
の
華
麗
県
に
あ
て
る
意
見
も
あ
り
（
李
丙
燾
「
臨
屯
郡
考
」『
韓
国
古
代
史
研
究
』
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
）、
決
着
を
み
て
い
な
い
。
（
６
）都
尉
の
廃
止
太
守
と
都
尉
と
は
、
太
守
が
民
政
を
、
都
尉
が
軍
事
を
つ
か
さ
ど
る
の
が
ほ
ん
ら
い
で
あ
り
、
両
者
い
っ
し
ょ
に
郡
を
治
め
た
。
た
が
い
に
兼
ね
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
光
武
帝
は
、
太
守
が
都
尉
を
兼
ね
れ
ば
政
治
を
統
一
し
て
行
い
や
す
い
た
め
に
、
都
尉
を
省
い
て
、
そ
の
職
を
太
守
に
併
せ
た
。
た
だ
し
、
辺
郡
に
は
、
そ
の
後
も
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
７
）不
耐
・
華
麗
・
沃
沮
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
楽
浪
郡
の
領
東
七
県
に
含
ま
れ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
で
は
、
不
耐
・
沃
沮
は「
不
而
」「
夫
租
」と
す
る
。
こ
こ
で
の
記
事
の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
東
部
都
尉
を
廃
し
た
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
管
轄
す
る
県
も
廃
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
、
そ
の
後
、
そ
の
中
で
有
力
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
旧
三
県
が
、
侯
国
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
不
耐
・
華
麗
は
、
漢
の
武
帝
の
四
郡
設
置
時
に
は
、
臨
屯
郡
に
属
し
て
い
た
も
の
で
、
東
沃
沮
伝
よ
り
は
、
濊
伝
に
お
い
て
扱
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
項
の
不
耐
濊
侯
に
つ
い
て
は
、
関
連
記
事
が
濊
伝
に
み
ら
れ
、
編
者
に
も
明
確
な
意
識
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
８
）不
耐
濊
侯
、
功
曹
・
主
簿
・
諸
曹
・
三
老
『
魏
志
』
濊
伝
に
は
、
魏
の
高
句
麗
遠
征
・
東
方
経
略
に
際
し
て
、「
不
耐
侯
等
、
邑
を
擧
げ
て
降
る
。
其
の
（
＝
正
始
）
八
年
（
二
四
七
）、
闕
に
詣
り
朝
貢
す
。
詔
し
て
更
め
て
不
耐
濊
王
に
拜
す
」
と
あ
る
。
沃
沮
は
、
種
族
的
に
は
濊
族
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
沃
沮
の
濊
が
沃
沮
と
別
称
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
不
耐
濊
侯
を
東
沃
沮
伝
で
取
り
扱
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
沃
沮
濊
と
、
そ
れ
よ
り
以
南
の
濊
と
を
区
別
し
て
い
う
な
ら
ば
、
濊
伝
で
扱
う
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
功
曹
か
ら
諸
曹
ま
で
は
、
太
守
が
任
免
で
き
た
郡
の
属
官
で
、
在
地
で
任
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
功
曹
は
属
官
の
任
免
賞
罰
を
つ
か
さ
ど
り
、
主
簿
は
記
録
・
文
書
を
つ
か
さ
ど
る
。
諸
曹
は
、そ
の
よ
う
な
属
官
を
総
称
し
て
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
老
は
、
在
地
の
有
力
者
で
、
漢
に
お
け
る
三
老
設
置
に
関
す
る
高
祖
の
詔
を
み
れ
ば
、「
民
の
年
五
十
以
上
の
脩
行
有
り
能
く
衆
を
帥
い
て
善
を
爲
す
も
の
を
擧
げ
て
、
置
き
て
以
て
三
老
と
爲
す
。
郷
ご
と
に
一
人
。
郷
三
老
一
人
を
擇
び
て
縣
の
三
老
と
爲
し
、
縣
令
丞
尉
と
事
を
以
て
相
教
え
、
復
た
徭
戍
す
る
勿
く
、
十
月
を
以
て
酒
肉
を
賜
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
ら
い
楽
浪
郡
の
設
置
に
と
も
な
っ
て
置
か
れ
、
沃
沮
・
濊
の
民
に
も
関
わ
り
の
深
い
属
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
不
耐
濊
侯
も
そ
の
官
名
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
首
長
た
ち
も
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
卷
七
六
・
王
景
伝
に
よ
れ
ば
、
景
の
父
閎
が
「
郡
三
老
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
９
）高
句
麗
の
異
種
族
支
配
高
句
麗
伝
に
は
、「
沃
沮
・
東
濊
、
皆
な
焉
れ
に
屬
す
」
と
あ
っ
た
。
沃
沮
や
濊
は
、
高
句
麗
に
臣
屬
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
、
魏
に
降
っ
た
り
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
高
句
麗
の
異
種
族
支
配
の
具
体
的
な
形
態
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
武
田
幸
男
「
魏
志
東
夷
伝
に
み
え
る
下
戸
問
題
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
三
集
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
三
形
態
が
摘
出
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
異
種
族
邑
落
の
首
長
に
高
句
麗
の
官
職
（
使
者
）
を
与
え
、
そ
の
首
長
を
通
じ
て
支
配
す
る
形
態
。
累
層
的
な
邑
落
の
構
成
や
邑
落
内
部
の
構
造
を
変
え
ず
、
従
来
の
ま
ま
支
配
す
る
が
、
そ
の
首
長
に
高
句
麗
の
官
職
を
与
え
て
国
王
直
属
の
官
僚
と
す
る
方
策
を
と
っ
た
。
そ
の
統
主
・
統
属
者
と
高
句
麗
王
と
の
間
に
は
従
来
な
か
っ
た
臣
属
関
係
に
よ
る
支
配
が
新
た
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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ち
の
華
麗
県
に
あ
て
る
意
見
も
あ
り
（
李
丙
燾
「
臨
屯
郡
考
」『
韓
国
古
代
史
研
究
』
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
）、
決
着
を
み
て
い
な
い
。
（
６
）都
尉
の
廃
止
太
守
と
都
尉
と
は
、
太
守
が
民
政
を
、
都
尉
が
軍
事
を
つ
か
さ
ど
る
の
が
ほ
ん
ら
い
で
あ
り
、
両
者
い
っ
し
ょ
に
郡
を
治
め
た
。
た
が
い
に
兼
ね
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
光
武
帝
は
、
太
守
が
都
尉
を
兼
ね
れ
ば
政
治
を
統
一
し
て
行
い
や
す
い
た
め
に
、
都
尉
を
省
い
て
、
そ
の
職
を
太
守
に
併
せ
た
。
た
だ
し
、
辺
郡
に
は
、
そ
の
後
も
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
７
）不
耐
・
華
麗
・
沃
沮
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
楽
浪
郡
の
領
東
七
県
に
含
ま
れ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
で
は
、
不
耐
・
沃
沮
は「
不
而
」「
夫
租
」と
す
る
。
こ
こ
で
の
記
事
の
あ
り
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
東
部
都
尉
を
廃
し
た
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
管
轄
す
る
県
も
廃
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
、
そ
の
後
、
そ
の
中
で
有
力
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
旧
三
県
が
、
侯
国
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
不
耐
・
華
麗
は
、
漢
の
武
帝
の
四
郡
設
置
時
に
は
、
臨
屯
郡
に
属
し
て
い
た
も
の
で
、
東
沃
沮
伝
よ
り
は
、
濊
伝
に
お
い
て
扱
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
項
の
不
耐
濊
侯
に
つ
い
て
は
、
関
連
記
事
が
濊
伝
に
み
ら
れ
、
編
者
に
も
明
確
な
意
識
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
８
）不
耐
濊
侯
、
功
曹
・
主
簿
・
諸
曹
・
三
老
『
魏
志
』
濊
伝
に
は
、
魏
の
高
句
麗
遠
征
・
東
方
経
略
に
際
し
て
、「
不
耐
侯
等
、
邑
を
擧
げ
て
降
る
。
其
の
（
＝
正
始
）
八
年
（
二
四
七
）、
闕
に
詣
り
朝
貢
す
。
詔
し
て
更
め
て
不
耐
濊
王
に
拜
す
」
と
あ
る
。
沃
沮
は
、
種
族
的
に
は
濊
族
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
沃
沮
の
濊
が
沃
沮
と
別
称
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
不
耐
濊
侯
を
東
沃
沮
伝
で
取
り
扱
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
沃
沮
濊
と
、
そ
れ
よ
り
以
南
の
濊
と
を
区
別
し
て
い
う
な
ら
ば
、
濊
伝
で
扱
う
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
功
曹
か
ら
諸
曹
ま
で
は
、
太
守
が
任
免
で
き
た
郡
の
属
官
で
、
在
地
で
任
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
功
曹
は
属
官
の
任
免
賞
罰
を
つ
か
さ
ど
り
、
主
簿
は
記
録
・
文
書
を
つ
か
さ
ど
る
。
諸
曹
は
、そ
の
よ
う
な
属
官
を
総
称
し
て
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
老
は
、
在
地
の
有
力
者
で
、
漢
に
お
け
る
三
老
設
置
に
関
す
る
高
祖
の
詔
を
み
れ
ば
、「
民
の
年
五
十
以
上
の
脩
行
有
り
能
く
衆
を
帥
い
て
善
を
爲
す
も
の
を
擧
げ
て
、
置
き
て
以
て
三
老
と
爲
す
。
郷
ご
と
に
一
人
。
郷
三
老
一
人
を
擇
び
て
縣
の
三
老
と
爲
し
、
縣
令
丞
尉
と
事
を
以
て
相
教
え
、
復
た
徭
戍
す
る
勿
く
、
十
月
を
以
て
酒
肉
を
賜
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
ら
い
楽
浪
郡
の
設
置
に
と
も
な
っ
て
置
か
れ
、
沃
沮
・
濊
の
民
に
も
関
わ
り
の
深
い
属
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
不
耐
濊
侯
も
そ
の
官
名
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
首
長
た
ち
も
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
卷
七
六
・
王
景
伝
に
よ
れ
ば
、
景
の
父
閎
が
「
郡
三
老
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
９
）高
句
麗
の
異
種
族
支
配
高
句
麗
伝
に
は
、「
沃
沮
・
東
濊
、
皆
な
焉
れ
に
屬
す
」
と
あ
っ
た
。
沃
沮
や
濊
は
、
高
句
麗
に
臣
屬
し
た
り
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
、
魏
に
降
っ
た
り
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
高
句
麗
の
異
種
族
支
配
の
具
体
的
な
形
態
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
武
田
幸
男
「
魏
志
東
夷
伝
に
み
え
る
下
戸
問
題
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
三
集
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
三
形
態
が
摘
出
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
の
第
一
は
、
異
種
族
邑
落
の
首
長
に
高
句
麗
の
官
職
（
使
者
）
を
与
え
、
そ
の
首
長
を
通
じ
て
支
配
す
る
形
態
。
累
層
的
な
邑
落
の
構
成
や
邑
落
内
部
の
構
造
を
変
え
ず
、
従
来
の
ま
ま
支
配
す
る
が
、
そ
の
首
長
に
高
句
麗
の
官
職
を
与
え
て
国
王
直
属
の
官
僚
と
す
る
方
策
を
と
っ
た
。
そ
の
統
主
・
統
属
者
と
高
句
麗
王
と
の
間
に
は
従
来
な
か
っ
た
臣
属
関
係
に
よ
る
支
配
が
新
た
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
は
、
支
配
種
族
の
支
配
階
級
が
直
接
に
異
種
族
に
対
立
し
、
直
接
租
賦
を
収
奪
す
る
形
態
。
諸
方
に
お
か
れ
た
使
者
の
仲
介
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
支
配
階
級
た
る
大
加
と
被
支
配
階
級
が
直
接
対
立
す
る
点
に
異
種
族
支
配
の
露
骨
さ
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
貢
上
・
入
質
。
対
等
で
政
略
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
支
配
・
被
支
配
関
係
の
一
面
。
こ
の
う
ち
、
第
一
・
第
二
形
態
が
特
に
重
要
で
、
従
来
の
邑
落
構
造
・
構
成
の
根
本
的
変
革
は
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
固
定
し
て
利
用
す
る
傾
向
が
一
貫
し
、
被
支
配
種
族
の
邑
落
民
も
下
戸
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
種
族
内
の
邑
落
支
配
つ
ま
り
下
戸
支
配
が
異
種
族
の
下
戸
支
配
へ
と
拡
大
し
た
形
態
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
（
10
）葬
制
吉
林
省
文
物
志
編
委
会
編
『
汪
清
県
文
物
志
』（
一
九
八
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
吉
林
省
東
部
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
区
の
汪
清
県
の
県
城
の
東
南
一
五
㎞
の
百
草
溝
で
一
九
五
三
年
に
発
掘
さ
れ
た
百
草
溝
遺
構
が
あ
る
が
、
上
下
二
層
か
ら
な
る
文
化
層
の
下
層
は
、
戦
国
か
ら
漢
代
に
該
当
す
る
も
の
で
、
現
地
の
研
究
者
は
、
位
置
的
な
関
係
か
ら
、北
沃
沮
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。住
居
址
と
炉
が
あ
り
、土
器
・
石
器
・
銅
器
な
ど
、多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。同『
琿
春
県
文
物
志
』（
一
九
八
四
年
）
に
は
、
琿
春
県
の
凉
水
平
原
の
東
部
の
新
興
洞
村
に
あ
る
墓
葬
を
、
漢
代
早
期
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
や
は
り
位
置
関
係
で
、
北
沃
沮
と
関
わ
り
が
あ
る
も
の
と
み
て
い
る
。
た
だ
し
、
土
壙
に
石
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
東
沃
沮
伝
に
み
え
る
も
の
と
は
異
な
る
。
東
沃
沮
の
遺
構
の
検
出
は
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
（
11
）北
沃
沮
・
置
溝
婁
「
溝
婁
」
は
、
高
句
麗
伝
に
み
え
る
「
溝
漊
」
と
同
じ
で
、
そ
こ
に
「
句
麗
、
城
を
名
づ
く
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
城
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
魏
志
』
毋
丘
倹
伝
に
よ
れ
ば
、「
宮
、
遂
に
買
溝
に
奔
る
。
儉
、
玄
菟
太
守
王
頎
を
遣
わ
し
之
を
追
わ
し
む
。
沃
沮
を
過
ぐ
る
こ
と
千
有
餘
里
、
肅
愼
氏
の
南
界
に
至
り
、
石
を
刻
ん
で
功
を
紀
し
、
丸
都
の
山
に
刊
し
、
不
耐
の
城
に
銘
す
」
と
あ
り
、
「
置
溝
婁
」
は
、「
買
溝
」
と
な
っ
て
い
る
。「
置
」
と
「
買
」
と
は
、
字
形
が
似
て
お
り
、
い
ず
れ
か
の
誤
り
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
白
鳥
庫
吉
は
「
買
」
が
正
し
く
、
そ
れ
が
「
木
」
を
意
味
す
る
と
し
て
、
柵
城
に
あ
た
る
と
考
え
た
（「
漢
の
朝
鮮
四
郡
疆
域
考
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
第
三
卷
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。
柵
城
は
、
そ
の
後
高
句
麗
が
領
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
高
句
麗
の
東
界
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
吉
林
省
の
琿
春
あ
た
り
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
12
）挹
婁
挹
婁
に
つ
い
て
は
、
次
の
『
魏
志
』
挹
婁
伝
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
も
「
其
の
國
、
船
に
乘
り
て
寇
盗
す
る
に
便
あ
り
。
鄰
國
、之
を
患うれ
う
」
と
あ
り
、好
戦
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
（
13
）王
頎
『
魏
志
』
毋
丘
倹
伝
に
み
え
る
よ
う
に
、
玄
菟
太
守
で
あ
っ
た
。
玄
菟
郡
は
、
幽
州
に
属
し
て
お
り
、
幽
州
刺
史
の
毋
丘
倹
は
、
直
属
の
上
官
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
命
を
う
け
て
、
高
句
麗
王
宮
を
追
撃
し
た
の
で
あ
る
が
、「
別
に
遣
わ
さ
れ
、
宮
を
追
討
し
」
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
別
の
読
み
方
も
あ
っ
て
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
其
の
東
界
を
盡
く
し
」
は
、
毋
丘
倹
伝
に
よ
れ
ば
、「
肅
愼
氏
の
南
界
」
と
い
う
こ
と
で
、
肅
愼
氏
と
は
挹
婁
の
こ
と
を
指
す
。
王
頎
は
ま
た
、
倭
人
伝
に
も
帶
方
太
守
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
以
後
、
玄
菟
太
守
か
ら
帶
方
太
守
に
転
じ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
（
14
）耆
老
の
言
『
後
漢
書
』
の
東
沃
沮
伝
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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其
の
耆
老
言
わ
く
、「
嘗
て
海
中
に
於
て
一
布
衣
を
得
た
り
。
其
の
形
、
中
人
の
衣
の
如
く
な
る
も
、
兩
袖
の
長
三
丈
な
り
。
又
た
岸
際
に
於
て
一
人
有
り
て
、
破
船
に
乘
る
を
見
ゆ
。
頂
中
に
復
た
面
有
り
。
與
に
語
る
も
通
ぜ
ず
。
食
ら
わ
ず
し
て
死
す
」
と
。
又
た
説
く
、
海
中
に
女
國
有
り
、
男
人
無
し
、
と
。
或
い
は
伝
う
、其
の
國
に
神
井
有
り
、之
を
鏑
え
ば
輒
ち
子
を
生
む
と
云
う
、と
。
本
伝
が
「
中
國
人
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
「
中
人
」
と
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
普
通
の
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晉
・
張
華
『
博
物
志
』
卷
三
に
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。
毋
丘
儉
、王
領
を
遣
わ
し
高
句
麗
王
宮
を
追
わ
し
め
沃
沮
の
東
界
を
盡
く
し
、
其
の
耆
老
に
問
う
に
言
わ
く
、「
國
人
常
て
船
に
乘
り
て
魚
を
捕
え
ん
と
し
、
風
に
遭
い
て
吹
か
れ
る
こ
と
數
十
日
、
東
に
一
島
を
得
た
り
。
上
に
人
有
り
。
言
語
相
曉
か
な
ら
ず
。其
の
俗
、常
に
七
夕
を
以
て
童
女
を
取
り
海
に
沈
む
」と
。
又
た
言
わ
く
、「
一
國
有
り
亦
た
海
中
に
在
り
、
純
て
女
に
し
て
男
無
し
」
と
。
又
た
説
く
、「
一
布
衣
を
得
た
り
。
海
よ
り
浮
か
び
出
づ
。
其
の
身
、
中
國
人
の
衣
の
如
く
な
る
も
、
兩
袖
の
長
二
丈
な
り
。
又
た
一
破
船
を
得
た
り
。
波
に
隨
い
て
出
で
て
海
岸
邊
に
在
り
。
一
人
有
り
て
、
項
中
に
復
た
面
有
り
。
生
得
し
、
與
に
語
る
も
相
通
ぜ
ず
。
食
ら
わ
ず
し
て
死
す
」
と
。
其
の
地
、
皆
な
沃
沮
の
東
の
大
海
中
に
在
り
。
本
伝
と
の
異
同
が
若
干
あ
る
が
、
意
味
が
異
な
る
の
は
、「
七
月
」
を
「
七
夕
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
く
ら
い
で
あ
る
。
女
国
に
つ
い
て
は
、
中
野
美
代
子
「
女
国
幻
想
」（『
竹
内
照
夫
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
文
集
』
同
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）
に
詳
し
い
。
（
Ⅴ
）挹
婁
［
原
文
］
挹
婁
在
夫
餘
東
北
千
餘
里
。
濱
大
海
南
與
北
沃
沮
接
。
未
知
其
北
所
極
。
其
土
地
多
山
險
。
其
人
形
似
夫
餘
、
言
語
不
與
夫
餘
句
麗
同
。
有
五
穀
牛
馬
麻
布
。
人
多
勇
力
。
無
大
君
長
、
邑
落
各
有
大
人
。
處
山
林
之
間
、
常
穴
居
。
大
家
深
九
梯
。
以
多
爲
好
。
土
氣
寒
劇
於
夫
餘
。
其
俗
好
養
猪
、
食
其
肉
、
衣
其
皮
。
冬
以
猪
膏
塗
身
厚
數
分
。
以
御
風
寒
。
夏
則
裸
袒
、
以
尺
布
隱
其
前
後
、
以
蔽
形
體
。
其
人
不
潔
。
作
溷
在
中
央
。
人
圍
其
表
居
。
其
弓
長
四
尺
。
力
如
弩
。
矢
用
楛
。
長
尺
八
寸
。
青
石
爲
鏃
。
古
之
肅
愼
氏
之
國
也
。
善
射
射
人
皆
入
。
因
矢
施
毒
、
人
中
皆
死
。
出
赤
玉
好
貂
。
今
所
謂
挹
婁
貂
是
也
。
自
漢
已
來
、
臣
屬
夫
餘
。
夫
餘
責
其
租
賦
重
。
以
黄
初
中
叛
之
。
夫
餘
數
伐
之
。
其
人
衆
雖
少
、
所
在
山
險
、
鄰
國
人
畏
其
弓
矢
、
卒
不
能
服
也
。
其
國
便
乘
船
寇
盗
。
鄰
國
患
之
。
東
夷
飲
食
類
皆
用
爼
豆
、
唯
挹
婁
不
。
法
俗
最
無
綱
紀
也
。
［
訓
読
］
挹
婁
は
、
夫
餘
の
東
北
千
餘
里
に
在
り
。
大
海
に
濱
し
、
南
は
北
沃
沮
と
接
す
。
未
だ
其
の
北
の
極
ま
る
所
を
知
ら
ず
。
其
の
土
地
、
山
險
多
し
。
其
の
人
の
形
夫
餘
に
似
た
れ
ど
も
言
語
は
夫
餘
・
句
麗
と
同
じ
か
ら
ず
。五
穀
・
牛
・
馬
・
麻
布
有
り
。
人
、
勇
力
多
し
。
大
君
長
無
く
、
邑
落
に
各
々
大
人
有
り
。
山
林
の
間
に
處
り
、
常
に
穴
居
す
。
大
家
は
深
さ
九
梯
。
多
き
を
以
て
好
し
と
爲
す
。
土
氣
寒
き
こ
と
夫
餘
よ
り
劇
し
。
其
の
俗
、
猪
を
養
う
を
好
み
、
其
の
肉
を
食
し
、
其
の
皮
を
衣
る
。
冬
に
は
猪
膏
を
以
て
身
に
塗
る
こ
と
厚
さ
數
分
。
以
て
風
寒
を
御
ぐ
。
夏
に
は
則
ち
裸
袒
し
、
尺
布
を
以
て
其
の
前
後
を
隱
し
、
以
て
形
體
を
蔽
う
。
其
の
人
不
潔
な
り
。
溷
を
作
り
て
中
央
に
在
り
。
人
、
其
の
表
を
圍
み
て
居
る
。
其
の
弓
、
長
四
尺
。
力
は
弩
の
如
し
。
矢
に
は
楛
を
用
う
。
長
尺
八
寸
。
青
石
を
鏃
と
爲
す
。
古
え
の
肅
愼
氏
の
國
な
り
。
善
射
に
し
て
人
を
射
れ
ば
皆
な
入
る
。
矢
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其
の
耆
老
言
わ
く
、「
嘗
て
海
中
に
於
て
一
布
衣
を
得
た
り
。
其
の
形
、
中
人
の
衣
の
如
く
な
る
も
、
兩
袖
の
長
三
丈
な
り
。
又
た
岸
際
に
於
て
一
人
有
り
て
、
破
船
に
乘
る
を
見
ゆ
。
頂
中
に
復
た
面
有
り
。
與
に
語
る
も
通
ぜ
ず
。
食
ら
わ
ず
し
て
死
す
」
と
。
又
た
説
く
、
海
中
に
女
國
有
り
、
男
人
無
し
、
と
。
或
い
は
伝
う
、其
の
國
に
神
井
有
り
、之
を
鏑
え
ば
輒
ち
子
を
生
む
と
云
う
、と
。
本
伝
が
「
中
國
人
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
「
中
人
」
と
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
普
通
の
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晉
・
張
華
『
博
物
志
』
卷
三
に
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。
毋
丘
儉
、王
領
を
遣
わ
し
高
句
麗
王
宮
を
追
わ
し
め
沃
沮
の
東
界
を
盡
く
し
、
其
の
耆
老
に
問
う
に
言
わ
く
、「
國
人
常
て
船
に
乘
り
て
魚
を
捕
え
ん
と
し
、
風
に
遭
い
て
吹
か
れ
る
こ
と
數
十
日
、
東
に
一
島
を
得
た
り
。
上
に
人
有
り
。
言
語
相
曉
か
な
ら
ず
。其
の
俗
、常
に
七
夕
を
以
て
童
女
を
取
り
海
に
沈
む
」と
。
又
た
言
わ
く
、「
一
國
有
り
亦
た
海
中
に
在
り
、
純
て
女
に
し
て
男
無
し
」
と
。
又
た
説
く
、「
一
布
衣
を
得
た
り
。
海
よ
り
浮
か
び
出
づ
。
其
の
身
、
中
國
人
の
衣
の
如
く
な
る
も
、
兩
袖
の
長
二
丈
な
り
。
又
た
一
破
船
を
得
た
り
。
波
に
隨
い
て
出
で
て
海
岸
邊
に
在
り
。
一
人
有
り
て
、
項
中
に
復
た
面
有
り
。
生
得
し
、
與
に
語
る
も
相
通
ぜ
ず
。
食
ら
わ
ず
し
て
死
す
」
と
。
其
の
地
、
皆
な
沃
沮
の
東
の
大
海
中
に
在
り
。
本
伝
と
の
異
同
が
若
干
あ
る
が
、
意
味
が
異
な
る
の
は
、「
七
月
」
を
「
七
夕
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
く
ら
い
で
あ
る
。
女
国
に
つ
い
て
は
、
中
野
美
代
子
「
女
国
幻
想
」（『
竹
内
照
夫
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
文
集
』
同
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）
に
詳
し
い
。
（
Ⅴ
）挹
婁
［
原
文
］
挹
婁
在
夫
餘
東
北
千
餘
里
。
濱
大
海
南
與
北
沃
沮
接
。
未
知
其
北
所
極
。
其
土
地
多
山
險
。
其
人
形
似
夫
餘
、
言
語
不
與
夫
餘
句
麗
同
。
有
五
穀
牛
馬
麻
布
。
人
多
勇
力
。
無
大
君
長
、
邑
落
各
有
大
人
。
處
山
林
之
間
、
常
穴
居
。
大
家
深
九
梯
。
以
多
爲
好
。
土
氣
寒
劇
於
夫
餘
。
其
俗
好
養
猪
、
食
其
肉
、
衣
其
皮
。
冬
以
猪
膏
塗
身
厚
數
分
。
以
御
風
寒
。
夏
則
裸
袒
、
以
尺
布
隱
其
前
後
、
以
蔽
形
體
。
其
人
不
潔
。
作
溷
在
中
央
。
人
圍
其
表
居
。
其
弓
長
四
尺
。
力
如
弩
。
矢
用
楛
。
長
尺
八
寸
。
青
石
爲
鏃
。
古
之
肅
愼
氏
之
國
也
。
善
射
射
人
皆
入
。
因
矢
施
毒
、
人
中
皆
死
。
出
赤
玉
好
貂
。
今
所
謂
挹
婁
貂
是
也
。
自
漢
已
來
、
臣
屬
夫
餘
。
夫
餘
責
其
租
賦
重
。
以
黄
初
中
叛
之
。
夫
餘
數
伐
之
。
其
人
衆
雖
少
、
所
在
山
險
、
鄰
國
人
畏
其
弓
矢
、
卒
不
能
服
也
。
其
國
便
乘
船
寇
盗
。
鄰
國
患
之
。
東
夷
飲
食
類
皆
用
爼
豆
、
唯
挹
婁
不
。
法
俗
最
無
綱
紀
也
。
［
訓
読
］
挹
婁
は
、
夫
餘
の
東
北
千
餘
里
に
在
り
。
大
海
に
濱
し
、
南
は
北
沃
沮
と
接
す
。
未
だ
其
の
北
の
極
ま
る
所
を
知
ら
ず
。
其
の
土
地
、
山
險
多
し
。
其
の
人
の
形
夫
餘
に
似
た
れ
ど
も
言
語
は
夫
餘
・
句
麗
と
同
じ
か
ら
ず
。五
穀
・
牛
・
馬
・
麻
布
有
り
。
人
、
勇
力
多
し
。
大
君
長
無
く
、
邑
落
に
各
々
大
人
有
り
。
山
林
の
間
に
處
り
、
常
に
穴
居
す
。
大
家
は
深
さ
九
梯
。
多
き
を
以
て
好
し
と
爲
す
。
土
氣
寒
き
こ
と
夫
餘
よ
り
劇
し
。
其
の
俗
、
猪
を
養
う
を
好
み
、
其
の
肉
を
食
し
、
其
の
皮
を
衣
る
。
冬
に
は
猪
膏
を
以
て
身
に
塗
る
こ
と
厚
さ
數
分
。
以
て
風
寒
を
御
ぐ
。
夏
に
は
則
ち
裸
袒
し
、
尺
布
を
以
て
其
の
前
後
を
隱
し
、
以
て
形
體
を
蔽
う
。
其
の
人
不
潔
な
り
。
溷
を
作
り
て
中
央
に
在
り
。
人
、
其
の
表
を
圍
み
て
居
る
。
其
の
弓
、
長
四
尺
。
力
は
弩
の
如
し
。
矢
に
は
楛
を
用
う
。
長
尺
八
寸
。
青
石
を
鏃
と
爲
す
。
古
え
の
肅
愼
氏
の
國
な
り
。
善
射
に
し
て
人
を
射
れ
ば
皆
な
入
る
。
矢
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［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
の
毒
を
施
す
に
因
り
て
、
人
中
れ
ば
皆
な
死
す
。
赤
玉
好
貂
を
出
だ
す
。
今
の
所
謂
る
挹
婁
貂
是
れ
な
り
。
漢
よ
り
已
來
、
夫
餘
に
臣
屬
す
。
夫
餘
、
其
の
租
賦
を
責
む
る
こ
と
重
し
。
黄
初
中
を
以
て
之
に
叛
く
。
夫
餘
數
々
之
を
伐
つ
。
其
の
人
衆
少
し
と
雖
も
、
在
る
所
の
山
は
險
し
く
、
鄰
國
の
人
、
其
の
弓
矢
を
畏
れ
、
卒つい
に
服
す
る
あ
た
わ
ざ
る
な
り
。
其
の
國
、船
に
乘
り
て
寇
盗
す
る
に
便
あ
り
。
鄰
國
、之
を
患
う
。
東
夷
、飲
食
の
類
、
皆
な
爼
豆
を
用
う
る
も
、唯
だ
挹
婁
の
み
し
か
ら
ず
。
法
俗
は
最
も
綱
紀
無
き
な
り
。
［
現
代
語
訳
］
挹
婁
は
、
夫
餘
か
ら
東
北
に
千
餘
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
（
1
（
。
大
海
に
面
し
、
南
は
北
沃
沮
と
接
し
て
い
る
。
北
の
極
限
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
（
（
（
。
そ
の
土
地
は
険
し
い
山
が
多
い
。
そ
の
人
の
姿
か
た
ち
は
夫
餘
に
似
て
い
る
が
、
言
葉
は
夫
餘
・
高
句
麗
と
同
じ
で
は
な
い
。
五
穀
・
牛
・
馬
・
麻
布
を
産
出
す
る
（
（
（
。
人
は
勇
ま
し
く
力
が
あ
る
。
大
君
長
は
お
ら
ず
、
邑
落
に
そ
れ
ぞ
れ
大
人
が
い
る
。
山
林
の
あ
い
だ
に
住
ん
で
い
て
、
い
つ
も
穴
居
し
て
い
る
。
大
き
い
家
は
深
さ
が
は
し
ご
九
段
ほ
ど
あ
る
。
多
い
ほ
ど
よ
い
と
さ
れ
る
（
（
（
。
土
地
の
気
候
は
寒
く
、
夫
餘
よ
り
も
厳
寒
で
あ
る
。
人
々
は
、
猪
を
好
ん
で
養
い
、
そ
の
肉
を
食
べ
、
そ
の
皮
を
身
に
ま
と
う
。
冬
に
は
猪
の
油
を
何
重
に
も
身
体
に
塗
り
つ
け
て
風
の
寒
さ
を
防
い
で
い
る
（
（
（
。
夏
に
は
裸
に
な
っ
て
、
わ
ず
か
の
布
で
前
後
を
隠
し
、
身
体
を
覆
っ
て
い
る
。
挹
婁
の
人
た
ち
は
不
潔
で
あ
る
。
厠
を
家
の
中
央
に
作
り
、
人
々
は
そ
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
暮
ら
し
て
い
る
（
（
（
。
挹
婁
の
弓
の
長
さ
は
四
尺
あ
る
。
そ
の
力
は
弩
の
よ
う
で
あ
る
。
矢
に
は
楛
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
長
さ
は
一
尺
八
寸
で
あ
る
。
青
石
で
鏃
を
作
っ
て
い
る
。〔
挹
婁
は
〕
昔
の
肅
愼
氏
の
國
に
あ
た
る
。
弓
矢
が
上
手
で
、
人
を
射
れ
ば
み
な
命
中
す
る
。
矢
に
毒
を
ぬ
り
つ
け
て
い
る
た
め
、
あ
た
れ
ば
人
は
み
な
死
ぬ
（
（
（
。
赤
い
玉
や
好
い
貂
を
産
出
す
る
。
今
の
い
わ
ゆ
る
挹
婁
貂
が
そ
れ
で
あ
る
。
漢
代
以
来
、
夫
餘
に
臣
屬
し
て
い
た
。
夫
餘
は
、
重
い
租
税
を
課
し
た
。
そ
の
た
め
〔
魏
の
〕
黄
初
年
間
（
二
二
〇
～
二
二
六
）
に
夫
餘
に
そ
む
い
た
。
夫
餘
は
た
び
た
び
挹
婁
を
攻
撃
し
た
。
人
口
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
住
ん
で
い
る
場
所
は
山
が
險
し
く
、
隣
国
の
人
も
そ
の
弓
矢
を
恐
れ
て
、
と
う
と
う
屈
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
国
は
船
に
乗
っ
て
行
っ
て
略
奪
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
隣
国
は
そ
の
こ
と
を
憂
え
て
い
た
。
東
夷
で
は
、
飲
食
な
ど
を
す
る
と
き
に
は
い
つ
も
爼
・
豆
を
用
い
て
い
る
が
、
挹
婁
だ
け
が
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
法
律
は
最
も
綱
紀
が
な
い
。
［
註
解
］
（
1
）挹
婁
挹
婁
と
い
う
種
族
名
は
、『
魏
志
』
と
『
後
漢
書
』
の
東
夷
伝
に
そ
れ
ぞ
れ
み
え
る
が
、一
般
的
で
は
な
い
。『
魏
略
』
に
も
「
挹
婁
」
と
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、『
後
漢
書
』
卷
一
〇
〇
・
孔
融
伝
の
注
に
引
く
「
魏
略
」
に
「
挹
婁
、
一
に
肅
愼
氏
と
名
づ
く
」
と
あ
り
、『
翰
苑
』
注
所
引
の
「
魚
券
（
豢
）
魏
略
」
に
「
夫
餘
國
、玄
苑
（
菟
）
長
城
の
北
に
在
り
。
玄
菟
を
去
る
こ
と
千
餘
里
。
南
は
句
驪
と
接
し
、
東
は
挹
婁
と
接
す
。
即
ち
肅
愼
の
國
な
り
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
一
般
に
は
そ
こ
に
み
え
る
よ
う
に
、
ま
た
『
魏
志
』
の
後
文
に
も
「
古
え
の
肅
愼
氏
の
國
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
肅
愼
と
よ
ば
れ
る
。『
晉
書
』
東
夷
伝
で
は
、
逆
に
肅
愼
氏
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
お
り
、「
肅
愼
氏
、
一
に
挹
婁
と
名
づ
く
」
と
す
る
。
肅
愼
の
名
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
肅
愼
と
こ
の
挹
婁
が
、
確
か
に
同
一
種
族
を
指
す
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
た
だ
し
、『
晉
書
』
以
下
の
肅
愼
氏
は
、
挹
婁
と
同
じ
種
族
で
あ
る
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
従
っ
て
、
古
い
時
期
の
肅
愼
と
、
挹
婁
＝
肅
愼
と
を
区
別
し
て
、
前
期
肅
愼
（
古
肅
愼
）・
後
期
肅
愼
（
後
肅
愼
）
な
ど
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
古
く
か
ら
の
記
録
と
は
、
ま
ず
『
國
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語
』
卷
五
・
魯
語
の
「
仲
尼
（
＝
孔
子
）
陳
に
在
り
。
隼
有
り
、
陳
侯
の
庭
に
集
り
て
死
す
。
楛
矢
之
を
貫
き
、
石
砮
あ
り
、
其
の
長
尺
有
咫
。
陳
の
惠
公
、
人
を
し
て
隼
を
以
て
仲
尼
の
館
に
如
き
、
之
を
問
わ
し
む
。
仲
尼
曰
わ
く
、
隼
の
來
た
る
や
遠
し
。
此
れ
肅
愼
氏
の
矢
な
り
。
昔
武
王
商
に
克
つ
や
、道
を
九
夷
百
蛮
に
通
じ
、各
々
を
し
て
其
の
方
の
賄
を
以
て
來
貢
し
、
職
業
を
忘
る
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
是
に
於
て
肅
愼
氏
、
楛
矢
・
石
砮
を
貢
ぐ
。
其
の
長
尺
有
咫
。
先
王
、
其
の
令
徳
の
遠
き
よ
り
致いた
せ
る
を
昭
ら
か
に
せ
ん
と
欲
し
、以
て
後
人
に
示
し
永
く
監
た
ら
し
め
ん
と
す
。
故
に
其
の
栝
。
に
銘
し
て
肅
愼
氏
の
貢
矢
と
曰
い
、
以
て
大
姫
に
分
か
ち
、
虞
の
胡
公
に
配
し
て
、
諸
（
こ
れ
）
を
陳
に
封
ず
。
…
…
」
と
あ
る
記
事
が
最
も
古
い
よ
う
で
、『
説
苑
』
卷
一
八
・
辨
物
篇
や
『
漢
書
』
卷
二
七
・
五
行
志
下
之
上
な
ど
に
も
同
内
容
の
こ
と
が
み
え
て
い
る
。『
史
記
』
卷
一
・
五
帝
本
紀
の
帝
舜
の
条
に
、
禹
が
九
州
を
定
め
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
職
を
以
て
來
貢
し
た
四
方
の
外
夷
の
中
に
、
北
方
の
「
息
愼
」
が
み
え
て
い
る
。
同
条
の
『
史
記
集
解
』
に
引
く
鄭
玄
の
意
見
と
し
て
「
息
愼
、
或
い
は
之
を
肅
愼
と
謂
う
。
東
北
夷
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
息
愼
＝
肅
愼
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
息
愼
」
と
い
う
表
記
で
も
登
場
す
る
。
池
内
宏「
肅
愼
考
」（『
満
鮮
史
研
究
上
世
篇
』）は
、こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、挹
婁
が
、
「
実
際
楛
矢
・
石
砮
を
使
用
し
て
ゐ
た
事
実
か
ら
、
周
の
武
王
の
時
さ
う
い
ふ
も
の
を
貢
し
た
と
い
ふ
上
古
の
肅
愼
氏
を
聯
想
し
、
さ
う
し
て
そ
れ
と
同
時
に
肅
愼
氏
と
挹
婁
・
靺
鞨
と
の
比
定
を
敢
て
し
た
も
の
」
と
す
る
。
挹
婁
は
、
そ
の
通
り
、
後
文
に
楛
矢
の
使
用
の
こ
と
が
登
場
す
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
毋
丘
倹
の
高
句
麗
遠
征
の
時
に
、
魏
軍
は
肅
愼
の
領
域
内
の
南
部
に
ま
で
達
し
て
戻
っ
て
い
る
。
本
伝
は
、
そ
の
時
に
得
た
情
報
に
基
づ
く
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、『
魏
志
』
卷
三
・
明
帝
紀
・
青
龍
四
年
（
二
三
六
）
五
月
条
に
「
肅
愼
氏
、
楛
矢
を
獻
ず
」
と
あ
っ
て
、
魏
と
の
通
交
関
係
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
関
係
を
通
し
て
得
ら
れ
た
情
報
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
魏
末
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
卷
四
・
三
少
帝
紀
・
陳
留
王
奐
・
景
元
三
年
（
二
六
二
）
条
に
、
夏
四
月
、
遼
東
郡
言
わ
く
、
肅
慎
國
使
を
遣
わ
し
重
譯
し
て
入
貢
し
、
其
の
國
の
弓
三
十
張
長
三
尺
五
寸
・
楛
矢
長
一
尺
八
寸
・
石
弩
三
百
枚
・
皮
骨
鐵
雜
鎧
二
十
領
・
貂
皮
四
百
枚
を
獻
ぜ
り
と
。
と
遣
使
記
事
が
あ
る
。
（
2
）挹
婁
の
住
地
『
晉
書
』
肅
愼
氏
伝
で
は
、「
不
咸
山
の
北
に
在
り
。
夫
餘
を
去
る
こ
と
六
十
日
の
行
ば
か
り
。
東
は
大
海
に
濱
し
、
西
は
寇
漫
汗
國
に
接
し
、
北
は
弱
水
に
極
ま
る
」
と
あ
り
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
『
晉
書
』
の
記
事
は
、
諸
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
肅
愼
國
記
』
に
拠
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
翰
苑
』
注
に
、「
魏
略
曰
わ
く
」
と
し
て
、『
晉
書
』
の
記
事
と
同
内
容
の
こ
と
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
肅
愼
國
記
に
曰
わ
く
」
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
『
肅
愼
國
記
』
に
つ
い
て
は
、
池
内
宏
に
よ
れ
ば
、
二
六
二
年
の
こ
ろ
に
す
で
に
魏
に
お
い
て
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
司
馬
昭
が
、
み
ず
か
ら
の
威
徳
を
喧
伝
す
る
た
め
に
、
四
夷
の
入
貢
を
招
致
し
よ
う
と
使
者
を
派
遣
し
、
そ
の
使
者
が
帰
っ
た
と
き
に
見
聞
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
い
る
。
上
記
の
「
不
咸
山
の
北
に
在
り
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
一
般
に
は
不
咸
山
を
太
白
山
（
長
白
山
）
に
あ
て
て
い
る
が
、
池
内
に
よ
れ
ば
、『
山
海
經
』
大
荒
北
經
に
「
大
荒
の
中
に
山
有
り
、
名
づ
け
て
不
咸
と
曰
う
。
肅
愼
氏
の
國
有
り
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
た
も
の
で
、そ
も
そ
も
確
実
な
地
理
的
知
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
検
討
の
材
料
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
「
夫
餘
を
去
る
こ
と
六
十
日
の
行
ば
か
り
」
に
つ
い
て
、『
唐
六
典
』
卷
三
・
戸
部
に
「
凡
そ
陸
行
の
程
、
馬
は
日
に
七
十
里
、
歩
及
び
驢
は
五
十
里
、
車
は
三
十
里
」
と
あ
る
の
を
基
準
に
す
れ
ば
、
歩
行
で
あ
れ
ば
三
〇
〇
〇
里
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
里
約
四
三
五
ｍ
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
一
三
〇
〇
㎞
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
遠
大
で
あ
り
、
そ
う
し
た
計
算
で
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
旅
行
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語
』
卷
五
・
魯
語
の
「
仲
尼
（
＝
孔
子
）
陳
に
在
り
。
隼
有
り
、
陳
侯
の
庭
に
集
り
て
死
す
。
楛
矢
之
を
貫
き
、
石
砮
あ
り
、
其
の
長
尺
有
咫
。
陳
の
惠
公
、
人
を
し
て
隼
を
以
て
仲
尼
の
館
に
如
き
、
之
を
問
わ
し
む
。
仲
尼
曰
わ
く
、
隼
の
來
た
る
や
遠
し
。
此
れ
肅
愼
氏
の
矢
な
り
。
昔
武
王
商
に
克
つ
や
、道
を
九
夷
百
蛮
に
通
じ
、各
々
を
し
て
其
の
方
の
賄
を
以
て
來
貢
し
、
職
業
を
忘
る
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。
是
に
於
て
肅
愼
氏
、
楛
矢
・
石
砮
を
貢
ぐ
。
其
の
長
尺
有
咫
。
先
王
、
其
の
令
徳
の
遠
き
よ
り
致いた
せ
る
を
昭
ら
か
に
せ
ん
と
欲
し
、以
て
後
人
に
示
し
永
く
監
た
ら
し
め
ん
と
す
。
故
に
其
の
栝
。
に
銘
し
て
肅
愼
氏
の
貢
矢
と
曰
い
、
以
て
大
姫
に
分
か
ち
、
虞
の
胡
公
に
配
し
て
、
諸
（
こ
れ
）
を
陳
に
封
ず
。
…
…
」
と
あ
る
記
事
が
最
も
古
い
よ
う
で
、『
説
苑
』
卷
一
八
・
辨
物
篇
や
『
漢
書
』
卷
二
七
・
五
行
志
下
之
上
な
ど
に
も
同
内
容
の
こ
と
が
み
え
て
い
る
。『
史
記
』
卷
一
・
五
帝
本
紀
の
帝
舜
の
条
に
、
禹
が
九
州
を
定
め
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
職
を
以
て
來
貢
し
た
四
方
の
外
夷
の
中
に
、
北
方
の
「
息
愼
」
が
み
え
て
い
る
。
同
条
の
『
史
記
集
解
』
に
引
く
鄭
玄
の
意
見
と
し
て
「
息
愼
、
或
い
は
之
を
肅
愼
と
謂
う
。
東
北
夷
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
息
愼
＝
肅
愼
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
息
愼
」
と
い
う
表
記
で
も
登
場
す
る
。
池
内
宏「
肅
愼
考
」（『
満
鮮
史
研
究
上
世
篇
』）は
、こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、挹
婁
が
、
「
実
際
楛
矢
・
石
砮
を
使
用
し
て
ゐ
た
事
実
か
ら
、
周
の
武
王
の
時
さ
う
い
ふ
も
の
を
貢
し
た
と
い
ふ
上
古
の
肅
愼
氏
を
聯
想
し
、
さ
う
し
て
そ
れ
と
同
時
に
肅
愼
氏
と
挹
婁
・
靺
鞨
と
の
比
定
を
敢
て
し
た
も
の
」
と
す
る
。
挹
婁
は
、
そ
の
通
り
、
後
文
に
楛
矢
の
使
用
の
こ
と
が
登
場
す
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
毋
丘
倹
の
高
句
麗
遠
征
の
時
に
、
魏
軍
は
肅
愼
の
領
域
内
の
南
部
に
ま
で
達
し
て
戻
っ
て
い
る
。
本
伝
は
、
そ
の
時
に
得
た
情
報
に
基
づ
く
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、『
魏
志
』
卷
三
・
明
帝
紀
・
青
龍
四
年
（
二
三
六
）
五
月
条
に
「
肅
愼
氏
、
楛
矢
を
獻
ず
」
と
あ
っ
て
、
魏
と
の
通
交
関
係
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
関
係
を
通
し
て
得
ら
れ
た
情
報
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
魏
末
で
あ
る
が
、『
魏
志
』
卷
四
・
三
少
帝
紀
・
陳
留
王
奐
・
景
元
三
年
（
二
六
二
）
条
に
、
夏
四
月
、
遼
東
郡
言
わ
く
、
肅
慎
國
使
を
遣
わ
し
重
譯
し
て
入
貢
し
、
其
の
國
の
弓
三
十
張
長
三
尺
五
寸
・
楛
矢
長
一
尺
八
寸
・
石
弩
三
百
枚
・
皮
骨
鐵
雜
鎧
二
十
領
・
貂
皮
四
百
枚
を
獻
ぜ
り
と
。
と
遣
使
記
事
が
あ
る
。
（
2
）挹
婁
の
住
地
『
晉
書
』
肅
愼
氏
伝
で
は
、「
不
咸
山
の
北
に
在
り
。
夫
餘
を
去
る
こ
と
六
十
日
の
行
ば
か
り
。
東
は
大
海
に
濱
し
、
西
は
寇
漫
汗
國
に
接
し
、
北
は
弱
水
に
極
ま
る
」
と
あ
り
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
『
晉
書
』
の
記
事
は
、
諸
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
肅
愼
國
記
』
に
拠
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
翰
苑
』
注
に
、「
魏
略
曰
わ
く
」
と
し
て
、『
晉
書
』
の
記
事
と
同
内
容
の
こ
と
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
肅
愼
國
記
に
曰
わ
く
」
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
『
肅
愼
國
記
』
に
つ
い
て
は
、
池
内
宏
に
よ
れ
ば
、
二
六
二
年
の
こ
ろ
に
す
で
に
魏
に
お
い
て
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
司
馬
昭
が
、
み
ず
か
ら
の
威
徳
を
喧
伝
す
る
た
め
に
、
四
夷
の
入
貢
を
招
致
し
よ
う
と
使
者
を
派
遣
し
、
そ
の
使
者
が
帰
っ
た
と
き
に
見
聞
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
い
る
。
上
記
の
「
不
咸
山
の
北
に
在
り
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
一
般
に
は
不
咸
山
を
太
白
山
（
長
白
山
）
に
あ
て
て
い
る
が
、
池
内
に
よ
れ
ば
、『
山
海
經
』
大
荒
北
經
に
「
大
荒
の
中
に
山
有
り
、
名
づ
け
て
不
咸
と
曰
う
。
肅
愼
氏
の
國
有
り
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
た
も
の
で
、そ
も
そ
も
確
実
な
地
理
的
知
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
検
討
の
材
料
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
「
夫
餘
を
去
る
こ
と
六
十
日
の
行
ば
か
り
」
に
つ
い
て
、『
唐
六
典
』
卷
三
・
戸
部
に
「
凡
そ
陸
行
の
程
、
馬
は
日
に
七
十
里
、
歩
及
び
驢
は
五
十
里
、
車
は
三
十
里
」
と
あ
る
の
を
基
準
に
す
れ
ば
、
歩
行
で
あ
れ
ば
三
〇
〇
〇
里
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
里
約
四
三
五
ｍ
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
一
三
〇
〇
㎞
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
遠
大
で
あ
り
、
そ
う
し
た
計
算
で
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
旅
行
429
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
し
た
時
の
記
録
の
よ
う
に
み
え
、
そ
の
と
き
の
途
中
で
の
滞
在
等
も
含
め
、
六
〇
日
か
け
て
達
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
寇
漫
汗
國
は
、『
晉
書
』
裨
離
等
十
國
伝
に
「
裨
離
國
、
肅
愼
の
西
北
に
在
り
。
馬
行
二
百
日
ば
か
り
。
…
…
養
雲
國
、
卑
離
を
去
る
こ
と
馬
行
し
て
又
た
五
十
日
。
…
…
寇
莫
汗
國
、
養
雲
國
を
去
る
こ
と
又
た
百
日
行
。
…
…
一
群
國
、
莫
汗
を
去
る
こ
と
又
た
百
五
十
日
。
計
る
に
肅
愼
を
去
る
こ
と
五
萬
餘
里
」
と
あ
る
寇
莫
汗
國
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
極
め
て
遠
大
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
信
じ
が
た
い
。
弱
水
は
、
夫
餘
の
項
で
み
た
よ
う
に
、
東
流
松
花
江
と
考
え
て
よ
い
。
『
魏
志
』
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
お
よ
そ
夫
餘
の
東
北
、
北
沃
沮
の
北
で
、
海
に
面
し
た
地
と
い
う
こ
と
で
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
新
唐
書
』
渤
海
伝
に
よ
れ
ば
、「
肅
愼
の
故
地
を
上
京
と
し
、
龍
泉
府
と
い
う
。
…
…
挹
婁
の
故
地
を
定
理
府
・
安
邊
府
と
す
る
」
と
あ
る
。
肅
愼
と
挹
婁
と
を
別
に
記
し
て
お
り
不
審
で
あ
る
が
、
厳
密
に
と
ら
え
る
必
要
は
な
く
、
お
よ
そ
そ
う
し
た
地
域
が
、肅
愼
の
故
地
に
あ
た
る
と
理
解
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
上
京
龍
泉
府
は
、
黒
龍
江
省
寧
安
縣
の
東
京
城
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
定
理
府
等
は
そ
の
は
る
か
東
北
の
沿
海
州
方
面
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
肅
愼
の
中
心
地
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
お
お
ざ
っ
ぱ
に
、
寧
安
以
北
の
地
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
考
古
学
的
に
は
、
ポ
リ
ツ
ェ
文
化
お
よ
び
滾
兎
嶺
文
化
と
よ
ば
れ
る
類
似
の
文
化
相
を
も
つ
人
々
を
、挹
婁
に
あ
て
る
考
え
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。ポ
リ
ツ
ェ
文
化
は
、
黒
龍
江
の
中
・
下
流
域
か
ら
沿
海
州
に
か
け
て
分
布
す
る
。
竪
穴
住
居
に
住
み
、
磨
製
石
斧
や
石
鏃
を
用
い
、
鉄
器
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
滾
兎
嶺
文
化
は
、
黒
龍
江
省
双
鴨
市
の
滾
兎
嶺
遺
跡
を
指
標
と
し
、
河
川
に
面
し
た
丘
陵
や
微
高
地
に
囲
壁
の
集
落
を
営
む
。
と
も
に
高
坏
を
も
た
ず
、
石
鏃
が
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、本
書
の
大
貫
静
夫
「
挹
婁
の
考
古
学
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
3
）五
穀
・
牛
・
馬
・
麻
布
『
後
漢
書
』
で
は
、「
五
穀
・
麻
布
・
赤
玉
・
好
貂
を
出
だ
す
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
『
魏
志
』
で
も
、
後
文
に
「
赤
玉
・
好
貂
を
出
だ
す
」
と
あ
り
、
む
し
ろ
「
牛
・
馬
」
を
省
い
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
『
晉
書
』肅
愼
氏
伝
で
は
、「
馬
有
る
も
乘
ら
ず
。
但
だ
以
て
財
産
と
爲
す
の
み
。
牛
・
羊
無
し
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
牛
が
無
い
と
し
て
い
る
。
（
4
）穴
居
穴
居
と
は
こ
の
場
合
、地
下
に
穴
を
掘
っ
て
住
む
地
下
式
の
住
居
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
上
次
男
「
古
代
東
北
ア
ジ
ア
諸
族
、
と
く
に
挹
婁
人
に
お
け
る
地
下
式
住
居
」（『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』）
に
詳
し
い
。
『
北
魏
書
』
卷
一
〇
〇
・
勿
吉
伝
に
「
國
に
大
水
有
り
、
ひ
ろ
さ
三
里
餘
。
速
末
水
と
名
づ
く
。
そ
の
地
、
下
濕
な
り
。
城
を
築
き
、
穴
居
す
。
屋
の
形
、
塚
に
似
た
り
。
口
を
上
に
開
き
、
梯
を
以
て
出
入
り
す
」
と
あ
り
、
勿
吉
（
靺
鞨
）
に
も
、
地
下
式
住
居
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
上
は
、
こ
う
し
た
習
俗
が
、
そ
の
後
同
じ
住
地
で
あ
っ
た
ギ
リ
ヤ
ー
ク
・
コ
リ
ヤ
ー
ク
な
ど
に
も
、
み
ら
れ
る
こ
と
を
例
証
す
る
。
例
え
ば
一
三
～
一
五
世
紀
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
（
乞
列
迷
）
に
つ
い
て
「
平
ら
な
土
屋
に
住
ん
で
い
る
。
そ
の
屋
の
背
に
孔
を
開
け
、
梯
を
も
っ
て
出
入
り
し
、
臥
す
の
に
草
鋪
（
舗
）
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
こ
れ
は
狗
の
窩
（
あ
な
ぐ
ら
）
に
類
す
る
」（『
大
明
一
統
志
』
卷
八
九
・
女
直
の
条
所
引
「
開
原
新
志
」）、
一
五
～
一
六
世
紀
の
野
人
に
つ
い
て
「
野
人
は
北
海
の
南
、
大
江
の
西
に
い
て
、
平
ら
な
土
屋
に
す
ん
で
い
る
。
四
面
に
門
は
な
く
、〔
屋
根
の
〕
穴
竅
（
あ
な
）
は
木
革
を
用
い
て
こ
れ
を
覆
っ
て
い
る
。
平
常
は
屋
の
東
の
梯
か
ら
上
下
し
、
死
者
は
西
の
梯
か
ら
上
下
す
る
。
た
ま
た
ま
こ
の
習
慣
を
失
す
る
と
、
重
く
罰
せ
ら
れ
る
。
臥
籍
に
は
草
を
以
て
す
る
こ
と
、ま
さ
し
く
狗
彘
の
如
く
で
あ
る
。
乞
列
迷
と
隣
り
し
て
い
る
」（『
遼
東
志
』
卷
九
・
外
夷
・
野
人
）
と
あ
る
。
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こ
の
野
人
に
つ
い
て
、島
田
好「
近
代
東
部
満
洲
民
族
考
」（『
満
洲
学
報
』五
輯
）は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
人
は
決
し
て
穴
居
せ
ず
、
穴
居
す
る
も
の
は
必
ず
古
ア
ジ
ア
族
で
あ
る
か
ら
、
野
人
と
は
カ
ラ
フ
ト
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
か
、
あ
る
い
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
沿
岸
の
チ
ュ
ク
チ
人
、
も
し
く
は
使
犬
コ
リ
ヤ
ー
ク
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
す
で
に
乞
列
迷
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
コ
リ
ヤ
ー
ク
に
違
い
な
い
と
し
た
が
、
三
上
は
こ
れ
も
乞
列
迷
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
の
一
種
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
、
古
ア
ジ
ア
族
が
穴
居
す
る
と
見
る
点
は
評
価
し
、
こ
う
し
た
地
下
式
住
居
が
古
ア
ジ
ア
族
の
特
徴
で
あ
る
と
し
て
、
挹
婁
に
つ
い
て
も
、
古
ア
ジ
ア
族
に
連
な
る
も
の
と
と
ら
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
和
田
清「
唐
代
の
東
北
ア
ジ
ア
諸
国
」（『
東
亞
史
研
究
　満
洲
篇
』）
で
は
、「
三
上
教
授
は
穴
居
こ
そ
古
ア
ジ
ア
種
族
の
特
徴
で
あ
る
が
、
今
日
ト
ン
グ
ー
ス
民
族
は
概
し
て
穴
居
し
な
い
。然
る
に
挹
婁
・
勿
吉
・
黒
水
靺
鞨
は
穴
居
す
る
か
ら
、
古
ア
ジ
ア
種
族
で
あ
ら
う
、と
い
ふ
や
う
に
言
は
れ
る
。
し
か
し
穴
居
は
今
日
陝
西
・
甘
肅
の
漢
人
も
し
て
ゐ
る
し
、我
が
國
の
原
住
民
も
或
る
種
の
竪
穴
に
住
し
て
ゐ
た
。
今
日
で
も
霧
ケ
峯
山
麓
の
住
民
は
多
少
の
竪
穴
を
掘
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
況
し
て
酷
寒
の
北
満
に
穴
居
の
流
行
し
た
の
は
寧
ろ
当
然
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
時
代
の
進
展
と
共
に
次
第
に
廃
止
し
た
の
で
は
な
い
か
。
現
に
シ
ホ
タ
ア
リ
ン
山
中
の
オ
ロ
チ
は
同
じ
ト
ン
グ
ー
ス
種
な
が
ら
今
な
ほ
時
に
穴
居
す
る
と
い
ふ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
挹
婁
を
古
ア
ジ
ア
族
と
み
る
こ
と
に
、
ま
た
習
俗
を
通
し
て
同
一
民
族
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
挹
婁
の
ほ
か
の
習
俗
を
通
し
た
意
見
対
立
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
民
族
系
統
の
問
題
を
考
え
る
重
要
な
議
論
で
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ
確
定
的
な
段
階
で
は
な
い
。
（
5
）猪
『
晉
書
』
肅
愼
氏
伝
に
は
「
多
く
猪
を
畜
う
。
其
の
肉
を
食
し
、
其
の
皮
を
衣
る
。
毛
を
續
ぎ
て
以
て
布
と
爲
す
」
と
あ
り
、
ま
た
死
者
の
葬
送
に
は
「
木
を
交
え
て
小
椁
（
＝
槨
）
を
作
る
。
豬
を
殺
し
て
其
の
上
に
積
み
、
以
て
死
者
の
糧
と
爲
す
」
と
あ
る
。
（
6
）溷
を
作
り
て
中
央
に
在
り
こ
れ
は
、
後
代
の
実
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
小
便
溜
を
住
居
の
中
央
に
お
き
、
こ
れ
を
囲
ん
で
起
居
す
る
生
活
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
」（
三
上
次
男
「
挹
婁
人
の
人
尿
使
用
の
慣
習
に
つ
い
て
」『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
に
つ
い
て
は
、次
の
記
録
が
参
考
に
な
る
。『
北
魏
書
』
勿
吉
伝
に
は
「
俗
、
人
の
溺
を
以
て
手
面
を
洗
う
」
と
あ
り
、『
新
唐
書
』
黒
水
靺
鞨
伝
に
は
「
溺
を
以
て
面
を
盥
う
。
夷
狄
に
於
い
て
最
も
濁
穢
な
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
遼
東
志
』
卷
九
・
外
志
に
は
「
乞
列
迷
に
四
種
あ
り
。
性
は
奸
貪
な
り
。
草
舎
に
居
り
、
魚
を
捕
え
て
食
と
な
す
。
櫛
沐
せ
ず
。
直
筒
衣
を
著
る
。
暑
に
は
魚
皮
を
用
い
、
寒
に
は
狗
皮
を
用
う
。
腥
穢
に
し
て
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。
溺
を
以
て
盥
洗
す
」
と
あ
る
。
乞
列
迷
は
、黒
龍
江
下
流
域
に
住
む
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
を
指
す
。
こ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
の
居
住
地
域
と
、
挹
婁
・
勿
吉
・
黒
水
靺
鞨
の
そ
れ
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
三
上
に
よ
れ
ば
、
尿
に
関
す
る
こ
の
習
俗
は
、「
必
ず
挹
婁
か
ら
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
伝
わ
る
一
種
の
文
化
遺
産
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
人
尿
を
用
い
て
手
や
顔
を
洗
滌
す
る
た
め
に
、
尿
を
蓄
え
る
べ
く
、
尿
桶
な
ど
を
住
居
の
中
央
に
置
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
代
の
黒
龍
江
方
面
に
近
い
住
民
の
習
俗
の
中
に
、尿
の
使
用
が
み
ら
れ
、
そ
の
用
途
に
は
単
に
手
や
顔
の
洗
滌
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
発
汗
浴
・
尿
浴
お
よ
び
皮
な
め
し
で
あ
る
。
挹
婁
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
の
記
事
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
用
途
ま
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
三
上
は
、
挹
婁
人
が
冬
期
に
地
下
式
住
居
に
住
ん
で
お
り
、
共
同
小
屋
で
な
い
か
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
に
溷
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
に
も
冬
期
尿
浴
の
慣
習
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
、
ま
た
猪
の
皮
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こ
の
野
人
に
つ
い
て
、島
田
好「
近
代
東
部
満
洲
民
族
考
」（『
満
洲
学
報
』五
輯
）は
、
ツ
ン
グ
ー
ス
人
は
決
し
て
穴
居
せ
ず
、
穴
居
す
る
も
の
は
必
ず
古
ア
ジ
ア
族
で
あ
る
か
ら
、
野
人
と
は
カ
ラ
フ
ト
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
か
、
あ
る
い
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
沿
岸
の
チ
ュ
ク
チ
人
、
も
し
く
は
使
犬
コ
リ
ヤ
ー
ク
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ギ
リ
ヤ
ー
ク
は
す
で
に
乞
列
迷
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
コ
リ
ヤ
ー
ク
に
違
い
な
い
と
し
た
が
、
三
上
は
こ
れ
も
乞
列
迷
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）
の
一
種
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
、
古
ア
ジ
ア
族
が
穴
居
す
る
と
見
る
点
は
評
価
し
、
こ
う
し
た
地
下
式
住
居
が
古
ア
ジ
ア
族
の
特
徴
で
あ
る
と
し
て
、
挹
婁
に
つ
い
て
も
、
古
ア
ジ
ア
族
に
連
な
る
も
の
と
と
ら
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
和
田
清「
唐
代
の
東
北
ア
ジ
ア
諸
国
」（『
東
亞
史
研
究
　満
洲
篇
』）
で
は
、「
三
上
教
授
は
穴
居
こ
そ
古
ア
ジ
ア
種
族
の
特
徴
で
あ
る
が
、
今
日
ト
ン
グ
ー
ス
民
族
は
概
し
て
穴
居
し
な
い
。然
る
に
挹
婁
・
勿
吉
・
黒
水
靺
鞨
は
穴
居
す
る
か
ら
、
古
ア
ジ
ア
種
族
で
あ
ら
う
、と
い
ふ
や
う
に
言
は
れ
る
。
し
か
し
穴
居
は
今
日
陝
西
・
甘
肅
の
漢
人
も
し
て
ゐ
る
し
、我
が
國
の
原
住
民
も
或
る
種
の
竪
穴
に
住
し
て
ゐ
た
。
今
日
で
も
霧
ケ
峯
山
麓
の
住
民
は
多
少
の
竪
穴
を
掘
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
況
し
て
酷
寒
の
北
満
に
穴
居
の
流
行
し
た
の
は
寧
ろ
当
然
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
時
代
の
進
展
と
共
に
次
第
に
廃
止
し
た
の
で
は
な
い
か
。
現
に
シ
ホ
タ
ア
リ
ン
山
中
の
オ
ロ
チ
は
同
じ
ト
ン
グ
ー
ス
種
な
が
ら
今
な
ほ
時
に
穴
居
す
る
と
い
ふ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
挹
婁
を
古
ア
ジ
ア
族
と
み
る
こ
と
に
、
ま
た
習
俗
を
通
し
て
同
一
民
族
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
挹
婁
の
ほ
か
の
習
俗
を
通
し
た
意
見
対
立
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
民
族
系
統
の
問
題
を
考
え
る
重
要
な
議
論
で
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ
確
定
的
な
段
階
で
は
な
い
。
（
5
）猪
『
晉
書
』
肅
愼
氏
伝
に
は
「
多
く
猪
を
畜
う
。
其
の
肉
を
食
し
、
其
の
皮
を
衣
る
。
毛
を
續
ぎ
て
以
て
布
と
爲
す
」
と
あ
り
、
ま
た
死
者
の
葬
送
に
は
「
木
を
交
え
て
小
椁
（
＝
槨
）
を
作
る
。
豬
を
殺
し
て
其
の
上
に
積
み
、
以
て
死
者
の
糧
と
爲
す
」
と
あ
る
。
（
6
）溷
を
作
り
て
中
央
に
在
り
こ
れ
は
、
後
代
の
実
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
小
便
溜
を
住
居
の
中
央
に
お
き
、
こ
れ
を
囲
ん
で
起
居
す
る
生
活
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
」（
三
上
次
男
「
挹
婁
人
の
人
尿
使
用
の
慣
習
に
つ
い
て
」『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
に
つ
い
て
は
、次
の
記
録
が
参
考
に
な
る
。『
北
魏
書
』
勿
吉
伝
に
は
「
俗
、
人
の
溺
を
以
て
手
面
を
洗
う
」
と
あ
り
、『
新
唐
書
』
黒
水
靺
鞨
伝
に
は
「
溺
を
以
て
面
を
盥
う
。
夷
狄
に
於
い
て
最
も
濁
穢
な
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
遼
東
志
』
卷
九
・
外
志
に
は
「
乞
列
迷
に
四
種
あ
り
。
性
は
奸
貪
な
り
。
草
舎
に
居
り
、
魚
を
捕
え
て
食
と
な
す
。
櫛
沐
せ
ず
。
直
筒
衣
を
著
る
。
暑
に
は
魚
皮
を
用
い
、
寒
に
は
狗
皮
を
用
う
。
腥
穢
に
し
て
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。
溺
を
以
て
盥
洗
す
」
と
あ
る
。
乞
列
迷
は
、黒
龍
江
下
流
域
に
住
む
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
を
指
す
。
こ
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
人
の
居
住
地
域
と
、
挹
婁
・
勿
吉
・
黒
水
靺
鞨
の
そ
れ
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
三
上
に
よ
れ
ば
、
尿
に
関
す
る
こ
の
習
俗
は
、「
必
ず
挹
婁
か
ら
ギ
リ
ヤ
ー
ク
に
伝
わ
る
一
種
の
文
化
遺
産
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
人
尿
を
用
い
て
手
や
顔
を
洗
滌
す
る
た
め
に
、
尿
を
蓄
え
る
べ
く
、
尿
桶
な
ど
を
住
居
の
中
央
に
置
い
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
代
の
黒
龍
江
方
面
に
近
い
住
民
の
習
俗
の
中
に
、尿
の
使
用
が
み
ら
れ
、
そ
の
用
途
に
は
単
に
手
や
顔
の
洗
滌
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
発
汗
浴
・
尿
浴
お
よ
び
皮
な
め
し
で
あ
る
。
挹
婁
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
の
記
事
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
用
途
ま
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
三
上
は
、
挹
婁
人
が
冬
期
に
地
下
式
住
居
に
住
ん
で
お
り
、
共
同
小
屋
で
な
い
か
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
に
溷
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
に
も
冬
期
尿
浴
の
慣
習
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
、
ま
た
猪
の
皮
431
［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
を
着
た
と
か
、
貂
が
産
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
皮
な
め
し
に
も
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
（
7
）毒
矢
三
上
次
男
「
挹
婁
人
の
毒
矢
使
用
と
そ
の
系
譜
」（『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
毒
矢
を
用
い
る
風
習
も
、
勿
吉
に
み
ら
れ
る
。『
魏
書
』
勿
吉
伝
に
は
「
射
獵
を
善
く
す
。
弓
の
長
三
尺
、
箭
の
長
尺
二
寸
。
石
を
以
て
鏃
と
爲
す
。
…
…
常
に
七
八
月
、
毒
薬
を
造
る
。
箭
鏃
に
傅
し
、
禽
獣
を
射
る
。
中
れ
ば
便
ち
死
す
。
薬
を
煮
れ
ば
毒
氣
亦
た
能
く
人
を
殺
す
」
と
あ
る
。
こ
の
七
・
八
月
に
造
る
、
と
い
う
点
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の
毒
は
ト
リ
カ
ブ
ト
か
と
み
ら
れ
る
。『
本
草
綱
目
』
卷
一
七
下
・
毒
草
類
・
烏
頭
の
条
に
は
、
南
朝
梁
の
陶
弘
景
の
文
を
引
い
て
「〔
烏
頭
〕
今
四
月
に
采
り
用
う
。
ま
た
八
月
に
采
り
た
る
を
以
て
、
茎
の
汁
を
搗
き
し
ぼ
り
、
日
ご
と
煎
て
射
罔
を
為
る
。
獵
人
は
以
て
箭
に
傅
し
禽
獣
を
射
る
に
、
十
歩
に
し
て
即
ち
倒
る
。
人
に
中
れ
ば
ま
た
死
す
。
宜
し
く
速
に
こ
れ
を
解
く
べ
し
」
と
あ
り
、
ま
た
『
北
魏
書
』
卷
一
〇
三
・
匈
奴
宇
文
莫
槐
伝
に
「
秋
、
烏
頭
を
収
め
て
毒
矢
と
な
し
、
以
て
禽
獣
を
射
る
」
と
あ
る
。
後
者
の
「
秋
」
と
は
七
～
九
月
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
七
・
八
月
に
造
ら
れ
た
毒
は
、
烏
頭
す
な
わ
ち
ト
リ
カ
ブ
ト
の
毒
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、
東
部
満
洲
地
区
に
お
け
る
烏
頭
類
の
特
産
が
あ
る
。『
册
府
元
龜
』
卷
九
七
二
・
朝
貢
の
渤
海
国
最
後
の
王
の
大
譔
が
後
唐
へ
遣
使
し
た
事
例
と
し
て
、「
渤
海
国
王
大
譔
、
使
の
大
陳
林
等
一
百
一
十
六
人
を
遣
わ
し
て
朝
貢
し
、
兒
口
女
口
各
三
人
・
人
参
・
昆
布
・
白
附
子
お
よ
び
虎
皮
等
を
貢
す
」
と
あ
る
。
ま
た
『
翰
苑
』
註
所
引
『
高
驪
記
』
に
は
、「
馬
多
山
、
国
の
北
に
在
り
。
高
驪
の
中
、
此
の
山
最
大
な
り
卅
里
の
間
、
唯
だ
匹
馬
の
通
じ
る
の
み
。
雲
霧
、
歊
丞
し
、
終
日
霽
れ
ず
。
其
の
中
に
多
く
人
参
・
白
附
子
・
防
風
・
細
辛
を
生
ず
。
山
中
に
は
南
北
の
路
有
り
。
路
の
東
に
石
壁
有
り
。
其
の
高
さ
数
仭
。
下
に
石
室
有
り
、
千
人
を
容
る
る
べ
し
。
室
中
に
二
穴
有
り
、
深
浅
を
測
る
莫
し
。
夷
人
の
長
老
相
伝
え
て
云
う
、
高
驪
の
先
祖
朱
蒙
、
夫
餘
よ
り
此
れ
に
至
る
。
初
め
未
だ
馬
あ
ら
ず
。
行
き
て
此
の
山
に
至
り
、
忽
ち
群
馬
の
穴
中
よ
り
出
ず
る
を
見
る
に
、
形
小
さ
く
彊
駿
な
り
。
因
り
て
馬
多
山
と
号
す
（
以
下
、
欠
）」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
ト
リ
カ
ブ
ト
を
用
い
た
毒
矢
の
習
俗
は
、
三
上
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
西
方
お
よ
び
南
方
に
隣
る
貊
系
の
諸
国
や
諸
族
は
、
こ
の
習
俗
を
も
た
」
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
古
ア
ジ
ア
族
に
は
、
後
代
に
ま
で
そ
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
彼
ら
が
長
時
日
に
わ
た
っ
て
こ
の
習
俗
を
保
持
し
た
の
は
、
彼
ら
が
ひ
と
し
く
、
特
殊
な
生
活
形
態
に
依
拠
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
…
わ
た
く
し
は
彼
ら
の
生
活
の
一
つ
の
重
要
な
根
底
を
な
す
漁
猟
、
と
く
に
海
獣
猟
を
こ
れ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
う
し
て
そ
の
遂
行
の
た
め
に
は
通
常
の
弓
矢
で
は
、
良
好
な
結
果
を
も
た
ら
し
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
こ
に
効
果
の
多
い
毒
矢
が
採
用
さ
れ
、
保
持
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。
（
Ⅵ
）濊
［
原
文
］
濊
南
與
辰
韓
北
與
高
句
麗
沃
沮
接
、
東
窮
大
海
。
今
朝
鮮
之
東
皆
其
地
也
。
戸
二
萬
。
昔
箕
子
既
適
朝
鮮
、
作
八
條
之
教
、
以
教
之
。
無
門
戸
之
閉
、
而
民
不
爲
盗
。
其
後
四
十
餘
世
朝
鮮
侯
淮
（
準
）、僭
號
稱
王
。
陳
勝
等
起
、天
下
叛
秦
、燕
齊
趙
民
、
避
地
朝
鮮
數
萬
口
。
燕
人
衞
蒲
（
滿
）、魋
結
夷
服
、復
來
王
之
。
漢
武
帝
伐
滅
朝
鮮
、
分
其
地
爲
四
郡
。
自
是
之
後
、
胡
漢
稍
別
。
無
大
君
長
。
自
漢
已
來
、
其
官
有
侯
邑
君
三
老
、
統
主
下
戸
。
其
耆
老
舊
自
謂
與
句
麗
同
種
。
其
人
性
愿
愨
、
少
嗜
慾
有
廉
恥
、
不
請
句
麗
。
言
語
法
俗
、
大
抵
與
句
麗
同
、
衣
服
有
異
。
男
女
衣
皆
著
曲
領
、
男
子
繋
銀
花
。
廣
數
寸
、
以
爲
飾
。
自
單
單
大
山
領
以
西
、
屬
樂
浪
。
自
領
以
東
七
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、
都
尉
主
之
。
皆
以
濊
爲
民
。
後
省
都
尉
、
封
其
渠
帥
爲
侯
。
今
不
耐
濊
皆
其
種
也
。
漢
末
更
屬
句
麗
。
其
俗
重
山
川
。
山
川
各
有
部
分
、
不
得
妄
相
渉
入
。
同
姓
不
婚
。
多
忌
諱
。
疾
病
死
亡
、
輒
捐
棄
舊
宅
、
更
作
新
居
。
有
麻
布
蠶
桑
、
作
緜
。
曉
候
星
宿
、豫
知
年
歳
豐
約
。
不
以
珠
玉
爲
寳
。
常
用
十
月
節
祭
天
。
晝
夜
飲
酒
歌
舞
、
名
之
爲
舞
天
。
又
祭
虎
以
爲
神
。
其
邑
落
相
侵
犯
、
輒
相
罰
責
生
口
牛
馬
。
名
之
爲
責
禍
。
殺
人
者
償
死
。
少
寇
盗
。
作
矛
長
三
丈
。
或
數
人
共
持
之
。
能
歩
戰
。
樂
浪
檀
弓
出
其
地
。
其
海
出
班
魚
皮
。
土
地
饒
文
豹
、又
出
果
下
馬
。
漢
桓
時
獻
之
。【
臣
松
之
案
、
果
下
馬
高
三
尺
、
乘
之
可
於
果
樹
下
行
。
故
謂
之
果
下
。
見
博
物
志
魏
都
賦
】
正
始
六
年
、
樂
浪
太
守
劉
茂
・
帶
方
太
守
弓
遵
、
以
領
東
濊
屬
句
麗
、
興
師
伐
之
。
不
耐
侯
等
擧
邑
降
。
其
八
年
、
詣
闕
朝
貢
。
詔
更
拜
不
耐
濊
王
。
居
處
雜
在
民
間
。
四
時
詣
郡
朝
謁
。
二
郡
有
軍
征
賦
調
、
供
給
役
使
、
遇
之
如
民
。
［
訓
読
］
濊
は
、
南
は
辰
韓
と
、
北
は
高
句
麗
・
沃
沮
と
接
し
、
東
は
大
海
に
窮
ま
る
。
今
の
朝
鮮
の
東
、
皆
な
其
の
地
な
り
。
戸
は
二
萬
。
昔
、
箕
子
既
に
朝
鮮
に
適
き
、
八
條
の
教
を
作
り
、
以
て
之
を
教
う
。
門
戸
の
閉
無
け
れ
ど
も
民
は
盗
を
爲
さ
ず
。
其
の
後
四
十
餘
世
に
し
て
朝
鮮
侯
淮
（
準
）、
僭
號
し
て
王
を
稱
す
。
陳
勝
等
起
ち
、
天
下
秦
に
叛
く
や
、
燕
・
齊
・
趙
の
民
、
地
を
朝
鮮
に
避
く
る
も
の
數
萬
口
。
燕
人
衞
蒲
（
滿
）
魋
結
し
夷
服
し
て
、
復
た
來
た
り
て
之
に
王
た
り
。
漢
の
武
帝
伐
ち
て
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
其
の
地
を
分
か
ち
て
四
郡
と
爲
す
。
是
れ
よ
り
の
後
ち
、
胡
・
漢
稍
や
別
る
。
大
君
長
無
し
。
漢
よ
り
已
來
、
其
の
官
に
侯
・
邑
君
・
三
老
有
り
、
下
戸
を
統
主
す
。
其
の
耆
老
、
舊
と
自
ら
謂
う
、「
句
麗
と
同
種
な
り
」
と
。
其
の
人
、
性
は
愿
愨
に
し
て
、
嗜
慾
少
な
く
廉
恥
有
り
、
句
麗
に
請
わ
ず
。
言
語
・
法
俗
は
大
抵
句
麗
と
同
じ
く
、
衣
服
は
異
な
る
有
り
。
男
女
の
衣
、
皆
な
曲
領
を
著
け
、
男
子
、
銀
花
を
繋
く
。
廣
さ
數
寸
、
以
て
飾
り
と
爲
す
。
單
單
大
山
領
よ
り
以
西
、
樂
浪
に
屬
す
。
領
よ
り
以
東
の
七
縣
、
都
尉
之
を
主
る
。
皆
な
濊
を
以
て
民
と
爲
す
。
後
ち
都
尉
を
省
き
、
其
の
渠
帥
を
封
じ
て
侯
と
爲
す
。
今
の
不
耐
濊
、
皆
な
其
の
種
な
り
。
漢
の
末
に
更
め
て
句
麗
に
屬
す
。
其
の
俗
、
山
川
を
重
ん
ず
。
山
川
に
各
々
部
分
有
り
、
妄
り
に
相
渉
り
入
る
を
得
ず
。
同
姓
婚
せ
ず
。
忌
諱
多
し
。
疾
病
も
て
死
亡
す
れ
ば
、
輒
ち
舊
宅
を
捐
棄
し
、
更
め
て
新
居
を
作
る
。
麻
布
・
蠶
桑
有
り
、
緜
を
作
る
。
星
宿
を
候
う
に
曉
く
、
豫
め
年
歳
の
豐
約
を
知
る
。
珠
玉
を
以
て
寳
と
爲
さ
ず
。
常
に
十
月
節
を
用
て
天
を
祭
る
。
晝
夜
、
飲
酒
歌
舞
し
、
之
を
名
づ
け
て
舞
天
と
爲
す
。
又
た
虎
を
祭
り
て
以
て
神
と
爲
す
。
其
の
邑
落
、相
侵
犯
す
れ
ば
、輒
ち
相
罰
す
る
こ
と
生
口
・
牛
馬
を
責
む
。
之
を
名
づ
け
て
責
禍
と
爲
す
。
人
を
殺
せ
る
者
は
死
を
償
う
。
寇
盗
少
な
し
。
矛
を
作
る
こ
と
長
三
丈
。
或
い
は
數
人
、共
に
之
を
持
つ
。
能
く
歩
戰
す
。
樂
浪
の
檀
弓
、
其
の
地
に
出
づ
。
其
の
海
、
班
魚
の
皮
を
出
だ
す
。
土
地
に
は
文
豹
饒
く
、
又
た
果
下
馬
を
出
だ
す
。
漢
桓
の
時
、
之
を
獻
ず
。
【
臣
松
之
案
ず
る
に
、果
下
馬
は
高
さ
三
尺
、之
に
乘
れ
ば
果
樹
の
下
を
行
く
べ
し
。
故
に
之
を
果
下
と
謂
え
り
。
博
物
志
・
魏
都
賦
に
見
ゆ
】
正
始
六
年
（
二
四
五
）、
樂
浪
太
守
劉
茂
・
帶
方
太
守
弓
遵
、
領
東
の
濊
の
句
麗
に
屬
せ
る
を
以
て
、
師
を
興
し
て
之
を
伐
つ
。
不
耐
侯
等
　邑
を
擧
げ
て
降
る
。
其
の
八
年
（
二
四
七
）、
闕
に
詣
り
朝
貢
す
。
詔
し
て
更
め
て
不
耐
濊
王
に
拜
す
。
居
處
雜
わ
り
て
民
間
に
在
り
。
四
時
郡
に
詣
り
朝
謁
す
。
二
郡
に
軍
征
・
賦
調
有
れ
ば
、
供
給
・
役
使
に
は
、
之
を
遇
す
る
こ
と
民
の
如
く
す
。
［
現
代
語
訳
］
濊
は
、
南
は
辰
韓
と
、
北
は
高
句
麗
・
沃
沮
と
接
し
、
東
は
大
海
に
面
し
て
い
る
。
今
の
朝
鮮
の
〔
故
地
の
〕
東
部
は
、
み
な
濊
の
地
で
あ
る
。
戸
数
は
二
萬
あ
る
（
1
（
。
昔
、箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
て
八
條
の
教
え
を
作
り
、そ
れ
を
教
え
た
。〔
そ
の
た
め
〕
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、
都
尉
主
之
。
皆
以
濊
爲
民
。
後
省
都
尉
、
封
其
渠
帥
爲
侯
。
今
不
耐
濊
皆
其
種
也
。
漢
末
更
屬
句
麗
。
其
俗
重
山
川
。
山
川
各
有
部
分
、
不
得
妄
相
渉
入
。
同
姓
不
婚
。
多
忌
諱
。
疾
病
死
亡
、
輒
捐
棄
舊
宅
、
更
作
新
居
。
有
麻
布
蠶
桑
、
作
緜
。
曉
候
星
宿
、豫
知
年
歳
豐
約
。
不
以
珠
玉
爲
寳
。
常
用
十
月
節
祭
天
。
晝
夜
飲
酒
歌
舞
、
名
之
爲
舞
天
。
又
祭
虎
以
爲
神
。
其
邑
落
相
侵
犯
、
輒
相
罰
責
生
口
牛
馬
。
名
之
爲
責
禍
。
殺
人
者
償
死
。
少
寇
盗
。
作
矛
長
三
丈
。
或
數
人
共
持
之
。
能
歩
戰
。
樂
浪
檀
弓
出
其
地
。
其
海
出
班
魚
皮
。
土
地
饒
文
豹
、又
出
果
下
馬
。
漢
桓
時
獻
之
。【
臣
松
之
案
、
果
下
馬
高
三
尺
、
乘
之
可
於
果
樹
下
行
。
故
謂
之
果
下
。
見
博
物
志
魏
都
賦
】
正
始
六
年
、
樂
浪
太
守
劉
茂
・
帶
方
太
守
弓
遵
、
以
領
東
濊
屬
句
麗
、
興
師
伐
之
。
不
耐
侯
等
擧
邑
降
。
其
八
年
、
詣
闕
朝
貢
。
詔
更
拜
不
耐
濊
王
。
居
處
雜
在
民
間
。
四
時
詣
郡
朝
謁
。
二
郡
有
軍
征
賦
調
、
供
給
役
使
、
遇
之
如
民
。
［
訓
読
］
濊
は
、
南
は
辰
韓
と
、
北
は
高
句
麗
・
沃
沮
と
接
し
、
東
は
大
海
に
窮
ま
る
。
今
の
朝
鮮
の
東
、
皆
な
其
の
地
な
り
。
戸
は
二
萬
。
昔
、
箕
子
既
に
朝
鮮
に
適
き
、
八
條
の
教
を
作
り
、
以
て
之
を
教
う
。
門
戸
の
閉
無
け
れ
ど
も
民
は
盗
を
爲
さ
ず
。
其
の
後
四
十
餘
世
に
し
て
朝
鮮
侯
淮
（
準
）、
僭
號
し
て
王
を
稱
す
。
陳
勝
等
起
ち
、
天
下
秦
に
叛
く
や
、
燕
・
齊
・
趙
の
民
、
地
を
朝
鮮
に
避
く
る
も
の
數
萬
口
。
燕
人
衞
蒲
（
滿
）
魋
結
し
夷
服
し
て
、
復
た
來
た
り
て
之
に
王
た
り
。
漢
の
武
帝
伐
ち
て
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
、
其
の
地
を
分
か
ち
て
四
郡
と
爲
す
。
是
れ
よ
り
の
後
ち
、
胡
・
漢
稍
や
別
る
。
大
君
長
無
し
。
漢
よ
り
已
來
、
其
の
官
に
侯
・
邑
君
・
三
老
有
り
、
下
戸
を
統
主
す
。
其
の
耆
老
、
舊
と
自
ら
謂
う
、「
句
麗
と
同
種
な
り
」
と
。
其
の
人
、
性
は
愿
愨
に
し
て
、
嗜
慾
少
な
く
廉
恥
有
り
、
句
麗
に
請
わ
ず
。
言
語
・
法
俗
は
大
抵
句
麗
と
同
じ
く
、
衣
服
は
異
な
る
有
り
。
男
女
の
衣
、
皆
な
曲
領
を
著
け
、
男
子
、
銀
花
を
繋
く
。
廣
さ
數
寸
、
以
て
飾
り
と
爲
す
。
單
單
大
山
領
よ
り
以
西
、
樂
浪
に
屬
す
。
領
よ
り
以
東
の
七
縣
、
都
尉
之
を
主
る
。
皆
な
濊
を
以
て
民
と
爲
す
。
後
ち
都
尉
を
省
き
、
其
の
渠
帥
を
封
じ
て
侯
と
爲
す
。
今
の
不
耐
濊
、
皆
な
其
の
種
な
り
。
漢
の
末
に
更
め
て
句
麗
に
屬
す
。
其
の
俗
、
山
川
を
重
ん
ず
。
山
川
に
各
々
部
分
有
り
、
妄
り
に
相
渉
り
入
る
を
得
ず
。
同
姓
婚
せ
ず
。
忌
諱
多
し
。
疾
病
も
て
死
亡
す
れ
ば
、
輒
ち
舊
宅
を
捐
棄
し
、
更
め
て
新
居
を
作
る
。
麻
布
・
蠶
桑
有
り
、
緜
を
作
る
。
星
宿
を
候
う
に
曉
く
、
豫
め
年
歳
の
豐
約
を
知
る
。
珠
玉
を
以
て
寳
と
爲
さ
ず
。
常
に
十
月
節
を
用
て
天
を
祭
る
。
晝
夜
、
飲
酒
歌
舞
し
、
之
を
名
づ
け
て
舞
天
と
爲
す
。
又
た
虎
を
祭
り
て
以
て
神
と
爲
す
。
其
の
邑
落
、相
侵
犯
す
れ
ば
、輒
ち
相
罰
す
る
こ
と
生
口
・
牛
馬
を
責
む
。
之
を
名
づ
け
て
責
禍
と
爲
す
。
人
を
殺
せ
る
者
は
死
を
償
う
。
寇
盗
少
な
し
。
矛
を
作
る
こ
と
長
三
丈
。
或
い
は
數
人
、共
に
之
を
持
つ
。
能
く
歩
戰
す
。
樂
浪
の
檀
弓
、
其
の
地
に
出
づ
。
其
の
海
、
班
魚
の
皮
を
出
だ
す
。
土
地
に
は
文
豹
饒
く
、
又
た
果
下
馬
を
出
だ
す
。
漢
桓
の
時
、
之
を
獻
ず
。
【
臣
松
之
案
ず
る
に
、果
下
馬
は
高
さ
三
尺
、之
に
乘
れ
ば
果
樹
の
下
を
行
く
べ
し
。
故
に
之
を
果
下
と
謂
え
り
。
博
物
志
・
魏
都
賦
に
見
ゆ
】
正
始
六
年
（
二
四
五
）、
樂
浪
太
守
劉
茂
・
帶
方
太
守
弓
遵
、
領
東
の
濊
の
句
麗
に
屬
せ
る
を
以
て
、
師
を
興
し
て
之
を
伐
つ
。
不
耐
侯
等
　邑
を
擧
げ
て
降
る
。
其
の
八
年
（
二
四
七
）、
闕
に
詣
り
朝
貢
す
。
詔
し
て
更
め
て
不
耐
濊
王
に
拜
す
。
居
處
雜
わ
り
て
民
間
に
在
り
。
四
時
郡
に
詣
り
朝
謁
す
。
二
郡
に
軍
征
・
賦
調
有
れ
ば
、
供
給
・
役
使
に
は
、
之
を
遇
す
る
こ
と
民
の
如
く
す
。
［
現
代
語
訳
］
濊
は
、
南
は
辰
韓
と
、
北
は
高
句
麗
・
沃
沮
と
接
し
、
東
は
大
海
に
面
し
て
い
る
。
今
の
朝
鮮
の
〔
故
地
の
〕
東
部
は
、
み
な
濊
の
地
で
あ
る
。
戸
数
は
二
萬
あ
る
（
1
（
。
昔
、箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
て
八
條
の
教
え
を
作
り
、そ
れ
を
教
え
た
。〔
そ
の
た
め
〕
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門
戸
を
閉
め
る
こ
と
が
な
く
て
も
人
々
は
盗
み
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ご
四
十
あ
ま
り
の
世
代
を
経
て
、
朝
鮮
侯
淮
（
準
）
が
勝
手
に
王
の
地
位
を
称
し
て
い
る
（
（
（
。
陳
勝
等
が
蜂
起
し
、
中
国
全
土
が
秦
に
そ
む
く
と
、
燕
・
齊
・
趙
の
人
々
で
混
乱
を
避
け
て
朝
鮮
に
や
っ
て
く
る
も
の
が
数
万
人
い
た
。
燕
人
の
衞
蒲
（
滿
）
も
、
さ
い
づ
ち
ま
げ
を
結
っ
て
、
夷
服
を
来
て
、
こ
の
地
に
や
っ
て
き
て
王
と
な
っ
た
（
（
（
。
漢
の
武
帝
が
〔
衛
氏
の
〕
朝
鮮
国
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
地
を
分
け
て
四
郡
に
し
た
。
こ
れ
以
後
、
胡
と
漢
と
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
大
君
長
は
い
な
い
。
漢
代
か
ら
、
そ
の
官
と
し
て
侯
・
邑
君
・
三
老
が
あ
り
、
下
戸
を
統
率
し
た
（
（
（
。
そ
の
老
人
た
ち
は
自
ら
、
も
と
も
と
高
句
麗
と
同
種
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
人
々
の
性
格
は
つ
つ
し
み
深
く
て
す
な
お
で
、
食
欲
な
ど
も
少
な
く
恥
を
知
っ
て
お
り
、
高
句
麗
に
要
求
は
し
な
い
。
言
語
・
法
律
・
習
俗
は
ほ
と
ん
ど
高
句
麗
と
同
じ
で
あ
る
が
、
衣
服
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
男
女
の
衣
服
は
み
な
ま
が
っ
た
え
り
を
つ
け
、
男
子
は
銀
花
を
つ
け
て
い
る
。
そ
の
幅
は
数
寸
あ
り
、
飾
り
に
し
て
い
る
。
単
単
大
嶺
よ
り
西
側
は
楽
浪
郡
に
属
し
て
い
る
。
嶺
よ
り
東
側
の
七
県
は〔
東
部
〕
都
尉
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
。
み
な
濊
族
で
あ
る
。
そ
の
ご
都
尉
を
廃
し
、
そ
の
渠
帥
を
侯
に
し
て
い
る
。
今
の
不
耐
濊
は
、
み
な
そ
の
種
族
で
あ
る
。
漢
代
の
終
わ
り
頃
に
あ
ら
た
め
て
高
句
麗
に
従
属
し
た
（
（
（
。
濊
の
人
々
は
、
山
川
を
重
ん
じ
て
い
る
。
山
川
に
は
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
分
が
あ
り
、
勝
手
に
他
の
持
ち
分
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
（
（
（
。
同
姓
は
結
婚
し
な
い
。
い
み
は
ば
か
る
こ
と
が
多
い
。
疾
病
で
死
亡
す
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
そ
れ
ま
で
の
住
居
を
廃
棄
し
、
あ
ら
た
め
て
新
居
を
作
る
（
（
（
。
麻
布
や
蚕
桑
が
あ
る
。
緜
を
作
っ
て
い
る
。
星
宿
を
観
察
す
る
こ
と
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
年
の
豊
凶
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
（
（
。
珠
玉
を
宝
物
に
は
し
な
い
。
い
つ
も
十
月
節
に
天
を
祭
っ
て
い
る
。
昼
夜
、
飲
酒
し
て
歌
舞
し
、そ
れ
を
舞
天
と
よ
ん
で
い
る
。ま
た
虎
を
祭
り
、神
と
し
て
い
る
。
そ
の
邑
落
で
は
、
た
が
い
に
侵
犯
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
罰
し
、
生
口
や
牛
馬
で
償
わ
せ
る
。
そ
れ
を
責
禍
と
よ
ん
で
い
る
。
人
を
殺
し
た
者
は
死
で
償
う
。
盗
み
は
少
な
い
。
長
さ
三
丈
の
矛
を
作
る
。
数
人
が
い
っ
し
ょ
に
そ
れ
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
歩
兵
戦
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
楽
浪
の
檀
弓
は
、
そ
の
地
で
作
ら
れ
る
。
そ
の
海
で
は
、
ま
だ
ら
魚
の
皮
が
と
れ
る
（
（
（
。
土
地
に
は
模
様
の
あ
る
豹
が
多
く
、
ま
た
果
下
馬
も
と
れ
る
。
後
漢
の
桓
帝
（
在
位
一
四
六
～
一
六
七
）
の
時
に
、
そ
れ
を
献
上
し
て
き
た
。
【
臣
松
之
が
調
べ
て
み
る
に
、
果
下
馬
は
高
さ
三
尺
で
、
そ
れ
に
乗
れ
ば
果
樹
の
下
を
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
果
下
と
い
う
の
で
あ
る
。
博
物
志
・
魏
都
賦
に
見
え
て
い
る
（
（（
（
】
正
始
六
年
（
二
四
五
）、
楽
浪
太
守
の
劉
茂
と
帯
方
太
守
の
弓
遵
が
、
嶺
東
の
濊
が
高
句
麗
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、軍
隊
を
出
し
て
そ
れ
を
討
伐
し
た
。
不
耐
侯
ら
は
邑
全
体
で
降
伏
し
た
。
そ
の
八
年
（
二
四
七
）、
宮
殿
に
や
っ
て
き
て
朝
貢
し
た
。
詔
書
を
発
し
て
、あ
ら
た
め
て
不
耐
濊
王
に
任
命
し
た
。
そ
の
居
所
は
、
民
間
の
人
々
と
い
っ
し
ょ
で
、
そ
の
中
に
住
ん
で
い
た
。
い
つ
も
郡
に
や
っ
て
き
て
朝
貢
し
た
。
二
郡
に
軍
事
的
徴
発
や
賦
調
な
ど
の
課
税
が
あ
れ
ば
、
濊
に
対
す
る
待
遇
は
、
郡
民
と
同
様
に
し
た
（
（（
（
。
［
註
解
］
（
１
）濊
穢
・
薉
と
も
記
す
。
史
料
に
は
「
穢
貊
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
貊
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
三
上
次
男
「
穢
人
と
そ
の
民
族
的
性
格
」
（『
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
研
究
』）
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
穢
に
つ
い
て
「
貊
が
あ
る
時
代
に
穢
を
自
称
し
た
と
す
る
説
」（
白
鳥
庫
吉
）、「
穢
は
、
貊
の
別
種
で
あ
る
穢
貊
の
略
称
と
す
る
説
」（
池
内
宏
）、「
穢
は
貊
の
別
種
と
す
る
説
」（
和
田
清
）、「
穢
は
濊
水
流
域
に
住
ん
で
い
た
貊
で
あ
る
と
す
る
説
」（
凌
純
声
）
が
あ
る
と
い
う
。
そ
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れ
ら
を
ふ
ま
え
た
三
上
自
身
の
考
説
で
は
、
先
秦
時
代
の
史
料
で
は
、
貊
と
穢
と
は
結
合
せ
ず
、
ま
っ
た
く
別
個
に
、
単
独
で
使
わ
れ
て
お
り
、
ほ
ん
ら
い
穢
族
と
貊
族
と
は
別
個
の
も
の
で
、
前
漢
代
か
ら
、
穢
と
貊
と
の
住
地
が
接
近
、
あ
る
い
は
同
方
向
で
あ
っ
た
た
め
に
、
穢
貊
と
い
う
よ
う
な
連
称
が
生
ま
れ
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
穢
と
貊
と
は
ほ
ん
ら
い
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
連
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
史
料
上
で
も
、
正
確
な
知
識
を
持
た
な
い
で
記
述
す
る
こ
と
が
お
こ
り
、混
乱
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
お
け
る
用
法
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
穢
に
つ
い
て
記
し
た
最
も
古
い
史
料
は
、『
逸
周
書
』
王
會
篇
で
あ
り
、
周
の
武
王
が
蟬
上
で
會
し
た
時
に
参
集
し
た
外
民
族
の
名
と
朝
貢
品
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、東
北
夷
の
ひ
と
つ
と
し
て
穢
人
が
み
え
る
。「
穢
人
、前
兒
。前
兒
は
彌
猴
の
若
し
。
立
ち
て
行
く
。
声
は
小
兒
に
似
た
り
」
と
あ
り
、「
前
兒
」
が
朝
貢
品
に
な
っ
て
い
る
。
前
兒
と
は
、『
爾
雅
』
に
「
鯢
魚
、
鮎
に
似
た
り
。
四
脚
に
し
て
、
前
は
獼
猴
に
似
、
後
ろ
は
狗
に
似
た
り
。
声
は
小
兒
の
啼
く
が
如
し
。
大
な
る
者
、
長
八
九
尺
」
と
あ
る
「
鯢
魚
」
に
あ
て
る
意
見
が
あ
る
。
三
上
次
男
は
、
オ
ッ
ト
セ
イ
・
ラ
ッ
コ
の
類
で
、
特
に
ラ
ッ
コ
は
海
棲
の
彌
猴
と
い
え
る
ほ
ど
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
藤
田
明
良
ら
は
、
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
を
想
定
し
て
い
る
。
穢
と
海
獣
と
の
結
び
つ
き
は
重
要
で
あ
る
。
次
に
『
呂
氏
春
秋
』
恃
君
覧
に
、
中
国
の
四
周
を
述
べ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
北
濱
の
東
、
夷
穢
の
郷
な
り
。
大
解
・
陵
魚
」
と
あ
る
。『
山
海
經
』
卷
一
二
・
海
内
北
經
に
「
大
蟹
、
海
中
に
在
り
。
陵
魚
、
人
面
に
し
て
手
足
は
魚
身
。
海
中
に
在
り
」
と
あ
り
、
大
解
は
大
蟹
、
陵
魚
は
一
種
の
海
獣
と
み
ら
れ
る
。
『
山
海
經
』
卷
一
二
・
海
内
北
經
に
は
「
蓋
國
は
鉅
燕
の
南
、
倭
の
北
に
在
り
。
倭
は
燕
に
屬
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
蓋
國
」
を
穢
に
あ
て
る
意
見
も
あ
る
（『
山
海
經
』
の
郝
懿
行
注
な
ど
）。
音
も
近
く
、
位
置
的
に
も
問
題
な
い
と
い
え
る
が
、
特
に
積
極
的
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
西
龍
「
洌
水
考
」『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
で
は
蓋
国
を
韓
に
あ
て
、「
韓
で
な
く
て
は
夫
れ
に
當
る
も
の
が
な
い
」
と
す
る
。
穢
貊
の
連
称
は
、『
史
記
』
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
。
卷
一
一
〇
・
匈
奴
伝
に
は
、
匈
奴
の
東
境
に
つ
い
て
「
諸
左
方
王
將
、
東
方
に
居
る
。
上
谷
以
往
に
直
る
者
、
東
は
穢
貉
朝
鮮
に
接
す
」
と
あ
り
、
同
卷
一
二
九
・
貨
殖
伝
の
燕
の
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
は
「
北
は
烏
桓
・
夫
餘
に
鄰
し
、
東
は
穢
貉
朝
鮮
・
眞
番
の
利
を
綰
ぶ
」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
に
も
穢
貊
と
連
称
す
る
例
が
あ
る
。
卷
二
四
下
・
食
貨
志
に
「
彭
呉
、
穢
貊
朝
鮮
を
穿
ち
、
滄
海
郡
を
置
く
。
則
ち
燕
・
齊
の
間
、
靡
然
と
し
て
發
動
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、『
漢
書
』
に
は
、
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
卷
六
・
武
帝
紀
・
元
朔
元
年
（
前
一
二
八
）
秋
条
に
「
東
夷
薉
君
南
閭
等
口
二
十
八
萬
人
降
る
。
蒼
海
郡
と
爲
す
」
と
あ
り
、
卷
九
九
中
・
王
莽
伝
・
始
建
国
二
年
（
後
一
〇
）
一
二
月
条
に
「
討
穢
將
軍
嚴
尤
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
以
後
、
連
称
す
る
場
合
も
、
単
独
の
場
合
も
あ
る
。
な
お
す
で
に
と
り
あ
げ
た
「
夫
租
薉
君
」
銀
印
の
発
見
も
重
要
で
あ
る
。
穢
の
住
地
は
、
朝
鮮
半
島
の
東
海
岸
部
で
あ
る
が
、
穢
の
一
種
で
あ
る
沃
沮
を
区
別
す
れ
ば
、
現
在
の
江
原
道
一
帯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
的
に
は
、
沃
沮
穢
の
地
域
も
含
め
、さ
ら
に
は
夫
餘
の
地
域
に
ま
で
及
ぶ
、極
め
て
広
範
な
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
は
、
慶
尚
北
道
に
ま
で
達
し
、
ま
た
嶺
西
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
２
）箕
子
朝
鮮
箕
子
お
よ
び
そ
の
末
裔
と
い
う
準
の
記
事
が
な
ぜ
濊
伝
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
箕
子
は
、
殷
の
王
族
で
、
末
王
の
紂
の
親
戚
と
い
う
。
賢
人
と
し
て
知
ら
れ
、
周
の
武
王
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
箕
子
に
政
治
に
つ
い
て
の
教
え
を
乞
う
て
い
る
。
そ
れ
に
答
え
た
の
が
、「
洪
範
（
鴻
範
）」
で
あ
る
。
箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
確
か
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
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れ
ら
を
ふ
ま
え
た
三
上
自
身
の
考
説
で
は
、
先
秦
時
代
の
史
料
で
は
、
貊
と
穢
と
は
結
合
せ
ず
、
ま
っ
た
く
別
個
に
、
単
独
で
使
わ
れ
て
お
り
、
ほ
ん
ら
い
穢
族
と
貊
族
と
は
別
個
の
も
の
で
、
前
漢
代
か
ら
、
穢
と
貊
と
の
住
地
が
接
近
、
あ
る
い
は
同
方
向
で
あ
っ
た
た
め
に
、
穢
貊
と
い
う
よ
う
な
連
称
が
生
ま
れ
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
穢
と
貊
と
は
ほ
ん
ら
い
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
連
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
史
料
上
で
も
、
正
確
な
知
識
を
持
た
な
い
で
記
述
す
る
こ
と
が
お
こ
り
、混
乱
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
お
け
る
用
法
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
穢
に
つ
い
て
記
し
た
最
も
古
い
史
料
は
、『
逸
周
書
』
王
會
篇
で
あ
り
、
周
の
武
王
が
蟬
上
で
會
し
た
時
に
参
集
し
た
外
民
族
の
名
と
朝
貢
品
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、東
北
夷
の
ひ
と
つ
と
し
て
穢
人
が
み
え
る
。「
穢
人
、前
兒
。前
兒
は
彌
猴
の
若
し
。
立
ち
て
行
く
。
声
は
小
兒
に
似
た
り
」
と
あ
り
、「
前
兒
」
が
朝
貢
品
に
な
っ
て
い
る
。
前
兒
と
は
、『
爾
雅
』
に
「
鯢
魚
、
鮎
に
似
た
り
。
四
脚
に
し
て
、
前
は
獼
猴
に
似
、
後
ろ
は
狗
に
似
た
り
。
声
は
小
兒
の
啼
く
が
如
し
。
大
な
る
者
、
長
八
九
尺
」
と
あ
る
「
鯢
魚
」
に
あ
て
る
意
見
が
あ
る
。
三
上
次
男
は
、
オ
ッ
ト
セ
イ
・
ラ
ッ
コ
の
類
で
、
特
に
ラ
ッ
コ
は
海
棲
の
彌
猴
と
い
え
る
ほ
ど
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
藤
田
明
良
ら
は
、
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
を
想
定
し
て
い
る
。
穢
と
海
獣
と
の
結
び
つ
き
は
重
要
で
あ
る
。
次
に
『
呂
氏
春
秋
』
恃
君
覧
に
、
中
国
の
四
周
を
述
べ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
北
濱
の
東
、
夷
穢
の
郷
な
り
。
大
解
・
陵
魚
」
と
あ
る
。『
山
海
經
』
卷
一
二
・
海
内
北
經
に
「
大
蟹
、
海
中
に
在
り
。
陵
魚
、
人
面
に
し
て
手
足
は
魚
身
。
海
中
に
在
り
」
と
あ
り
、
大
解
は
大
蟹
、
陵
魚
は
一
種
の
海
獣
と
み
ら
れ
る
。
『
山
海
經
』
卷
一
二
・
海
内
北
經
に
は
「
蓋
國
は
鉅
燕
の
南
、
倭
の
北
に
在
り
。
倭
は
燕
に
屬
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
蓋
國
」
を
穢
に
あ
て
る
意
見
も
あ
る
（『
山
海
經
』
の
郝
懿
行
注
な
ど
）。
音
も
近
く
、
位
置
的
に
も
問
題
な
い
と
い
え
る
が
、
特
に
積
極
的
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
西
龍
「
洌
水
考
」『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
で
は
蓋
国
を
韓
に
あ
て
、「
韓
で
な
く
て
は
夫
れ
に
當
る
も
の
が
な
い
」
と
す
る
。
穢
貊
の
連
称
は
、『
史
記
』
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
。
卷
一
一
〇
・
匈
奴
伝
に
は
、
匈
奴
の
東
境
に
つ
い
て
「
諸
左
方
王
將
、
東
方
に
居
る
。
上
谷
以
往
に
直
る
者
、
東
は
穢
貉
朝
鮮
に
接
す
」
と
あ
り
、
同
卷
一
二
九
・
貨
殖
伝
の
燕
の
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
は
「
北
は
烏
桓
・
夫
餘
に
鄰
し
、
東
は
穢
貉
朝
鮮
・
眞
番
の
利
を
綰
ぶ
」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
に
も
穢
貊
と
連
称
す
る
例
が
あ
る
。
卷
二
四
下
・
食
貨
志
に
「
彭
呉
、
穢
貊
朝
鮮
を
穿
ち
、
滄
海
郡
を
置
く
。
則
ち
燕
・
齊
の
間
、
靡
然
と
し
て
發
動
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、『
漢
書
』
に
は
、
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
卷
六
・
武
帝
紀
・
元
朔
元
年
（
前
一
二
八
）
秋
条
に
「
東
夷
薉
君
南
閭
等
口
二
十
八
萬
人
降
る
。
蒼
海
郡
と
爲
す
」
と
あ
り
、
卷
九
九
中
・
王
莽
伝
・
始
建
国
二
年
（
後
一
〇
）
一
二
月
条
に
「
討
穢
將
軍
嚴
尤
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
以
後
、
連
称
す
る
場
合
も
、
単
独
の
場
合
も
あ
る
。
な
お
す
で
に
と
り
あ
げ
た
「
夫
租
薉
君
」
銀
印
の
発
見
も
重
要
で
あ
る
。
穢
の
住
地
は
、
朝
鮮
半
島
の
東
海
岸
部
で
あ
る
が
、
穢
の
一
種
で
あ
る
沃
沮
を
区
別
す
れ
ば
、
現
在
の
江
原
道
一
帯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
的
に
は
、
沃
沮
穢
の
地
域
も
含
め
、さ
ら
に
は
夫
餘
の
地
域
に
ま
で
及
ぶ
、極
め
て
広
範
な
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
は
、
慶
尚
北
道
に
ま
で
達
し
、
ま
た
嶺
西
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
２
）箕
子
朝
鮮
箕
子
お
よ
び
そ
の
末
裔
と
い
う
準
の
記
事
が
な
ぜ
濊
伝
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
箕
子
は
、
殷
の
王
族
で
、
末
王
の
紂
の
親
戚
と
い
う
。
賢
人
と
し
て
知
ら
れ
、
周
の
武
王
が
殷
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
箕
子
に
政
治
に
つ
い
て
の
教
え
を
乞
う
て
い
る
。
そ
れ
に
答
え
た
の
が
、「
洪
範
（
鴻
範
）」
で
あ
る
。
箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
確
か
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
435
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は
、
つ
く
ら
れ
た
話
の
よ
う
で
あ
る
。
今
西
龍
「
箕
子
朝
鮮
伝
説
考
」（『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』）
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
そ
う
し
た
伝
承
を
伝
え
る
、
最
も
古
い
記
録
は
、
漢
代
の
伏
生
『
尚
書
大
伝
』
に
み
え
る
。「
武
王
、
箕
子
の
囚
を
釋
す
。
箕
子
、
周
の
釋
と
爲
る
に
忍
び
ず
、
走
り
て
朝
鮮
に
之
く
。
武
王
之
を
聞
き
、
因
り
て
朝
鮮
を
以
て
之
に
封
ず
。
箕
子
既
に
周
の
封
を
受
け
、
臣
禮
無
き
を
得
ず
。
故
に
十
三
祀
に
於
て
來
朝
す
。
武
王
、
其
の
朝
せ
る
に
因
り
て
鴻
範
を
問
う
」
と
あ
る
。
『
史
記
』
宋
微
子
世
家
に
は
「
箕
子
は
紂
の
親
戚
な
り
。
…
…
（
紂
を
諫
め
て
容
れ
ら
れ
ず
、
箕
子
は
「
被
髪
し
狂
と
佯
り
て
奴
と
爲
り
、
遂
に
隱
れ
て
皷
琴
し
以
て
自
悲
す
」
と
い
う
よ
う
に
隠
棲
）
…
…
武
王
既
に
殷
に
克
ち
、
箕
子
を
訪
問
す
、
…
…
（
武
王
は
、
箕
子
に
鴻
範
を
問
う
）
…
…
是
に
於
て
武
王
乃
ち
箕
子
を
朝
鮮
に
封
ず
。
而
し
て
臣
た
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
後
、
箕
子
周
に
朝
し
、
故
の
殷
墟
を
過
ぎ
、
殷
室
の
毀
壞
し
禾
黍
を
生
ず
る
に
感
じ
、
箕
子
之
を
傷
む
…
…
」
と
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
地
理
志
に
は
「
玄
菟
・
楽
浪
、
武
帝
の
時
置
く
。
皆
な
朝
鮮
穢
貉
句
麗
蛮
夷
。
殷
道
衰
え
、
箕
子
去
り
て
朝
鮮
に
之
き
、
其
の
民
に
教
う
る
に
禮
義
田
蠶
織
作
を
以
て
す
。
樂
浪
朝
鮮
の
民
、
犯
禁
八
條
…
…
郡
初
、
吏
を
遼
東
よ
り
取
る
。
吏
、
民
の
臧
を
閉
じ
る
こ
と
無
き
を
見
ゆ
。
賈
人
の
往
く
者
夜
に
則
ち
盗
を
爲
す
に
及
び
、
俗
稍
々
益
々
薄
ま
り
、
今
犯
禁
々
多
く
、
六
十
餘
條
に
至
る
。
貴
ぶ
べ
き
か
な
、
仁
賢
の
化
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
が
、
箕
子
が
朝
鮮
で
王
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
古
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
箕
子
の
こ
と
を
記
し
て
、
朝
鮮
に
行
っ
た
こ
と
を
記
さ
な
い
も
の
も
あ
る
（
竹
書
紀
年
な
ど
）。
ま
た
、
中
国
に
は
、
箕
子
墓
の
存
在
を
伝
え
る
伝
説
が
あ
る
。『
史
記
』
宋
微
子
世
家
の
杜
預
の
注
に
「
梁
国
蒙
縣
に
箕
子
の
冢
有
り
」
と
あ
り
、『
水
經
注
』
卷
二
二
所
引
の
杜
預
の
説
「
梁
国
蒙
縣
の
北
に
薄
伐
城
有
り
、
城
中
に
湯
冢
有
り
、
其
の
西
に
箕
子
の
冢
有
り
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
河
南
省
商
邱
縣
の
東
北
に
あ
た
る
。
『
翰
苑
』
高
麗
条
の
注
に
は
、「
漢
書
地
志
曰
わ
く
、
長
〔
岑
〕・
駟
望
、
箕
子
を
封
ぜ
し
縣
な
り
、
と
」
と
あ
る
が
、『
漢
書
』
地
理
志
に
そ
の
よ
う
な
記
事
は
な
い
。
た
だ
し
、
直
前
の
注
に
「
漢
書
地
志
に
曰
わ
く
、
樂
浪
郡
、
武
帝
元
封
三
年
開
く
。
莽
、
樂
鮮
と
曰
う
。
幽
州
に
属
す
。〔
應
〕
邵
の
注
に
云
わ
く
、
朝
鮮
国
。
武
王
箕
子
を
朝
鮮
に
封
ず
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、「
箕
子
を
封
ぜ
し
縣
な
り
」
は
、
應
邵
の
注
に
も
と
づ
い
て
撰
者
が
つ
け
た
注
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
『
尚
書
』
洪
範
に
は
、
武
王
が
箕
子
を
訪
問
し
た
こ
と
、
箕
子
が
洪
範
を
演
述
し
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
『
易
』
明
夷
に
は
、「
箕
子
之
明
夷
」
の
語
が
あ
る
。
明
夷
と
は
、
八
卦
の
ひ
と
つ
で
、「
箕
子
之
明
夷
」
は
、「
箕
子
の
明
夷
」
で
は
な
く
、「
箕
子
の
明
、
夷
（
や
ぶ
）
る
」
と
読
む
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
明
夷
」
の
語
か
ら
、
東
夷
が
連
想
さ
れ
て
、
朝
鮮
に
行
っ
た
と
い
う
伝
説
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
の
よ
う
に
、
箕
子
が
「
被
髪
し
狂
と
佯
り
て
奴
と
爲
り
」（『
史
記
』
宋
微
子
世
家
）
と
い
う
よ
う
に
、「
被
髪
」
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
礼
記
』
王
制
に
「
東
方
を
夷
と
曰
う
。
被
髪
文
身
す
…
…
」
と
い
う
、
東
夷
の
被
髪
を
連
想
し
た
と
い
う
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箕
子
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、『
魏
略
』
や
、
こ
の
『
魏
志
』
濊
伝
に
な
る
と
、
別
の
展
開
を
み
せ
る
。
そ
れ
は
、
衛
氏
朝
鮮
の
成
立
に
際
し
て
、
そ
の
地
に
お
け
る
箕
子
の
末
裔
（
準
）
の
存
在
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
あ
る
い
は
信
憑
性
は
わ
か
ら
な
い
が
、
韓
伝
で
は
、
準
が
衛
満
に
破
れ
た
あ
と
「
其
の
左
右
宮
人
を
將
い
て
走
り
て
海
に
入
り
、
韓
地
に
居
り
、
自
ら
韓
王
と
號
す
」
と
あ
り
、
そ
の
裴
注
に
引
く
『
魏
略
』
に
は
「
其
の
子
及
び
親
の
留
ま
り
て
國
に
在
る
者
、
因
り
て
韓
氏
を
冒
姓
す
」
と
あ
り
、
今
西
龍
は
、
こ
の
韓
氏
と
称
し
た
と
い
う
伝
承
を
手
が
か
り
と
し
て
、
楽
浪
郡
に
土
着
化
し
た
韓
氏
が
、
み
ず
か
ら
を
箕
子
に
結
び
つ
け
る
べ
く
、
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
「
八
條
の
教
」は
、『
漢
書
』の
上
記
の
記
事
を
承
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、『
漢
書
』
で
は
、
箕
子
が
教
え
た
と
さ
れ
る
の
は
「
禮
義
田
蠶
織
作
」
で
あ
り
、「
犯
禁
八
條
」
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
を
誤
っ
て
引
い
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
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（
3
）衛
氏
朝
鮮
東
沃
沮
伝
で
既
に
み
た
よ
う
に
、
燕
人
滿
が
建
国
し
た
の
が
衛
氏
朝
鮮
（
衛
滿
朝
鮮
）
で
あ
る
。
滿
は
、
漢
帝
国
の
な
か
の
燕
王
盧
綰
に
仕
え
て
い
た
が
、
前
一
九
五
年
、
盧
綰
が
匈
奴
に
亡
命
し
、
燕
國
が
瓦
解
し
た
あ
と
、
滿
は
徒
党
を
率
い
て
東
走
し
、
燕
・
齊
か
ら
の
亡
命
者
た
ち
を
従
え
て
王
と
な
り
、
王
險
城
に
都
し
た
。
王
險
城
は
、
現
在
の
平
壤
で
あ
る
。
魋
結
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
庫
吉
に
よ
れ
ば
、「
魋
結
即
ち
椎
髻
と
い
ふ
の
は
頭
上
に
束
ね
た
頭
髪
の
形
が
椎
即
ち
槌
の
形
に
類
似
す
る
所
か
ら
其
の
名
を
得
た
」「
椎
髻
と
い
ふ
の
は
元
来
顔
師
古
の
注
に
も
あ
る
如
く
頭
髪
を
頂
上
に
圓
く
束
ね
て
槌
頭
の
よ
う
に
結
ぶ
に
因
つ
て
得
た
名
で
あ
り
、
弁
髪
は
ま
ま
編
髪
と
も
繩
髪
と
も
索
頭
と
も
い
ひ
、
頭
髪
を
繩
の
如
く
編
む
に
よ
つ
て
得
た
名
に
相
違
な
い
。
だ
か
ら
椎
髻
と
弁
髪
と
は
自
ら
別
個
の
も
の
で
必
し
も
同
一
の
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
南
越
や
匈
奴
に
み
ら
れ
る
調
髪
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
亞
細
亞
北
族
の
弁
髪
に
就
い
て
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
五
卷
）。  
（
4
）侯
・
邑
君
・
三
老
侯
に
つ
い
て
は
、
濊
伝
の
後
文
に
「
其
の
渠
帥
を
封
じ
て
侯
と
爲
す
」
と
あ
る
。
ま
た
東
沃
沮
伝
に
「
沃
沮
の
諸
邑
落
の
渠
帥
、
皆
な
自
ら
三
老
と
稱
す
」
と
あ
っ
た
が
、
濊
の
場
合
も
同
じ
く
、
三
老
も
「
諸
邑
落
の
渠
帥
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
い
だ
に
は
さ
ま
れ
た
邑
君
は
、
そ
の
名
称
か
ら
も
、
邑
の
首
長
ら
し
く
み
え
る
。
つ
ま
り
、
侯
・
邑
君
・
三
老
は
、
ほ
ん
ら
い
邑
落
の
渠
帥
す
な
わ
ち
首
長
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
侯
・
邑
君
・
三
老
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
と
す
る
邑
落
に
大
小
が
あ
り
、
相
互
間
に
身
分
的
序
列
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
武
田
幸
男
「
魏
志
東
夷
伝
に
み
え
る
下
戸
問
題
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
三
集
）。
（
5
）不
耐
濊
・
高
句
麗
従
属
（
Ⅳ
）
東
沃
沮
伝
の
註
（
（
）
参
照
。
（
6
）山
川
こ
う
し
た
相
互
の
侵
犯
を
禁
じ
る
一
定
の
領
域（
な
わ
ば
り
・
生
活
圏
）に
つ
い
て
、
大
林
太
良
は
、
ア
イ
ヌ
の
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
（『
邪
馬
台
国
』
中
公
新
書
）。
こ
の
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
は
、
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
一
定
の
領
域
を
指
す
。
ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン
（
集
落
）
は
、
お
の
お
の
コ
タ
ン
固
有
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
も
ち
、
こ
の
領
域
内
部
に
お
い
て
は
自
由
に
狩
猟
や
漁
撈
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
自
分
た
ち
以
外
の
外
部
の
も
の
が
領
域
を
侵
す
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
い
い
、
お
よ
そ
一
つ
の
川
筋
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
両
脇
の
山
脈
の
稜
線
の
内
部
と
さ
ら
に
沿
海
部
を
そ
の
範
囲
と
し
て
い
た
、
と
い
う
（
泉
靖
一
「
沙
流
ア
イ
ヌ
の
地
縁
集
団
に
お
け
る
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
」『
民
族
学
研
究
』
一
六
巻
三
・
四
号
、一
九
五
二
年
）。
ま
た
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
は
、
北
方
ツ
ン
グ
ー
ス
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
山
や
川
を
主
体
と
す
る
み
ず
か
ら
の
狩
猟
圏
を
排
他
的
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
狩
猟
民
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
濊
も
狩
猟
採
集
の
民
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
習
俗
を
も
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
（
7
）住
居
の
廃
棄
こ
れ
に
類
似
し
た
習
俗
も
ア
イ
ヌ
に
見
ら
れ
る
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
で
は
、
最
近
ま
で
、
死
者
が
で
れ
ば
、
そ
の
家
を
焼
き
捨
て
、
あ
と
に
残
っ
た
家
族
は
、
そ
の
附
近
に
あ
ら
た
に
家
を
建
て
て
住
む
か
、
あ
る
い
は
ほ
か
に
移
転
し
て
、
新
居
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
宗
教
観
念
が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
病
気
や
死
を
け
が
れ
と
考
え
て
お
り
、
死
者
を
だ
し
た
家
、
村
、
遺
族
、
会
葬
者
も
す
べ
て
死
穢
に
ふ
れ
る
と
思
念
し
て
い
た
ら
し
く
、
家
を
焼
却
す
る
習
俗
は
、
死
穢
に
け
が
れ
た
家
を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
け
が
れ
を
祓
お
う
と
し
た
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
久
保
寺
逸
彦
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
葬
制―
―
続
」『
民
族
学
研
究
』
二
〇
巻
三
・
四
号
、
一
九
五
六
年
）。
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（
3
）衛
氏
朝
鮮
東
沃
沮
伝
で
既
に
み
た
よ
う
に
、
燕
人
滿
が
建
国
し
た
の
が
衛
氏
朝
鮮
（
衛
滿
朝
鮮
）
で
あ
る
。
滿
は
、
漢
帝
国
の
な
か
の
燕
王
盧
綰
に
仕
え
て
い
た
が
、
前
一
九
五
年
、
盧
綰
が
匈
奴
に
亡
命
し
、
燕
國
が
瓦
解
し
た
あ
と
、
滿
は
徒
党
を
率
い
て
東
走
し
、
燕
・
齊
か
ら
の
亡
命
者
た
ち
を
従
え
て
王
と
な
り
、
王
險
城
に
都
し
た
。
王
險
城
は
、
現
在
の
平
壤
で
あ
る
。
魋
結
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
庫
吉
に
よ
れ
ば
、「
魋
結
即
ち
椎
髻
と
い
ふ
の
は
頭
上
に
束
ね
た
頭
髪
の
形
が
椎
即
ち
槌
の
形
に
類
似
す
る
所
か
ら
其
の
名
を
得
た
」「
椎
髻
と
い
ふ
の
は
元
来
顔
師
古
の
注
に
も
あ
る
如
く
頭
髪
を
頂
上
に
圓
く
束
ね
て
槌
頭
の
よ
う
に
結
ぶ
に
因
つ
て
得
た
名
で
あ
り
、
弁
髪
は
ま
ま
編
髪
と
も
繩
髪
と
も
索
頭
と
も
い
ひ
、
頭
髪
を
繩
の
如
く
編
む
に
よ
つ
て
得
た
名
に
相
違
な
い
。
だ
か
ら
椎
髻
と
弁
髪
と
は
自
ら
別
個
の
も
の
で
必
し
も
同
一
の
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
南
越
や
匈
奴
に
み
ら
れ
る
調
髪
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
亞
細
亞
北
族
の
弁
髪
に
就
い
て
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
五
卷
）。  
（
4
）侯
・
邑
君
・
三
老
侯
に
つ
い
て
は
、
濊
伝
の
後
文
に
「
其
の
渠
帥
を
封
じ
て
侯
と
爲
す
」
と
あ
る
。
ま
た
東
沃
沮
伝
に
「
沃
沮
の
諸
邑
落
の
渠
帥
、
皆
な
自
ら
三
老
と
稱
す
」
と
あ
っ
た
が
、
濊
の
場
合
も
同
じ
く
、
三
老
も
「
諸
邑
落
の
渠
帥
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
い
だ
に
は
さ
ま
れ
た
邑
君
は
、
そ
の
名
称
か
ら
も
、
邑
の
首
長
ら
し
く
み
え
る
。
つ
ま
り
、
侯
・
邑
君
・
三
老
は
、
ほ
ん
ら
い
邑
落
の
渠
帥
す
な
わ
ち
首
長
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
侯
・
邑
君
・
三
老
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
と
す
る
邑
落
に
大
小
が
あ
り
、
相
互
間
に
身
分
的
序
列
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
武
田
幸
男
「
魏
志
東
夷
伝
に
み
え
る
下
戸
問
題
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
三
集
）。
（
5
）不
耐
濊
・
高
句
麗
従
属
（
Ⅳ
）
東
沃
沮
伝
の
註
（
（
）
参
照
。
（
6
）山
川
こ
う
し
た
相
互
の
侵
犯
を
禁
じ
る
一
定
の
領
域（
な
わ
ば
り
・
生
活
圏
）に
つ
い
て
、
大
林
太
良
は
、
ア
イ
ヌ
の
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
（『
邪
馬
台
国
』
中
公
新
書
）。
こ
の
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
は
、
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
一
定
の
領
域
を
指
す
。
ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン
（
集
落
）
は
、
お
の
お
の
コ
タ
ン
固
有
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
も
ち
、
こ
の
領
域
内
部
に
お
い
て
は
自
由
に
狩
猟
や
漁
撈
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
自
分
た
ち
以
外
の
外
部
の
も
の
が
領
域
を
侵
す
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
イ
ウ
ォ
ー
ル
と
い
い
、
お
よ
そ
一
つ
の
川
筋
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
両
脇
の
山
脈
の
稜
線
の
内
部
と
さ
ら
に
沿
海
部
を
そ
の
範
囲
と
し
て
い
た
、
と
い
う
（
泉
靖
一
「
沙
流
ア
イ
ヌ
の
地
縁
集
団
に
お
け
る
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
」『
民
族
学
研
究
』
一
六
巻
三
・
四
号
、一
九
五
二
年
）。
ま
た
そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
は
、
北
方
ツ
ン
グ
ー
ス
に
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
山
や
川
を
主
体
と
す
る
み
ず
か
ら
の
狩
猟
圏
を
排
他
的
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
狩
猟
民
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
濊
も
狩
猟
採
集
の
民
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
習
俗
を
も
っ
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
（
7
）住
居
の
廃
棄
こ
れ
に
類
似
し
た
習
俗
も
ア
イ
ヌ
に
見
ら
れ
る
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
で
は
、
最
近
ま
で
、
死
者
が
で
れ
ば
、
そ
の
家
を
焼
き
捨
て
、
あ
と
に
残
っ
た
家
族
は
、
そ
の
附
近
に
あ
ら
た
に
家
を
建
て
て
住
む
か
、
あ
る
い
は
ほ
か
に
移
転
し
て
、
新
居
を
つ
く
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
宗
教
観
念
が
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
病
気
や
死
を
け
が
れ
と
考
え
て
お
り
、
死
者
を
だ
し
た
家
、
村
、
遺
族
、
会
葬
者
も
す
べ
て
死
穢
に
ふ
れ
る
と
思
念
し
て
い
た
ら
し
く
、
家
を
焼
却
す
る
習
俗
は
、
死
穢
に
け
が
れ
た
家
を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
け
が
れ
を
祓
お
う
と
し
た
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
久
保
寺
逸
彦
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
葬
制―
―
続
」『
民
族
学
研
究
』
二
〇
巻
三
・
四
号
、
一
九
五
六
年
）。
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［『魏志』東夷伝訳註初稿（1）］……田中俊明
（
8
）星
宿
の
観
察
李
成
市
「
穢
族
の
生
業
と
そ
の
民
族
的
性
格
」（『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、『
淮
南
子
』（
エ
ナ
ン
ジ
）
巻
三
・
天
文
訓
に
は
、
歳
星
（
木
星
）
の
運
行
に
基
づ
く
歳
星
紀
年
法
と
太
陰
元
始
に
よ
る
豊
凶
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
濊
族
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。『
淮
南
子
』
に
は
、
明
け
方
の
木
星
が
、
二
八
宿
（
星
宿
）
の
ど
れ
と
と
と
も
あ
ら
わ
れ
る
か
で
、
攝
提
格
か
ら
赤
奮
若
に
至
る
一
二
の
名
称
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
豊
凶
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
濊
の
「
明
け
方
に
星
宿
を
観
察
し
、
そ
の
年
の
豊
凶
を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
技
術
は
、
そ
う
し
た
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
9
）班
魚
『
説
文
』
第
一
一
篇
下
・
魚
部
に
「
、
魚
名
な
り
。
皮
に
文
有
り
。
樂
浪
東
よ
り
出
づ
。
神
爵
四
年
（
前
五
八
）
初
め
て
捕
え
、收
め
て
考
工
に
輸
す
」
と
あ
り
、
皮
に
模
様
の
あ
る
魚
鰅
が
樂
浪
郡
の
東
縣
で
と
れ
る
こ
と
を
記
す
。こ
の
東
は
、
嶺
東
の
七
縣
の
一
つ
で
あ
り
、
舊
臨
屯
國
で
、
濊
族
の
地
に
お
か
れ
た
縣
で
あ
る
。
班
魚
は
、
こ
の
魚
を
指
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
『
説
文
』
魚
部
で
は
、鮸
や
魵
が
「
薉
の
邪
頭
國
よ
り
出
づ
」
と
す
る
。
邪
頭
國
は
、
薉
族
の
地
で
あ
り
、
ま
た
樂
浪
郡
の
嶺
東
七
縣
の
う
ち
の
邪
頭
味
縣
が
置
か
れ
た
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東
海
に
産
し
、
中
国
に
も
知
ら
れ
た
、
濊
の
特
産
品
と
考
え
ら
れ
る
。
『
説
文
』
魚
部
で
は
、
さ
ら
に
・
・
・
・
・
な
ど
が
、「
樂
浪
潘
國
よ
り
出
づ
」と
し
て
い
る
。「
潘
國
」は
、眞
番
國
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
眞
番
郡
の
位
置
が
明
確
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
半
島
で
、
樂
浪
よ
り
も
南
の
地
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
「
潘
國
」
は
別
に
し
て
も
、
濊
が
魚
介
類
と
関
わ
り
が
深
い
民
族
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
十
分
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
ふ
れ
た
「
前
兒
」
や
「
大
解
」（
大
蟹
）・「
陵
魚
」
な
ど
、
海
棲
動
物
と
濊
と
の
結
び
つ
け
も
あ
わ
せ
て
、
濊
族
は
、
こ
れ
ら
を
漁
撈
の
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
獵
し
、
さ
ら
に
中
國
に
ま
で
そ
れ
を
輸
送
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
沃
沮
伝
に
み
え
た
「
貊
布
・
魚
鹽
・
海
中
の
食
物
を
、
千
里
擔
負
し
て
之
に
致
さ
し
む
」
と
い
う
記
事
は
、
直
接
に
は
高
句
麗
へ
の
負
担
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
貢
ぎ
物
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
で
は
、
閔
中
王
四
年
（
四
七
）
九
月
條
に
「
東
海
人
高
失
利
、鯨
魚
目
を
獻
ず
。
夜
に
光
有
り
」
と
あ
り
、同
・
西
川
王
一
九
年
（
二
八
八
）
夏
四
月
條
に
も
「
海
谷
太
守
、
鯨
魚
目
を
獻
ず
。
夜
に
光
有
り
」
と
あ
る
。「
東
海
」
は
、
東
海
岸
を
指
す
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
東
海
人
は
濊
人
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
海
谷
」
は
次
項
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、「
東
海
谷
」
と
み
ら
れ
、
や
は
り
濊
の
地
か
ら
の
献
上
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
広
開
土
王
碑
文
』
に
は
、
廣
開
土
王
が
新
た
に
獲
得
し
た
「
新
來
の
韓
穢
」
に
対
し
て
、
舊
民
も
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、「
東
海
賈
」
が
み
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
武
田
幸
男
「
旧
領
民
の
支
配
形
態
」（『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
で
は
、「
東
海
の
商
賈
、
つ
ま
り
日
本
海
沿
岸
に
居
住
し
、
活
動
し
て
い
た
商
賈
」
と
す
る
。
穢
族
に
は
、
狩
猟
漁
撈
で
獲
得
し
た
も
の
を
、
広
く
販
売
す
る
商
賈
も
い
た
こ
と
を
示
す
。
（
10
）文
豹
・
果
下
馬
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
・
大
祖
大
王
五
五
年
（
一
〇
七
）
冬
十
月
條
に
「
東
海
谷
守
、
朱
豹
を
獻
ず
。
尾
の
長
九
尺
」
と
あ
り
、「
朱
豹
」
を
献
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
『
太
平
御
覧
』
卷
八
九
七
・
獣
部
・
馬
に
引
く
『
博
物
志
』
と
、『
文
選
』
に
引
く
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思
『
魏
都
賦
』
に
果
下
馬
が
み
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
馬
の
種
類
で
は
な
い
よ
う
で
、
強
駿
な
小
馬
を
い
う
語
で
、
広
東
に
も
い
る
と
い
う
（
明
末
の
屈
大
均
『
広
東
新
語
』
二
一
）。
（
11
）不
耐
濊
王
不
耐
濊
王
と
い
う
號
に
つ
い
て
は
、
手
が
か
り
が
な
い
が
、「
晉
率
善
穢
佰
長
」
印
が
出
土
し
て
い
る
。
韓
伝
に
は
「
魏
の
率
善
邑
君
・
歸
義
侯
・
中
郎
將
・
都
尉
・
伯
長
」
と
い
う
官
の
存
在
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
魏
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
印
は
、
穢
族
の
邑
落
の
首
長
が
、
晉
か
ら
授
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
九
六
六
年
二
月
に
韓
国
の
慶
尚
北
道
迎
日
郡
新
光
面
馬
助
里
で
、
空
色
の
硝
子
玉
一
〇
余
個
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
、
も
と
は
墓
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
印
は
銅
製
で
、
高
さ
二
・
五
㎝
、
一
辺
の
長
さ
二
・
三
㎝
、
獣
鈕
で
あ
る
。
な
お
こ
の
印
の
出
土
を
通
し
て
、
迎
日
地
方
ま
で
、
穢
の
住
地
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
（
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
受
理
、
二
〇
〇
九
年
一
月
五
日
審
査
終
了
）
